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第 １ 章  道 路 交 通 事 故 に 関 わ る ヒ ュ ー マ ン フ ァ ク タ ー と 注 意  
1 . 1 道路 交 通 事故 の現 況  
 

道 路 交 通 事故 は 「 歩 行者 、 自 転車 、 二 輪 車、 普 通 自動 車 、 ト ラッ ク 等

の道 路 交 通上 の 移 動 体が 相 互 にあ る い は 他の 物 体 と接 触 す る こと に よっ

て、人 ある い は 物 体 に何 ら か の損 傷 を 生 じる 過 程 お よ び 結 果（ 谷 口 , 19 9 9）」
であ る 。我 が 国 の 道 路交 通 事 故の 推 移 を みる と 、 1 97 0（ 昭 和 45）年 に負

傷者 数 は約 98 万 人 、死 者数 は約 1 万 7 千人 を 占 めた が 、20 1 6（ 平成 2 8）
年で は 負 傷者 数 は 約 62 万 人 、 交通 事 故死 者 数 は約 4 千 人 と 減 少 傾 向 に

ある 。 政 府は 第 1 0 次交 通 安 全基 本 計 画 に則 り 、 2 02 0（ 平 成 32） 年 まで

に道 路 交 通事 故 の 死 傷者 を 25 0 0 人 以 下 とす る こ とを 目 標 に 掲げ て いる

（内 閣 府 , 20 18）。  
世 界 保 健 機構 W H O（ 2 01 8）に よ る と 、道路 交 通 事 故 に よ り 毎 年 12 5 万

人以 上 の 人々 の 生 活 に困 難 が 生じ て お り 、道 路 交 通事 故 に よ る傷 害 は、

個人 、 そ の家 族 、 お よび 国 全 体へ 多 大 な 経済 的 損 失を 生 じ さ せ、 公 衆衛

生上 の 問 題で あ る こ とを 指 摘 して い る 。  
死 亡 率 ・ 経済 的 コ ス ト・ 健 康 上の 問 題 な どか ら 計 算さ れ る 世 界の 疾 病

負荷 は 、虚 血 性 疾 患 、下気 道 感 染症 、脳 卒中 が 高 く 、道 路 交 通 事 故 は 10
位 に 位 置 す る 。 我 が 国 の 道 路 交 通 事 故 に よ る 死 亡 は 全 体 の 0 .4％ で あ る

が、 事 故 によ る 障 害 など 生 活 上の 困 難 を 考え る と 、道 路 交 通 事故 は 高い

水準 に あ り、 道 路 交 通事 故 防 止は 今 後 も 継続 し て 取り 組 む 課 題で あ る。  
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1 . 2 .  道路 交 通 事故 と ヒ ュ ーマ ン フ ァク タ ー  
 

道 路 交 通 事故 の 発 生 を人 間 行 動か ら 捉 え ると 、 道 路交 通 事 故 発生 に 影

響を 及 ぼ す要 因 は、道路 利 用 者の「 人」の要 因 と 、人 が 置か れ た「 環 境」

や「 車 両 」要 因 の 相 互作 用 に より 生 じ る 。し た が って 、 道 路 や道 路 環境

の整 備 、 車両 性 能 が 向上 し て も、 そ れ ら を利 用 す る人 々 が 道 路交 通 事故

発生 に つ なが る 行 動 を伴 え ば 、道 路 交 通 事故 リ ス クは 高 ま る 。  
Tr e a t ,  Tu mba s ,  M cD o n a ld ,  Sh in a r,  H u me ,  Ma ye r,  S t a n s i fe r,  a nd  C a s t e l l a n

（ 19 7 9）は 、道 路 交 通事 故 原 因の 9 2 . 6％ がヒ ュ ー マン フ ァ ク タ ー（ 人 間

の特 性 ）で あり 、33 . 8％が 環 境 的要 因 、1 2 . 6％ が 車両 要 因 と 報 告し て お り、

道路 交 通 事故 発 生 に は、 道 路 を利 用 す る 人間 の 特 性の 影 響 が 大き い 。  
黒 田（ 1996）は 、人 間 -機 械 系の 人 間 の 特性 に つ い て 、6 つ の要 因 か ら

整理 し て いる 。生 理 学的（ Ph ys io l og i ca l  ）、身 体 的（ Ph ys i ca l）、病 理学

的（ Pathol og i ca l）、薬剤 的（ Pha rmaceu t i ca l）、社 会 心 理 的（ P ych o -s oc ia l）、
心理 的（ P ycho lo g ica l）要因 で あ り、道 路 交通 事 故 発生 の 背 景 には 、こ れ

らの 要 因 が独 立 的 あ るい は 相 互に 関 わ り 合い を も ちな が ら 事 故原 因 とな

ると 考 え られ て い る 。  
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1 . 3 .  道路 交 通 事故 と 注 意 の問 題  
 
（ 1）  A D H D 者 の 注意 と 安 全の 問 題  

発 達 障 害 者は 定 型 発 達者 に 比 べ歩 行 事 故 の死 亡 リ スク が 高 く（ S t r au ss ,  
Sh a ve l l e ,  A n de r so n ,  &  Ba u me i s t e r,  1 99 8）、定型 発 達 者 と 注 意 欠 如・多 動症

／ 注 意 欠 如 ・ 多動 性 障 害（ A t t e n t io n - D e f i c i t／ H yp e r a c t i v i t y  D i so rd e r、 以

下 A D H D）者 を 比 較 した 論 文 のメ タ 分 析 にお い て 、 A D H D 者 の 道 路 交通

事故 発 生 率は 有 意 に 高い（ J e r o me ,  Se g a l ,  & H a b i n s k i , 2 00 6）こ と が 報 告さ

れて い る 。  
交 通 行 動 をみ る と、A D H D の児・者 は 、歩行・横断 時 の 行動 にお い て 、

変動 性 の 高さ （ C l an c y,  R u c k l id g e ,  &  O we n ,  2 00 6） や 危 険 性 の 高 い 横 断 環

境の 選 択 （ S ta v r i n o s ,  2 00 9）、 自 転 車運 転 では 、 不 適 切 な タ イ ミン グ の 道

路の 進 入 （ N i k o l a s ,  E l mo re ,  F r a nz e n ,  O 'n e a l ,  K e a r n e y,  & P l u me r t ,  2 0 16）、
自動 車 運 転で は 、 操 縦の 変 動 （ B a r k l e y  &  C o x ,  20 0 7 ;  B a rk l e y,  Mu rp h y,  &  
Kw a sn ik ,  1 99 6 ） や 単 調 な 運 転 時 の 衝 突 率 の 高 さ （ B i ed e r ma n ,   F r i e d  ,  
Mo n u t ea u x ,  R e i me r,  C ou g h l i n ,  Su r ma n ,  A le a r d i ,  D o ug he r t y,  Sc h o e n fe l d ,  
Sp en c e r,  &  Fa r a o n e , 2 0 07） など が 報 告さ れて い る 。  

神 経 発 達 症 群 ／ 神経 発 達障 害 群 （ N e u r o d e ve l op me n t a l  D is o r de r s） に 分

類さ れ る “発 達 障 害 ”の一 つ で あ る A D H D は、「 日常 生 活お よび 社 会 生活

のな か で 支障 を き た すほ ど の 多動 性 ・ 衝 動性 、 不 注意 ま た は その い ずれ

かが 持 続 して い る 状 態」「 一 般 的に は、多 動性・衝動 性 は青 年 期早 期 ま で

に軽 減 す るが 、 不 注 意症 状 は しば し ば 成 人期 ま で 持続 す る 」 臨床 像 で説

明さ れ る （高 橋 ・ 大 西・ 松 本 ,  2 01 5）。  
A D H D の状態 像 の 背 景に は 中 枢神 経 系 の 不全 が あ り、 道 路 交 通 事 故発

生の 背 景に A D H D 特 有の 注 意 の働 き が 仮 定さ れ る 。  
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Se rg e a n t（ 20 0 0 ,  20 0 5）の C og n i t i v e  E n e rg e t i c  M o de l で は 、 情 報処 理 過

程、心 的 エネ ル ギー の諸 側 面 、管 理 の側 面か ら A D H D の状 態 像 を モ デ ル

化 し て い る （ Fig .1 .1）。情 報 処 理過 程 と は 、符 号 化 （ e nc o d in g）、処 理 系

（ c e n t r a l  p r o c es s in g）、出力 系（ r e s p o n se  o rga n iz a t i o n）で ある 。エネ ル ギ

ーの 諸 側 面と は 、努 力（ a ro u s a l）、覚 醒（ e ff o r t）、活 性 化（ a c t i va t i o n）で

ある 。 管 理（ ma na g e me n t  /  e x e cu t i ve  fu n c t i o n） の側 面 は、 最 も下 位 の 情

報処 理 過 程と 、 各 処 理系 の エ ネル ギ ー の 側面 を 全 体的 に 管 理 する 。  

 
 
  

Fig .1 .1 Sergean t の Cogn i t i ve  Energet i c  Mode l  
Se rg e a n t（ 2 00 5） Fi g 1 よ り抜 粋  
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し か し 、 A D H D の 障 害特 性 が 注意 の 求 め られ る 高 リス ク な 道 路交 通 場

面に お い て、 ど の よ うな 情 報 処理 の メ カ ニズ ム で 道路 交 通 事 故発 生 に影

響を 及 ぼ すの か 、 注 意の ど の よう な 働 き によ っ て 道路 交 通 場 面で エ ラー

が発 現 し やす い の か は明 ら か にな っ て い ない 。  
 
（ 2）  高 齢 者 の注 意と 安 全 の問 題  

我 が 国 で は超 高 齢 社 会を 迎 え たこ と で 、 加齢 に 伴 う注 意 機 能 の低 下 が

みら れ る 高齢 者 の 道 路交 通 事 故が 社 会 問 題と し て 取り 上 げ ら れて い る。  
交 通 事 故 統計 デ ー タ によ る と 、75 歳 以 上 の運 転 者 の死 亡 事 故 の人 的要

因は 、「 操 作不 適 」28％ に次 い で「 内 在 的前 方 不 注意 」が 23％ 、「安 全 不

確認 」が 22％ と 報 告 され て い る（ 内閣 府 ,  2 018）。ま た 交 通事 故 統 計 デ ー

タ（ 柴 崎 ,  2017） か らは 、 高 齢運 転 者 が 第 1 当 事 者と な る 追 突の 道 路交

通事 故 の 人的 要 因 を みる と 、「 内在 的 前 方不 注 意」は 18％、「外 在 的 前 方

不注 意 」は 37％ を 占め る 。内 在 的 前方 不注 意・外 在 的 前 方 不注 意 は、不

注意（ d r i v e r  in a t t en t i on）や 注意 散 漫（ d r i ve r  d i s t r a c t i o n）と 同 じ、運 転 者

の不 注 意 の問 題 か ら 考え ら れ る。  
Kr a me r,  H a h n ,  a n d  G o p he r（ 19 9 9）、 P l ud e  a n d  D ou s sa r d -  R oo se ve l t（ 19 8 9）

の心 理 学 実験 等 よ り 、実 験 室 実験 に お い て、 高 齢 者は 若 齢 者 に比 べ 注意

機能 の 遂 行能 力 は 低 いこ と が 報告 さ れ て いる 。  
こ う し た 注意 の 低 下 や加 齢 に よる 認 知 機 能の 低 下 は、 注 意 資 源容 量 の

低下（ C ra ik  &  B yr d ,  1 9 82）や 、抑 制 機能 の 低下（ H a sh e r,  Z a c k s ,  &  M a y, 1 9 99）
から 説 明 され て い る 。人 間 は 移動 行 動 な ど何 ら か の活 動 を 行 なう 際 、限

界の あ る 「注 意 資 源 」で あ る 心的 エ ネ ル ギー を 用 いて い る 。 同時 並 列的

に行 な う 活動 が 増 え れば 、 各 活動 に 必 要 な資 源 を 分配 し な け れば な らな

い。 C ra i k  a nd  B yr d（ 19 82）は、同 時 に遂 行す る 課 題の 多 さ、あ る い は 課
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題そ の も のの 認 知 的 負荷 が 高 い条 件 で は 、「 注 意 資源 」の 相 対 的な 容 量が

加齢 と 共 に減 衰 し て いる た め 加齢 効 果 が あら わ れ る、 と 説 明 する 。  
抑 制 機 能 低下 モ デ ル （ H a sh e r  e t  a l . ,  19 9 9）で は 、 人間 が 意 図 や目 標 を

もっ て 何 らか の 活 動 を行 な う 際に は 行 動 の制 御 が 必要 で あ り 、現 在 進行

形の 活 動 に必 要 な 情 報を 効 率 的に 収 集 す るた め に 、不 要 な 情 報を 無 視、

抑制 す る 機能 が 加 齢 と共 に 低 下す る と 説 明す る 。  
こ れ ら の モデ ル （ C r a i k  &  B yr d ,  1 9 82  ;  H a sh e r  e t  a l . ,  1 99 9） や 、道 路 交

通事 故 デ ータ を 用 い た高 齢 者 の道 路 交 通 事故 分 析（ 小 菅 , 2 0 1 8  ;  柴 崎・小

菅・平川 ,  2 01 7）に おい て も 、高 齢者 の 道路 交 通 事故 の 背 景 には 、加 齢 に

よ る 認 知 機 能 や 注 意 機 能 低 下 の 影 響 が 示 唆 さ れ る 。 し か し 、 高 齢 者 も

A D H D 者 と 同様 に 、 加齢 に 伴 い低 下 す る 注意 が ど のよ う な プ ロ セ ス を 経

て移 動 時 の不 注 意 に 至る の か 十分 に 明 ら かに さ れ てい な い 。  
 
（ 3）  道 路 交 通事 故予 防 対 策と 道 路 利 用者 の 注 意特 性 の 把 握  
交 通 事 故 統計 デ ー タ を用 い て 、運 転 者 の 道路 交 通 死傷 事 故 の 原因 と な

っ た 人 的 要 因 を 分 析 し た 研 究 （ 田 久 保 ,  2005） で は 、「 安 全 不 確 認 」 が

45.2%と 最も 多 く 、次い で「 外 在的 前 方 不注 意 」が 20 .0％、「 内在 的 前 方

不注 意」が 8 .6％ と 報告 さ れ てい る 。「 安全 不 確 認」とは 、そ の 状 況 下で

必要 な 安 全確 認 を し なか っ た こと や 不 十 分な 場 合、「外 在 的 不 注意 」とは、

注意 す べ き対 象 以 外 を注 視 、す な わ ち脇 見の 場 合、「内 在 的 不 注意 」と は 、

考え 事 や 会話 等 に よ る意 識 や 注意 力 の 低 下、 例 え ば漫 然 運 転 の場 合 につ

く調 査 項 目で あ り 、 これ ら に は共 通 し て 認知 的 特 性の 中 で も 、人 間 の不

注意 の 問 題が 指 摘 で きる 。  
実 際 、 道 路 交 通 事 故 発 生 の 人 的 要 因 の 中 で も 、 注 意 散 漫 （ d r i ve r  

d i s t r a c t i on）や 不 注 意（ d r i ve r  i n a t te n t i on）とい っ た 人 間 の 注 意 の問 題 は、
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運転 者 の 道路 交 通 事 故発 生 の 主要 か つ 直 接的 な 原 因と し て 数 多く 報 告さ

れて き た （ e .g . ,  D oz z a ,  2 0 13  ;  H o e l ,  J a f f a r d ,  &  Va n  E l s la n d e  , 2 01 0 , A p r i l  ;    
K l a ue r,  D in g u s ,  N e a l e ,  S ud we e k s ,  &  R a ms e y,  2 0 0 6）。  

道 路 交 通 事 故 発 生 の 原 因 と し て 取 り 上 げ ら れ る 注 意 散 漫 と 不 注 意 の

捉え 方 は 、研 究 者 に よっ て 、 これ ら の 注 意の 背 景 が本 質 的 に 同じ で ある

とみ な す 研究 者 が い る一 方 で 、注 意 散 漫 と不 注 意 の現 象 を 生 じさ せ る誘

因が 運 転 者の 外 部 に ある か 、 内部 に あ る かで 本 質 的に 異 な る と主 張 する

研 究 者 も 存 在 す る （ C a i r d  &  D e w a r, 20 0 7  ;    Le d e s ma ,  M o n t e s ,  P oó ,  &  
Ló p e z -R a mó n  ,  2 01 5  ;  P e t t i t t ,  Bu rn e t t ,  &  S t e ve n s , 2 00 5  ;  R e g a n ,  H a l l e t t ,  &  
G o rd on ,  20 11）。道 路 交通 場 面 にお け る 注 意散 漫 と 不注 意 に つ いて は 、人

間の 不 注 意が 大 き く 道路 交 通 事故 発 生 に 影響 す る こと は 指 摘 され る が、

実証 的 な 分析 は 少 な く、 道 路 交通 事 故 発 生に 関 わ る注 意 不 全 のプ ロ セス

は明 ら か にな っ て い ない 。  
道 路 交 通 事故 発 生 の 原因 は 、 道路 交 通 シ ステ ム を 構成 す る 道 路利 用 者

の影 響 が 大き く 、 人 間の 特 性 の中 で も 不 注意 や 注 意散 漫 な ど “不 注 意”

に起 因 す る事 が 指 摘 ・報 告 さ れて い る 。 道路 交 通 事故 防 止 に おい て は組

織や 管 理 （シ ス テ ム ）及 び 人 （パ ー ソ ン ）か ら の 両ア プ ロ ー チが 求 めら

れる （ R ea s on ,  2 00 0）が 、 道 路を 利 用 す る A D H D 者や 高 齢 者な ど の 道路

交通 事 故 発生 に 関 わ る不 注 意 のメ カ ニ ズ ムが 明 ら かに な れ ば 、道 路 交通

事故 防 止 のた め の 効 果的 な 安 全教 育 な ど 、道 路 利 用者 の 特 性 に焦 点 をあ

てた 事 故 防止 対 策 を 検討 す る 事が 可 能 と なり 、 効 果的 な 道 路 交通 事 故発

生の 抑 制 につ な が る と考 え ら れる 。  
し か し 現 状で は 、 A D H D 者と 高齢 者 の 事故 発 生 の背 景 と し て指 摘 され

る不 注 意 につ い て 、 観察 さ れ る不 注 意 に 違い は み られ る の か 、そ の 不注

意の 背 景 にあ る プ ロ セス は 同 じメ カ ニ ズ ムな の か 、あ る い は 異な る メカ
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ニズ ム な のか 、 異 な ると す れ ばど の よ う に異 な る のか な ど 、 明ら か にさ

れて い な い。  
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第 ２ 章  道 路 交 通 事 故 に 関 わ る 人 間 の 行 動 制 御 と 主 観 的 リ ス ク 反 応  
 

Michon（ 1979）は 、道路 交 通 事故 に 関 わ る人 間 行 動に つ い て 、行 動と

リ ス ク の 両 面 を 考 慮 す る 必 要 性 を 述 べ 、 Fig .1 .2 に 示 す よ う に 主 観 的 リ

スク 反 応 と行 動 制 御 の側 面 を 3 つ の 段 階 から 階 層 的 に 整 理 し てい る 。  
 道 路 上 の人 間 行 動 と道 路 交 通事 故 発 生 の最 も 上 位の 階 層 は 、「 戦 略 」段

階で あ る 。移 動（ t rave l l ing）は、道 路交 通事 故 と いっ た リ ス クを 伴 う 活

動で あ り 、道 路 交 通 事故 と い うリ ス ク に 対す る 主 観的 反 応 で は、 ま ず、

移動 に 伴 うリ ス ク を 受け 入 れ るか 否 か 「 リス ク の 受け 入 れ 」 反応 が 関わ

る。 こ の リス ク の 受 け入 れ に 関す る 反 応 は、 行 動 制御 の 面 で は、 移 動の

目的 や ル ート 、 移 動 車両 の 選 択な ど 、「 移動 の 計 画」 と 密 接 に関 わ る 。  

  

リス ク テ イキ ン グ  

Fig .1 .2 道路交通事故に関わる人間の行動制御と主観的リスク反応  

＜主 観 的 リス ク 反 応 ＞  ＜行 動 制 御＞  
リス ク の 受け 入 れ  移動 の 計 画  

行動 の 選 択  

脅威 へ の 対処  基礎 的 能 力  

下位  

（運 用 ）  

中位  

（戦 術 ）  

上位  
（戦 略 ）  

段階  
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 移 動 中 の行 動 遂 行 は、多 くの 場 合、車 両 の運 転 で あれ ば 速 度 をあ げ る 、

減速 を 行 なう 、 追 越 しを す る など 、 道 路 交通 事 故 発生 に つ な がる 衝 突を

高め る 「 行動 の 選 択 」が 伴 う 。こ の よ う に、 移 動 中に ど の よ うな 行 動を

選択 す る かと い っ た 移動 の 「 戦術 」 段 階 は、 道 路 交通 事 故 が 顕在 す る可

能性 に 積 極的 に 関 与 する か 否 かと い う 「 リス ク テ イキ ン グ 」 と密 接 に関

わる 。ま た 移動 中 の「 行 動の 選 択 」は 、どの よ う な目 的 で 移 動を す る か 、

いつ ま で に目 的 地 へ 到着 す る かと い っ た 移動 全 体 の計 画 と 一 致し て 働く

ため 、「戦 術 」 段階 は上 位 の 「戦 略 」 段 階の 影 響 を受 け る 。  
 下 位 に 位置 す る 階 層は 、 車 両の 運 転 で あれ ば 操 舵や 制 動 の 操作 技 能 、

歩行 で あ れば 歩 行 や 横断 技 能 とい っ た 、 行動 を 制 御す る た め の「 基 礎的

能力 」 が 直接 的 に 作 用す る 「 運用 」 段 階 であ る 。 道路 交 通 事 故発 生 に結

びつ く 危 険源 が 目 前 に迫 れ ば 衝突 を 回 避 する た め の反 応 が と られ る た め、

この 段 階 の行 動 制 御 は、「 脅威 へ の 対処 」と 密 接 に関 わ る 。   
 3 つ の 段 階 は 明 確 に分 け ら れる も の で はな い 。 た だ し 時 々 刻 々 と 変化

する 交 通 状況 で 、 急 な環 境 の 変化 や 危 険 に直 面 し た際 の 人 間 の回 避 行動

に最 も 直 接的 な 影 響 を及 ぼ す のは 、「脅 威へ の 対 処」 反 応 と 、「 基 礎 的 能

力」 の 「 運用 」 段 階 であ ろ う 。す な わ ち 、道 路 交 通事 故 リ ス クを 回 避す

るた め の 環境 か ら の 情報 収 集 、収 集 し た 結果 を 基 にし た 意 思 決定 、 その

後の 回 避 行動 の 実 行 系に 至 る 一連 の 情 報 処理 過 程 が明 ら か に なる 事 で、

根本 的 で 効果 的 な 道 路交 通 事 故防 止 対 策 が検 討 で きる と 考 え られ る 。  
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第 ３ 章  人 間 の 安 全 な 行 動 に 関 わ る 注 意  
3 . 1 . 直 面 する 脅 威 への 対 処 に関 わ る 情 報処 理 の 働き と 仕 組 み  

 
(1 ) 注 意 不 全と ヒ ュ ーマ ン エ ラー  
時 々 刻 々 と変 化 す る 道路 交 通 場面 で 人 々 が安 全 に 行動 す る に は、 状 況

の要 求 や 行動 目 標 に 応じ て 、 多く の 情 報 の中 か ら 必要 な 情 報 を優 先 的に

入 力 ―取 り 入 れ た 情 報 を 処 理 ―そ の 結 果 を 出 力 と い っ た 情 報 処 理 の 過 程

を繰 り 返 し、 直 面 す る「 脅 威 への 対 処 」 を行 な う こと が 求 め られ る 。道

路交 通 場 面に お け る 実際 の 行 動は 、 一 連 の情 報 処 理過 程 が 円 滑に 行 われ

るこ と で 、道 路 交 通 事故 や そ のリ ス ク 回 避が 実 行 可能 と な る 。こ の 一連

の円 滑 な 情報 処 理 活 動や そ の 結果 に 基 づ く行 動 の 遂行 は 、 情 報処 理 の制

御、 す な わち 注 意 の 働き に よ って 担 わ れ てい る 。 した が っ て 、一 連 の処

理過 程 が 上手 く 行 な われ な い 場合 、「 注 意 し続 け な けれ ば な ら ない 状 況に

も関 わ ら ず、漫然 運 転を し て しま っ た」「見 る べき 信 号・標 識を 見 落 とし

た」「 ま さか 自 転 車 が飛 び 出 して く る と は思 わ ず 衝突 し そ う にな っ た 」な

どの 情 報 処理 の 失 敗 が生 じ 、一 般に“ 不 注意 ”と 呼 ばれ る 現 象が 生 じ る 。

“不 注 意 ”は ヒ ュ ー マン エ ラ ーの 研 究 で 数多 く 扱 われ て お り 、認 知 心理

学的 研 究 では 、 何 ら かの 作 業 遂行 時 の 情 報処 理 過 程で 中 心 的 役割 を はた

す注 意 が 十分 に 機 能 して い な いこ と 、 す なわ ち 注 意不 全 か ら 検討 さ れて

いる ( e . g . ,山 下 , 20 02  ;  篠 原 , 20 11)。   
 
(2 ) 注 意 の性 能  
Wickens  and  McCar ley（ 200 8）は、認 知的 活 動 に関 わ る “注意 ”を「 フ

ィル タ ー 」と 「 注 意 資源 」 の メタ フ ァ ー で説 明 し てい る 。 人 間の 情 報処

理に は 限 界が あ る た め、 外 界 に存 在 す る 全て の 情 報を 収 集 す るこ と はで
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きな い 。 そこ で 「 フ ィル タ ー 」に よ っ て 膨大 な 情 報の 中 か ら 必要 な 情報

の取 捨 選 択を 行 な う 。ま た 一 度取 り 入 れ た情 報 を 知覚 や 認 知 など 機 能さ

せる に は 、動か す た めの 燃 料 であ る「 注 意資 源 」が 必 要 と な る。「 注 意 資

源」 の 容 量に は 限 界 があ る が 、人 間 は 制 約あ る 「 注意 資 源 」 を各 処 理過

程に う ま く配 分 す る こと で 、 道路 交 通 場 面に お い て衝 突 対 象 を発 見 し、

その 後 の 状況 の 危 険 性を 予 測 し、 道 路 交 通事 故 発 生を 回 避 す る行 動 の遂

行な ど が 可能 と な る 。  
Wic k en s  （ 20 0 2）は 認知 活 動 につ い て 、 ｢処 理 段階 ｣  ｢知 覚 モ ダリ テ ィ ｣

｢処 理 符 号 ｣  お よ び  ｢反 応 方 法 ｣  の 次 元 を 想 定 し そ れ ぞ れ の 注 意 資 源 プ

ール を 仮 定し て い る ｡本 モ デル に よ れば 、独立 的 な 注意 資 源 の 貯蔵 庫 が 仮

定さ れ る ため 、 貯 蔵 庫が 競 合 せず 、 残 余 の「 注 意 資源 」 が あ れば 、 同じ

モダ リ テ ィ、 同 じ 処 理段 階 に おい て エ ラ ーは 生 じ にく い と 考 えら れ る。  
 
(3 ) 情 報 処理 の 制 御の 働 き  
注意 の「フ ィ ルタ ー 」「注 意 資 源」は、そ れら を 管 理・制御 す るシ ス テ

ムに 支 え られ て い る と考 え ら れて い る 。心理 学 の モデ ル で は 、N o r ma n  a n d  
Sh a l l i c e（ 1 98 6）の「 注意 監 督 シス テ ム」（ Su p e r v i so r y  A t t e n t i o na l  S ys t e m:  
SA S） の モデ ル が あ る（ F ig .1 .3）。  
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この モ デ ルで は 、自 動的 に 活 性化 さ れ る パフ ォ ー マン ス と 、意 識 的 に 統

制さ れ て いる 場 合 の パフ ォ ー マン ス に つ いて 、 ス キー マ の 制 御か ら 考え

られ て い る。 運 転 や 歩行 の よ うに 、 十 分 に学 習 さ れた 行 動 パ タン は 、あ

る種 の ス キー マ が 形 成さ れ て いる 。 情 報 が知 覚 シ ステ ム を 経 て入 力 され

ると 、 デ ータ が 自 動 的に 駆 動 し、 ス キ ー マが 自 動 的に 活 性 化 する 。 その

よう な ス キー マ に つ いて 、 ス キー マ 制 御 のユ ニ ッ ト層 で 、 現 在の 活 動に

は関 係 の ない ス キ ー マを 抑 制 する こ と で 行為 が 制 御さ れ る が 、こ の スキ

ーマ の 選 択や 制 御 を 担う の が 「注 意 監 督 シス テ ム 」で あ る と 考え ら れて

いる 。  
この モ デ ルに よ れ ば 、人 間の 不 注意 を 主 とし た 行 動的 、内 部 的 な エ ラ ー

は、 ス キ ーマ の 活 性 化に 関 わ る不 適 切 な 情報 の 入 力を 制 御 で きな い ため

Fig .1 .3  N o r ma n  a n d  Sha l l i c e の SA S モ デル  
N o r ma n  a n d  Sh a l l i c e（ 1 9 8 6）  F i g1 より 抜粋  
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に生 じ る と考 え ら れ る。  
ま た 、 Badde le y（ 1996） が 提 唱 し た ワ ー キ ン グ メ モ リ の モ デ ル で は 、

「中 央 実 行系 」 が 、 注意 の 焦 点化 、 異 な る情 報 間 での 注 意 の 分割 、 課題

間の 注 意 の切 り 替 え 、ワ ー キ ング メ モ リ と長 期 記 憶を つ な げ る注 意 の管

理や 制 御 の役 割 を 担 うと さ れ てい る 。B a dd e le y（ 1 99 6）は こ の「中 央 実行

系」 の モ デル と し て 、 SA S の「 注 意監 督 シス テ ム 」を 仮 定 し てい る 。  
脳 の 働 き では 、 中 脳 損傷 患 者 の脳 損 傷 部 位と 精 神 心理 学 検 査 など の パ

フ ォ ー マ ン ス と の 関 係 か ら 、 前 頭 前 野 に お い て 、 ① en ergiz a t ion： そ の

場 で の 問 題 解 決 に 必 要 な 認 知 的 活 動 を 継 続 し て 処 理 し 続 け る 、 ②

exe cu t ive：内 ／ 外 の情 報 に 対応 し な が ら情 報 の 処理・制 御 を行 な う 、③

se l f - re gurat i on ： 感 情 を 含 め 自 立 的 に 行 動 を 制 御 す る 、 ④

metacogni t i on： 自 分 の 状 態 や 情 報 処 理 活 動 を モ ニ タ リ ン グ す る と い っ

た 、4 種の 異 なる 制 御系 の 相 互作 用 に よ る働 き が 整理 さ れ て いる（ Levine ,  
Turner,  & Stuss ,20 08）。  

 
(4 ) 記 憶 の働 き  
現 在 、 記 憶の 処 理 過 程は 「 符 号化 （ 記 銘 ）」「 貯 蔵 （保 持 ）」「 検索 （ 想

起）」の 各 段階 か ら 考え ら れ てい る。知 覚と 記 憶 の働 き に つ いて は 、入 力

され た 情 報は ま ず 感 覚情 報 貯 蔵庫 に 保 管 され 、 特 徴抽 出 の 処 理後 、 知覚

的に 処 理 され 、 既 に 保有 し て いる 貯 蔵 さ れた 情 報 と参 照 し 意 味情 報 に変

換さ れ る 。こ う し た 符号 化 の 処理 後 、 記 憶の 処 理 段階 へ 伝 達 され て 長期

記憶 へ の 意味 情 報 の 保持 や 、 貯蔵 さ れ て いる 情 報 の想 起 な ど のや り 取り

を経 て 、 何ら か の 反 応と し て 出力 さ れ る （ N o r ma n  &  Ru me l h a r t ,  1 9 7 0）。  
 人 間 の 活動 に は 記 憶の 処 理 が重 要 で あ り、 こ の よう な 知 覚 ・記 憶 の 情

報処 理 モ デル に よ れ ば、 人 間 の不 適 切 な 反応 に は 、外 的 環 境 から 感 覚情
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報を入力し、その後、意味情報に変換する符号化過程の失敗も考えられる。 
 

(5 ) 情 報 処理 と 最 適な 注 意 制御  
道 路 を 利 用す る 歩 行 者や 車 両 の運 転 者 の 、見 間 違 い、 考 え 違 い、 し 忘

れ、 し 損 ない な ど の 情報 処 理 の失 敗 、 あ るい は 注 意を 要 す る 状況 下 での

注意 の 逸 れや 漫 然 と した 覚 醒 水準 が 低 下 した 状 態 とい っ た“ 不注 意 ”は 、

人間 の 情 報処 理 全 体 の過 程 か ら捉 え る と 、最 適 な 注意 制 御 の 失敗 と 考え

られ る （ Fig .1 .4）。  
 し た が って 道 路 交 通事 故 発 生に 関 わ る 道路 利 用 者の 行 動 に つい て 、 人

間の 情 報 処理 過 程 と その 注 意 の制 御 過 程 に着 目 し 、ど の よ う な注 意 不全

を生 じ や すい の か 、 また 、 ど のよ う な メ カニ ズ ム なの か 明 ら かに す るこ

とは 、 移 動時 の 人 間 行動 の 解 明に お い て 、極 め て 重要 な 視 点 であ る と考

える 。  

 
 

Fig .1 .4  主体的な移動行動に関わる情報処理過程・注意・制御の模式図  

管理 ・ 制 御シ ステ ム  

入力 系  ―  処理 系  ―  出 力系  

情

報

・

刺

激

 

注

意

フ

ィ

ル

タ

ー

 

注意 資 源  

動

作

・

行

動

 



17 
 

3 . 2 . 移 動 行動 と 空 間的 注 意  
 

注 意 は 多 くの 刺 激 の 中か ら 特 定の 刺 激 や 情報 に の み、 受 動 的 、能 動 的

に働 く こ とが で き 、 視線 と は 独立 的 に 特 定の 空 間 位置 に 向 け るこ と もで

きる 。  
人 間 が あ る地 点 か ら ある 地 点 へ主 体 的 に 空間 を 移 動（ t r a v e l l i n g）す る

際 の 行 動 は 、 注 意 を あ る 地 点 か ら 地 点 へ 移 動 （ sh i f t） さ せ 、 そ の 地 点 に

注意 を と どめ（ e ng a g e me n t）、あ る 地 点に 留ま る 注 意を 解 放（ d i sen g a ge me n t）
し 、 ま た 別 の 地 点 へ 注 意 を 移 す と い う 「 空 間 的 注 意 の 移 動 」（ P o s n e r  &  
C oh e n ,1 9 84） を 繰り 返す 、 空 間的 注 意 の 働き が 密 接に 関 与 す る。  

空 間 的 注 意は 、P o sn e r（ 1 98 0）に よ って 、視野 内 を 照ら す ス ポ ット ライ

トに 例 え られ る 。 ス ポッ ト ラ イト は 眼 球 運動 と は 独立 に 、 あ る一 定 の範

囲の ス ポ ット ラ イ ト が視 野 内 を移 動 し 、 スポ ッ ト ライ ト が 当 たっ て いる

位置 の 情 報が 選 択 さ れる と 考 えら れ て い る。  
ま た 、空 間 的 注 意 は ズー ム レ ンズ（ E r ik s e n  &  J a me s , 1 98 6）に もた と え

られ る 。 スポ ッ ト ラ イト で は なく 、 注 意 が向 け ら れた 範 囲 は 空間 的 位置

を中 心 に 広が り を 持 つ。 ズ ー ムレ ン ズ の よう に 可 変な た め 、 注意 の 周辺

にあ る 顕 著な 刺 激 や 行為 者 の 興味 関 心 の ある 刺 激 は検 出 さ れ る。  
空 間 的 注 意は 狭 義 で は、 P o sn e r 課題（ P o sn e r, 1 98 0）と 呼 ば れ る空 間 手

がか り 法 で測 定 さ れ るパ フ ォ ーマ ン ス を 指す が 、 本研 究 で は 、人 間 の主

体的 な 移 動行 動 に 関 わる 空 間 上の あ る 特 定の 場 所 に注 意 を 移 す働 き を総

称し て 、 空間 的 注 意 （ s p a t i a l  a t t en t i o n） と呼 ぶ 。  
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（ 1）  空間 的 な 情報 の 選 択  
主 体 的 な 人間 の 移 動 行動 に は 、環 境 内 の 様々 な 空 間的 位 置 に ある 標 識 、

表示 、 あ るい は 回 避 が必 要 な ハザ ー ド な どの 情 報 を、 あ る 対 象や 位 置か

ら、別 の対 象 や 位置 へ注 意 を 移動 さ せ な がら 探 索 する こ と が 求め ら れ る。 
人 間 の 移 動 行 動 に は 、 空 間 的 な 情 報 選 択 の 働 き が 関 わ る と 考 え ら れ 、

この よ う な、 注 意 の 空間 位 置 に基 づ く 情 報選 択 の 性質 を 評 価 する 代 表的

な実 験 パ ラダ イ ム に は、 P o sn e r の 先行 手 がか り 課 題（ 19 8 0） が あ る 。  
 
（ 2）  階 層的 注 意 の 切り 替 え  
環 境 内 の 情報 は 、 さ まざ ま な 階層 か ら 構 成さ れ て いる 。 運 転 中で あ れ

ば、 た と えば 速 度 を 確認 す る 際は 運 転 席 のさ ま ざ まな パ ネ ル から 情 報を

受け 取 る が、 速 度 メ ータ ー は パネ ル の 計 器の 一 部 であ り 、 そ の情 報 の収

集時 に 注 意の 焦 点 は 絞ら れ る 。一 方 、 運 転中 で あ れば 直 ぐ に 前方 に 意識

を向 け な おす が 、 通 常特 定 の 情報 に 注 意 を集 中 す るの で は な く、 前 方の

車両 、 道 路な ど 様 々 な情 報 で 構成 さ れ て いる 走 行 環境 全 体 の 情報 を 収集

し、 そ の 際の 注 意 の 焦点 は ゆ った り と 広 がっ て い る。  
人 間 の 移 動行 動 で は 、時 々 刻 々と 変 化 す る状 況 や その 場 の 目 標に 応 じ

て、 注 意 の焦 点 の 拡 大・ 収 縮 が求 め ら れ る。 こ う した 柔 軟 な 注意 焦 点の

階 層 的 切 り 替 え に は 、 注 意 の 切 り 替 え の 個 人 差 を 測 定 す る C D CT
（ C o mpo u n d  D i g i t  C a nc e l l a t i o n  Te s t：複 合 数字 抹 消 検査 .  O h a sh i ,  G yo b a ,  &   
Mo r i k a w a ,  2 00 3） で 用い ら れ る N a v on の 階層 文 字 が 有 用 で あ ると 考 え ら

れる 。N a v on（ 1 97 7）は部 分 文 字の 集 合 か ら全 体 文 字 を 構 成 す る 複 合 パタ

ン（ c o mp o u n d  p a t t e rn）と 呼 ばれ る 階 層文 字の 刺 激 を 数 々 の 実 験で 用 い た

が、 階 層 構造 を 持 つ 刺激 を 使 う事 で 、 注 意焦 点 の 拡大 ・ 縮 小 の切 り 替え

性質 を 評 価す る こ と が可 能 で ある 考 ら れ る。  
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（ 3）   変 化 の検 出  
 安 全 な 移動 行 動 に は、 道 路 交通 場 面 内 のさ ま ざ まな 変 化 に 素早 く 気

づく こ と が求 め ら れ るが 、人間 は し ばし ば場 面 内 の変 化 に 気 がつ か な い。

これ は 変 化の 見 落 と し（ c h a n g e  b l i n d n e s s）と 呼 ば れて い る 。  
人 間 の 移 動行 動 に 関 わる こ の よう な 注 意 の変 化 検 出の 性 質 は 、R e n s i nk

（ 20 0 0）の f l i c k e r 課題 が 代 表的 な 実 験 パラ ダ イ ムで あ る 。  
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3 . 3 . 移 動 時の 認 知 的活 動 と エラ ー 特 性 の測 定  
 

道 路 交 通 場面 は 、 無 数の 人 々 が交 差 し 車 両が 高 速 で移 動 す る 空間 で あ

るた め 、 運転 者 だ け でな く 、 道路 を 利 用 する 歩 行 者な ど 、 す べて の 道路

利用 者 の 活動 に と っ て、 見 落 とし な ど の いわ ゆ る “不 注 意 ” な現 象 が、

事故 に つ なが る リ ス クが 高 い 。こ の よ う に考 え る と、 全 て の 道路 利 用者

の道 路 交 通事 故 発 生 につ な が る重 要 な 心 理的 背 景 因子 と し て 注意 が あ り、

移動 時 に あら わ れ や すい “ 不 注意 ” 傾 向 、す な わ ち移 動 時 注 意不 全 エラ

ーか ら 道 路交 通 事 故 防止 を 考 える こ と は 意義 が 大 きい 。  
 作 業 に 伴 う不 注 意 傾向 を 測 定す る ツ ー ルに は 、日 常 作 業 に おけ る 認 知

的活 動 の エラ ー 特 性 を測 定 す る 、 S IM L （ S h o r t  I n v e n to r y  Me m o r y  La p s e）
（ R ea so n ,  1 9 93 ）、 C FQ （  C o gn i t i v e  Fa i l u re  Q u e s t i on na i r e .  B ro a db en t ,  
C oo p e r,  F i t z G e r a l d ,  &  P ar ke s ,  1 9 82）  な ど 、質問 紙 法 によ る 測 定 が 試 み ら

れて き た 。作 業 の 中 でも 注 意 を要 す る 日 常場 面 の 失敗 傾 向 に つい て は、

注 意 機能 測 定 尺 度 （ 山 下 , 20 0 2）、 E A E Q（ E ve r yd a y  A t t e n t i on  E x pe r i e nc e s  
Q u e s t i on n a i r e . 篠 原・小 高・三 浦 , 20 0 2  ;  篠原・神田・臼 井・中村・太刀

掛・小 高 , 20 0 4）の 研 究が 存 在 する 。日常 作業 に お ける エ ラ ー 特性 の 測 定

は、 勉 強 や比 較 的 ル ーテ ィ ン 化さ れ た 日 常従 事 す る作 業 に 関 わる 注 意不

全の 測 定 であ り 、 高 速移 動 す る車 両 が 行 き交 う 高 リス ク で 、 時々 刻 々と

変化 す る 道路 交 通 場 面で 要 求 され る 注 意 不全 の 測 定を す る こ とは 出 来な

い。  
道 路 交 通 場 面 に お け る エ ラ ー 特 性 は 、 主 に D r i v in g  Be h a v i o r  

Q u e s t i on n a i r e（ D B Q .  R ea so n ,  Ma n s t e a d ,  S t a r d ing ,  B a x te r,&  Ca m p be l l , 1 9 90）
を用 い た 研究 が 行 な われ て き た 。D B Q は 運転 者 の 普段 の 運 転 行動 に あ ら

われ る 操 舵や 制 動 の 操作 技 能 のエ ラ ー 特 性の 把 握 であ る 。 し たが っ て、
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移動 と い う人 間 の 目 的志 向 的 な行 動 に お ける 注 意 不全 を 主 と した エ ラー

特性 に つ いて 、 認 知 的活 動 と その 制 御 過 程と の 関 係か ら 把 握 する に は適

切な 尺 度 とは 言 え な い。  
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第 ４ 章  交 通 リ ス ク の 主 観 評 価 と 危 険 感  
 

Mi c h o n（ 19 7 9）の リ スク と 道 路交 通 事 故 の枠 組 み によ れ ば、道 路 交 通

事故 に は 人間 の 情 報 処理 過 程 やそ の 制 御 過程 す な わち「 注 意 」と、「脅 威

への 対 処」（ c op i ng wi t h  t h r e a t） 反応 が 密 接 な 関わ り を 持 つ。  
道 路 交 通 場面 の 人 間 の「 脅 威 への 対 処 」 は、 リ ス ク・ パ ー セ プシ ョ ン

（ r i s k  pe r c ep t i on）と 呼ば れ る“交 通 リ ス クの 主 観 評価 ”に 関 する 研 究の

枠組 み の 中で 、 運 転 者を 対 象 に数 多 く さ れて き た 。例 え ば 、 運転 者 が交

通状 況 の 衝突 対 象 と なる 危 険 源の 存 在 を 察知 し 、 道路 交 通 事 故発 生 につ

なが る 事 態の 中 で 、その 後 の 展開 を 的 確 に読 み 取 る危 険 予 測（ e .g . ,  小 川 ,  
19 93）のよ う に、“ 交 通リ ス ク の主 観 評 価 ”は 運 転課 題 の遂 行 に伴 う 認 知

技能 （ c og n i t i ve  sk i l l）と し て アプ ロ ー チ され て き た。  
し か し 、 人間 の 主 観 的リ ス ク 反応 を 、 リ スク 情 報 から 反 応 ま での 一 連

の情 報 処 理過 程 と し て位 置 づ ける と 、 リ スク と い う「 情 報 の 収集 」、「情

報の 処 理 」とそ れ ら を通 し た「 反応 」の 心的 過 程 が考 え ら れ る（ Fi g .1 .5）。  
従 来 の “ 交通 リ ス ク の主 観 評 価” に 関 す る研 究 ア プロ ー チ で 評価 が 試

みら れ て きた 認 知 技 能は 、 情 報処 理 過 程 から 整 理 する と 、 運 転経 験 を基

にし た ス キー マ や 技 能を 手 が かり と し て 、論 理 的 に説 明 可 能 な道 路 交通

事故 発 生 に関 与 す る 危険 源 を 「能 動 的 に 探索 」 し 、リ ス ク の 「推 論 ・予

測」 を 通 した 「 分 析 的処 理 」 過程 に よ る 危険 予 測 と言 え る 。  
一 方 で 人 間の リ ス ク に対 す る 反応 は 、 推 論や 予 測 のよ う に 分 析的 に な

され る の では な く、経験 的（ e xp e r i me n ta l）反 応 の優 位 性 が提 唱 さ れ て い

る（ S lo v i c ,  F in u ca n e ,  P e t e r s ,  &  Ma c G r e g o r  ,  2 00 4）。 S lo v i c  e t  a l .（ 20 0 4）
は、“ 交 通 リス ク の 主観 評 価”に 関す る 研究 を 整 理し 、リ ス ク に 対 す る 個

人の 反 応 の質 的 な 差 は、 刺 激 に関 連 す る 急速 で 自 動的 に 生 じ るフ ィ ーリ
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ン グ ： 主 観 的 感 情 （ f e e l i n g） で あ り 、 刺 激 に 対 す る 主 観 的 な 解 釈 に 基 づ

き喚 起 さ れた イ メ ー ジが リ ス クに 対 す る 反応 の 差 を産 み 出 す と述 べ てい

る。つ まり 人 間 の主 観的 リ ス ク反 応 に は 、情 報 処理 過 程 から 整 理 す る と 、

環境 内 の 刺激 を「 受 動的 に 補 足」し、「 印 象評 価 」を 通 し た「 直感 的 処 理」

過程 に よ る「 危 険 感 」が 考 え られ る 。 し かし 、 交 通リ ス ク に 対す る 主観

評価 の 形 成過 程 に つ いて は 実 証的 に 明 ら かに さ れ てい な い 。  
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（
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）

 
直 感 的 処 理  
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情報 の 収 集  情報 の 処 理  
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危 険 予 測  

Fig .1 .5  主 観 的リ ス ク反 応 の 過程 の 模 式 図  
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第 ５ 章  本 研 究 の 目 的 と 構 成  
5 . 1 .  解決 す べ き課 題 と 本 研究 の 目 的  
 

こ こ ま で 述 べ て き た 道 路 交 通 事 故 発 生 に 関 す る 人 間 の 特 性 や 行 動 の

問題 は 、人 間 が 自ら 移動 す る 行為 者 と な った 際 の 注意 不 全 の 問題 と 言 え、

それ は 以 下に 整 理 で きる 。 本 研究 は 、 道 路利 用 者 が安 全 に 目 的地 に 到着

する た め には 自 ら 交 通環 境 の 情報 を 収 集 、処 理 、 反応 す る 情 報処 理 過程

を行 な う との 前 提 に 立ち 、 情 報処 理 の 失 敗に よ る 注意 不 全 （ 不注 意 ）の

解明 を 目 指す 。 し た がっ て 本 研究 で は 、 バス や タ クシ ー な ど の公 共 移動

や、 他 者 の運 転 に 同 乗し て い る際 の 移 動 は扱 わ な い。 本 研 究 の移 動 時と

は「 歩 行 や車 両 の 運 転な ど 移 動手 段 に 関 わら ず 、 自ら 交 通 環 境の 情 報を

収集 、 処 理し 、 移 動 行為 の 主 体者 と な っ てあ る 地 点か ら 別 の 地点 ま で移

る時 」 と 定義 す る 。  
 
①  移 動 時 注 意 不 全 エ ラ ー を 評 価 す る に は 、 高 リ ス ク で か つ 時 々 刻 々 と

変 化 す る 道 路 交 通 場 面 で 求 め ら れ る 注 意 要 求 に 対 す る 不 注 意 傾 向 を

評価 可 能 な尺 度 を 作 成す る 必 要が あ る。【研 究 １ 】  
②  効果的な道路交通事故防止対策を検討する上で、ADH D 者と高齢者の

移動時注意不全エラーの差異について検証する必要がある。【研究３】 
③  A D H D の特 性 や 認知 的加 齢 に 応じ た 事 故 防止 対 策 検討 の 端 緒 とし て、

移 動 時 の 認 知 的 活 動 の 制 御 処 理 の 中 で も 、 空 間 的 注 意 の 働 き を 検 討

する 必 要 があ る 。【 研究 ４ 】【 研 究 ７】  
④  A D H D の 特 性 や 認 知 的 加 齢 に お け る 空 間 的 注 意 の 働 き と 移 動 時 注 意

不全 エ ラ ーと の 関 係 性を 明 ら かに し【研 究５ 】【 研 究 ８】、移 動時 注 意

不 全 の 発 現 に 至 る ダ イ ナ ミ ッ ク な 情 報 処 理 と 制 御 の 過 程 を 考 察 す る
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こと が 重 要で あ る 。  
⑤  行 動 の 制 御 と 主 観 的 リ ス ク 反 応 は 密 接 で あ り 、 交 通 リ ス ク に 対 す る

主 観 評 価 の 形 成 過 程 を 実 証 デ ー タ か ら 確 認 し 、 危 険 感 を 評 価 可 能 な

ツー ル を 作成 す る 必 要が あ る。【 研 究２ 】  
⑥  人間の認知活動の制御処理を担う注意と密接な危険感について、ADHD

の特性や、認知的加齢の特徴を明らかにする必要がある。【研究６】【研

究９】  
 

本 研 究 で はこ れ ら の 課題 の 解 決に 向 け て 、高 リ ス クで 時 々 刻 々と 変 化

する 道 路 交通 場 面 に おけ る 移 動時 注 意 不 全の 発 現 につ い て、「 空間 的 注 意」

およ び 「 危険 感 」 の 要因 か ら 、 A D H D 傾 向者 や 健 常高 齢 者 の 移動 時 注 意

不全 エ ラ ーや 、 認 知 的活 動 と その 制 御 処 理過 程 を 検討 す る こ とを 目 的と

する 。  
F i g .1 .6 は、 本 研 究で 中心 的 に 扱う 変 数 の 関連 を 示 す。  

 
  

高リ ス ク かつ 時 々 刻 々と 変 化 する 道 路交 通場 面 の 行動  

Fig .1 .6 道路 交 通 事故 リ ス クに 関 わ る 本研 究 で 扱う 変 数 間 の関 係 図  

＜認 知 活 動の 制 御 処 理＞

空間 的 注 意  
＜エ ラ ー 特性 ＞  

移動 時 注 意不 全 エ ラ ー  

＜ 主 観 的 リ ス ク 反 応 ＞  

危険 感  

道

路

交

通

事

故

リ

ス

ク
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5 . 3 .  本研 究 の 構成  
 
 本 研 究 の本 論 の 構 成は 、 Fi g . 1 .7 に 示す 。  
  

序 論 で は 、人 間 の 移 動時 注 意 不全 に 関 し て、 背 景 とな る と 理 論や 知 見

を整 理 し 、本 研 究 で 解決 す べ き課 題 と 本 研究 の 目 的を 述 べ た 。  
 
 こ れ ら の課 題 解 決 に向 け 、本 論 では 、まず 第 １ 章に お い て 、「移 動 時 の

注意 不 全 に関 す る 心 理尺 度 、危 険 感 評価 ツー ル の 作成 」と 題 し、【 研 究 １】

では 、 A D H D 者 や 高 齢者 の 移 動時 注 意 不 全の 特 性 解明 に 用 い るた め に 、

定型 発 達 成人 の 特 徴 と比 較 ・ 照合 可 能 な ツー ル と して 「 一 般 成人 の 移動

時注 意 不 全尺 度 の 開 発」 を 試 み、 普 段 の 移動 時 に あら わ れ や すい 不 注意

傾向 を 評 価す る 「 移 動時 注 意 不全 尺 度 」 の作 成 を 行な う 。  
【 研 究 ２ 】では 、「 危険 感 の 評価 ツ ー ル の作 成 」を 目的 に 、交通 リ スク

に対 す る 主観 評 価 の 形成 過 程 を実 証 的 に 明ら か に し、 そ の 上 で、 動 画に

よる 道 路 交通 場 面 に 直感 的 に 抱く「 危険 印象 評 価 課題 」の 作 成を 行 な う。  
 第 ２ 章 では 、「 移 動時 注 意 不全 の 差 異 の検 討 」と 題 し 、研 究１ で 作 成し

た尺 度 を 用い て 、 A D H D 傾向 群と 健 常 高齢 群 お よび 一 般 成 人群 の 比 較を

行な い 、 移動 時 注 意 不全 エ ラ ーが ど の よ うに 異 な るの か を 明 らか に する

【研 究 ３】。  
 第 ３ 章 では 「 A D H D 傾向 者 の 移動 時 注 意不 全 に 関 す る 実 験 心 理 学 的検

討」と 題 し、【研 究 ４】で は 、① 空 間 的 情報 選 択 課題・② 注 意切 替 課 題・

③変 化 検 出課 題 の 遂 行成 績 か ら、 A D H D 傾向 者 の 空間 的 注 意 の特 徴 を 明

らか に す る。  
【 研 究 ５ 】で は、「 A D H D 傾向者 の 空 間 的注 意 機 能と 移 動 時 注意 不 全の
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関係 」 を 検討 す る た め、 ② 注 意切 替 課 題 ・③ 変 化 検出 課 題 の 遂行 成 績と

移動 時 注 意不 全 エ ラ ーと の 関 係を 分 析 し 、A D H D  傾 向者 に 特 徴的 な 移動

時注 意 不 全エ ラ ー に 及ぼ す 空 間的 注 意 の 影響 を 明 らか に す る 。  
【 研 究 ６ 】では 、研 究２ で 作 成し た 危 険 印象 評 価 課題 の 遂 行 成績 か ら、

A D H D の優勢 状 態別 に危 険 感 の特 徴 を 分 析す る 。  
第 ４ 章 で は 、「 健 常 高 齢 者 の 移 動 時 注 意 不 全 に 関 す る 実 験 心 理 学 的 検

討」と 題 し、【研 究 ７】で は 、① 空 間 的 情報 選 択 課題・② 注 意切 替 課 題・

③変 化 検 出課 題 の 遂 行成 績 か ら、 健 常 高 齢者 の 空 間的 注 意 の 特徴 を 明ら

かに す る 。  
【 研 究 ８ 】で は 、 ② 注意 切 替 課題 ・ ③ 変 化検 出 課 題の 遂 行 成 績と 移 動

時注 意 不 全エ ラ ー と の関 係 か ら、 移 動 時 注意 不 全 に及 ぼ す 認 知的 加 齢に

特徴 的 な 空間 的 注 意 の影 響 を 明ら か に す る。  
【 研 究 ９ 】で は 、健 常高 齢 者 の危 険 感 の 特徴 に つ いて 、A D H D 傾向 者、

比較 対 照 者の デ ー タ と比 較 し 、実 証 的 に 明ら か に する 。  
 
 最 後 に 結論 と し て 、第 ３ 部 では 、 各 研 究で 得 ら れた 知 見 を 整理 し 、 人

間の 移 動 時注 意 不 全 の情 報 処 理過 程 と 注 意制 御 の モデ ル 化 を 行な い 、各

研究 で 得 られ た 知 見 と作 成 し たモ デ ル を 統合 し 、 A D H D 傾 向 者 と 健 常 高

齢者 の 移 動時 注 意 不 全に 至 る 情報 処 理 過 程の 差 異 を論 じ る 。 また 、 本研

究の 意 義 と課 題 に つ いて 述 べ る。  
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第３章  ADHD 傾向者の  
移動時注意不全  

に関する実験心理学的検討  

第１章  移動時の注意不全に関する心理尺度、  
危険感評価ツールの作成  

 

【研 究 １ 】  
一般 成 人 の移 動 時  

注意 不 全 尺度 の 開 発  
【研 究 ２ 】  

危険 感 の 評価 ツ ー ル  
の作 成  

第２章  【研究３】移動時注意不全の差異の検討：  

ADHD 傾向者と健常高齢者・一般成人者の比較  

移動 時 注 意  
不全 エ ラ ー  

空間 的 注 意  

【研 究 ４ 】  ADHD 傾 向 者の 空 間 的注 意 機 能  
【研 究 ５ 】  ADHD 傾 向 者の  
空間 的 注 意機 能 と 移 動時 注 意 不全

の関 係  
【研 究 ６ 】  ADHD 傾 向 者の 危 険 感  

危険 感  

Fig .1 .7 本論 の 構 成  

第４章  健常高齢者の  
移動時注意不全  

に関する実験心理学的検討  
移動 時 注 意  
不全 エ ラ ー  

空間 的 注 意  

【研 究 ７ 】  

健常 高 齢 者の 空 間 的 注意 機 能  

【研 究 ８ 】  

認知 的 加 齢に お け る  
空間 的 注 意機 能 と 移 動時 注 意 不全

の関 係  
【研 究 ９ 】  

健常 高 齢 者の 危 険 感 ：  

注意 機 能 から の 考 察  

危険 感  
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第 １ 章  移 動 時 の 注 意 不 全 に 関 す る 心 理 尺 度 、危 険 感 評 価 ツ ー ル の 作 成  
 
1 . 1 . 【 研 究１ 】 一 般成 人 の 移動 時 注 意 不全 尺 度 の開 発  
1 . 1 .1 . 研 究 の背 景 と目 的  

 
A D H D 者や健 常 高 齢 者は 、 障 害特 性 ま た は加 齢 の 影響 に よ り 注 意 不全

を生 じ や すく 、 彼 ら の注 意 不 全に 関 わ る 特性 が 、 道路 交 通 事 故発 生 の一

因と な る こと が 推 測 され る 。 道路 交 通 事 故の 防 止 の視 点 で は 、個 々 人の

車両 の 運 転時 や 歩 行 時な ど 、 主体 的 な 移 動時 に あ らわ れ や す い不 注 意傾

向を 測 定 する こ と で 、個 々 の 傾向 性 に 応 じた 効 果 的な 道 路 交 通事 故 防止

対策 の 検 討に つ な が ると 考 え られ る 。し たが っ て 、A D H D 者 や 高 齢 者 が 、

主体 的 な 移動 時 に ど のよ う な 不注 意 傾 向 を有 し て いる の か 、 すな わ ち移

動時 注 意 不全 エ ラ ー を解 明 し てい く 必 要 があ る 。  
道 路 交 通 場面 は 車 両 が高 速 で 行き か う 高 リス ク な 場面 で あ り 、自 ら 車

両の 運 転 や歩 行 と い った 交 通 行動 で 目 的 地へ 向 か う行 動 に は 、運 転 者も

歩行 者 も 注意 を 能 動 的に 働 か せ情 報 収 集 が求 め ら れる 。 こ の よう な 高リ

スク な 移 動時 の 交 通 行動 に 関 する 注 意 不 全エ ラ ー の測 定 を 考 える 際 、既

存の ツ ー ルで は 、 室 内で の 主 にル ー チ ン 作業 時 に あら わ れ や すい 個 人の

失敗 傾 向 を測 定 し て いる た め 、十 分 に 測 定可 能 と は言 え な い 。  
そ こ で 、本 研 究 では A D H D 者や高 齢 者が 、主 体 的 な 移 動 時 に どの よ う

な注 意 不 全エ ラ ー の 特徴 を 有 して い る の かを 解 明 する た め 、 定型 発 達成

人の 特 徴 と比 較 ・ 照 合可 能 な 移動 時 注 意 不全 エ ラ ーを 評 価 す る尺 度 の試

作を 行 な い、 試 案 尺 度の 妥 当 性・ 信 頼 性 を検 証 す るこ と を 目 的と す る。  
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1 . 1 .2 . 方 法  
 1 .1 . 2 _ 1 . 対象 者  
 
 We b 調 査会 社 （ マ クロ ミ ル 社） に パ ネ ル登 録 さ れた 全 国 の 30 代 ～ 50
代の 男 女 20 8 名（ 30 代男 性 24 名・女性 4 6 名 、 40 代 男性 32 名・女 性 38
名、 50 代男 性 47 名 ・女 性 21 名）。 な お 調査 対 象 とな る 2 08 名 を サ ンプ

リン グ す る際 は 、年 代毎 の 人 数が 均 等 に なる よ う 回答 デ ー タ を収 集 し た。 
 
 1 .1 . 2 _ 2 . 手続 き  
 ( 1 ) 移 動 時注 意 不 全尺 度 の 作成  

① 項 目 の 収 集：質問 項目 は 、注 意 理 論（ Wic k en s  &  M c C a r l e y  ,  20 0 8）
およ び 既 存の 注 意 不 全の 測 定 に関 す る 質 問紙（ R ea s o n  e t  a l . , 1 99 0  ;  
篠原・山 田・神 田・臼井 , 2 0 07  ;  山田 , 1 9 9 9  ;  山 下 , 2 0 02）な ど を 参

考に 、主 体的 な 移 動 時に 要 す る注 意 機 能 につ い て 5 つ の カ テ ゴリ

（ １ .注 意の 転 導 、 ２ .変 化の 気 づ き、 ３ .注 意の 切 り 替 え 、 ４ .覚

醒水 準 低 下、５ .空 間・時 間 認識 の 注 意 不全 ）を 仮定 し 、カ テゴ リ

毎に 項 目 を検 討 し た 。  
② 質 問 紙 の 構 成 ： 最 終的 に 5 つ の カテ ゴ リ毎 に 独 自に 作 成 し た 9 項

目、 計 4 5 項 目 か ら なる 質 問 項目 を 採 用 した 。 回 答形 式 は 、 普段

の車 両 の 運転 や 歩 行 中、過 去 1 年 間 に 生 じた 不 注 意 の 頻 度 に つい

て、 6 段 階評 定 （ 全 く無 か っ た、 め っ た に無 か っ た、 あ ま り 無 か

った 、時 々 あ っ た、よく あ っ た、非 常に よく あ っ た）と した 。ま

た、主 体 的な 移 動 時 にあ ら わ れる 注 意 不 全エ ラ ー を評 価 す る ため 、

通勤・買 い 物 等 で 、普 段自 分 が 使用 す る 移 動手 段（ 運転 又 は 歩 行）

によ る 移 動を イ メ ー ジし な が ら回 答 す る よう 教 示 し た 。  
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 ( 2 ) 実施 手 続 き   
調 査 参 加 者は 、個 別 に We b 画 面上 で、調 査デ ー タ の匿 名 性 が 確保 さ れ

る点 な ど 、研 究 倫 理 に関 わ る 説明 を 確 認 し、 調 査 の同 意 後 に フェ イ スシ

ート 、 A D H D に 関 す る 18 項 目 、 45 問 の 移動 時 注 意不 全 尺 度 （以 下 、注

意不 全 尺 度）」 に回 答し た （ A p p e n d ix 3）。  
フ ェ イ ス シー ト は 、 年齢 ・ 性 別な ど の 属 性の ほ か 、日 常 の 道 路移 動 の

手段 や 外 出の 頻 度 、 普段 の 車 両の 運 転 時 や歩 行 時 の事 故 や 危 険体 験 の頻

度を 問 う もの で あ っ た（ A p pe n d ix 1）。  
A D H D に関 す る 項目 は、 ア メ リカ 精 神 医 学会 D ia g no s t i c  a n d  S t a t i s t i c a l  

Ma n ua l  o f  Me n ta l  D i s o r d e r s  ：D SM -5（ 以 下 、D SM -5）（ A me r i c a n  P s yc h ia t r i c  
A ss oc i a t i on ,  20 13）の A D H D チェ ック リ スト 全 18 項 目 で、成 人 向 け の表

現 に 日 本 語訳 し た も の を 用 い た（ A p pe n d ix 2）。 な お 教 示 な ら び に 回 答 形

式は 、「 成 人向 け A D H D 自記 式 チ ェッ ク リス ト（ Wo r ld  H e a l th  O rg an i z a t io n ,  
20 03）」を 参考 に、過 去 6 か 月 の不 注 意 の 頻度 を 5 段 階 評 定（ 全く 無 か っ

た、 め っ たに 無 か っ た、 と き どき あ っ た 、頻 繁 に あっ た 、 非 常に 頻 繁に

あっ た ） で求 め た 。  
 A D H D の 症 状 は 、C EM 理 論（ T he  Co g n i t i ve -E ne rg e t i c  Mo de l）（ Se rg e a n t ,  
20 00 ,  2 00 5）にお い て、入 力系 － 中 枢処 理系 － 反 応系 の 一 連 の情 報 処 理過

程、覚 醒（ a ro u s a l）や努 力（ e ff o r t）など の心 的 エ ネル ギ ー 、そ れ ら の 管

理機 能 の 相互 作 用 に よっ て 説 明さ れ る。A D H D の「不注 意」「 多動 性・衝

動性 」 の 状態 像 は 、 情報 処 理 過程 で 中 心 的役 割 を はた す 注 意 が十 分 に機

能し て い ない 「 注 意 不全 」 と 共通 す る メ カニ ズ ム で説 明 さ れ 、 A D H D 傾

向の 高 い 者は 車 両 の 運転 時 や 歩行 時 の 注 意不 全 を 生じ や す い こと が 推測

され る 。 した が っ て 、主 体 的 な移 動 時 に おけ る 注 意不 全 の 概 念と 理 論上

の関 連 性 を仮 定 で き る既 存 の A D H D チェ ック リ ス ト を 用 い る 。  
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  ( 3 ) 得 点 化 の 手 続き  
注 意 不 全 尺度 の 質 問 項目 の 回 答は 、「 全 く無 か っ た 」か ら 1 点 刻 み で得

点化 し 、 逆転 項 目 は 逆の 得 点 化を 行 な っ た。  
A D H D に関 す る 項目 は 、仁 平（ 20 1 3）の A D H D のアナ ロ グ 研 究法 の 手

続き を 参 考に 、「全 く無 か っ た」 を 0 点 、「 非 常に 頻 繁 に あ った 」 を 4 点

とし た 。 A D H D の 傾 向は 、 そ れぞ れ 9 問 で評 価 さ れ る 優 勢 状 態毎 の ス コ

ア、 お よ び 18 問 の 合計 か ら A D H D 傾 向を 評 価 する 合 算 ス コア を 算 出し

た。  
 な お 統 計解 析 は 、 統計 ソ フ トウ ェ ア R（ 3 .3 . 2）を 用 いた 。  
 

1 . 1 .2 _ 3 . 倫 理的 配 慮  
  
 本 研 究 は、 筑 波 大 学人 間 系 倫理 審 査 委 員会 の 承 認を 得 て 実 施し た （ 承

認番 号  筑 2 7 - 66）。  
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1 . 1 .3 . 結 果  
1 . 1 .3 _ 1 . 尺 度の 構 成  

 
本 分 析 で は、 注 意 不 全尺 度 の 回答 か ら 、 個人 の 主 体的 な 移 動 時注 意 不

全エ ラ ー に関 す る 因 子構 造 を 検討 し た 。  
20 8 名 45 項目 毎 基 本統 計 量 を算 出 し 、 最小 値 -最 大 値 の 幅 が 狭 く 、か

つ中 央 値が 1 を 示 す 5 つ の 質問 項 目 を 除い た 。40 項目 に つ いて 平 行 分析

の結 果 か ら、 4 因 子 解と し た 。最 尤 法 ・ プロ マ ッ クス 回 転 で 探索 的 因 子

分析（ 累 積 寄 与率 6 0％ 、R M SE A = . 0 77、B IC = - 20 62 . 1 9）を 行 な い 、いず れ

の 項 目 に . 4 0 以 下 の 因 子 負 荷 量 を 示 す 項 目 と 、 複 数 の 項 目 に 同 程 度 の 負

荷を 示 す 項目 を 削 除 し、 最 終 的に 3 0 項 目を 採 用 した （ Ta b . 1 .1 _1）。  
第 Ⅰ 因 子 は、 逸 脱 、 衝突 、 接 近な ど 道 路 交通 事 故 や、 道 路 交 通事 故 に

つな が り やす い 事 象 が既 に 発 生し て い た 質問 項 目 を多 く 含 ん でい た 。道

路か ら の 逸脱 、 対 向 車（ 者 ） との 衝 突 、 後方 か ら の追 突 な ど は、 交 通環

境に 適 応 的に 行 動 す るた め の 、状 況 に 応 じた 最 適 な注 意 制 御 不全 の あら

われ と 考 えら れ 、「 注意 の 制 御不 全 （ 以 下、 制 御 不全 ）」 と 命名 し た 。  
第 Ⅱ 因 子 は、「 気 づ くこ と が でき る 」「 察知 で き る」「 注 意 を 切 り 替 え る

こと が で きる 」 と い った 項 目 が高 い 負 荷 量を 示 し た。 こ れ ら の項 目 は、

時々 刻 々 と変 化 す る 道路 交 通 場面 で わ ず かな 変 化 を素 早 く 検 出し 、 注意

焦点 を 適 切に 変 更  （ sh i f t i n g）し てい く 能力 に 関 わる と 考 え ら れ 、「 注 意

の変 更 機 能不 全 （ 以 下、 変 更 不全 ）」と 命名 し た 。  
第  因 子 は 、 車 両 の 運 転 時 や 歩 行 時 に 上 の 空 の 状 態 や 、 意 識 が ボ ー っ

とす る 状 態、 気 づ き の遅 さ や 気が 付 か な い状 態 の 質問 項 目 の 負荷 量 が高

かっ た 。 この よ う な 状態 は 注 意を 要 求 さ れて い る 場面 に も か かわ ら ず、

一定 の 注 意を 維 持 し 続け る こ との 困 難 さ 、す な わ ちビ ジ ラ ン スの 維 持に
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関わ る と 考え ら れ、「覚 醒 水 準の 低 下 （ 以下 、 水 準低 下 ）」 と命 名 し た。  
第  因 子 は 、 時 間 の 読 み 違 い や 、 外 部 環 境 か ら 割 り 込 ん だ 刺 激 の 抑 制

困難 、 情 報収 集 が 求 めら れ る 状況 で 必 要 情報 の 選 択の 失 敗 を あら わ す質

問項 目 が 高い 負 荷 量 を示 し た 。抑 制 機 能 や注 意 選 択機 能 の 不 全に 関 わる

注意 の 逸 れや す さ を 反映 す る と考 え ら れ 、「 注意 の 転導 性（以 下、転 導 性 ）」

と命 名 し た。  
以 上 よ り 、注 意 不 全 尺度 は 4 つの 下 位 尺 度か ら 構 成し た 。   
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T a b . 1 . 1_ 1 注 意不 全 尺度 3 0 項 目 の 因子 分析 の 因 子負 荷 量  

第

Ⅰ

因

子

第

Ⅱ

因

子

第

Ⅲ

因

子

第

Ⅳ

因

子

気がついた時には，道路から逸脱していた事がある .85 .05 -.03 .05 .75
救急車などのサイレン音に気がつかない事がある .82 -.02 -.09 .04 .62
いったん注意がそれると，交通状況に注意を向け直す事が困難な時がある .77 -.01 .31 -.16 .79
対向してくる人や車などをうまく避けられず，ぶつかったり，ぶつかりそうになる事がある .75 -.08 .29 -.24 .65
どこに向かおうとしているのか目的地がわからなくなり，道に迷ったり，知らない場所に到着する事がある .63 .10 -.02 .26 .68
気づいた時には後方から近づく車やバイクなどに，追突された事がある .54 .07 -.25 .37 .45
移動中に人や物にぶつかる事がある .54 -.02 .35 -.04 .61
どうしても周囲の出来ごとに目がとまってしまい，人や車とぶつかりそうになる事がある .52 -.02 .11 .29 .71
気がつくと，人や車が自分の真後ろに異常に接近している事がある .51 .00 .04 .11 .39
路地や障害物の陰から出てくる人や車などに，素早く気づくことができる［*］

-.12 .90 .00 .21 .76
後方の車のベルやクラクションなど，わずかな音でもすぐに察知できる［*］

.06 .83 -.09 .05 .72
混雑している道など周囲に気を配らなければならない状況では，自分の思う 通りに注意を切り替えられる［*］ .04 .82 -.04 .05 .67
道順は直ぐに覚えられる［*］

-.26 .78 .25 .12 .53
狭い道や障害物などがある道路でも，人や車などを上手く避けて通れる［*］

.16 .72 .04 -.22 .60
移動中に気になる事があっても，すぐに意識を切り替えられる［*］

-.09 .70 .12 -.05 .46
移動しながら，これから自分がやるべき事を色々考えたり，作業の段取りをつける事ができる［*］ .34 .65 -.13 -.26 .60
上の空で移動している事がある

.06 .04 .98 -.20 .76
ふと気づくと，ボーっとしたまま移動している事がある

.02 .03 .87 -.02 .74
周囲の変化に気が付かなかったり，気づくのが遅い事がある

.30 -.06 .65 -.09 .68
周囲に気を配らなければならない状況でも，気になる事があるとどうしてもそちらに注意が向いてしまう .41 -.05 .58 -.05 .75
周囲の出来ごとに目がとまってしまい，人や車とぶつかりそうになる事がある

.40 .01 .56 -.08 .68
移動中に意識が別の世界へ飛んでしまう事がある

.27 .11 .42 .13 .55
道が混雑してるわけでもないのに，到着の時間を読み違えて遅刻する事がある .05 .12 -.15 .84 .58
周りの出来ごとに気をとられ，信号や標識・表示などを見落とす事がある

-.03 -.06 -.10 .81 .53
交差点や横断歩道で信号の変化に気づかず見落としたり，気づくのが遅れる事がある

.14 .00 .00 .66 .59
意識がぼんやりしてしまい，信号を無視しそうになったり，無視する事がある

.30 -.08 -.16 .61 .56
移動中にもかかわらず，寝不足なような状態でぼんやりする事がある

-.25 -.01 .41 .54 .52
ルート案内などの｢右(左)に曲がる｣指示とは逆に，「左(右)」に曲ってしまう事がある .39 .06 -.14 .51 .53
前の車や歩く人の速度が減速したことに気づかず，ぶつかったり，ぶつかりそうになる事がある .27 .02 .11 .47 .59
ぼんやりしてしまい，前方の人や車などにぶつかったり，ぶつかりそうになる事がある

.25 -.03 .09 .45 .53

第

Ⅰ

因

子

（

9
）

第

Ⅱ

因

子

（

7
）

第

Ⅲ

因

子

（

6
）

第

Ⅳ

因

子

（

8
）

因子負荷量

共

通

性

質問項目　［*］：逆転項目
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1 . 1 .3 _ 2 . 尺 度の 信 頼性  
 
各 因 子 に 負 荷 す る 項 目 の 合 計 点 を 各 尺 度 の 項 目 数 で 割 っ た 項 目 平 均

値 を 尺 度 ス コ ア と し 、 4 つ の 尺 度 毎 の 内 的 一 貫 性 を 検 討 す る た め 、

C ron b a ch の α 係 数 を求 め た 。結 果 、 制 御不 全 尺 度は . 9 3、 変更 不 全 尺度

は . 91、水準 低 下 尺 度は . 9 2、転 導 性 尺 度は . 8 9 で あ り 、各 尺度 の 内 的整 合

を確 認 し た。  
 

1 . 1 .3 _ 3 . 下 位尺 度 間の 相 関  
 
下 位 尺 度 毎に ス コ ア を算 出 し 、尺度 間 の 相関 係 数 を求 め た 結 果、「 制 御

不 全 」 尺 度 と 「 水 準 低 下 」 尺 度 （ r= . 81 ,  p< . 0 0 1） お よ び 「 転 導 性 」 尺 度

（ r= . 7 8 ,  p< . 0 0 1）、「 水準 低 下」尺 度と「 転導 性 」尺 度（ r= . 74 ,  p< . 00 1）の

間に 有 意 な正 の 相 関 関係 が み られ た 。「 変更 不 全 」尺度 と「 制御 不 全 」尺

度（ r= . 06 ,  p= . 41）、「 水準 低 下 」尺 度（ r= - . 07 ,  p= . 29）、「 転 動性 」尺 度（ r= - .0 9 ,  
p= . 1 8） の 各尺 度 間 に相 関 は みら れ な か った 。  
 

1 . 1 .3 _ 4 . 構 成概 念 妥当 性  
 
A D H D チェ ッ ク リス トに よ る A D H D 傾向 の高 い 者 と、当 該尺 度で 評 価

する 主 体 的な 移 動 時 にお け る 注意 不 全 の あら わ れ やす さ は 正 の相 関 関係

が仮 定 で きる 。そこ で、注 意 不全 尺 度と A D H D チェッ ク リ ス トに つ い て

各ス コ ア の相 関 係 数 を算 出 し た。  
 結 果（ Ta b . 1 .1 _2）、注意 不 全 尺度 の「制 御不 全 」、「 水 準 低下 」、「 転動 性 」

の尺 度 ス コア と 、 A D H D の優 勢状 態 毎 のス コ ア 、お よ び 合 算ス コ ア との
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間に 有 意 な正 の 相 関 （ . 53～ . 66）、「 変 更 不全 」 の 尺度 ス コ ア と A D H D の

優 勢 状 態 毎 の ス コ ア お よ び 合 算 の ス コ ア と の 間 に 有 意 な 負 の 相 関 （ . 20
～ . 29）を 示 し た。  
 

1 . 1 .3 _ 5 . 基 準関 連 妥当 性  
 
本 尺 度 の 測定 内 容 は 、主 体 的 な移 動 時 に おけ る 注 意不 全 を 前 提と し て

おり 、 各 下位 尺 度 ス コア の 高 い者 は 低 い 者に 比 べ 、普 段 の 車 両の 運 転時

や歩 行 時 に衝 突 や 道 路交 通 事 故、 あ と 少 しで 事 故 発生 に つ な がる よ うな

危険 な 状 況を 体 験 し やす い と 考え ら れ る 。  
そ こ で 、普 段 の 外 出 頻度 が 週 3 回 以 上 の 対象 者（ N = 1 71）の うち 、車両

の運 転 時 や歩 行 時 の 事故 、 お よび 、 あ と 少し で 道 路交 通 事 故 にな り そう

な危 険 な 状況 を 経 験 した 回 数 につ い て 、 0 回 を危 険 体 験な し 群（ n= 6 4）、
2 回 以上 を 危 険 体 験 あり 群（ n= 1 07）と し、当 該 尺度 の 尺 度 スコ ア に つい

て F 検 定を 行 な った （ Fi g .1 .1 _ 1）。  
 

T a b . 1 . 1_ 2 注 意不 全 尺度 と  
ADHD チ ェ ック リ ス トと の 相 関関 係  

N=208  

不注意 .53 *** -.29 *** .54 *** .62 ***
多動性・衝動性 .61 *** -.20 ** .56 *** .64 ***

.59 *** -.26 *** .58 *** .66 ***
 **p < .01, ***p < .001 

合算

制御不全 変更不全 水準低下 転導性

注意不全尺度ADHDチェックリスト
優

勢

状

態
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1.4

1.6

1.8

2

2.2

危険体験なし群 危険体験あり群

転導性尺度
*

尺度スコア

Fi g .1 .1 _1 危 険 体 験 の有 無 別 下位 尺 度 と の関 係  
† < . 1 0 , * p < . 0 5  

1.4
1.6
1.8

2
2.2

危険体験なし群 危険体験あり群

制御不全尺度尺度スコア

3
3.2
3.4
3.6
3.8

危険体験なし群 危険体験あり群

変更不全尺度尺度スコア

†

1.4

1.6

1.8

2

2.2

危険体験なし群 危険体験あり群

水準低下尺度尺度スコア

*
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結 果 、危 険 体 験あ り 群は な し 群に 比 べ、「 水 準低 下 」（ F（ 1 ,1 6 9）= 4 . 5 0，
p< . 0 5）、「 転 導 性」（ F（ 1 , 1 69）= 4 .2 9， p< . 05）の 尺 度 スコ ア が 有意 に 高 か

った 。 ま た「 制 御 不 全」 で は 有意 差 は み られ な か った が 、 危 険体 験 あり

群の 尺 度 スコ ア（ 1 . 6 9）は 、危険 体 験な し群 の 尺 度ス コ ア（ 1 . 5 2）より も

高い 値 を 示し た 。反 対に 、「変 更 不 全 」では 、危 険 体験 な し 群の 尺 度 ス コ

ア（ 3 .6 4）が 、危 険 体験 あ り 群の 尺 度 ス コア（ 3 .3 0）よ り も 有 意 に 高 い傾

向で あ っ た（ F（ 1 , 1 69） = 3 . 16， p< . 10）。  
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1 . 1 .4 . 考 察  
 
本 研 究 で は、 A D H D 者や 高 齢 者の 移 動 時 注意 不 全 エ ラ ー を 解 明 す るた

めの 定 型 発達 成 人 の 特徴 と 比 較・ 照 合 可 能な ツ ー ルの 作 成 を 目的 に 、普

段の 車 両 の運 転 や 歩 行な ど 、 主体 的 な 移 動時 に あ らわ れ や す い不 注 意傾

向を 評 価 する 尺 度 を 試作 し た 。そ し て 、 試案 尺 度 の妥 当 性 ・ 信頼 性 の検

証と し て 、収 集 した デー タ の 因子 分 析、なら び に A D H D チェ ッ ク リ ス ト

との 相 関 関係 等 の 分 析を 行 な った 。  
独 自 に 作 成し た 4 5 項目 に つ いて 、 30 代か ら 5 0  代 の一 般 成 人 20 8 名

を対 象 に 質問 紙 調 査 を実 施 し 、因子 分 析 を行 な っ た結 果 、「 制 御不 全 」「 変

更不 全 」「水 準 低 下」「 転 導性 」の 4 因子（ 30 項 目 ）を 抽出 し 、得 ら れ た

α 係 数 値 か ら尺 度 の 信頼 性 を 確認 し た 。 構造 を 確 認し た と こ ろ、 質 問 項

目の 作 成 時に 想 定 し た主 体 的 な移 動 時 に おけ る 注 意不 全 カ テ ゴリ に 対応

した 因 子 がほ ぼ 確 認 でき た 。た だし「 変 化の 気 づ き 」「 空間・時空 間 認 識

の注 意 不 全」 カ テ ゴ リに 対 応 した 因 子 は 見出 さ れ なか っ た 。 主体 的 な移

動時 に 何 かの 変 化 に 素早 く 気 づく に は 、 空間 内 の 物理 的 変 化 が生 じ た位

置に 注 意 を能 動 的 に 向け る 働 きが 関 わ る が、 人 が こう し た 能 力の 側 面を

意識 す る こと は 困 難 であ り 、 質問 紙 に よ る自 己 評 価は 難 し い と考 え られ

る。ま た測 定 しよ う とす る 移 動時 注 意 不 全エ ラ ー は 、“ 移 動”とい う 時 空

間に お け る一 連 の 連 続し た 行 為の 中 で あ らわ れ る 。よ っ て 、 時空 間 とい

う単 独 の 因子 と し て 抽出 さ れ なか っ た と 推測 す る 。ま た 「 変 更不 全 」尺

度は 、「～ で き る 」で文 末 が 表現 さ れ た“ 能力 に 対 する さ ま ”をあ ら わす

質問 項 目 のみ で 構 成 され て い た。 こ の こ とか ら 、 本因 子 は 、 注意 の 変更

能力 に 対 する 自 己 認 知の 側 面 を含 ん で い るこ と が 示唆 さ れ た 。  
下 位 尺 度 間の 相 関 結 果で は 、「 制 御 不全 」尺度 と「 水 準 低 下 」尺 度 お よ
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び「 転 導性 」尺度 、「水 準 低下 」尺度 と「転 導 性」尺 度の 間 に 正 の 相 関 が

みら れ た 。こ れ は 、 主体 的 な 移動 時 に お ける 注 意 不全 が 、 交 通環 境 から

の情 報 収 集な ど 外 的 制御 の み なら ず 、“ 移動 ”と い う 目的 志 向的 な 一 連 の

行為 や 、 その 交 通 環 境に 意 識 を向 け 続 け ると い っ た注 意 の 維 持と い う内

的制 御 に も関 わ る こ とを 示 唆 する と 考 え られ る 。「変 更 不 全 」尺度 が 他の

下位 尺 度 間と 関 連 性 を示 さ な かっ た こ と は、 他 の 下位 尺 度 と は異 な る心

的過 程 の 影響 を 示 す ため と 考 えら れ る 。   
以 上 、 因 子分 析 な ら びに 下 位 尺度 間 の 関 連性 か ら 主体 的 な 移 動時 に お

ける 注 意 不全 は 、 異 なる 心 的 過程 が 相 互 に関 係 を 持ち な が ら 構成 さ れて

いる こ と が示 唆 さ れ た。 す な わち 注 意 の 変更 能 力 に対 す る 自 己認 知 の側

面を 含 み 、主 体 的 な 移動 時 に 要求 さ れ る 注意 の 外 的制 御 と 内 的制 御 の相

互の 不 全 によ っ て 、 道路 交 通 場面 で 求 め られ る 最 適な 注 意 制 御が 損 なわ

れる こ と が考 え ら れ る。  
妥 当 性 に つい て は、先ず 、注意 不 全尺 度 の各 下 位 尺度 ス コ ア と、 A D H D

チェ ッ ク リス ト の 優 勢状 態 毎 のス コ ア お よび 合 算 のス コ ア 間 に相 関 パタ

ンを 示 し 、理 論 上 の 関連 が 考 えら れ る 両 尺度 の 関 連性 を 確 認 した 。 すな

わち 、 A D H D の 傾 向 性と 、 主 体的 な 移 動 時に お け る注 意 不 全 との 関 連 が

示さ れ た 。一 方 「 変 更不 全 」 尺度 は 、 A D H D の傾 向 性 と の 間 に は 負 の相

関を 示 し 、一 見 す る と、 理 論 上矛 盾 し た 結果 で あ った 。 し か し、 一 般に

運転 な ど の能 力 や 技 能に 対 す る自 己 評 価 は過 大 評 価の 方 向 に 歪み や すい

（松 浦 , 2 0 00  ;  中 井・臼 井 , 2 0 0 8）。ま た 自己 の 能 力や 技 能 を 高く 評 価 する

者は 、 低 く評 価 す る 者に 比 べ 、リ ス ク 評 価を 媒 介 して 不 安 全 であ る こと

が報 告 さ れて い る（ 三沢・稲 富・山 口 , 20 06  ;  蓮 花 , 2 0 0 0）。「 変 更不 全 」に

関す る 能 力や 技 能 は 、注 意 に 関す る メ タ 認知 の 能 力が 関 わ る と想 定 され

るが 、 主 体的 な 移 動 時の 注 意 の変 更 能 力 を高 く 認 知す る 者 は 、自 己 の注
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意能 力 を 制御 可 能 と 評価 し 、 日常 生 活 で あら わ れ やす い 注 意 不全 を 低く

評価 し た と考 え ら れ る。  
次 に 、 普 段の 車 両 の 運転 時 や 歩行 時 の 危 険体 験 の 頻度 と 注 意 不全 尺 度

の下 位 尺 度間 に つ い て、 普 段 の移 動 時 に 危険 な 状 況を 体 験 し やす い 者は

そう で な いも の に 比 べ下 位 尺 度の ス コ ア が高 い と 仮説 を 立 て 分析 し た。

結果 、「変 更 不 全」 尺度 以 外 につ い て 仮 説と の 整 合性 を 確 認 した 。「変 更

不全 」 尺 度で は 、 危 険体 験 な し群 は 尺 度 スコ ア が 高い と い う 結果 で あっ

た。 こ れ は先 行 知 見 （三 沢 ら ,  2 0 0 6  ;  蓮 花 , 20 0 0） よ り 、 注 意 の 変 更 能力

を高 く 認 知す る 者 は 、移 動 時 の危 険 を 危 険と 感 じ ず、 結 果 、 危険 を 体験

して い な いと 認 識 す るこ と を 示唆 す る こ とが 考 え られ る 。  
注 意 不 全 尺度 の ス コ アが 高 い 傾向 の 者 は A D H D チェ ッ クリ ス トの ス コ

アが 高 く、普 段 の車 両の 運 転 時や 歩 行 時 に危 険 状 況の 体 験 を 有す る こ と、

さら に 、 注意 の 変 更 能力 を 高 く認 知 す る 者は 、 自 己の 注 意 能 力を 制 御可

能と 評 価 する こ と が 考え ら れ 、移 動 時 の 危険 を 危 険と 感 じ に くい こ とが

示唆 さ れ るこ と か ら 、当 該 尺度 と 既 存の A D H D チェ ッ ク リス トお よ び 外

的基 準 の 危険 体 験 頻 度と の 間 に、 妥 当 な 関連 性 を 確認 し た 。   
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1 . 2 .  【研 究 ２ 】 危 険感 の 評 価ツ ー ル の 作成  
1 . 2 .1 . ツ ー ル作 成 の目 的 と 研究 の 流 れ  
 

人 間 の 主 観的 リ ス ク 反応 は 、先 行知 見（ Sl o v ic  e t  a l . ,  20 0 4）より 、理 論

上は 直 感 的反 応 傾 向 によ る 危 険感 が 示 唆 され て い る。 し た が って 、 交通

リス ク の 主観 評 価 の 測定 で は 、危 険 感 を 測定 す る こと が 望 ま しい と 考え

られ る 。  
し か し 、 交通 リ ス ク に対 す る 主観 評 価 に どの よ う な処 理 過 程 が関 わ り 、

どの よ う な形 成 要 因 があ る の かは 実 証 的 に明 ら か にさ れ て い ない 。  
そ こ で 本 研究 で は、Fi g .1 .2 _1 の 作 業 の流 れに 従 っ て、まず 交 通リ ス ク

に対 す る 主観 評 価 の 形成 過 程 につ い て 、 道路 交 通 場面 の 危 険 の主 観 評価

デー タ か ら、 交 通 リ スク に 対 する 直 感 的 な処 理 過 程に よ る 形 成要 因 を確

認す る 。 その 上 で 危 険感 を 測 定す る た め の手 法 を 吟味 検 討 し 、危 険 印象

評価 課 題 の作 成 を 試 みる 。  

 
 

動画 に よ る危 険 印 象 評価 課 題 の作 成  

交通 リ ス クに 対 す る 主観 評 価の形 成 過 程 の分 析  

F i g .1 .2 _1 研 究 ２ の 作業 の 流 れ  

危険 感 測 定手 法 の 検 討  

1 .2 .2 .  

1 .2 .3 .  

1 .2 .4 .  
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1 . 2 .2 . 交 通 リス ク に対 す る 主観 評 価 の 形成 過 程 の分 析  
1 . 2 .2 .1 . 目 的  
 
道 路 交 通 場面 の 危 険 の主 観 評 価デ ー タ を 収集 、 分 析し 、 交 通 リス ク に

対す る 直 感的 な 処 理 過程 に よ る形 成 要 因 を確 認 す るこ と を 目 的と す る。  
 

1 . 2 .2 .2 . 方 法  
  1 . 2 . 2 .2 _1 . 対 象 者  
 

複 数 の 会 社に 勤 務 す る 25 歳か ら 59 歳 の社 会 人 97 名 （平 均年 齢 4 2 . 3
歳±1 0 . 8 7： 男 性 67 名・ 女 性 30 名）。  
 
  1 . 2 . 2 .2 _2 . 提 示 刺激   

(1 ) 道 路 交 通場 面  
株 式 会 社 電脳 社 製 「 危険 感 受 性チ ェ ッ ク 」の 静 止 画。 運 転 席 から 見 え

る 道 路 交 通 の 前 景 場 面 で 、 5 種 類 の 異 な る 道 路 交 通 場 面 の 静 止 画

（ Fi g .1 .2 _ 2）。  
 
  



46 
 

 
Fi g .1 .2 _2 場 面 と 場 面状 況 を 説明 す る 文 章  

場 面 １  
停 車 し て い る バ ス が い る 通 学 路

で 運 転 者 が バ ス を 追 い 越 そ う と

す る 場 面  

場 面 ２  
道 路 の 両 側 に 駐 停 車 し て い る 車

が あ る 狭 い 道 路 で 運 転 者 が 先 の

交 差 点 を 左 折 し よ う と す る 場 面  

場 面 ３  
対 向 車 線 に は 左 折 の 合 図 を 出 し

て い る 車 と 直 進 車 が 続 い て お り

運 転 者 が 交 差 点 で 右 折 の 発 進 待

ち を し て い る 場 面  

場 面 ４  
右 車 線 に は 信 号 待 ち の 車 両 が 停

止 し て お り 運 転 者 が 減 速 し な が

ら 交 差 点 に 近 づ く と ち ょ う ど 信

号 が 青 に 変 わ り 直 進 す る 場 面  

場 面 ５  
左 側 に 公 園 の あ る 道 路 で 対 向 車

が 左 折 の 合 図 を 出 し て お り 運 転

者 は 直 進 し よ う と す る 場 面  

＜刺 激 ＞  ＜状 況 説 明文 ＞  
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(2 ) 場 面 刺 激作 成 の 手続 き  
刺 激 の 一 場面 の 大 き さは 、 縦 4 . 6 c m 横 1 0c m と し た 。 場 面 に は 、 実 験

者が 設 定 した 道 路 交 通場 面 で 想定 さ れ る ハザ ー ド を含 み 、 ハ ザー ド の分

類 は 、「 直 接 的 危 険 」「 間 接 的 危 険 」「 死 角 的 危 険 」 の 分 類 （ 蓮 花 ,  1 99 6）
を参 考 に、「 顕 在的 ハザ ー ド」「 予 測的 ハザ ー ド」「 潜 在的 ハ ザ ー ド 」と し

た。 場 面 内に 描 か れ る歩 行 者 や車 両 な ど の変 化 や 動き は 、 漫 画で 使 われ

る動 線 の 画法 に よ り 速度 感 を 表現 し 、 車 両の 進 路 方向 の 合 図 は、 光 の点

滅を あ ら わす マ ー ク と色 で 描 写し た 。  
「 顕 在 的 ハ ザ ー ド 」： 提 示 さ れ た 場 面 で 自 車 側 が 回 避 し な い と 衝 突 に

つな が る 対象 が 場 面 に直 接 描 かれ て い る ハザ ー ド 。  
「 潜 在 的 ハザ ー ド」：衝 突対 象 は直 接 場 面に 描 か れて い な い が 、場面 の

状況 か ら 衝突 対 象 の 出現 が 予 想さ れ る 死 角な ど の 箇所 や 事 象 のハ ザ ー ド。 
「 予 測 的 ハザ ー ド」：そ の状 況 に おけ る 自車 や 他 者（ 車）の 今後 の 動 き

から 、 衝 突や 事 故 に つな が る 危険 性 を 含 む対 象 や 事象 の ハ ザ ード 。  
 

1 . 2 .2 .2 _ 3 . 実施 手 続 き  
 

 場 面 と 場面 の 状 況 説明 文 を 同時 に 提 示 し、 自 身 が運 転 し て いる 状 況 を

頭の 中 で イメ ー ジ さ せな が ら 、場 面 を 観 察さ せ た 。一 つ の 場 面を 見 る時

間は お お よそ 1 分 と 教示 し た 。回 答 は 、 場面 の 観 察時 に 「 危 ない 」 と 感

じて 注 意 を払 う も の や「 危な そ う 」と感 じる 対 象 、箇所 、事 象が あ れ ば、

場面 内 の それ ら を 直 接〇 で 囲 わせ た 。 深 く考 え 込 まず 回 答 す るこ と 、丸

（〇 ） で 囲う 対 象 、 箇所 、 事 象は 複 数 回 答で あ る こと を 教 示 した 。  
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1 . 2 .2 _ 2 _ 4 . 倫理 的 配慮  
 

本 研 究 を 行な う に あ たり 、 調 査協 力 者 に 研究 の 趣 旨、 個 人 情 報の 保 護

の点 な ど 不利 益 を 被 るこ と が 無い こ と を 口頭 で 説 明し 、 回 答 をも っ て研

究の 同 意 を得 た こ と とし た 。  
 
 
1 . 2 .2 .3 . 結 果  

1 . 2 .2 .3 _ 1 .  事 前分 析に よ る デー タ の 数 量化  
 
97 名 の 回答 か ら、「 危な い 」「 危な そ う 」と 評価 さ れ た対 象 、箇 所 、事

象と し て 、 全 5 4 の 項目 が 抽 出さ れ た 。 項目 毎 に 97 名 の 反 応 を 1： 危険

を感 じ る 、0；危 険 を感 じ な い 、の 二 値 デー タ で 割り 振 っ た 。分析 の 対象

とし た 項 目は 、項 目 に対 し「 危 ない 」「 危な そ う 」と評 価 し た反 応 者 率 の

低い 項 目 を除 外 す る ため 、 平 均反 応 者 率 （ 41 . 1％ ） － 1S D 以 下 の 項 目を

除い た 残り 40 項 目 とし た 。  
統 計 解 析 は、 統 計 ソ フト ウ ェア R（ 2 .11 . 1） を 用い た 。  
40 項 目 に対 す る 97 名の デ ー タに 対 し 、数量 化 理 論第  類 を 行な い 、サ

ン プ ル ス コ ア と カ テ ゴ リ ー ス コ ア を 算 出 し た 。 軸 の 寄 与 は 、 第 1 軸

11 .4 2％ 、第 2 軸 9 . 2 9％ 、第 3 軸 7 . 2 1％ 、第 4 軸 6 .1 8％ だ った 。軸 の 抽 出

は一 般 的 に 6 軸 以 内と 言 わ れ、 ま た 、 数量 化 理 論第  類 の 解 法 が 項 目 や

サン プ ル の類 似 性 や 空間 の 相 対的 位 置 関 係の 解 析 にあ る た め 、第 4 軸ま

で（ 累 積 寄与 率 3 4 . 1 0％ ） を抽 出 し た。  
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1 . 2 .2 .3 _ 2 .  抽 出さ れた 項 目 のク ラ ス タ ー構 造 の 確 認  

(1 ) 項 目 間 距離 の 算 出と 距 離 式  
事 前 分 析 で得 た 第 4 軸ま で の カテ ゴ リ ー スコ ア を 用 い て 、 項 目 間 同士

の距 離 を 算出 し 、 階 層的 ク ラ スタ ー 分 析 を行 な っ た。  
距 離 は 、 質的 変 数 間 の距 離 の 算出 法 と し て、 項 目 間の ユ ー ク リッ ド 距

離 に 数 量 化 理 論 第   類 で 得 た 各 軸 の 寄 与 率 を 重 み 係 数 と し て 用 い る 式

（小 菅 ・ 西田 ・ 山 下 ,  2 00 8） を 適用 し た （ A p p e n d i x . 4）。  
結 合 方 式 は、デ ー タ のち ら ば りが 不 明 な ため 、ウ ォー ド 法 、最近 隣 法 、

重心 法 、 群平 均 法 を 用い た 。  
 

(2 ) 樹 形 図 作成  
各 結 合 方 式に よ っ て 得ら れ た 樹形 図 を 比 較検 討 し 、最 終 的 に 、ウ ォ ー

ド法 に よ る樹 形 図 を 選択 し た 。ク ラ ス タ ー切 断 の 距離 は 、 理 論的 な 解釈

可能 性 か ら距 離 59 . 1 3 と 82 . 11 の 間 で切 断し 、 ク ラス タ ー 数 は 5 で あっ

た（ Fi g .1 . 2 _3）。  
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Fi g .1 .2 _3 全 40 項 目に よ るクラ ス タ ー 分析 の 樹 形図  
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1 . 2 .2 .4 . 考 察  
 

 Fi g .1 .2 _3 よ り 道路 交通 場 面 の危 険 の 主 観評 価 の 構造 が 確 認 で き た 。得

られ た ク ラス タ ー よ り、 道 路 交通 場 面 の 危険 の 主 観評 価 を 形 成す る 心理

的背 景 を 考察 す る 。  
 

1 . 2 .2 .4 _ 1 .  各 クラ スタ ー に つい て  
(1 ) 刺 激 の 特徴 か ら 喚起 さ れ る危 険 感  

 Fi g .1 .2 _3 の N o 1～ 15 の 項 目に よ る ク ラス タ ー は、 主 に 自 転車 ・ モ ー

ター バ イ ク等 の 「 二 輪車 」 や 「人 」 、 そ して 「 車 両の 車 線 変 更」 や 「車

両の 後 退 」、 「 車 両 の開 閉 し そう な ド ア 」な ど 、 何ら か の 変 化や 動 きを

イメ ー ジ させ る 項 目 から 構 成 され て い た 。  
我 が 国 の 道路 交 通 統 計に よ る と、 道 路 交 通事 故 は 、自 転 車 （ 財団 法

人交 通 事 故総 合 分 析 セン タ ー , 20 0 4） や歩 行 者 側の 違 反 行 為（ 財 団 法

人交 通 事 故総 合 分 析 セン タ ー ,  1 99 5） が 原因 で も 発生 し て お り、 日 常 生

活に お い て私 た ち は 自転 車 や 歩行 者 に 対 し、 瞬 時 に「 危 な い 」「 危 なそ

う」 と 感 じや す く 、 ハザ ー ド とし て の 熟 知が 高 い 項目 と 推 測 され る 。ま

た、 モ ー ター バ イ ク につ い て は、 四 輪 運 転者 か ら 危険 と 意 識 され や すい

事が 報 告 され て い る （萩 田 ,  1 99 4） 。 道 路交 通 場 面の 人 や 二 輪車 は ハ ザ

ード と し て身 近 で あ り、 「 危 ない 」 「 危 なそ う 」 と主 観 評 価 を抱 き やす

いと 考 え られ る 。  
動 画 で 自 動車 を 運 転 する 場 面 を提 示 し た 場合 の リ スク に つ い ては 、 歩

行者 、 潜 在的 交 通 参 加者 、 自 動車 、 標 識 の順 に 評 定さ れ る こ と（ 吉 川・

高木 ,  2 00 2）が 示 さ れて い る 。道 路交 通 場面 内 の「 人 」は注 意を 引 き やす

く、 「 危 ない 」 「 危 なそ う 」 と評 価 し や すい 対 象 とい え る 。  
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ま た 、 運 動、 明 る さ 、色 、 奥 行き と い っ た刺 激 の 特徴 は 、 人 の視 覚

系の 初 期 段階 で 抽 出 され る （ 横澤 ,  1 99 2）。 そ の た め 、 道 路 交 通 場 面 で

も「 車 両 の車 線 変 更 」「 車 両 の後 退 」 「 車両 の 開 閉し そ う な ドア 」 など

変化 や 動 きを イ メ ー ジさ せ る 項目 は 、 直 感的 に 「 危な い 」 「 危な そ う」

と評 価 さ れや す い と 考え ら れ る。  
本 ク ラ ス ター は 、 刺 激自 体 が 持つ 誘 目 性 や変 化 、 動き な ど の 特徴 か

ら観 察 者 の注 意 が 喚 起さ れ 、 直感 的 に 「 危な い 」 「危 な そ う 」と 評 価さ

れる 項 目 から 構 成 さ れる ク ラ スタ ー と 考 えら れ る 。  
 

(2 ) 自 車 と の相 対 的 な距 離 に よる 危 険 感  
 F i g . 1 . 2_ 3 の N o 16～ 26 の 項 目に よ る ク ラス タ ー は、主 に「 ドア ミ ラ ー

に映 る 後 続車 」 や 「 ミラ ー に 移る 対 向 車 」な ど の 項目 、 ま た 「母 親 」と

「子 供 」 の項 目 か ら 構成 さ れ てい た 。  
N o 23「 子供 と 手 をつ なぐ 母 親 」と N o 25「 犬を 散 歩 さ せ る 子 供 」の 項目

は、 本 研 究と 同 様 の 刺激 と 手 続き に よ り 得ら れ た 12 3 名 の デ ー タ か ら エ

ント ロ ピ ー（ 情 報 量：不確 実 の 度合 い ）を 算出 し た とこ ろ 、「 母 親」は . 9 8 6、
「子 供 」は . 9 4 7 の 値 が得 ら れ た。つ まり 、こ れ らの 項 目 は「 危な い 」「 危

なそ う 」か 否 か の不 確実 性 が 高く 認 知 さ れて い る 項目 と い え る。さ ら に 、

これ ら の 項目 の 情 報 利得 比 を みる と 、「 子供 」に 対 する「 母 親 」の 項 目 間

は . 42 6、「 母 親 」 に 対す る 「 子供 」 の 項 目間 は . 4 4 3 の 値 が 得 られ て お り 、

項目 間 の 相互 依 存 の 関連 性 が 確認 さ れ た 。つ ま り「 犬 を散 歩 さ せる 子 供 」

項目 に「 危な い 」「 危な そ う 」と 感 じ る 場合 、そ の「 子 供 と 手を つ な ぐ 母

親」項 目 にも 同 様 に「危 な い」「 危な そ う」と 感 じる 、双 方 向に 影 響 しあ

う関 係 性 があ る こ と が示 さ れ た。 こ の よ うに 項 目 同士 の 関 連 性が 高 く、

かつ 危 険 の不 確 実 性 の高 い 項 目は 、 直 感 的に 主 観 評価 が な さ れる と 考え
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られ る。そ の ため 、「 ドア ミ ラ ーに 映 る 後 続車 」や「 ミ ラ ー に 移る 対 向 車」

など 接 近 感を イ メ ー ジさ せ る よう な 項 目 と同 様 の クラ ス タ ー に含 ま れた

と考 察 す る。  
一 般 に 、 道路 交 通 場 面で 自 車 に対 し て 車 両や 人 な どの 距 離 が 相対 的 に

近づ け ば 、その 接 近 物に 対 し て直 感 的 に「 危な い」「 危 な そ う 」と 感 じる

と考 え ら れる 。  
よ っ て 本 クラ ス タ ー は 、自 車 との 距 離 や 位置 の 関 係か ら 、直 感的 に「 危

ない 」「 危な そ う 」と 主観 評 価 され た 項 目 が分 類 さ れた ク ラ ス ター と 推測

する 。  
 

(3 ) 状 況 の 危険 性 の 判断  
F i g .1 .2 _3 の N o 27～ 2 9 の 項目 に よる ク ラ スタ ー は、「 信 号 機 」と「何 も

映っ て い ない ド ア ミ ラー 」の 項 目 から 構 成さ れ て いた 。N o 2 8「 ド アミ ラ

ー・ 場 面 1」 は 、 自 車が 前 方 に停 車 す る バス の 側 方を 通 過 す る際 、 対向

車線 に は み出 す た め 、自 車 の 加速 行 動 が 考え ら れ る状 況 で あ る。 ま た、

N o 27「 歩 行者 用 信 号 機」と N o 29「信 号 機・場面 3」は、交 差点 内 で 自車

が右 折 発 進す る 設 定 であ る 。 この よ う な 自車 が 加 速や 右 折 な ど、 今 まで

の運 転 挙 動か ら 変 更 する 事 態 にお い て は 、挙 動 の 変更 に 伴 う リス ク が生

じな い か 否か を 判 断 する 必 要 が高 ま る と 考え ら れ 、そ の 判 断 に「 ド アミ

ラー 」 や 「信 号 機 」 を用 い る こと が 考 え られ る 。  
よ っ て 、 本研 究 の 「 信号 機 」 と「 何 も 映 って い な いド ア ミ ラ ー」 の 項

目は「 危な い 」「危 な そう 」と直 感 的に イ メー ジ さ れる と は 考 えに く い 項

目で あ り 、本 ク ラ ス ター は 、 状況 の リ ス ク性 判 断 に関 わ る 項 目の ク ラス

ター と 考 えら れ る 。  
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(4 ) 自 車 の 行動 に よ るリ ス ク の推 定  
F i g .1 .2 _3 の N o 30～ 3 3 の項 目 によ る ク ラ スタ ー は 、主 に 「 ル ーム ミラ

ーに 映 る 後続 車 」 と 「合 図 を 出す 対 向 車 」の 項 目 から 構 成 さ れて い た。  
N o 30「 左 折 合 図 を 出 す対 向 車 ・場 面 5」 の項 目 は 、自 車 の 走 行車 線 側

に、 衝 突 対象 と な る 可能 性 の ある 他 者 の 飛出 し が 予測 さ れ る 公園 が 描か

れて い る 。何 か が 飛 び出 し た 場合 、 自 車 はハ ン ド ルを 切 る な ど回 避 行動

を取 る こ とで 、対向 車線 の 対 向車 と の 衝 突を 推 定 する こ と が 考え ら れ る。 
ま た 「 後 続車 両 」 と の衝 突 は 、自 車 の 制 御だ け で は回 避 で き ない リ ス

クで あ る が、 自 車 が 急ブ レ ー キを 踏 む 、 など の 行 動に よ っ て も生 じ る。  
本 ク ラ ス ター は 、 自 車の 制 御 だけ で は 回 避で き な い状 況 や 対 象と 、 自

車の 挙 動 次第 で は 道 路交 通 事 故が 生 じ る 事態 を 招 く可 能 性 の 高い 項 目か

ら構 成 さ れた ク ラ ス ター と 考 えら れ る 。  
 

(5 ) 出 現 の 予測 と 衝 突可 能 性 の推 定  
F i g .1 .2 _3 の N o 34～ 4 0 の項 目 によ る ク ラ スタ ー は 、主 に 他 者 の出 現が

予測 さ れ る「 死 角 」 など の 「 潜在 的 ハ ザ ード 」 の 項目 、「 横 断中 の 老 人」

の項 目 か ら構 成 さ れ てい た 。  
N o 39「 横 断 中 の老 人 」は「 顕 在 的ハ ザ ー ド 」と し て 設定 し た 項目 で あ

った が 、「 老人 」が 横 断歩 道 の 先頭 の 車 両 に隠 さ れ て 描 写 さ れ てお り 、そ

の意 味 で 先頭 車 両 と いう 死 角 から の 出 現 と考 え ら れる 。 そ の ため 、 本ク

ラス タ ー に含 ま れ た 項目 と 考 えら れ る 。  
本 ク ラ ス ター は 、 場 面内 に 衝 突の 可 能 性 が見 込 ま れる 対 象 が 明確 に 存

在し な く ても 、 死 角 など か ら 衝突 対 象 と 想定 さ れ る何 か が 出 現し 、 その

他者 と の 衝突 可 能 性 を予 測 す る項 目 か ら 構成 さ れ たク ラ ス タ ーと 考 えら

れる 。  
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1 . 2 .2 .4 _ 2 . 交通 リ ス クの 主 観 評価 の 形 成 要因  

 

以 上 、 道 路交 通 場 面 の危 険 の 主観 評 価 は 、項 目 間 の距 離 か ら 5 つ のク

ラス タ ー に分 類 さ れ 、Fi g . 1 . 2 _3 の 階層 的 構造 よ り、主 観 評価 が 2 種 に 大

別で き る と考 え ら れ る。  

一 つ は 、二 輪車 (自 転車 、モ ー ター バ イ クな ど )、人 (子 ど も 、会話 し な

がら 歩 行 する 人 な ど )、 何 かし ら の 変化 や動 き を 伴っ た 対 象 (対 向 車、 停

車車 両 の 開く ド ア な ど )、対 象と の 接 近 感の よ う に 、注意 が 喚起 さ れ やす

い刺 激 か ら構 成 さ れ てい る 。 この ク ラ ス ター 群 は 、環 境 側 の 刺激 の 特徴

が影 響 し、直 感 的に 危険 の 印 象が 対 象 に 対し て 喚 起さ れ る と 考え ら れ る。 

他 方 の ク ラス タ ー は 、場 面 内 に衝 突 の 可 能性 を 推 測さ せ る 対 象が 、 直

接描 写 さ れて い な い 対象 (公園 や 駐 停車 中の 車 両 )、 ル ー ム ミラ ー に 映る

車両 、 交 通環 境 を 構 成す る 対 象（ 信 号 機 ）な ど の 項目 か ら 構 成さ れ てい

た。 こ れ は、 主 体 側 の過 去 の 経験 や 保 有 の知 識 、 道路 交 通 場 面で の 経験

など に よ り、 自 車 と 対象 や 状 況の 関 連 性 、対 象 間 の相 互 関 係 など を 予測

し、 場 面 や事 象 に 対 して 危 険 性が 推 測 、 判断 さ れ た結 果 と 考 えら れ る。

この ク ラ スタ ー は 、 主体 側 の 学習 に よ り 体系 化 さ れた 運 転 な ど道 路 交通

場面 に 関 連す る 知 識 が影 響 し 、状 況 や 事 態に 対 し て分 析 的 に 危険 性 を推

定し 評 価 する ク ラ ス ター 群 と 推測 さ れ る 。  

 こ の 2 種の ク ラ ス ター は 、運 転 中 に危 険源 を 報 告さ せ 、報 告内 容 か ら 、

動的 対 象 の「 交 通 コ メン ト 」 と、 静 的 対 象の 「 道 路コ メ ン ト 」に 分 類し

た先 行 研 究（ S o l ida y,  19 74）の 知 見と 類 似し て い る。動 的対 象、静 的対 象

に対 す る 交通 リ ス ク の主 観 評 価は 、 個 人 にと っ て 優位 な 情 報 処理 の 影響

によ る と 考え ら れ る かも し れ ない 。 動 的 対象 に 感 じる 交 通 リ スク の 主観

評価 は 、 自動 的 に 危 険感 が 喚 起さ れ る 直 感的 処 理 の影 響 を 受 ける 事 を示
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唆し て い ると 考 え ら れる 。  

ま た 、 本 研究 の 手 法 で用 い た 場面 想 定 法 によ る 印 象反 応 か ら 得ら れ た

5 つ の ク ラ ス タ ー と 、動 画 で 道路 交 通 場 面を 提 示 し そ の 状 況 内 の 気 にな

る対 象 の 判断 か ら 得 られ た 4 つ の因 子 （小 川 ・ 蓮花 ・ 長 山 ,  1 9 9 3） は、

「自 車 と の相 対 的 な 距離 に よ る危 険 感」、「自 車 の 行動 に よ る リス ク 事 態

の推 定 」の 2 つ の ク ラス タ ー 以外 、 構 造 に共 通 点 がみ ら れ る 。こ れ ら の

クラ ス タ ーを 構 成 す る対 象 は 、主 に ル ー ムミ ラ ー やド ア ミ ラ ーに 映 る後

続車 で あ り、 4 つ の 因子 を 得 た先 行 研 究 では 刺 激 場面 内 に 存 在し な い 項

目で あ る ため 、 類 似 の構 造 は 確認 で き な かっ た 。 場面 想 定 法 によ る 危険

の印 象 評 価と 、 時 々 刻々 と 変 化す る 動 画 や道 路 交 通場 面 の 知 覚は 、 共通

する 心 理 的な 基 盤 を 示唆 し て いる か も し れな い 。  
従 来 の 交 通リ ス ク の 主観 評 価 研究 で は 、 危険 源 の 探索 や 、 交 通状 況 の

危険 性 の 推定 な ど 、 分析 的 処 理の 影 響 を 前提 に 、 年齢 差 、 運 転経 験 や技

能の 熟 慮 の程 度 、 な どの 属 性 別に 検 討 さ れて き た 。  

し か し 、 運転 席 か ら の前 景 の 交通 動 画 場 面を 提 示 し、 場 面 内 の危 険 性

の高 い 対 象を 3 つ 指 摘さ せ る 課題 に よ り 運転 経 験 の効 果 を 検 討し た 研 究

（ R e n ge ,  1 99 8）で は 、運 転経 験 が 豊富 な ほど ハ ザ ード（ 場 面 内の 衝 突 対

象と な る 可能 性 の あ る危 険 源 ）の 検 出 率 は高 ま る が、 自 動 車 運転 時 の前

方風 景 を 動画 で 提 示 し、 場 面別 4 項 目 毎 に気 に な る対 象 か ど うか を 評価

させ 、 項 目の 危 険 の 程度 を ス コア 化 し た デー タ を 年齢 層 で 比 較し た 結果

（臼 井 ,  1 99 3）で は 、ハザ ー ド 得点 は 高 年 者よ り 若 年者 の ほ う が高 い 結果

が得 ら れ てい る 。 さ らに 、 場 面別 4 項 目 毎に 気 に なる 対 象 か どう か を評

価さ せ 、 主成 分 分 析 を行 な い 、 4 因 子 を 得た 研 究 （小 川 ら ,  1 99 3） で は、

年齢 別 の 得点 率 に よ る曲 線 か ら 、側 方（ 因子  ）と 動的 対 象（ 因 子  ）を

気に す る かど う か は 、年 齢 の 大き な 差 は みら れ な いが 、 死 角 から の 飛び
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出 し （ 因 子  ） を 気 に す る か ど う か は 、 年 齢 に 従 っ て 低 下 の 傾 向 が 見 ら

れ、 年 齢 が上 が る に つれ て 徐 々に 気 に し なく な る 傾向 が 示 さ れて い る。

一方 で 、状 況と 対 象 間の 関 連 性の 連 想（ 因子  ）は 、年 齢 が 上が る に つれ

て増 加 し てお り 、 加 齢に よ り 気に し て い く傾 向 が 示さ れ て い る。 ま た、

本研 究 と 同様 の 場 面 を用 い て、運 転免 許 の有 無 別 に「 顕在 的 危険 」「 潜 在

的危 険 」「 予 測 的危 険」 別 の 正答 率 を 比 較し た と ころ 、「 予 測的 危 険 」で

は運 転 免 許取 得 の 有 無別 の 差 は見 ら れ ず 、さ ら に 場面 別 の 危 険源 の 正答

率に も 免 許の 有 無 に よる 差 は 見ら れ な か った（ 小菅・藤 平・志 田・山下 ,  
20 10）。  

こ れ ら の 研究 か ら は 、一 貫 し た運 転 経 験 の効 果 や 年齢 の 効 果 は見 出 さ

れて お ら ず、 ま た 、 ハザ ー ド の内 容 に よ って 、 年 齢や 知 識 の 影響 が 異な

るこ と を 示し て い る 。し た が って 、 交 通 リス ク の 主観 評 価 に つい て 、運

転技 能 や 経験 だ け か らア プ ロ ーチ す る こ との 限 界 を示 し て い ると 考 えら

れる 。 交 通リ ス ク の 主観 評 価 は、 対 象 に 直感 的 に 感じ る 危 険 の印 象 評価

から ア プ ロー チ す る 必要 性 が ある だ ろ う 。   
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1 . 2 .3 .  危 険 感 測定 手法 の 検 討  
1 . 2 .3 .1 . 目 的  
 
1 . 2 .2 にお い て、交 通 リス ク に 対す る 直 感 的な 処 理 過程 に よ る 形成 要因

を実 証 的 に確 認 し、静止 画 を 用い た 場 面 想定 法 に よる 危 険 の 印象 評 価 と、

動画 を 用 いた 時 々 刻 々と 変 化 する 道 路 交 通場 面 の 知覚 に は 、 共通 す る心

理的 な 基 盤が 示 唆 さ れた 。 し かし 、 直 感 的反 応 を 評価 す る 刺 激媒 体 とし

て、 静 止 画は 時 々 刻 々と 変 化 する そ の 場 にお け る 反応 の 測 定 には 限 界が

あり 、 静 止画 に よ る 感覚 ・ 感 性レ ベ ル の 印象 反 応 の抽 出 は 不 十分 と 考え

られ る 。  
1 . 2 .3 では 、交 通 リ ス クへ の 直 感的 反 応 傾 向で あ る 危険 感 を 測 定可 能な

手法 を 検 討す る 。  
 

1 . 2 .3 .2 . 方 法  
 
 本 研 究 で 測 定 を 試 み る 交 通 リ ス ク の 主 観 評 価 は 、“ 刺 激 か ら 瞬 時 に

イメ ー ジ され 、 危 な い、 危 な そう と い う 感じ ” を 伴う 、 危 険 感で あ る。  
危 険 感 の 測定 に 適 し た手 法 を 選定 す る た め、 質 問 方法 、 反 応 方法 、 提

示刺 激 に つい て 先 行 研究 や 知 見を 整 理 し た。  
ま た 、 提 示刺 激 は 危 険感 に 関 わる 感 情 喚 起場 面 が 望ま し い と 考え ら れ

るが 、 道 路交 通 場 面 と危 険 感 に関 わ る 感 情に 関 す る先 行 研 究 が見 当 たら

ない 。 そ こで 、 ど の よう な 道 路交 通 場 面 がど の よ うな 感 情 を 喚起 さ せる

のか を 調 査し た 。  
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1 . 2 .3 .3 . 結 果  
1 . 2 .3 .3 _ 1 .  交 通リ スク へ の 直感 的 反 応 傾向 の 測 定 手 法  

 
 一 般 に 交通 リ ス ク の主 観 評 価の 測 定 で は、 運 転 者の 視 界 環 境の 道 路 交

通場 面 を 視覚 提 示 し 、運 転 状 態を 仮 想 し なが ら 刺 激を 観 察 さ せ、 回 答を

求め る 場 面想 定 法 （ h ypo t h e t i c a l  s i tu a t i on  me tho d） が 用 いら れる 。  
提 示 さ れ る場 面 は 、 移動 中 の 時空 間 的 に 連続 し た 運転 な ど の 状況 が 静

止画 や 動 画で 提 示 さ れる 。 刺 激場 面 を 用 いる こ と で、 あ る 意 味や ま とま

りを 持 っ た状 況 や 場 面に お け る情 報 処 理 の個 人 差 によ り 、 環 境内 の リス

クに 対 す る情 報 処 理 の反 応 差 が測 定 可 能 とな る と いう 仮 定 （ 長山 監 訳ク

レベ ル ス ベル ク , 1 9 9 0）に 基 づく 。刺 激 場 面に は 道 路交 通 事 故 現象 そ のも

のは 描 写 され ず 、 一 連の シ ナ リオ の 中 で 道路 交 通 事故 発 生 に 結び つ く可

能性 の あ る事 象 、 対 象、 条 件 等が 視 覚 的 に表 現 さ れる 事 が 多 い。  
 本 研 究 で作 成 す る 課題 で も 、視 覚 提 示 する 道 路 交通 場 面 を 説明 す る 文

章を 提 示 して 、 提 示 され る 場 面を イ メ ー ジさ せ な がら 反 応 さ せる 場 面想

定法 を 採 用す る 。  
 

(1 )   質 問 方 法  
①  測 定 す る 危 険 感 の 表 現 の 仕 方 ：「 悲 し い」「 楽 し い 」 な ど 感 情

の表 現 は 形容 詞 が 使 われ る 。危 険 感 は f e e l i n g（ フ ィ ー リ ン グ ）

で あ り 、 交 通 リ ス ク へ の 直 感 的 反 応 傾 向 と 考 え ら れ る 。 そ こ

で 、 危 険 に 対 す る 感 覚 、 感 じ 、 フ ィ ー リ ン グ を 表 現 す る 形 容

詞で あ る「危 な い」、およ び 未 来の 主 観 的 リス ク を 含む「 危 な

そう 」 の 単語 で 、 測 定内 容 を 表現 す る 。  
②問 う 内 容：あ る 刺 激の 観 察 に基 づ く 交 通 リ ス ク の印 象 は 、場
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面全 体 へ の評 価 だ け でな く 、「 危 な い」「 危な そ う 」と感 じ る 場

面 内 の 構 成 要 素 や 個 々 の 情 報 に つ い て 選 択 的 に も 評 価 さ れ る

と考 え ら れる 。個 々 の情 報 に 対す る 印 象 評 価 は 、事 故防 止 の 安

全教 育 を 想定 す る と 、個 人へ の 危 険感 の 程度 に つ いて 具 体 的 な

フィ ー ド バッ ク が し やす く、場 面 全体 へ の印 象 評 価よ り 有 効 性

が高 い と 考え ら れ る 。そ こ で、場面 全 体 で は な く、場 面 の「 ど

こ 」と い う箇 所 、「 何 」と い う対 象 に「 危な い 」「 危 な そう 」と

いう 印 象 を形 成 し た のか を 問 う形 式 を 採 用す る 。  
③直 感 的 反応 の 問 い 方： 直 感 的反 応 は、「危 な い 」「 危 なそ う」 と

いう 感 覚 、感 じ 、フ ィー リ ン グを 伴 う 。こう し た フィ ー リ ング

の測 定 で は印 象 評 価 が有 効 と 考え ら れ る 。フ ィ ー リ ング が 関わ

る印 象 評 価を 問 う に は、危 険予 測 の 測定 課 題（ 深澤 ,  1 98 3 ,  1 9 9 0 ,  
20 05  ;  長山・蓮 花 ,  1 99 2  ;  小 川 ら ,  1 99 3）で用 い ら れて き た「 危

な い と 考 え る 」「 危 な い と 思 う 」 の が ど れ か と い っ た 思 考 や 推

論を 問 う ので は な く 、「 危 ない と 感 じる 」の は ど れ か、と い う感

覚・ 感 じ を問 う こ と とす る 。  
 

(2 ) 反 応 の 方法  
①回 答 形 式： 紙 筆 検 査の 危 険 予測 の 測 定 課題 で は 、評 価 者 に 選択

肢 （ 深 澤 ,  1 9 8 3 ,  1 9 9 0 ,  2 00 5  ;  長 山・ 蓮 花 ,  1 9 9 2  ;  小 川 ら ,  1 99 3）
が 提 示 さ れ 、 そ の 中 か ら 適 切 な 解 答 を 選 択 さ せ る 方 法 が と ら れ

て い た 。 し か し 選 択 肢 は 、 そ れ 自 体 が 交 通 リ ス ク に 関 す る 手 が

か り を 提 示 す る こ と に な り 、 直 感 的 な 反 応 の 測 定 で は 、 評 価 に

影 響 を 及 ぼ す よ う な 外 的 な 手 が か り 情 報 は 排 除 す る 事 が 望 ま し

い 。作 成す る 課 題で は、評 価者 が 観 察し てい る 最 中に 、「 危 な い 」
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「 危 な そ う 」と 感 じ た道 路 交 通場 面 の 対 象 、箇 所 な どを 、自 由に

直 接 選 択 （タ ッ プ ） させ る 方 法を 採 択 す る。  
 

(3 ) 提 示 刺 激と す る 道路 交 通 場面 と 感 情 の関 係 の 検証  
危 険 感 測 定の 提 示 刺 激は 、 危 険感 に 関 わ る感 情 喚 起場 面 が 望 まし い と

考え ら れ る。 し か し 、道 路 交 通場 面 と 危 険感 に 関 わる 感 情 に 関す る 先行

研究 が 見 当た ら な い 。  
そ こ で 、 どの よ う な 道路 交 通 場面 が ど の よう な 感 情を 喚 起 さ せる の か

を明 ら か にす る た め 、プ レ テ スト を 実 施 した 。  
 

① 対 象 者：自 動 車 運 転免 許 を 取得 し た 成 人男 女 15 名（範 囲： 20～ 56
歳、 男 性 4 名 ・ 女 性 11 名 ）。  

②手 続 き：歩 行・運 転の 移 動 手段 別 に、交通 参 加 者や 交 通 量 の程 度

や道 路 幅 員の 程 度 が 異な る 静 止画 を 3 種 合計 6 種 類用 意 し 、2 0 個

の感 性 語 で場 面 の 印 象評 価 を 行な っ た 。  
＜移 動 手 段： 歩 行 場 面＞  
 ・ 良 く 見知 っ た 近 所の 狭 路 場面 ①  
 ・ 人 が 多く 煩 雑 な 商店 街 路 場面 ②  
 ・ 車 が 見え な い の で車 道 の 歩行 場 面 ③  
＜移 動 手 段： 自 動 車 運転 場 面 ＞  
 ・ 人 通 りの 多 い 商 店街 の 道 路場 面 ④  
 ・ 交 通 量少 な い 生 活道 路 の 路地 場 面 ⑤  
 ・ 見 通 しの 良 い 片 側 2 車 線 の道 路 場 面 ⑥  
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全 6 種の 静 止 画 と 20 の 感性 語 は 場面 別 A４ 用 紙 １ 枚に ま と

め 、6 場 面 で 一 つの 冊子 と し た。実験 者 の合 図 で 1 場 面 ご と 観 察

さ せ 、感 性 語に よ る 場面 評 価 を求 め た 。場面 観 察 では 、観 察 前に

実 験 者 が 場面 の 状 況 を説 明 し、そ の 場面 をイ メ ー ジ さ せ な が ら、

観 察・評 価を 実 施し た。回 答 は、各 感性 語に つ い て 、場 面を 見て

直 感 的 に イメ ー ジ す る程 度 を 5 件法 （ 非常 に あ ては ま る ・ あ て

は ま る・ど ちら と も いえ な い・あて は ま らな い・全 くあ て は まら

な い ） で 単一 選 択 さ せた 。  
感性 語 は 、R u ss e l l（ 1 98 0）の円 環 モ デル に 基 づ き 、快‐ 不 快 、

覚 醒 ‐ 眠 りの 次 元 か ら 、① 高 覚 醒・快 、② 低覚 醒・快 、③高 覚 醒・

不 快 、 ④ 低覚 醒 ・ 不 快の 4 象 限 を評 価 可能 な 単 語と し て 、 人の

注 意 や 覚 醒の 程 度 、快不 快 の 感情 を 表 現 し、か つ「 ～ な 場 面 」「～

な 状 況 」「～ な 空 間 」の よう に 空 間や 生 活場 面 を 表現 可 能 な 単語

と し て オ ノマ ト ペ に 着目 し 、 象限 毎 に 5 単語 選 定 し た 。  
③ 感 性 語 の 分 析 結 果 ： ど の よ う な 場 面 が ど の よ う な 危 険 感 に 関 わ

る 感 情 を 喚起 し や す いの か 把 握す る た め 、場面 ご と  2 0 の 感 性語

別 に 、「 全 くあ て は まら な い (5 )」か ら「 非常 に あ ては ま る (1 )」の

5 件 に よ る 直 感 的 イ メ ー ジ の 平 均 値 を 算 出 し 、 グ ラ フ 化 し た

（ Fi g .1 .2 _ 4）。ま た 、場 面 と喚 起 さ れや すい 感 情 との 関 係 を 視覚

的 に 整 理 す る た め 、 快 ‐ 不 快 、 高 覚 醒 ‐ 低 覚 醒 の 二 次 元 に 感 性

語 を 対 応 させ 、 場 面 をマ ッ ピ ング し た （ Fi g .1 .2 _5）。  
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Fi g .1 .2 _4 場 面 ご と 感性 語 別 評価 値  

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

良く見知った近所の狭路：場面1 人が多く煩雑な商店街：場面2
車が見えないので車道の歩行：場面3 人通りの多い繁華街の道路：場面4
交通量が少ない生活道路の路地：場面5 見通しの良い片側2車線の道路：場面6

全く当てはまらない

どちらとも言えない

非常にあてはまる

Fi g .1 .2 _5 快 ‐ 不 快 ・高 覚 醒 ‐低 覚 醒 次 元と 場 面 のマ ッ ピ ン グ  
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 Fi g .1 .2 _ 5 より 、 場面 ④ と 場面 ⑤ は 同 じ象 限 に 付 置 し た 。 これ

ら の 場 面 は 顕 在 ハ ザ ー ド の 多 さ や 、 生 活 道 路 の 場 面 で 、 不 快 で

高 覚 醒 な 印象 を 喚 起 しや す い 場面 と 考 え られ る 。  
場 面 ② と 場 面 ④ は 、 回 避 し な い と 衝 突 す る 歩 行 者 、 自 転 車 の

顕 在 ハ ザ ード が 含 ま れる 場 面 であ る 。 こ れら の 場 面は Fi g . 1 . 2 _4
よ り 、不 快 印象 の 評 価が や や 高い 傾 向 が 似て お り 、歩行 者・自 転

車 の 多 い 場面 は 不 快 印象 が 喚 起さ れ や す い場 面 と 考え ら れ る 。  
F i g .1 .2 _4 よ り 、場 面 ①と 場 面 ⑥は「 ゆ う ゆう 」「 ゆ った り 」な

ど 低 覚 醒 ・快 の 評 価 の評 価 値 が同 様 の 傾 向を 示 し 、 Fi g .1 .2 _ 5 よ

り 、 同 じ 象限 に 付 置 した 。  
以 上 の プ レ テ ス ト の 結 果 、 道 路 交 通 場 面 は 、 移 動 手 段 の 異 な

る 場 面 が 類 似 の 感 情 を 喚 起 す る 傾 向 が み ら れ 、 歩 行 、 運 転 と い

っ た 移 動 手 段 は 、 道 路 交 通 場 面 に 抱 く 感 情 や 景 観 と し て の 道 路

交 通 場 面 全体 の 印 象 に大 き く 影響 し な い 可能 性 が 考え ら れ る 。  
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1 . 2 .3 .4 .  考 察  
 

“ 刺 激 か ら瞬 時 に イ メー ジ さ れ、 危 な い 、危 な そ うと い う 感 じ” を 伴

う危 険 感 の測 定 で は 、先 行 研 究や 知 見 を 整理 し た 結果 、 測 定 手法 、 質問

方法 、 反 応方 法 は 従 来の 紙 筆 検査 の 測 定 法（ e . g . ,  小 菅 ,  20 1 3） と 同 様の

方法 が 適 して い る と 考え ら れ る。  
危 険 感 と いう ネ ガ テ ィブ な 感 情喚 起 に 関 わる 道 路 交通 場 面 は 、① 衝 突

対象 と な る歩 行 者 や 自転 車 の 顕在 ハ ザ ー ドが 含 ま れる 不 快 さ を喚 起 しや

すい 場 面 、② 生 活 道 路や 狭 路 の設 定 か ら 高覚 醒 を 喚起 し や す い場 面 が考

えら れ る 。ま た 危 険 を感 じ に くい 場 面 に は③ 見 通 しが 良 く 低 覚醒 ・ 快を

喚起 し や すい 場 面 が 考え ら れ る。   
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1 . 2 .4 .  動 画 に よる 危険 印 象 評価 課 題 の 作成  
1 . 2 .4 .1 . 動 画の 道 路 交通 場 面  

 
1 . 2 .3 で危 険 感測 定 の方 法 を 検討 し た と ころ 、提 示刺 激 は 、感覚・感 性

レベ ル の 印象 反 応 の 抽出 が 望 まし い と 考 えら れ る 。そ の 刺 激 媒体 は 動画

が適 し て いる と 考 え られ る た め、 危 険 感 測定 の 刺 激と す る 道 路交 通 場面

の動 画 を 作成 し た 。  
動 画 は 、 実験 協 力 者 の運 転 者 が様 々 な 道 路交 通 場 面を 一 般 的 な自 家 用

乗用 車 で 走行 し て い る状 況 を 撮影 し た も のと し た 。  
 撮 影 は 複数 日 に 渡 った が 、 走行 時 の 天 気は 晴 れ また は 曇 り 、走 行 の 時

間帯 は 午 後か ら 夕 方 に統 一 し た。  
刺 激 場 面 は、 運 転 者 の視 界 に 近づ け る こ と、 交 通 リス ク の 評 価に 関 わ

る後 続 車 が映 る ル ー ムミ ラ ー を含 め る こ と、 印 象 評価 に 不 要 な運 転 者の

指や 腕 は 映り こ ま な いこ と に 配慮 し た 。 最終 的 に 動画 は 、 運 転者 の 目線

の高 さ に 合わ せ 、道 路か ら 1 20 c m、フ ロ ント ガ ラ スか ら 1 05 c m の 位 置に

あた る 、 運転 者 の 左 目真 横 に 設置 し た カ メラ で 撮 影し た 。  
こ の 手 続 きで 撮 影 し た動 画 に つい て 、 Wi n do ws ム ー ビー メ ー カー ソフ

トを 用 い 、約 40 秒 程度 の 動 画に カ ッ ト して い き 、3 つの 感 情喚 起 の 場面

（① 衝 突 対象 と な る 歩行 者 や 自転 車 の 顕 在ハ ザ ー ドが 含 ま れ る不 快 さを

喚起 し や すい 場 面 、 ②生 活 道 路や 狭 路 の 設定 か ら 高覚 醒 を 喚 起し や すい

場面 、③ 見 通 し が 良 く低 覚 醒・快を 喚 起 しや す い 場 面 ）を 参 考 に 、約 70
の動 画 に 分割 し た 。  

最 終 的 に 交通 リ ス ク への 直 感 的反 応 傾 向 に適 し た 刺激 と し て 、 8 場面

を選 定 し た（ Fi g . 1 . 2 _6）。  
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Fi g .1 .2 _6 危 険 印 象 評価課 題 の動 画 場 面 と状 況 説 明文  

場 面 １ （ 3 9 秒 ）  
車 が ス ム ー ズ に 走 っ て い る 広 い

道 路 を 運 転 し て い ま す ． こ の ま

ま 直 進 し よ う と 思 っ て い ま す ．  

場 面 ２ （ 3 2 秒 ）  
カ ー ブ の あ る 狭 い 道 路 を 運 転 し て

い ま す ． こ の ま ま 直 進 し よ う と 思

っ て い ま す ．  

場 面 ３ （ 4 4 秒 ）  
車 が ス ム ー ズ に 走 っ て い る 2 車 線

道 路 を 運 転 し て い ま す ． こ の ま ま

直 進 し よ う と 思 っ て い ま す ．  

場 面 ４ （ 4 2 秒 ）  
人 通 り が 非 常 に 多 い 商 店 街 を 運

転 し て い ま す ． こ の ま ま 直 進 し

よ う と 思 っ て い ま す ．  

場 面 ５ （ 3 2 秒 ）  
車 が ほ と ん ど 走 ら な い 裏 道 を 運

転 し て い ま す ． こ の ま ま 直 進 し

よ う と 思 っ て い ま す ．  

＜動 画 ＞  ＜状 況 説 明文 ＞  

場 面 ６ （ 4 3 秒 ）  

対 向 車 線 は 渋 滞 し て い ま す ． そ

の 歩 道 に は 人 が 大 勢 い ま す ． こ

の ま ま 直 進 し よ う と 思 っ て い ま

す ．  

場 面 ７ （ 2 7 秒 ）  

見 通 し の 悪 い 住 宅 街 の 狭 い 道 路

で す ． 一 つ 目 の 交 差 点 を 左 に 曲

が ろ う と 思 っ て い ま す ．  

場 面 ８ （ 4 0 秒 ）  

交 通 量 は 多 い 広 い 道 路 を 運 転 し

て い ま す ． 少 し 走 っ た 先 の 交 差

点 で ， 右 折 を し よ う と 思 っ て い

ま す ．  
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1 . 2 .4 .2 . 測 定装 置  
 

 液 晶 デ ィス プ レ ー 上を 指 で 操作 す る マ ルチ タ ッ チス ク リ ー ンが 搭 載 さ

れた 、お およ そ A 5 サイ ズ（ 2 1c m× 1 4 . 8 c m）に 相 当す る タ ブ レッ ト 型 薄型

コン ピ ュ ータ 。  
視覚 刺 激 の提 示、提 示刺 激 の 制御 、刺 激 選択 の 反 応時 間 、タ ップ の 座 標

軸の 計 測・記 録 は 、 i P a d  4 th  g e n e r a t io n  （ アッ プ ル 社 製 ）に 搭 載し た 危 険

印象 評 価 課題 専 用 の アプ リ ケ ーシ ョ ン ソ フト  （ジ ェ ナ 社製 ）で 行 な う 。 
 な お 視 覚刺 激 が 提 示さ れ る ディ ス プ レ ーの サ イ ズは 9 .7 イ ン チ（ 対 角）

縦約 20 c m、 横 約 1 5c m の デ ィス プ レ ーに 表示 さ れ る。  
 

1 . 2 .4 .3 . 危 険印 象 評 価課 題  
 
動 画 に よ る 8 つ の 異 なる 道 路 交通 場 面 （ Fi g .1 .2 _6）に つ い て 、場 面状

況を 文 章 で提 示 し 、 その 状 況 をイ メ ー ジ させ な が ら動 画 を 観 察さ せ 、直

感的 に「 危 ない 」「 危な そ う 」と感 じ る 対象・箇 所 など に つ いて 自 由 に 直

接複 数 個 所の タ ッ プ を求 め る 課題 （ Fi g . 1 .2 _ 7） と し た。  
練 習 試 行 含め 、 課 題 全体 で 約 9 分 、 本 施 行は 合 計 8 試 行 と し た。  
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教 示 で は、「 こ の課 題は「 危 険 感」ゲ ー ムで す 。動 画 で 運 転 中の 場 面 が

流れ ま す 。全 部で 8 問出 題 さ れま す 。課 題の 流 れ は 、① 各 問 題は 、3・ 2・
1 の カ ウ ン ト ダ ウ ン で始 ま り ます 。 ② カ ウン ト ダ ウ ン 後 、 こ れ か ら 提示

され る 動 画の 状 況 が 説明 さ れ ます 。 そ の 状況 を 頭 に思 い 浮 か べイ メ ージ

しま し ょ う。 運 転 免 許を 持 っ てい な い 方 は、 助 手 席か ら 見 て いる 景 色を

イメ ー ジ しま し ょ う 。③ 説 明 後、 直 ぐ に 動画 が は じま り ま す 。動 画 を見

て、自 分 が「 危 な い 」「 危 なそ う 」と 感 じた 所 を 、ど ん ど ん タッ チ し て く

ださ い 。 タッ チ の 場 所に 正 解 はあ り ま せ ん。 道 路 交通 法 な ど の規 制 やル

ール に 囚 われ ず 、 素 直に 「 危 ない 」 と 感 じれ ば 、 どん な 場 所 でも 、 どん

な物 で も タッ チ し て 構い ま せ ん。 た だ し タッ チ の 際は 、 デ ィ スプ レ ーを

連打 す る のは や め て くだ さ い 。フ リ ー ズ して 動 か なく な る 恐 れが あ りま

す 。④ 動 画は 1 分 程 度で す 。動 画終 了 後 、2 問目 に 移 り 、1 問 目 と 同 じよ

うに 、 カ ウン ト ダ ウ ンが は じ まり ま す 。 この よ う な流 れ で 、 続け て 8 つ

の動 画 が 提示 さ れ ま す。」 と説 明 す る。  
 

Fi g .1 .2 _7 危 険 印 象 評価 課 題  1 試 行 の 流れ  
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1 . 2 .5 .  危 険 感 の評 価ツ ー ル の考 察  
 
研 究 ２ で は 、1 .2 .2 .の 分析 の 結 果 、交通 リ スク へ の 直感 的 反 応 傾向 を 確

認し 、そ の 結果 を 受 けて 、1 . 2 .3 で は「危 険感 」を 測 定す る た めの 手 法 に

つい て 検 討を 行 な っ た。  
こ れ ら の 手続 き か ら 、危 険 感 の測 定 手 法 ・質 問 方 法は 従 来 の 紙筆 検 査

の測 定 法 （ e .g . ,  小 菅 ,  20 1 3）を 採 用 し 、刺 激 媒 体は 動 画 を 用い 、 装 置は

iP a d に 組 み 込 ん だ 専 用ア プ リ ケー シ ョ ン ソフ ト に よ る タ ブ レ ッ ト 型 薄型

コン ピ ュ ータ を 用 い る危 険 印 象評 価 課 題 を作 成 し た。  
こ れ ら の 手続 き を 経 て作 成 し た本 危 険 印 象評 価 課 題は 、 提 示 刺激 の 方

法や 反 応 取得 な ど に 工夫 を 凝 らし 、 有 効 に交 通 リ スク へ の 直 感的 反 応傾

向を 測 定 可能 な 課 題 と考 え ら れる 。  
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第 ２ 章  【 研 究 ３ 】 移 動 時 注 意 不 全 の 差 異 の 検 討  
： A D HD 傾 向 者 と 健 常 高 齢 者 ・ 一 般 成 人 者 の 比 較  

 
2 . 1 . 研 究 の背 景 と 目的  
 

人 間 の 注 意不 全 の 観 点か ら 、 効果 的 な 道 路交 通 事 故防 止 対 策 を検 討 す

る上 で は 、対 策 の 対 象と な る 人々 に 固 有 の注 意 の 特徴 を 洗 い 出し 、 特徴

に応 じ た 対策 を 展 開 する こ と が望 ま し い 。し か し 、注 意 に 問 題を 抱 えて

いる A D H D 者 と高 齢 者の 移 動 時に あ ら わ れや す い 不 注 意 傾 向 、す な わ ち

移動 時 注 意不 全 エ ラ ーが 異 な るの か 、 あ るい は 同 質な の か は 実証 的 に明

らか に さ れて い な い 。  
本 研 究 で は、 研 究 １ で作 成 し た注 意 不 全 尺度 （ 小 菅・ 熊 谷 ,  2 01 7 a）を

用い て 、大学 生 を対 象と し た アナ ロ グ 研 究法 に よる A D H D 傾 向者 と 、加

齢に よ る 注意 機 能 低 下が 指 摘 され る 健 常 高齢 者 、 そし て 一 般 成人 者 を比

較し 、 移 動時 注 意 不 全エ ラ ー の差 異 を 検 証す る こ とを 目 的 と する 。  
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2 . 2 . 方 法  
2 . 2 .1 . 分 析 対象 者  
 
A D H D 傾 向 群： 大 学 生 1 90 名（ 平 均 年 齢 1 9 . 6 2 ± 1 . 5 6 歳 、 男 性 85 名、

女 性 1 05 名 ） か ら 回 答不 備 の 者を 除 き 、 D SM -5・ A D H D チ ェ ック リ ス ト

日本 語 版全 18 項 目 を用 い、教 示 と回 答 方法・選 択 肢 は W H O  （ 20 0 3）の

A SR S - v1 .1 に 準 じ て 過去 6 カ 月 間の 不 注 意の 頻 度を 5 件 法 （ 全く 無 か っ

た～ 非 常 に頻 繁 に あ った ） で 求め 、 仁 平 （ 20 1 3） に準 じ て 得 点化 （ レン

ジ：0～ 72 点 ）し た 平 均値 2 6 . 23＋ 1S D の 該当 者 20 名（ 平 均 年 齢 19 . 05 ±1 . 50
歳、 男 性 11 名、 女 性 9 名 ）。  

健 常 高 齢 群：都 内 シ ルバ ー 人 材セ ン タ ー の登 録 者 お よ び 郊 外 居 住 者 46
名（ 平 均 年齢 7 0 . 74 ± 5 .7 3 歳 、男 性 23 名 ・女 性 23 名 ）。  

一 般 成 人 群：研 究 １ の 30 代～ 50 代 の 男 女（ N = 2 0 8）か ら ラ ンダ ム サン

プリ ン グ した 該 当 者 40 名（ 平 均 年齢 44 . 78 ±8 . 80 歳）。  
 

2 . 2 .2 . 移 動 時注 意 不全  
 
研 究 １ で 作成 し た 全 30 項 目、 4 つの 下位 尺 度 （制 御 不 全 、 変 更 不 全、

水準 低 下 、転 導 性 ） から 構 成 され る 注 意 不全 尺 度 によ り 評 価 した 。  
注 意 不 全 尺度 は 、 場 面想 定 法 によ り 、 普 段の 車 両 の運 転 や 歩 行を イ メ

ージ し な がら 、過 去 1  年 間 に 生じ た 移 動 時の 不 注 意の 頻 度 を 6 段 階 評定

（全 く 無 かっ た ： 1～非 常 に よく あ っ た ： 6） で求 め た 。  
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2 . 2 .3 . 手 続 き  
 
本 研 究 で は、 A D H D 傾向 群 と 健常 高 齢 群 の分 析 に 用 い た 注 意 不 全 尺度

のデ ー タ は、 小 数 か ら 3 0  名 前後 の 集 団 に対 し 、 フェ イ ス シ ート 、 注意

不全 尺 度、A D H D  チ ェッ ク リ スト を ま と めた 冊 子 を配 布 し 回 収し た 調 査

のデ ー タ を用 い た 。  
一 般 成 人 群の 注 意 不 全尺 度 の デー タ は 、 研究 １ の イン タ ー ネ ット 調 査

の手 続 き によ り 収 集 した デ ー タを 用 い た 。  
 
2 . 2 .4 . 要 因 計画  
 
3× 4 の 混合 計 画 。第 1 要因 は 群 で、 A D H D 傾向 群 ・ 健 常高 齢 群・ 一 般

成人 群 の 3 水 準 。 第 2 要 因 は移 動 時 注 意不 全 エ ラー で 、 注 意不 全 尺 度の

下位 尺 度 ごと に 、 制 御不 全 ・ 変更 不 全 ・ 水準 低 下 ・転 導 性 の 4 水 準 。第

1 要 因は 被 験 者 間 、 第 2 要 因 は被 験 者 内 計画 。  
 

2 . 2 .5 . 倫 理 的配 慮  
  
 本 研 究 は、 筑 波 大 学人 間 系 倫理 審 査 委 員会 の 承 認を 得 て 実 施し た （ 承

認番 号  筑 2 7 - 66）。  
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2 . 3 . 結 果  
 

Ta b . 2 . 1 _1 に、群 別 移 動時 注 意 不全 エ ラ ー 別尺 度 ス コ ア の 基 本 統計 量を

示す 。  
統 計 解 析 は、 統 計 ソ フト ウ ェア R（ 3 .3 .2）を 用 い た。  

 

Ta b . 2 .1 _1 群別 移 動 時注意 不 全エ ラ ー 別 尺度 ス コ アの 基 本 統 計量  

移動時

注意不全エラー

n M SD n M SD n M SD
制御不全 20 2.13 0.75 46 1.47 0.44 40 1.69 0.75
変更不全 20 3.11 0.82 46 2.59 1.01 40 3.43 1.12
水準低下 20 3.10 1.37 46 1.66 0.50 40 1.91 0.93
転導性 20 2.78 0.77 46 1.78 0.68 40 1.98 0.84

一般成人群ADHD傾向群 健常高齢群
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下 位 尺 度 スコ ア に つ いて 、 群 （ A D H D 傾 向群 ・ 健 常高 齢 群 ・ 一般 成 人

群）×移 動時 注 意 不 全エ ラ ー（制 御 不全・変 更 不全・水 準 低 下・転 導性 ）

の 2 要 因 分散 分 析 を 行な っ た （ Fig .2 .1_ 1）。  
 
 

 
  

0
1
2
3
4
5

制御不全 変更不全 水準低下 転導性

尺度
スコ

ア

移動時注意不全エラー

健常高齢群 一般成人群 ADHD傾向群

Fig .2 .1_1 移 動 時注 意不 全 エ ラー ご と 各 群の 平 均 尺度 ス コ ア  

＊  ＊

＊  

＊  

＊  ＊  

＊

＊
＊ ＊

＊

[注 ]   *p  <  . 0 5  
   下 位 尺 度  a t  A D H D 傾 向 群 の 統 計 結 果 は 赤 色 で 示 す  

下 位 尺 度  a t  健 常 高 齢 群 の 統 計 結 果 は 青 色 で 示 す  

＊

＊

＊  

＊
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結 果 、 群 ×移 動 時 注 意 不 全 エ ラ ー の 交 互 作 用 が 有 意 で あ っ た （ F  
(6 , 30 9) = 1 8 . 56 ,  p＜ . 0 0 1 ,  効 果量 η p2 = . 11 3）。移 動 時 注 意 不 全エ ラー 別 に 群

の単 純 主 効果 を 検 定 した 結 果、「 制 御不 全」（ F  (2 ,1 0 3 )= 7 . 6 0 ,  p＜ . 0 0 1 ,  効
果 量 η p 2 = . 12 9）、「 変 更不 全 」（ F  (2 , 20 3 ) = 7 . 4 1 ,  p＜ . 0 0 1 ,  効果 量 η p2 = . 12 6）、
「水 準 低 下」（ F  (2 ,1 03 )= 18 .9 7 ,  p＜ . 0 0 1 ,  効果 量 η p2 = . 27 0）、「 転 導 性 」（ F  
(2 , 10 3) = 1 2 . 38 ,  p＜ . 0 0 1 ,  効 果 量 η p 2 = . 19 4）の 群 の 効果 が 有 意 であ っ た 。

H o l m‐ B on fe r ro n i の 多重 比 較 の結 果 、「 制御 不 全 」の ス コ ア は A D H D 傾

向群 が 健 常高 齢 群 （ t (1 0 3 ) = 3 . 9 0 ,  p  <  .0 5）と 一 般 成 人 群 （ t (1 0 3) = 2 . 5 4 ,  p  
<  . 0 5）に 比 べ 高 い こ とが 分 か った 。「 変 更不 全 」ス コ ア は一 般成 人 群 が健

常高 齢 群（ t (1 0 3 ) = 3 . 8 1 ,  p  <  . 0 5）に比 べ 高 いこ と が 分か っ た。「 水 準低 下 」

スコ ア は A D H D 傾向 群が 健 常 高齢 群 （ t (1 0 3) = 6 . 0 7 ,  p  <  . 0 5） と一 般 成 人

群（ t ( 10 3 ) = 4 .9 1 ,  p  <  . 0 5） に比 べ 高 いこ とが 分 か った 。「転 導性 」 ス コア

は A D H D 傾 向 群 が 健 常 高 齢 群 （ t (1 0 3 ) = 4 .9 3 ,  p  <  . 0 5 ） と 一 般 成 人 群

（ t ( 10 3) = 3 .8 3 ,  p  <  . 0 5） に 比べ 高 い こと が分 か っ た。  
群 別 に 移 動時 注 意 不 全エ ラ ー の単 純 主 効 果を 検 定 した 結 果 、 健常 高 齢

群 （ F  ( 3 , 13 5 ) = 3 3 . 11 ,  p ＜ . 0 0 1 ,  効 果 量 η p2 = . 42 4 ）、 一 般 成 人 群 （ F  
(3 , 117 )= 45 . 7 1 ,  p＜ . 00 1 ,  効 果量 η p2 = . 54 0）、 A D H D 傾向 群（ F  ( 3 ,5 7 ) = 6 . 5 9 ,  
p＜ . 0 0 1 ,  効 果 量 η p 2 = . 25 8）の水 準 に おい て、移動 時 注 意不 全 エラ ー の 効

果が 有 意 であ っ た 。 H o l m‐ B on fe r ro n i の 多重 比 較 の結 果 、 健 常高 齢 群 で

は、「 制御 不 全 」ス コア が 「 変更 不 全」（ t ( 45 )= 7 . 45 ,  p  <  . 0 5）、「 転 導 性 」

（ t ( 45 )= 5 . 07 ,  p  <  . 05）、「 水 準 低下 」（ t ( 45 )= 4 . 38 ,  p  <  . 0 5） に 比 べ低 い こ と

が分 か っ た。「 変 更 不全 」ス コ ア は「水 準低 下 」（ t ( 45 )= 5 . 63 ,  p  <  . 05）、「 転

導性 」（ t ( 45 )= 4 . 78 ,  p  <  . 05）に比 べ 高 いこ とが 分 か った 。一 般 成人 群 で は、

「 制 御 不 全 」 ス コ ア が 「 変 更 不 全 」（ t (3 9 )= 8 .4 2 ,  p  <  . 0 5 ）、「 転 導 性 」

（ t ( 39 )= 3 . 53 ,  p  <  . 05）、「 水 準 低下 」（ t ( 39 )= 3 . 18 ,  p  <  . 0 5） に 比 べ低 い こ と
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が分 か っ た。「 変 更 不全 」ス コ ア は「水 準低 下 」（ t ( 39 )= 6 . 73 ,  p  <  . 0 5）、「 転

導性 」（ t (3 9 )= 6 . 40 ,  p  <  . 05）に 比 べ 高い こ とが 分 か っ た 。A D H D 傾向 群で

は、「 制御 不 全 」ス コア が 「 転導 性 」（ t ( 19 )= 6 . 73 ,  p  <  . 0 5）、「水 準 低 下」

（ t ( 1 9 ) = 4 .3 1 ,  p  <  . 0 5）、「 変 更 不全 」（ t ( 19 )= 3 . 71 ,  p  <  . 0 5）、に 比べ 低 い こ

とが 分 か った 。  
分 析 の 結 果、 A D H D 傾向 群 は 「制 御 不 全 」「 水 準低 下」「 転 導 性」 のス

コア が 他 群よ り 有 意 に高 く 、「変 更 不 全 」のス コ ア は一 般 成 人 群が 健 常 高

齢群 よ り 高い こ と が 分か っ た 。  
一 般 成 人 群と 健 常 高 齢群 は 、「 変 更不 全 」ス コ ア が「 水 準低 下」と「 転

導性 」 よ りも 有 意 に 高か っ た が、 A D H D 傾向 群 で はみ ら れ な かっ た 。 ま

た「 変 更 不全 」「水 準低 下 」「 転 導 性」 のス コ ア に差 が な く 、「 制 御不 全 」

スコ ア は 有意 に 他 の 尺度 の ス コア よ り も 低い こ と が分 か っ た 。  
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2 . 4 . 考 察  
 

本 研 究 で は、 A D H D 者と 高 齢 者に お い て 共通 し て 指 摘 さ れ て い る 道路

交通 事 故 発生 の 人 的 要因 で あ る“ 不 注 意 ”現 象 解 明の 端 緒 と して 、 研究

１で 作 成 した 注 意 不 全尺 度 を 用い て 、 A D H D 傾向 者 、 健 常 高 齢 者 、 一般

成人 者 を 比較 し 、 主 体的 な 移 動時 注 意 不 全エ ラ ー の特 徴 を 検 証す る こと

を目 的 と した 。  
本 結 果 よ り 、注 意 不 全尺 度 の 下位 尺 度「 水準 低 下 」「 転 導性 」のス コ ア

が、 A D H D 傾向 群 と 一般 成 人 群お よ び 健 常高 齢 群 を区 別 す る こと が 明ら

かと な り 、 A D H D 傾 向者 は 、 健常 高 齢 者 ・一 般 成 人者 と 移 動 時の 不 注 意

傾向 、 す なわ ち 移 動 時注 意 不 全エ ラ ー が 異な る こ とが 分 か っ た。  
A D H D 傾向者 は 、 そ の特 性 か ら、 交 通 状 況が 時 々 刻々 と 求 め る 注 意が

必要 な 処 理要 求 に 応 える の が 難し く、D S M -5 の A D H D チェ ッ クリ ス トに

ある よ う に、 高 リ ス クな 道 路 交通 場 面 で も、 上 の 空や 注 意 散 漫な ど の不

注意 な 状 態像 が あ ら われ や す いこ と が 示 され た 。 一方 、 健 常 高齢 者 の移

動時 注 意 不全 エ ラ ー は一 般 成 人と 同 様 の 傾向 を 示 し、 相 対 的 に他 の 群よ

り移 動 時 注意 不 全 エ ラー の 自 覚は 弱 い が 、「 変 更 不全 」エ ラ ー は自 覚 しや

すい 傾 向 を示 し た 。 加齢 に 伴 い同 時 に 複 数の 課 題 を処 理 す る 能力 は 低下

する た め 、健 常 高 齢 者の 移 動 時注 意 不 全 エラ ー は 同時 並 行 作 業の 遂 行時

にあ ら わ れや す い と 考え ら れ る。  
道 路 交 通 事故 の 人 的 要因 や 、 その ヒ ュ ー マン エ ラ ーに つ い て は、 高 齢

者 と A D H D 者 は 、 同じ 注 意 機能 不 全 の 枠組 み で 説明 さ れ る こと が 多 い。

しか し 、 本研 究 で は 、 A D H D 傾 向者 と 健 常高 齢 者 の移 動 時 に あ ら わ れ や

すい 不 注 意が 異 な る こと を 明 らか に し た 。こ の 結 果は 、 高 リ スク で かつ

主体 的 な 移動 時 に お ける 注 意 の働 か せ 方 や使 い 方 が、 A D H D 傾 向 と 加齢
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では 異 な るた め と 考 えら れ る 。注 意 に 関 わる 能 力 は個 人 差 が 大き く 、移

動時 に は 、あ る 空 間 上の 地 点 から あ る 地 点へ 注 意 を移 す 「 空 間的 注 意」

の働 き が 関与 す る 。 今後 は 空 間的 注 意 に 着目 し 、 A D H D 傾 向 者 と 健 常 高

齢者 の 移 動時 注 意 不 全エ ラ ー のパ タ ン の 違い や 、 空間 的 注 意 の特 徴 につ

いて 、 よ り詳 細 に 検 討し て い く必 要 が あ る。  
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第 ３ 章  A D HD 傾 向 者 の 移 動 時 注 意 不 全 に 関 す る 実 験 心 理 学 的 検 討  
 
 第 ２ 章 【研 究 ３ 】 移動 時 注 意不 全 の 差 異の 検 討 ： A D H D 傾 向 者 と 健常

高齢 者 ・ 一般 成 人 者 の比 較 に おい て 、 A D H D 傾向 者 と 健 常 高 齢 者 で は移

動時 注 意 不全 エ ラ ー の特 徴 が 異な る こ と が明 ら か とな っ た 。  
 そ こ で 第３ 章 で は 、 A D H D 傾 向者 の 移 動時 注 意 不全 の 心 理 的 背 景 に つ

いて 、 実 験心 理 学 的 手法 に よ り検 討 を 行 なう 。  
 
3 . 1 .  【研 究 ４ 】 A D H D 傾向者 の 空 間 的注 意 機 能  
3 . 1 .1 .  研 究 の背 景 と目 的  
 
 本 研 究 では 、 空 間 的注 意 に 関連 す る 課 題と し て 、① 空 間 的 情報 選 択 課

題 、 ② 注 意 切 替 課 題 、 ③ 変 化 検 出 課 題 を 設 定 し 、 大 学 生 を 対 象 と し た

A D H D の アナ ロ グ 群 と比 較 対 照群 の 遂 行 成績 の 比 較を 通 し て 、 A D H D 傾

向者 の 空 間的 注 意 の 特徴 を 検 討す る こ と を目 的 と する 。  
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3 . 1 .2 . 方 法  
3 . 1 .2 _ 1 . 対 象者  
(1 ) 調 査 対 象者  
関 東 近 郊 の複 数 の 大 学に 通 う 大学 生  1 9 0  名 （ 平均 年 齢 ： 19 . 62  ±1 . 5 6  

歳、 男 性  85  名 、 女 性  1 0 5  名 ） の うち 、回 答 不 備等  を 除 いた  1 5 6  名 。 
 

(2 ) 分 析 対 象者  
 研 究 ３の A D H D 傾 向群 と 同 様に 、D S M -5・A D H D  チェ ッ ク リス ト 日 本

語版 全  1 8  項 目 を 用 い、教 示・回答 方 法・選 択 肢は  W H O  ・  A SRS -v 1 . 1
に準 じ 、  過 去  6  カ 月間 の 不 注意 の 頻 度 を  5  件法 （ 全 く無 か  っ た～ 非

常に 頻 繁 にあ っ た ） で求 め 、 仁平 （ 20 1 3）  に 準じ て 得 点化 （レ ン ジ ： 0
～ 72  点 ） し た 。  

F i g .3 .1 _1 は 、 1 56  名 の A D H D チ ェ ッ クリ ス ト 1 8 項目 の 合 算 スコ ア の

度数 分 布 であ る 。正 規分 布 を 仮定 で き る ため 、合算 ス コア の 平均 値  2 6 .2 3
を基 準 に、平 均 値＋ 1 SD  の 範 囲（ Fi g . 3 .1 _ 1 の 赤色 点 線 ）の 20 名を  A D H D 
傾向 群 （ 平均 年 齢 1 9 . 0 5 ± 1 . 5 0 歳 、 男性 11 名 、女 性 9 名 ） と した 。  

ま た 、比 較 対 照 群は 平均 値 － 1 SD の 範囲（ Fi g . 3 . 1 _1 の 青色 点 線 ）の 23
名（ 平 均 年齢 1 9 . 48 ± 0 .9 9 歳 、男 性 8 名、 女性 15 名 ） と した 。  
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Fi g .3 .1 _1 A D H D  チ ェッ ク リ スト 合 算 ス コア の 度 数分 布  
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3 . 1 .2 _ 2 . 要 因計 画  
(1 ) ① 空 間 的情 報 選 択課 題  

 2×2×2 の 混 合 計 画。第 1 要 因 は 群で 、A D H D 傾 向 群・比 較対 照 群 の

2 水 準。第 2 要因 は 先行 刺 激 の感 情 手 が かり で 、「ネ ガ テ ィ ブ 感 情 手 がか

り」「 ポ ジ ティ ブ 感 情手 が か り」の 2 水 準。第 3 要 因 は 手 が か り 刺 激 と標

的刺 激 の 刺激 提 示 位 置の 一 致 で、「 一致 」「不 一 致 」の 2 水 準 。  
第 1 要 因 は 被 験 者 間 、第 2・ 第 3 要 因 は 被験 者 内 計画 。  
 

(2 ) ② 注 意 切替 課 題  
① 2×2 の 混合 計 画：第 1 要 因 は群 で 、 A D H D 傾向群・比 較 対 照 群

の 2 水 準 。第 2 要因 は階 層 文 字で 、「 全 体文 字 」「 部 分文 字 」の

2 水 準。 第 1 要 因 は 被験 者 間 、第 2 要 因 は被 験 者 内計 画 。  
② 2×3 の 混合 計 画：第 1 要 因 は群 で 、 A D H D 傾向群・比 較 対 照 群

の 2 水準 。 第 2 要因 は階 層 の 切替 方 向 で 、「 全 体文 字 か ら部 分

文字 へ の 切り 替 え」（ 以 下 、全体 → 部 分 ）「部 分 文字 か ら 全 体文

字へ の 切 り替 え 」（ 以下 、部 分→ 全 体）「切 り 替 え無 し 」の 3 水

準。 第 1 要因 は 被 験 者間 、 第 2 要 因 は 被 験者 内 計 画。  
 
(3 ) ③ 変 化 検出 課 題  

① 2×2 の 混合 計 画：第 1 要 因 は群 で 、 A D H D 傾向群・比 較 対 照 群

の 2 水 準 。第 2 要 因 は場 面 特 性で 、「 注 意集 中 場 面」「 注 意 分散

場面 」の 2 水 準 。第 1 要 因は 被 験者 間 、第 2 要 因 は被 験 者 内 計

画。  
② 2×3 の 混合 計 画：第 1 要 因 は群 で 、 A D H D 傾向群・比 較 対 照 群

の 2 水準 。 第 2 要因 は変 化 の 種類 で 、「 消失 」「追 加」「 位 置 移
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動」の 3 水 準。第 1 要 因は 被 験 者間 、第 2 要因 は 被 験者 内 計 画 。  
 
 3 .1 . 2 _ 3 . 空間 的 注意 課 題  

 
空 間 的 注 意機 能 に 関 連す る 課 題と し て 、 ①空 間 的 情報 選 択 課 題、 ②

注意 切 替 課題 、 ③ 変 化検 出 課 題の 3 タ イ プを そ れ ぞれ 作 成 し た。  
課 題 は 、 一 人 1 台 配布 し た iP a d で 個 別に 机 上 で 行 な い 、 視覚 刺 激 は

iP a d の デ ィ スプ レ ー に提 示 、課題 の 制 御 は iP a d に 搭載 し た 専用 ア プ リケ

ーシ ョ ン ソフ ト で 行 なっ た 。  
す べ て の 課題 で iP a d を 横に 置 き、 実 験 参加 者 か ら約 5 0c m 程度 離 し た

位置 に 設 置し た 。  
  

(1 ) ① 空 間 的情 報 選 択課 題  
①  手続 き：先 行手 が か り法（ p re -c u e in g  t e c h n i qu e .  P o s ne r,  1 98 0）

に 基 づ き 、 画 面 上 、 ラ ン ダ ム な 位 置 に 提 示 さ れ る 標 的 刺 激

（ t a rg e t）につ い て先 行す る 感 情手 が か り（ c ue）刺 激 を 無 視 し

て出 来 る だけ 早 く 正 確に タ ッ チを 求 め る 課題（ Fi g .3 .1 _ 2）。練

習試 行 含 め、 課 題 全 体で 約 4 分、 本 施 行 は合 計 24 試 行 。   
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本課 題 は、「ポ ジ テ ィ ブ感 情 手 がか り 」「 ネ ガテ ィ ブ 感情 手 がか

り」 の 各 条件 が 12 試行 、 ま た、 手 が か りと 標 的 の 刺 激 提 示 の

「一 致 」 条件 は 8 試 行、「 不一 致 」 条件 が 4 試 行 で 、各 条 件 は

ラン ダ ム な順 で 提 示 され た 。  
教示 で は、「 この 課 題は「 マー ク 探 し」ゲー ム で す。全 部で  2 4
問出 題 さ れま す 。課 題の 流 れ は 、①各 問 題で は 、デ ィ スプ レ ー

の中 央 に 、ア メ ーバ 形の「 マ ーク 」が示 され ま す 。マ ー ク が 出

現し た ら 目を 動 か さ ずに 良 く 見ま し ょ う 。② そ の 後 マー ク が消

え 、 デ ィ ス プ レ ー の ど こ か に 「 漢 字 」 一 文 字 が 出 現 し ま す が 、

無 視 し ま す 。 ③ そ の 後 、 画 面 の ど こ か に 最 初 と 同 じ 「 マ ー ク 」

が出 現 す るの で 、で きる だ け 素早 く 見 つ け タ ッ チ しま す 。④ タ

ッチ 後 、 2 問 目 に移 り、 1 問目 と 同 じよ うに 、 中 央に ア メ ー バ

型の マ ー クが 提 示 さ れま す の で 、目 を 動 かさ ず 良 く見 ま し ょ う。

この よ う な流 れ で 、続け て 24 問 が 提示 され ま す。」と説 明 し た 。 
②刺 激：手 が かり 刺 激は 、梅林（ 20 1 2）の研 究 を 参考 に、ネ ガテ

Fi g .3 .1 _2 ① 空 間 的 情報 選 択 課題 の 手 続 き  
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ィ ブ 又 は ポ ジ テ ィ ブ 感 情 を 喚 起 し や す い 有 意 味 文 字 の 漢 字 一 文

字で 、 感 情ご と 3 種 用意 し た 。漢 字 は 黒 色 ・ H G P 明 朝 体 フ ォン

トを 採 用 した 。標 的 刺激 は、感 情 を喚 起 させ な い よう 、無 意 味刺

激と し て アメ ー バ 型 の図 形 を 3 種用 意 した （ A p pe n d ix 5）。 アメ

ーバ 図 形 の選 定 で は 、複 雑 性 が大 き く 異 なら な い よう 配 慮 し た。

手 が か り 刺 激 ・ 標 的 刺 激 と も に 、 白 地 に 角 丸 の 黒 い 正 方 形 の 枠

内中 央 に 位置 し 、 iP a d の デ ィ スプ レ ー では 2c m×2 c m の 大 きさ

で表 示 し た。  
③課 題 の 操作 ： 本 課 題で は 、 2 つ の 要 因 を操 作 し た 。 操 作 要 因の

一つ は 、先行 手 が か りの 感 情 価で 、「 ネ ガ ティ ブ 感 情手 が か り」

条件 と「 ポ ジ ティ ブ 感情 手 が かり 」条 件 とし た 。手 が かり 刺 激

は有 意 味 文字 の 漢 字 で 、20 代 ～ 50 代 15 名の プ レ テス ト に おい

て 、宮 崎・本 山・菱 谷（ 20 0 3）の 研究 を 参考 に 、ネ ガテ ィ ブ 漢

字（ 嫉・苦・危・切・死 ）とポ ジ テ ィブ 漢字（ 光・希・明・生・

幸 ）をそ れ ぞれ 5 種 用意 し た 。漢字 ご と「 と ても 不 快 ( 1 )」か ら

「 と て も 快 い ( 7 )」 の 7 件で 評 価 させ 漢 字ご と の 平均 値 を 算 出

し、 快 （ 7 点 ） ／ 不 快（ 1 点 ）の 近 似 値 の漢 字 か ら 3 種 選 定し

た 。 結 果 、 ポ ジ テ ィ ブ 感 情 を 喚 起 し や す い 漢 字 は 「 希 （ 5 .7）」
「 幸 （ 5 .5）」「 明 （ 5 . 4）」、 ネ ガ テ ィ ブ 感 情 を 喚 起 し や す い 漢 字

は「 死 （ 2 .0）」「危 （ 2 .1）」「 苦 （ 2 .3）」 であ っ た 。   
操 作 要 因 の も う 一 つ は 、 手 が か り 刺 激 と 標 的 刺 激 の 提 示 位

置 で 、 手 が か り が 与 え ら れ た 位 置 と 同 じ 位 置 に 標 的 刺 激 が 出

現す る「 一 致」（ va l i d  t r i a l）条 件 、手 が かり と は 異な る 位 置 に

標的 刺 激 が出 現 す る「 不 一致 」（ i n v a l i d  t r i a l）条 件 とし た 。刺

激 提 示 の 位 置 は 、 中 心 / 周 辺 お よ び 上 下 左 右 で 8 エ リ ア
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（ A p p e n d i x 6）に 分 け、刺激 提 示 が特 定 のエ リ ア に偏 ら な い よ

う 操 作 し た 。 な お 手 が か り 感 情 刺 激 の ブ ロ ッ ク ご と 、 一 致 刺

激の 出 現 確率 は 試 行 全体 の 約 70％ 、不 一 致刺 激 の 出現 確 率 は

約 30％ とし た 。  
 

(2 )   ② 注 意 切替 課 題   
①  手続 き：C D CT（ C o m p ou n d  D ig i t  C a n c e l l a t i o n  Te s t .  O h a sh i  e t  a l . ,  

20 03）を 参考 に 、同 時に 提 示 され る  2  枚の 階 層 文字 の 形 の 一

致 ・ 不 一 致 を 、 ラ ン ダ ム な タ イ ミ ン グ で 切 り 替 わ る ル ー ル に

従 っ て 、 出 来 る だ け 速 く 正 確 に 文 字 の 形 の 一 致 性 を 判 断 す る

課題（ Fi g . 3 .1 _3）。練 習試 行 含 め、課 題 全 体で 約 5 分、合 計  4 0  
試行 。  

 
  

Fi g .3 .1 _3 ② 注 意 切 替課 題 の 手続 き  
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本 課 題 は、「 全 体文 字」「 部分 文 字 」の 各 条 件 が 2 0 試 行 、 ま

た、「全 体 → 部分 」への 階 層 切り 替 え 試 行、「 部 分 → 全体 」への

階層 切 り 替え 条 件 が 11 試行 、「切 り 替え 無 し 」試 行 条 件 が 18
施行 で 、 各条 件 は ラ ンダ ム な 順で 提 示 さ れた 。  

教 示 で は、「 この 課 題は「 文 字の 一 致 判 断 」ゲ ー ムで す 。ルー

ルに 従 って 2 つ の 文 字の 形 が 同じ か 否 か を 判 断 し ま す 。全 部 で  
40 問 出 題さ れ ま す。まず ル ー ルに つ い て 説明 し ま す 。ル ール は

比較 す る 文字 の 種 類 にあ わ せ て 2 つあ りま す （ Fi g .3 .1 _4）。ル

ール「 大 き な 文字 同 士を 比 べ る 」とは 、いま 見 て いる 文 字 その

もの の 形 同士 を 比 較 しま す 。一 方 、ル ー ル「 小 さ な 文 字 同 士を

比べ る 」と は 、い ま 見て い る 文字 を 構 成 する 小 さ な文 字 、文字

の 内 側 に 文 字 が あ り 、 そ の 小 さ い 文 字 同 士 の 形 を 比 較 し ま す 。

課題 の 流 れは 、①示 され た ど ちら か の ル ー ル に 従 って 、比較 す

る文 字 同 士の 形 が 同 じ場 合 は 〇、違 う 場 合は ×を で き る だ け素

早く タ ッ チし ま す。②ル ー ル は問 題 の 途 中 で 、ラン ダ ム に変 わ

って い き ます の で 、新し い ル ール が 提 示 され た ら その ル ー ルに

従 っ て 、 文 字 同 士 の 形 を 比 べ て い き ま す 。 こ の よ う な 流 れ で 、

続け て 40 問 が 提示 され ま す。」 と 説明 した 。  
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②刺 激： N a v o n  （ 1 9 7 7）図 形 を 応用 し た 部分 文 字 の集 合 で 構 成さ

れる 全 体 文字 で 、階 層構 造 を 持つ 数 字 と アル フ ァ ベッ ト の 一文

字・各 1 0 種（ Appe ndix7）。数 字・ア ル ファ ベ ッ トは 、そ れ ぞ

れ部 分 文 字と 全 体 文 字の 不 一 致刺 激 は 6 種 、部分 文 字と 全 体文

字の 一 致 刺激 は 4 種 とし た 。  
階層 文 字 の刺 激 は 、 部分 文 字 は 縦 8×横 5 の 黒 色 ド ッ ト で 作

成 し 、 全 体文 字 は 縦 5×横 5 の 部分 文 字で 作 成 した 。 刺 激 は、

白 地 に 角 丸の 緑 色 の 長方 形 の 枠内 中 央 に 位置 し 、iP a d のデ ィ ス

プ レ ー で は縦 6 .5 c m×横 5c m の 大 き さで 表示 し た 。  
③課 題 の 操作 ： 本 課 題で は 、 2 つの 要 因 を操 作 し た。 操 作 要 因 の

一 つ は 、 刺 激 の 文 字 の 階 層 で 、「 全 体 文 字 」 条 件 と 「 部 分 文 字 」

条件 と し た。   

Fi g .3 .1 _4 ② 注 意 切 替課 題 の ルー ル と 刺 激の 関係  
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操 作 要 因 の も う 一 つ は 、 ル ー ル に よ っ て 切 り 替 わ る 文 字 の 階

層 の 切 替 方 向 で 、 ル ー ル 提 示 直 前 の 施 行 と 直 後 の 試 行 が 異 な る

階 層 へ の 切 替 を 行 な う 条 件 で は 、 ① 小 さ な 文 字 同 士 を 比 べ る ル

ール 提 示 によ っ て、ルー ル 直 前と 直 後 の 試行 が「全 体 → 部分 」へ

切 り 替 わ る 条 件 、 ② 大 き な 文 字 同 士 を 比 べ る ル ー ル 提 示 に よ っ

て、ル ール 直 前 と直 後の 試 行 が「 部 分→ 全体 」へ切 り 替 わる 条件

と し た 。 同 じ ル ー ル が 続 き 同 じ 試 行 を 繰 り 返 す 試 行 は 、 階 層 の

「切 り 替 え無 し 」 条 件と し た 。  
 

(3 )   ③ 変 化検 出 課 題  
①  手続 き ： フリ ッ カ ー 変化 検 出 法（ R en s in k ,  2 0 00） によ る 、 交

互 に 提 示 さ れ る 一 組 の 写 真 内 の 構 成 要 素 の 変 化 に 気 づ い た ら 、

そ の 変 化 し た 対 象 、 箇 所 を 出 来 る だ け 速 く 選 択 す る 課 題

（ Fi g .3 .1 _ 5）。環 境 内の 僅 か な変 化 の 察 知を 評 価 する 。練 習 試

行含 め 、 課題 全 体 で 約 14 分、 合 計  18  試行 。  

 
Fi g .3 .1 _5 ③ 変 化 検出課 題 の 手続 き  
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本課 題 は、「 注 意 集 中場 面 」「注 意 分 散 場面 」の 各 条件 が 9 試

行 、ま た「追 加 」「 消失 」「 位 置移 動」の変 化 の 種類 の 各 条 件が

6 試 行で 、 各条 件 は ラン ダ ム な順 で 提 示 され た 。  
教 示 で は 、「 こ の 課 題 は 「 間 違 い 探 し 」 ゲ ー ム で す 。 全 部 で  

18 問 出 題さ れ ま す。課題 の 流 れは 、① 各 問 題 は、 3・ 2・ 1 の カ

ウ ン ト ダ ウ ン で 始 ま り ま す 。 中 央 の 数 字 を よ く 見 て く だ さ い 。

② カ ウ ン トダ ウ ン 後 、直 ぐ に 、 2 枚の 写 真が 交 互 に高 速 で 続 け

て 何 回 も 示さ れ ま す 。③ 2 枚の 写 真は 微 妙に ど こ かが 異 な っ て

い ま す 。写 真の 違 い に気 づ い たら 、そ の 場所 を で きる だ け 素 早

く １ 回 タ ッチ し て く ださ い 。④ なお 、写 真が 交 互 に提 示 さ れ る

回 数 は 決 ま っ て い ま す 。 写 真 の 提 示 回 数 が 上 限 に 達 す る と 、 2
問 目 に 移 り 、次 の 問 題の カ ウ ント ダ ウ ン が は じ ま りま す 。中 央

の 数 字 を 良く 見 て く ださ い 。 この よ う な 流れ で 、 続 け て 18 問

が 提 示 さ れま す 。」 と説 明 し た。  
②  刺 激 ： 刺 激 は イ ン タ ー ネ ッ ト フ リ ー 素 材 の 写 真 か ら 、 日 常 の

生 活 場 面 や 情 景 を 写 し た 「 注 意 集 中 場 面 」 写 真 3 種

（ Append ix8）と「 注意 分 散 場面 」の 写 真 3 種（ Append ix9）

合 計 6 枚 。 それ ら の写 真 に つい て 、 画 像 修 正 可 能 な R e to u ch  
P i l o t ア プリ ケ ー シ ョン ソ フ トを 用 い、写真 内 の 構成 要 素 の い

ずれ か を 写真 か ら 削 除す る「 消失 」、新 た な構 成 要 素を 追 加 す

る「 追 加」、写 真内 の構 成 要 素の 位 置 を 変え る「 位置 移 動 」の

加工 を 行 なっ た 。加 工し た 構 成要 素 は、「 消 失 」「 追 加」「 位 置

移 動 」 の 変 化 で 、 そ れ ぞ れ 異 な る 構 成 要 素 と し た 。 提 示 は 、

実験 で 使 用し た iP a d の ディ ス プレ ー の 大き さ で 表示 し た 。  
③  課題 の 操 作：本 課題 では 、2 つ の要 因 を 操 作 し た。操 作 要因 の
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一 つ は 、 場 面 が 持 つ 注 意 特 性 で 、 多 く の 人 に と っ て 注 意 が 集

中 し や す い 「 注 意 集 中 場 面 」 と 、 多 く の 人 の 注 意 が 分 散 し や

すい 「 注 意分 散 場 面 」の 2 条 件 と した 。 20 代 ～ 50 代 15 名 の

プ レ テ ス ト に お い て 、 場 面 刺 激 は 、 屋 内 ・ 屋 外 、 人 物 の 有 無

で異 な る 日常 の 風 景 写真 で 12 種（ 会 議 室・ヨ ッ ト・家 庭 教 師・

パ ー テ ィ ・ 歩 道 ・ ビ ー チ ・ 牧 場 ・ 寝 室 ・ ク リ ス マ ス ・ 庭 ・ 紅

葉・家 族 と犬 ）用意 し 、A 4 縦 の 用紙 に 写 真 を 1 枚 ご と配 置 し 、

1 つ の 冊 子 と し た 。 実 験 者 の 合 図 で 写 真 を 観 察 さ せ 、 最 初 に

目 に つ い た 写 真 内 の 対 象 や 箇 所 を 一 つ だ け ○ 印 で 囲 ま せ た 。

写 真 ご と ○ 印 の 構 成 要 素 を 項 目 と し て 洗 い 出 し 、 項 目 ご と の

チェ ッ ク 率を 算 出 し た。結 果、12 枚の 写 真で チ ェ ック さ れ た

項目 数 の 中央 値 は 6 であ っ た 。 6 項 目 チ ェ ッ ク さ れ た 「 会 議

室」 は “ 木” の チ ェ ック 率 が . 60、 4 項 目 チ ェ ッ ク さ れ た 「 寝

室 」は“枕 ”の チ ェ ック 率 が .  6 0、 4 項 目 チェ ッ ク され た「 パ

ーテ ィ 」は 、“ 中 央の 子供 の 顔”の チ ェッ ク 率 が . 5 3 で あっ た 。

こ れ ら の 写 真 は 、 場 面 の 中 で チ ェ ッ ク さ れ る 項 目 数 は 中 央 値

あるいはそれ以下と少なく、かつ多くの人が同じ構成要素にチェッ

クをつける場面であり「注意集中場面」とした。  反対に、7 項目チ

ェックされた「歩道」・「牧場」、6 項目チェックされた「ヨット」の

各項目のチェック率は中央値、あるいはそれ以上で、各項目のチェ

ック率が .07～ .27 であり、多くの人が写真内の様々な対象・個所にま

んべんなくチェックをつけていることから「注意分散場面」とした。  
操作要因のもう一つは、写真内の構成要素の変化で、「消失」「追

加」「位置移動」の変化を操作した。一つの場面において、全ての変

化を操作した。   
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 3 .1 . 2 _ 4 . 手続 き  
 
 30  名 前 後 の 集 団 に対 し 、フ ェ イス シ ート 、研 究 １ で作 成 した 注 意 不全

尺度 、A D H D  チ ェ ッ クリ ス ト をま と め た 冊子 を 配 布 し た。配 布後 、それ

ぞれ の 質 問紙 実 施 の 前に 、実験 者 が 質問 紙の 目 的 と回 答 の 仕 方を 説 明 し、

集団 全 員 の回 答 が 終 了後 、 空 間的 注 意 課 題と 危 険 印象 評 価 課 題を 組 み込

んだ  iP a d  4 th  g e ne r a t i o n  （ア ッ プ ル社 製 ）を  1  人  1  台 配 布 した 。  
i P a d  に よ る 課 題 は 一斉 に 実 施し た 。「 筑波 大 学 アプ リ（ 本 試験 用 ）」と

名付 け た アプ リ ケ ー ショ ン を 開か せ 、ID を入 力 し ても ら い、各課 題 実 施

へ移 行 し た（ Fi g . 3 . 1 _6）。  
 
 

 
Fi g .3 .1 _6 iP a d に よ る課 題 実 施の 流 れ  
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事 前 に 「 ① 4 つ 異 な る課 題 が ある 事 、 ② 実験 が 始 まる と 、 実 験全 体 の

説明 ・ 課 題の 説 明 ・ 練習 試 行 ・本 番 は す べて 自 動 的に 最 後 ま で遷 移 する

事、 ③ 各 課題 の 本 番 前に は 必 ず練 習 試 行 があ る 事 、④ ア プ リ は触 っ た個

所が 赤 い 小さ な 円 （ 〇） で 示 され る 事 」 を説 明 し た。 各 問 題 ・解 答 の仕

方に つ い ては 、 専 用 の説 明 資 料を 作 成 ・ 配布 し 、 補助 教 材 を 使い な がら

説明 し た。常 に 説明 資料 を 手 元に 控 え て おく よ う 教示 し た。練 習 施 行 は 、

本番 の 問 題と 同 様 の 手続 き で 数試 行 練 習 させ た 。 どう し て も 理解 で きな

い参 加 者 がい る 場 合 は、 ア プ リケ ー シ ョ ンを 一 旦 停止 し 、 実 験補 助 者が

1 対 1 で 補 助の 上 、 解答 方 法 を熟 知 さ せ てか ら 本 施 行 に 移 っ た。  
す べ て の 調 査 が 終 了 後 、 冊 子 お よ び  i P a d  を 回 収 し た 。 刺 激 の 提 示 ・

制御 、反 応時 間 、タ ップ の 座 標軸  の計 測・記 録 は  iP a d  に 搭載 し た アプ

リケ ー シ ョン  （ ジ ェナ 社 製 ）で 統 制 し た。  
実 施 時 は 実験 補 助 者 を会 場 に 3~ 4 名配 置 した 。ま た 、実験 補 助者 は 落

ち着 き が 無い 、 そ わ そわ し て いる 、 何 度 説明 し て も理 解 が 遅 いな ど の実

験参 加 者 につ い て 、 その 様 子 を記 録 し た 。  
 

3 . 1 .2 _ 5 . 倫 理的 配 慮  
 
本 研 究 は 、筑 波 大 学 人間 系 倫 理審 査 委 員 会の 承 認 を得 て 実 施 した （ 承

認番 号  筑 2 7 - 66）。  
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3 . 1 .3 . 結 果  
 

 A D H D 傾向 者（ 図 では A D H D と 表示 ）の空 間 的 注意 の 特 徴 を検 討 す

るた め 、 課題 ご と 、 正答 率 、 無答 率 、 正 答試 行 の RT お よ び 回 数 に つ い

て、 比 較 対照 群 （ 図 では C t l と 表 示 ）と 比較 し た 。  
統 計 解 析 は、 統 計 ソ フト ウ ェア R（ 3 .3 .2）を 用 い た。  

 
 3 .1 . 3 _ 1 . ①空 間 的情 報 選 択課 題  
 
 Ta b . 3 .1 _1 は 、指 標 ごと に 、群別 感 情 手 がか り 別 刺激 提 示 位 置別 の 基 本

統計 量 を 示し た も の であ る 。  

 

Ta b . 3 .1 _1 ①空 間 的 情報 選 択 課題 の 指 標 ごと  
群別 感 情 手が か り 別 刺激 提 示 位置 別基 本 統計 量  

指標
刺激提示位置 n M SD M SD n M SD M SD
一致 20 0.94 0.12 0.95 0.14 23 0.93 0.14 0.97 0.13

不一致 20 0.93 0.18 0.91 0.19 23 0.95 0.17 0.98 0.10

一致 20 0.04 0.12 0.05 0.14 23 0.07 0.13 0.03 0.13
不一致 20 0.06 0.18 0.08 0.18 23 0.05 0.17 0.02 0.10

一致 20 663 81.77 630 78.68 23 651 64.36 632 64.91
不一致 20 659 94.77 633 75.78 23 650 72.74 642 65.53

正答率

無答率

正答試行

の
RT

ADHD傾向群 比較対照群

ポジティブ感情手がかり ネガティブ感情手がかり ポジティブ感情手がかり ネガティブ感情手がかり
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 正 答 率 、無 答 率 、正答 試 行の RT につ いて 、群（ A D H D 傾 向群・比 較 対

照 群 ） ×感 情 手 が か り （ ネ ガ テ ィ ブ 感 情 手 が か り ・ ポ ジ テ ィ ブ 感 情 手 が

かり ）×刺 激 提 示 位 置（ 一 致 ・不 一 致 ） の 3 要 因 分 散 分 析 を 行 な っ た 。  
正 答 率 で は 、群 ×感 情手 が か りの 2 要 因 の交 互 作 用（ F  (1 , 4 1 ) = 3 .0 4， p  

<  . 1 0，  効 果 量 η p2 = . 06 9）と、群×刺 激 提示 位 置の 2 要 因 の 交互 作 用（ F  
(1 , 41 )= 3 . 4 4，p  <  . 10，  効 果量 η p2 = . 07 7）が有 意 傾 向で あ っ た 。群 別 に 感

情手 が か りの 単 純 主 効果 を 検 定し た 結 果 、比 較 対 照群 に お け る感 情 手が

かり 要 因 （ F  ( 1 , 2 2 )= 5 . 8 4， p  <  . 05，  効 果量 η p2 = . 21 0）（ Fi g .3 . 1 _7） が 有

意で あ っ た。 比 較 対 照群 で は 「ポ ジ テ ィ ブ感 情 手 がか り 」 で 正答 率 が低

いこ と が 分か っ た 。 また 、 群 別に 刺 激 提 示位 置 の 単純 主 効 果 を検 定 した

結果 、 有 意な 要 因 は みら れ な かっ た 。  
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Fig .3 .1_7 ①空間的情報選択課題の群別感情手がかり別平均正答率  
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[注 ]   *p  <  . 0 5  
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無 答 率 で は 、群 ×感 情手 が か りの 2 要 因 の交 互 作 用（ F  (1 , 4 1 ) = 5 .3 2， p  
<  . 05，  効 果 量 η p2 = . 115） が 有意 で あり 、群 ×刺 激 提 示位 置 の 2 要因 の

交互 作 用（ F  (1 ,4 1 ) = 3 .1 2， p  <  .0 5，  効果 量 η p 2 = . 0 7 1）が 有意 傾向 で あ っ

た。 群 別 感情 手 が か りの 単 純 主効 果 を 検 定し た 結 果、 比 較 対 照群 に おけ

る感 情 手 がか り 要 因（ F  (1，22 ) = 6 .3 4，p  <  . 05， 効果 量 η p 2 = . 22 4）（ Fi g . 3 .1 _8）
が有 意 で あっ た。比 較対 照 群 では 、「 ポ ジテ ィ ブ 感情 手 が か り」で 無答 率

が高 い こ とが 分 か っ た。 ま た 、群 別 に 刺 激提 示 位 置の 単 純 主 効果 を 検定

した 結 果 、有 意 な 要 因は み ら れな か っ た  
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Fig .3 .1_8 ①空間的情報選択課題の群別感情手がかり別平均無答率  
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正 答 試 行の RT では 、感 情 手 がか り の 主 効果 （ F  (1 , 41 )= 9 . 0 4， p  <  . 0 1， 
効果 量 η p2 = . 18 1）の み有 意 で あっ た 。「 ポジ テ ィ ブ感 情 手 が かり 」は「 ネ

ガテ ィ ブ 感情 手 が か り」 に 比 べ、 正 答 試 行の RT が 遅延 す る こと が 分か

った 。  
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3 . 1 .3 _ 2 . ② 注意 切 替課 題  
(1 ) 群×階 層 文字  

Ta b . 3 . 1 _2 は、 指 標 ごと に 、 群別 階 層 文 字別 の 基 本統 計 量 を 示 す 。  

 

Ta b . 3 .1 _2 ②注 意 切 替課 題 の 指標 ご と 群 別階 層 文 字別 基 本 統計量  

指標 n M SD M SD n M SD M SD
正答率 20 0.78 0.15 0.86 0.24 23 0.86 0.10 0.93 0.10

無答率 20 0.10 0.11 0.10 0.16 23 0.08 0.09 0.04 0.06

正答試行

のRT 16 1201 147.66 1243 100.69 23 1321 154.15 1299 147.88

ADHD傾向群 比較対照群

全体文字 部分文字 全体文字 部分文字
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正 答 率 、 無答 率 、 正 答試 行の RT につ い て、 群 （ A D H D 傾 向 ・比 較 対

照） ×階 層 文 字 （ 全 体文 字 ・ 部分 文 字 ） の 2 要 因分 散 分 析を 行な っ た 。

なお 正 答 試行 の RT では 、 エ ラー の 平 均 数が 2S D 以 上 の対 象者 （ 全 体文

字：  8 . 9 以 上・部 分 文字： 8 . 4 以 上）を 除き 分 析 した 。ま た 図中 の G lo b a l
は「 全 体 文字 」、 Loc a l は 「部 分 文字 」 を 示す 。  

正 答 率 で は 、 階 層 文 字 の 主 効 果 （ F  ( 1 , 4 1 ) = 12 . 2 0 ， p  <  . 0 5 ， 効 果 量

η p2 = . 23 0）（ Fi g .3 .1 _ 9） が 有意 で 、 群の 主効 果 （ F  (1 , 4 1 ) = 3 . 0 6， p  <  . 0 5， 
効果 量 η p2 = . 07 0）は 有意 傾 向 がみ ら れ た 。② 注 意切 替 課 題は「全 体 文字 」

の正 答 率 が「 部 分 文 字」 に 比 べ低 く 、 A D H D 傾向 群 は 比 較 対 照 群 に 比べ

正答 率 が 低い 傾 向 で ある こ と が分 か っ た 。  
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Fi g .3 .1 _9 ② 注 意 切 替課 題 の 群別 階 層 文 字別 平 均 正答 率  
＊ ＊  

[注 ]   † p  <  . 1 0 ,  * * p  <  . 0 1  

群 の 要 因 †  

（%） 
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正 答 試 行の RT では 、群 ×階 層文 字 の交 互作 用（ F (1 ,3 7 ) = 3 .6 0，p＜ . 10，
効果 量 η p2 = . 08 9）が 有意 傾 向 であ っ た 。階層 文 字 別 に 群 の 単 純主 効 果 を

検定 し た 結果 、「全 体文 字 」 にお け る 群 の要 因 （ F  (1 , 37 )= 5 . 89， p  <  . 05， 
効果 量 η p2 = . 13 7）（ Fig .3 .1 _ 1 0）が 有 意で あり 、群 別 に 階層 文 字 の 単 純 主

効 果 を 検 定 し た 結 果 、 A D H D 傾 向 群 に お け る 階 層 文 字 の 要 因 （ F  
(1 , 15 )= 3 . 3 0， p  <  .1 0，  効 果量 η p 2 = . 1 8 0）が 有意 傾 向 で あ っ た。A D H D 傾

向群 は 「 全体 文 字 」 条件 の 正 答試 行 の RT が速 い こと が 分 か った 。  
 

 
  

Fi g .3 .1 _1 0 ② 注意 切替 課題 の群 別 階 層 文字 別 平均 RT  
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†

全 体 文 字 ＊  

[注 ]   † p  <  . 1 0 ,  * p  <  . 0 5  

（ms） 
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無 答 率 で は、 す べ て の効 果 が 有意 で は な かっ た 。  
 

(2 ) 群×階 層 の切 替 方向  
Ta b . 3 . 1 _3 は 、指 標 ご とに 、群 別 階層 の 切 替方 向 別 の基 本 統 計 量を 示 す 。  

 
  

Ta b . 3 .1 _3 ②注 意 切 替課 題 の 指標 ご と  
群別 階 層 の切 替 方 向 別基 本 統 計量  

指標 n M SD M SD M SD n M SD M SD M SD
正答率 20 0.76 0.16 0.85 0.24 0.83 0.22 23 0.84 0.12 0.92 0.12 0.91 0.09

無答率 20 0.07 0.12 0.10 0.16 0.10 0.15 23 0.07 0.10 0.04 0.06 0.08 0.08

正答試行

のRT 16 1209 168.72 1285 120.91 1183 116.42 23 1320 160.24 1308 146.67 1300 159.95

切り替え無し

比較対照群

部分→全体 全体→部分 部分→全体 全体→部分

ADHD傾向群

切り替え無し
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正 答 率 、無 答率 、正 答試 行 の RT に つい て 、群（ A D H D 傾 向 群・比 較 対

照 群 ） ×階 層 の 切 替 方 向 （ 全 体 → 文 字 ・ 部 分 → 全 体 ・ 切 り 替 え 無 し ） の

2 要 因 分 散 分析 を 行 なっ た 。 なお 正 答 試 行の RT で は 、各 条 件に お い て、

エラ ー の 平均 数 が 2 SD 以上 の 対象 者（ 全体 文 字：  8 . 9 以 上 ・部 分文 字 ：

8 . 4 以 上 ）を 除き 分 析し た 。また 図 中の L→ G は「全 体 → 文 字 」、G→ L は

「部 分 → 全体 」、 N o  sw i ch i ng は 「 切 り替 え無 し 」 を 示 す 。  
正 答 率 で は 、階層 の 切替 方 向 の主 効 果（ F  ( 2 , 8 2 ) = 8 .6 3 , p  <  . 0 0 1 ,  効 果量

η p2 = . 17 4）（ Fi g .3 .1 _11）が 有 意で あ り 、群 の主 効 果（ F  (1 ,4 1 ) = 3 .4 1 , p  <  . 1 0 ,  
効果 量 η p2 = . 07 7）は 有意 傾 向 であ っ た 。階層 の 切 替 方 向 の 効 果に つ い て

B on f e r r o n i 法の 多 重 比較 を 行 なっ た 結 果 、「 部 分 →全 体 」の 切 り替 え は「切

り替 え 無 し」（ t (4 1 )= 3 . 17 ,  p  <  . 0 5）と「 全体 →部 分 」の 切 り替 え（ t (4 1 )= 3 .1 4 ,  
p  <  . 0 5） に 比べ 正 答 率が 低 い こと が 分 か った 。   
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無 答 率 で は、群 ×階 層の 切 替 方向 の 交 互 作用（ F  (2 ,8 2 ) = 3 .1 9 , p  <  . 0 5 ,  効
果量 η p2 = . 07 2）（ Fi g .3 . 1 _1 2）が 有意 で あ った 。階 層 の 切 替 方 向 別 に 群 の

単純 主 効 果を 検 定 し た結 果 、「全 体 → 部 分 」の切 り 替 えに お ける 群 の 要 因

（ F  (1 , 4 1 )= 3 . 61 ,p  <  . 10 ,  効 果量 η p 2 = . 0 8 0）が 有 意 傾向 で あ り 、 A D H D 傾

向群 は 「 全体 → 部 分 」の 切 り 替え 条 件 で 無答 率 が 高い 傾 向 が ある こ とが

分か っ た 。ま た 群 別 に階 層 の 切替 方 向 の 単純 主 効 果を 検 定 し た結 果 、比

較 対 照 群 に お け る 階 層 の 切 替 方 向 要 因 （ F  ( 2 , 44 )= 2 . 89 ,p  <  . 10 ,  効 果 量

η p2 = . 116）（ Fi g . 3 .1 _1 2）が 有 意 傾向 で あ り、B o n fe r r o n i 法 の 多重 比 較 を行

なっ た 結 果、 比 較 対 照群 の 「 全体 → 部 分 」の 切 り 替え 条 件 は 「切 り 替え

無し 」 条 件に 比 べ 無 答率 が 低 い（ t (2 2 )= 3 . 05 ,  p  <  . 0 5） こ と が 分か っ た 。  
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Fi g .3 .1 _1 2 ② 注意 切替 課 題 の群 別 階 層 の切 替 方 向別 平 均 無 答率  
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正 答 試 行の RT では 、群×階 層 の切 替 方 向の 交 互 作 用（ F  (2 , 74 )= 3 . 88 ,p
＜ . 05 効 果 量 η p 2 = . 0 9 5）（ Fi g .3 .1 _ 1 3）が有 意で あ っ た 。階 層 の 切替 方 向 別

に群 の 単 純主 効 果 を 検定 し た 結果 、「 部 分→ 全 体 」の 切り 替 えに お け る 群

の要 因（ F  ( 1 , 3 7 ) = 4 . 3 2 , p  <  . 0 5 ,  効 果量 η p 2 = . 10 5）と 、「 切り 替 え無 し 」に

おけ る 群 の要 因（ F  ( 1 ,3 7 ) = 6 . 2 4 , p  <  . 05 ,  効果 量 η p2 = . 14 4）が 有意 で あ り、

A D H D 傾向群 は「 部 分→ 全 体」の 切り 替 え、「 切 り 替 え 無 し 」条 件の 正 答

試行 が 速 いこ と が 分 かっ た 。 また 群 別 に 階層 の 切 替方 向 の 単 純主 効 果を

検 定 し た 結 果 、 A D H D 傾 向 群 に お け る 階 層 の 切 替 方 向 要 因 （ F  
(2 , 30 )= 6 . 1 9 , p  <  . 0 1 ,  効果 量 η p2 = . 29 2） が 有意 傾 向 であ り 、 B o n f e r ro n i 法

の多 重 比 較を 行 な っ た結 果 、A D H D 傾向 群の「 切り 替 え 無し 」条 件 は「 全

体→ 部 分 」の 切 り 替 え条 件 に 比べ RT が 速い （ t (1 5 )= 4 . 27 ,  p  <  . 0 5） こ と

が分 か っ た。  
 

 

Fi g .3 .1 _1 3 ② 注意 切替課 題 の群 別 階 層 の切 替 方 向別 平 均 RT  
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3 . 1 .3 _ 3 . ③ 変化 検 出課 題  
(1 ) 群×場 面 特性  

Ta b . 3 . 1 _4 は、 指 標 ごと に 、 群別 場 面 特 性別 の 基 本統 計 量 を 示 す 。  

 

Ta b . 3 .1 _4 ③変 化 検 出課 題 の 指標 ご と 群 別場 面 特 性別 基 本 統計量  

指標 n M SD M SD n M SD M SD
正答率 20 0.78 0.16 0.86 0.11 23 0.80 0.17 0.89 0.09

無答率 20 0.21 0.15 0.12 0.11 23 0.19 0.17 0.10 0.10

正答試行

の回数

17 6.02 1.59 6.49 1.68 20 6.18 1.33 5.70 1.43

ADHD傾向群 比較対照群

注意集中場面 注意分散場面 注意集中場面 注意分散場面
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正 答 率 、 無答 率 、 正 答試 行 の 回数 に つ い て、 群 （ A D H D 傾 向 群 ・ 比較

対照 群 ）×場 面 特 性 （注 意 集 中場 面 ・ 注 意分 散 場 面 ） の 2 要 因分 散 分 析

を行 な っ た。な お 正 答試 行 の 回数 で は、エラ ー の 平均 数 が 2 SD 以上 の 対

象者（ 注 意集 中：  4 . 82 以 上・注 意 分散： 2 . 88 以 上）を 除 き分 析し た 。ま

た図 中 の Fo c a l は「 注意 集 中 場面 」、 D i s p e rs iv e は 「 注 意 分 散 場 面 」 を示

す。  
正 答 率 で は 、 場 面 特 性 の 主 効 果 （ F  ( 1 , 41 )= 1 4 . 0 8， p  < .0 01，  効 果 量

η p2 = . 25 6）（ Fi g .3 .1 _ 1 4） が 有 意 だ っ た 。 ③ 変 化 検 出 課 題 は 「 注 意 集 中 場

面」 の 正 答率 が 「 注 意分 散 場 面」 に 比 べ 低い こ と が分 か っ た 。  
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[注 ]   * * *  p  <  . 0 0 1  
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無 答 率 で は 、 場 面 特 性 の 主 効 果 （ F  (1 , 4 1 )= 1 7 . 5 2， p  <  . 00 1，  効 果 量

η p2 = . 29 9）（ Fi g .3 .1 _ 1 5） が 有 意 だ っ た 。 ③ 変 化 検 出 課 題 は 「 注 意 集 中 場

面」 の 無 答率 が 「 注 意分 散 場 面」 に 比 べ 高い こ と が分 か っ た 。  
 

 
  

-0.10
0.00
0.10
0.20
0.30
0.40

Ctl ADHD Ctl ADHD
Focal Dispersive

Om
mis

sin 
Res

pon
se

＊ ＊ ＊  

Fi g .3 .1 _1 5 ③ 変化 検出 課 題 の群 別 場 面 特性 別 平 均無 答 率  
[注 ]   * * *  p  <  . 0 0 1  

（%） 



109 
 

正 答 試 行 の回 数 で は 、す べ て の効 果 が 有 意で は な かっ た 。   
 

(2 ) 群×変 化 の種 類  
Ta b . 3 . 1 _5 は、 指 標 ごと に 、 群別 変 化 の 種類 別 の 基本 統 計 量 を 示 す 。  

 
  

Ta b . 3 .1 _5 ③変 化 検 出課 題 の 指標 ご と  
群別 変 化 の種 類 別 基 本統 計 量  

指標 n M SD M SD M SD n M SD M SD M SD
正答率 20 0.79 0.15 0.86 0.13 0.81 0.17 23 0.91 0.12 0.78 0.17 0.85 0.18

無答率 20 0.18 0.15 0.13 0.13 0.18 0.17 23 0.09 0.12 0.20 0.18 0.15 0.18

正答試行

の回数

18 5.76 1.21 7.15 1.69 6.06 1.81 21 6.36 2.27 6.10 1.23 5.82 1.77

消失 追加 位置移動 消失 追加 位置移動

ADHD傾向群 比較対照群
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正答率、無答率、正答試行の回数について、群（ADHD 傾向群・比較対照

群）×変化の種類（消失・追加・位置移動）の 2 要因分散分析を行なった。

なお正答試行の回数では、エラーの平均数が 2SD 以上の対象者（注意集中： 
4.82 以上・注意分散：2.88 以上）を除き分析した。また図中の Deletion は「消

失」、Addition は「追加」、 Location change は「位置移動」を示す。  
正 答 率 で は 、群 ×変 化の 種 類（ 消 失・追 加・位置 移 動 ）の 交 互 作 用（ F  

(2 , 82 )= 5 . 4 7 , p＜ . 0 5 ,  効果 量 η p2 = . 11 8）（ Fi g .3 .1 _1 6） が 有意 だっ た 。 変化

の種 類 別 に群 の 単 純 主効 果 を 検定 し た 結 果、「消 失 」にお け る 群 の 要 因（ F  
(1 , 41 )= 7 . 6 0 , p  <  . 01 ,  効果 量 η p2 = . 15 6）が 有意 で あ り、A D H D 傾向 群 は「 消

失」 条 件 の正 答 率 が 低い こ と が分 か っ た 。ま た 群 別に 変 化 の 種類 の 単純

主 効 果 を 検 定 し た 結 果 、 比 較 対 照 群 に お け る 変 化 の 種 類 要 因 （ F  
(2 , 44 )= 4 . 4 3 , p  <  . 0 5 ,  効果 量 η p2 = . 16 8） が 有意 で あ り、 B on fe r r o n i 法 の 多

重比 較 を 行な っ た 結 果、 比 較 対照 群 の 「 消失 」 条 件は 「 追 加 」条 件 に比

べ正 答 率 が高 い （ t (2 2 )= 3 .0 2 ,  p  <  . 05） こ とが 分 か った 。  
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無 答 率 で は、群 ×変 化の 種 類 の交 互 作 用（ F  (2 , 8 2 ) = 3 .7 1 , p＜ . 0 5 ,  効 果量

η p2 = . 08 3）（ Fi g .3 .1 _ 1 7） が 有 意 だ っ た 。 変 化 の 種 類 別 に 群 の 単 純 主 効 果

を検 定 し た結 果 、「 消失 」にお け る 群の 要因（ F  (1 ,3 7 ) = 5 .0 2 , p  <  . 0 5 ,  効 果

量 η p 2 = . 11 9） が 有 意 であ り 、 A D H D 傾向 群は「 消失 」条件 の 無答 率 が 高

いこ と が 分か っ た。また 群 別 に変 化 の 種 類の 単 純 主効 果 を 検 定し た 結 果、

A D H D 傾 向 群 に お け る 変 化 の 種 類 要 因 （ F  ( 2 , 44 )= 3 . 3 4 , p  <  . 0 5 ,  効 果 量

η p2 = . 13 2）が有 意 で あり 、B on f e r r o n i 法 の多 重 比 較を 行 な っ た 結 果、比 較

対照 群 の「 追加 」条 件は「 消 失 」条件 に 比べ 無 答 率が 高 い（ t (2 2 )= 2 .6 4 ,  p  
<  . 0 5） こ と が分 か っ た。  
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 正 答 試 行 の 回 数 で は 、 群 ×変 化 の 種 類 の 交 互 作 用 （ F  ( 2 , 74 )= 3 . 1 9 ,p
＜ . 05 ,  効果 量 η p 2 = . 0 7 9）（ Fi g .3 . 1 _ 1 8）が 有意 だ っ た。変 化の 種 類 別 に 群

の単 純 主 効果 を 検 定 した 結 果、「 追加 」に おけ る 群 の要 因（ F  ( 1 ,3 7 ) = 5 . 0 2 , p  
<  . 0 5 ,  効 果量 η p2 = . 119） が 有 意で あ り 、 A D H D 傾向 群 は 「追 加」 条 件 の

正答 試 行 の回 数 が 多 いこ と が 分か っ た 。 また 群 別 に変 化 の 種 類の 単 純主

効 果 を 検 定 し た 結 果 、 A D H D 傾 向 群 に お け る 変 化 の 種 類 要 因 （ F  
(2 , 34 )= 6 . 4 8 , p  <  . 0 1 ,  効果 量 η p2 = . 27 6） が 有意 で あ り、 B on fe r r o n i 法 の 多

重比 較 を 行な っ た 結 果、A D H D 傾 向 群の「追 加 」条件 は 、「 位 置移 動 」条

件（ t ( 17 )= 2 . 49 ,  p  <  . 0 5） と 「 消失 」 条 件 （ t ( 17 )= 3 . 73 ,  p  <  . 0 5） に 比 べ正

答試 行 の 回数 が 多 い こと が 分 かっ た 。 A D H D 傾向 群 は 、 正 し い 「 追 加」

変化 の 検 出に 時 間 が かか る こ とが 分 か っ た。  
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3 . 1 .4 . 考 察  
 

本 研 究 で は、 A D H D 傾向 者 を 対象 に 、 空 間的 注 意 機 能 に 関 連 す る 課 題

とし て 、 ①空 間 的 情 報選 択 課 題、 ② 注 意 切替 課 題 、③ 変 化 検 出課 題 の 3
タイ プ を 設定 し 、 比 較対 照 群 との 各 課 題 の遂 行 成 績の 比 較 を 行な っ た。  

① 空 間 的 情報 選 択 課 題の 分 析 結果 で は 、 比較 対 照 群で は 「 ポ ジテ ィ ブ

感情 手 が かり 」 で 情 報選 択 の 遂行 成 績 の 質が 低 下 した 。 ま た 課題 の 特徴

とし て 「 ポジ テ ィ ブ 感情 手 が かり 」 が 「 ネガ テ ィ ブ感 情 手 が かり 」 に比

べ正 答 試 行の RT を 遅延 さ せ た。 し か し 、 A D H D 傾向 群で は こ う し た 特

徴は み ら れな か っ た 。 A D H D 傾 向群 は 比 較対 照 群 に比 べ 、 感 情 情 報 へ の

アク セ ス の弱 さ や 、 感情 手 が かり を 使 っ た情 報 探 索を 方 略 と して 用 いな

いこ と が 考え ら れ る かも し れ ない 。  
② 注 意 切 替課 題 の 分 析結 果 で は、 課 題 の 特徴 と し て「 全 体 文 字」 よ り

も「 部 分 文字 」 の 一 致を 正 し く判 断 す る 傾向 が 示 され た 。 し か し A D H D
傾向 群 は、「 全 体 文 字 」条 件 の 正答 試 行 の RT が「部 分 文 字 」条 件 よ り も

有意 に 速 かっ た 。ま た階 層 の 切替 方 向 の 課題 の 特 徴 を み る と 、「 部 分 → 全

体」 の 切 り替 え は 正 答率 が 低 くな り 、 比 較対 照 群 では 「 全 体 →部 分 」の

切り 替 え 条件 は 「 切 り替 え 無 し」 条 件 に 比べ 無 答 率が 低 か っ た。 し かし

A D H D 傾向群 で は比 較対 照 群 とは 反 対 に 、「 全 体→ 部 分 」へ の 切り 替 え 条

件で 無 答 率が 高 く な る傾 向 で あっ た 。さ らに A D H D 傾 向 群 は「部 分 → 全

体」へ の切 り 替え 、「 切り 替 え 無し 」条 件 の正 答 試 行 が 速 い こ と が 分 か っ

た。  
本 結 果 か ら ② 注 意 切 替 課 題 の 特 徴 と し て 、「 部 分 文 字 」 の 一 致 判 断 は

「全 体 文 字」の一 致 判断 よ り も遂 行 成 績 が高 く 、「 全 体 → 部 分」へ の切 り

替え は 他 の条 件 よ り も容 易 で あり 、「 部 分→ 全 体 」へ の切 り 替え が 難 し い
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とい う 特 徴が 示 さ れ た。し かし A D H D 傾 向群 で は 通常 観 察 さ れる 特 徴 と

反対 の 特 徴が 示 さ れ てお り 、「 全 体 文字 」の 処 理 が速 く 、「 全体 → 部 分」

への 切 り 替え は 遂 行 成績 が 悪 く、「 部 分 →全 体」へ の 切り 替 えの RT が 速

かっ た 。 これ は 、 A D H D 傾向 者は 、 注 意の 切 り 替え 時 に 全 体情 報 の 強い

干渉 を 受 け、 そ の 結 果、 部 分 情報 か ら 全 体情 報 へ の反 応 は 早 まる が 、全

体情 報 か ら部 分 情 報 へ注 意 を 切り 替 え る 際に 処 理 に時 間 が か かる こ とが

示唆 さ れ る。  
③ 変 化 検 出 課 題 の 分 析 結 果 で は 、 課 題 の 特 徴 と し て 「 注 意 集 中 場 面 」

は「 注 意 分散 場 面 」 に比 べ 遂 行成 績 が 低 かっ た 。 また 比 較 対 照群 で は変

化の「 消 失 」条件 は「 追加 」条件 に 比 べ無 答率 が 低 かっ た が、反対 に A D H D
傾向 群 で は変 化 の 「 消失 」 条 件の 無 答 率 が高 か っ た。   
 ③ 変 化 検 出 課 題 は 、 R en s in k の 変 化 検 出 パ ラ ダ イ ム を 用 い て い る 。

R en s i n k（ 2 00 5）に よ れば 、場 面内 の 構 成 要素 の 変 化検 出 は 、以下 の 3 つ

の独 立 し たシ ス テ ム から 説 明 され る （ Fi g .3 .1 _ 1 9）。  
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 視 覚 の 初 期 の 段 階 では 、個 々 の オブ ジ ェク ト（ ob je c t）の 存 在だ け を 察

知す る 。そ の後 、場 面内 の 個 々の オ ブ ジ ェク ト の 配置（ l a yo u t）、個 々 の

オブ ジ ェ クト か ら g i s t と 呼ば れ る シー ン 全体 の 雰 囲気 が 形 成 され 、形 成

され た 仮 のオ ブ ジ ェ クト と 、 初期 の オ ブ ジェ ク ト を比 較 参 照 し、 人 間は

場面 内 の 構成 要 素 を 認知 す る 。  
 こ れ ら 視覚 の 処 理 には 、 意 味処 理 へ の 知覚 と 記 憶の 処 理 が 関わ る 。 ③

変化 検 出 課題 に お い て、 変 化 を見 落 と さ ずに 検 出 する に は 、 変化 前 と変

化後 の 情 報を 比 較 す る視 覚 的 記憶 や 、 ワ ーキ ン グ メモ リ の 処 理過 程 が関

わる と 考 えら れ る 。 その た め には 、 課 題 に視 覚 的 に注 意 を 維 持し 続 ける

こと が 求 めら れ る た め 、変化 検 出 の処 理 には 課 題 遂行 に 努 力（ e ff o r t）し

続け る 、 課題 遂 行 に 注意 を 払 い続 け る 注 意の 持 続 性も 関 わ る と考 え られ

る。  
な ぜ A D H D 傾 向者 が「 消 失 」変 化 を 見 落と し や す い の か に つい て は、

Fi g .3 .1 _1 9 場 面内 の構 成 要 素の 変 化 の 認識  
R en s i n k（ 2 00 5） Fi g 3 よ り抜 粋  
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今後 、 ③ 変化 検 出 課 題の 遂 行 成績 と 移 動 時注 意 不 全エ ラ ー の パタ ン との

関係 な ど から 分 析 し 、検 討 し てい く 必 要 があ る と 考え る 。   
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3 . 2 . 【 研 究 ５ 】A D H D 傾向 者の 空 間 的注 意機 能 と 移動 時 注 意 不全 の 関 係   
 
3 . 2 .1 . 研 究 の背 景 と目 的  

 
A D H D 者の特 性 と 移 動時 に お ける 注 意 不 全の 発 現 に至 る 情 報 処 理 過程

およ び そ の制 御 処 理 過程 と の 関係 を 明 ら かに す る には 、 空 間 的注 意 がど

のよ う に 移動 時 注 意 不全 エ ラ ーと 関 わ る のか を 明 らか に す る 必要 が あ る。 
移 動 時 注 意不 全 エ ラ ーに つ い ては 、 研 究 ３に お い て、 A D H D 傾 向 者は

一般 成 人 者や 健 常 高 齢者 と 異 なり 、 移 動 時に 「 水 準低 下 」 エ ラー や 「転

導性 」 エ ラー を 経 験 しや す い 傾向 が 明 ら かと な っ た。  
A D H D 傾向者 の 空 間 的注 意 の パフ ォ ー マ ンス に つ いて は 、 研 究 ４ にお

いて 、 ② 注意 切 替 課 題の 群 と 階層 の 切 替 方向 の 要 因間 に 交 互 作用 が みら

れ、 比 較 対照 群 で は 無答 率 が 低い 「 全 体 →部 分 」 への 階 層 の 切替 方 向に

おい て 、 A D H D 傾 向 群は 比 較 対照 群 に 比 べ無 答 率 が高 く な る こと が 明 ら

かと な っ た。 ま た 、 ③変 化 検 出課 題 の 群 と変 化 の 種類 の 要 因 間で 交 互作

用が み ら れ、比較 対 照群 で は 無答 率 が 低 い「 消 失」変化 に お いて 、A D H D
傾向 群 は 比較 対 照 群 に比 べ 無 答率 が 高 く なる こ と が明 ら か と なっ た 。研

究４ の 結 果か ら は、比較 対 照 群と 比 べ た A D H D 傾向 者の 空 間 的 注 意 課 題

の遂 行 成 績の 差 異 は 、② 注 意 切替 課 題 お よび ③ 変 化検 出 課 題 にお け る無

答率 の 指 標に あ ら わ れや す い 事が 示 唆 さ れる 。  
そ こ で 本 研 究 で は 、 研 究 ４ と 同 様 に A D H D  傾 向 の 高 低 の 比 較 を 通 し

て、 ② 注 意切 替 課 題 、③ 変 化 検出 課 題 の 無答 率 に 着目 し 、 そ れら の 遂行

成績 と 、 研究 １ で 作 成し た 注 意不 全 尺 度 （小 菅 ・ 熊谷 ,  2 01 7 a） の 下 位尺

度ス コ ア の関 係 か ら 、A D H D  傾 向者 の 移 動時 注 意 不全 に 及 ぼ す 空 間 的 注

意の 影 響 を明 ら か に する こ と を目 的 と す る。  
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3 . 2 .2 . 方 法  
 3 .2 . 2 _ 1 . 対象 者  

 ( 1 ) 調 査 対象 者  
研 究 ４ と 同 様 。 関 東 近 郊 の 複 数 の 大 学 に 通 う 大 学 生  19 0  名 （ 平 均 年

齢： 19 . 62  ±1 .5 6  歳 、男 性  8 5  名 、 女 性  1 05  名） の う ち、 回答 不 備 等を

除い た 1 56  名 。  
 

(2 ) 分 析 対 象者  
研 究 ４ と 同様 の 方 法 で、大 学生 の D SM -5・ A D H D チ ェッ ク リ スト 日 本

語版 全 1 8 項 目 の 自 記式 ス コ アの 平 均 値 ＋ 1S D の 該当 者 を A D H D  傾向 群

20 名（ 平 均 年齢 1 9 . 05 ± 1 . 5 0 歳 、男 性 11 名 、女性 9 名）、  平 均 値 -1 SD の

該当 者 を 比較 対 照 群 2 3 名 （平 均 年 齢 19 . 48 ±0 . 9 9 歳 、 男 性 8 名 、 女 性 1 5
名） と し た。  
 
  3 . 2 . 2 _2 . 要 因 計画  
 
 2×2×4 の混合計画。第 1 要因は群で、ADHD 傾向群と比較対照群の 2 水

準。第 2 要因は空間的注意遂行の程度で、各課題の遂行成績の高・低の 2 水

準。第 3 要因は移動時注意不全エラーで、注意不全尺度の 4 つの下位尺度を

用い、制御不全・変更不全・水準低下・転導性の各尺度の 4 水準。第 1・第

2 要因は被験者間、第 3 要因は被験者内計画。  
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 3 .2 . 2 _ 3 . 空間 的 注意 課 題  
  ( 1 ) ② 注 意 切 替 課題   

研 究 ４ と 同様 。同 時 に提 示 さ れる  2  枚 の階 層 文 字の 形 の 一 致・不一 致

を、 ラ ン ダム な タ イ ミン グ で 切り 替 わ る ルー ル に 従っ て 、 出 来る だ け速

く正 確 に 一致 性 を 判 断す る 課 題。 合 計  4 0  試 行 。  
 

  ( 2 ) ③ 変 化 検 出 課題  
研 究 ４ と 同様 。 交 互 に提 示 さ れる 一 組 の 写真 内 の 構成 要 素 の 変化 に 気

づい た ら 、そ の 対 象 や箇 所 を 出来 る だ け 速く 選 択 する 課 題 。 合計  1 8  試
行。  

 
 3 .2 . 2 _ 4 . 移動 時 注意 不 全  
 
研 究 １ で 作成 し た 全 30 項 目、 4 つの 下位 尺 度 （制 御 不 全 、 変 更 不 全、

水準 低 下 、転 導 性 ） から 構 成 され る 注 意 不全 尺 度 によ り 評 価 した 。  
注 意 不 全 尺度 は 、 場 面想 定 法 によ り 、 普 段の 車 両 の運 転 や 歩 行を イ メ

ージ し な がら 、過 去 1  年 間 に 生じ た 移 動 時の 不 注 意の 頻 度 を 6 段 階 評定

（全 く 無 かっ た ： 1～非 常 に よく あ っ た ： 6） で求 め た 。  
  



120 
 

 3 .2 . 2 _ 4 . 手続 き  
 
 研 究 ４ の調 査 手 続 きに よ り 収集 さ れ た 、移 動 時 注意 不 全 と 空間 的 注 意

課題 の デ ータ を 分 析 した 。移 動 時 注意 不 全デ ー タ は 、3 0  名 前 後 の 集 団 に

対し 、フェ イ ス シ ー ト、研 究１ で 作成 し た注 意 不 全尺 度、A D H D  チェ ッ

クリ ス ト をま と め た 冊子 を 配 布し 、 集 団 全員 の 回 答後 に 回 収 した 。 空間

的注 意 課 題の デ ー タ は、 課 題 を組 み 込 ん だ  iP a d  4 t h  g e ne r a t i o n  （ ア ップ

ル社 製 ） を  1  人  1  台配 布 し 一斉 に 実 施 し記 録 さ れ た デ ー タ を 用 い た。  
 
 3 .2 . 2 _ 5 . 倫理 的 配慮  
 
 本 研 究 は、 筑 波 大 学人 間 系 倫理 審 査 委 員会 の 承 認を 得 て 実 施し た （ 承

認番 号  筑 2 7 - 66）。  
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3 . 2 .3 . 結 果  
 
 空 間 的 注意 遂 行 の 程度 が 、 移動 時 注 意 不全 エ ラ ーに 及 ぼ す 影響 を 検 討

する た め 、群 ご と 各 課題 の 無 答率 の 基 本 統計 量 を 算出 し 、 無 答率 の 平均

値以 上 を 各課 題 の「 注意 遂 行 低」、無 答 率の 平 均 値以 下 を 各 課題 の「注 意

遂行 高 」 とし た 。  
分 析 で は 、注 意 不 全 尺度 の 下 位尺 度 ス コ アに つ い て、 群 と 群 別各 課

題の 「 注 意遂 行 低 」 と「 注 意 遂行 高 」 の 比較 を 行 なっ た 。 分 散分 析 の下

位検 定 では H o l m の 多重 比 較 を行 な っ た 。  
統 計 解 析 は、 統 計 ソ フト ウ ェア R（ 3 .3 .2）を 用 い た。  
な お 図 では A D H D 傾 向群 は A D H D  H、比 較対 照 群は A D H D  L と表 示 す

る。  
 
 3 .2 . 3 _ 1 .  注 意 切 替遂 行 の 程度 と 移 動 時注 意 不 全エ ラ ー の 関連   
 

Tab .3 .2_1 に、群別注意切替遂行の程度別尺度スコアの基本統計量を示す。 

  

Ta b . 3 .2 _1 群別 注 意 切替 遂 行 の程 度 別 尺 度ス コ ア の基 本 統 計量  

移動時

注意不全エラー

n M SD n M SD n M SD n M SD
制御不全 7 2.17 0.90 13 2.11 0.70 8 1.10 0.18 15 1.37 0.59
変更不全 7 3.37 0.84 13 2.98 0.81 8 3.27 1.19 15 2.50 0.77
水準低下 7 3.14 1.63 13 3.08 1.29 8 1.35 0.27 15 1.76 0.72
転導性 7 2.79 1.01 13 2.78 0.65 8 1.39 0.30 15 1.73 0.68

ADHD傾向群

注意切替遂行　低 注意切替遂行　高 注意切替遂行　低 注意切替遂行　高

比較対照群
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群（ A D H D 傾向 群・比較 対 照 群）×注 意 切替 遂 行 の 程 度（ 注 意切 替 遂 行

低・注 意 切 替 遂 行高 ）×移 動 時注 意 不 全 エラ ー（制 御 不 全・変 更 不 全・水

準 低 下 ・ 転 導 性 ） の 3  要 因 分 散 分 析 の 結 果 （ Fi g . 3 . 2 _1 ）、 3 要 因 （ F  
(3 , 117 )= 3 . 1 8 , ns ,  効 果量 η p2 = . 07 6）な ら びに 、群×注意 切 替 遂行 の 程 度（ F  
(1 , 39 )= 0 . 2 3 , ns ,  効 果 量 η p2 = . 0 0 6）の 2 要 因の 交 互 作用 は み ら れな か っ た。 
 

 

Fi g .3 .2 _1 群 別 注 意 切替 遂 行 の程 度 別  
移動 時 注 意不 全 エ ラ ーの 平 均 尺度 ス コ ア  

尺度
スコ

ア 

ADHD H注意切替遂行低（n=7） ADHD H注意切替遂行高（n=13） 

ADHD L注意切替遂行高（n=15） ADHD H注意切替遂行低（n=8） 
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群 ×移 動 時 注意 不 全 エラ ー （ F  (3 , 11 7 )= 7 . 09 ,p＜ . 00 1 ,  効 果量 η p2 = . 15 4）
の 2 要 因 の交 互 作 用 は有 意 で あっ た（ Fi g .3 . 2 _2）。移 動 時 注 意 不 全 エ ラ ー

別 群 の 単 純 主 効 果 検 定 で は 、「 変 更 不 全 」 以 外 、「 制 御 不 全 」（ F  
(1 , 39 )= 1 9 . 7 7 , p＜ . 00 1 ,効 果 量 η p 2 = . 33 6）、「 水 準 低 下 」（ F  ( 1 , 39 )= 20 .9 6 ,p
＜ . 0 0 1 , 効 果 量 η p2 = . 35 0 ）、「 転 導 性 」（ F  (1 ,3 9 )= 30 . 9 6 , p ＜ . 00 1 , 効 果 量

η p2 = . 44 3） の 各 水 準 にお け る 群の 要 因 の 主効 果 が みら れ た 。 A D H D 傾向

群は 比 較 対照 群 に 比 べ、「 制御 不 全」「 水 準低 下 」「 転 導 性 」の尺 度 ス コア

が高 か っ た。  
群 別 移 動 時注 意 不 全 エラ ー の 単純 主 効 果 検定 の 結 果、 A D H D 傾 向 群の

移動 時 注 意不 全 エ ラ ー要 因（ F  (3 ,5 4 ) = 6 .0 7 , p＜ . 01 ,効 果 量 η p 2 = . 25 2）が 有

意で あ っ た。下 位検 定に お いて A D H D 傾 向群 の「変 更 不 全」（ t  ( 1 8 )= 3 . 6 5 , p
＜ . 05）・「 水 準 低下 」（ t  (18 ) = 4 .0 0 , p＜ . 0 5）・「 転 導性 」（ t  ( 18 ) = 6 .1 8 , p＜ . 05）
の尺 度 ス コア は 、有 意に「 制 御 不全 」の スコ ア よ り高 い こ と が分 か っ た 。

また 比 較 対照 群 の 移 動時 注 意 不全 エ ラ ー 要因（ F  (3 ,6 3 ) = 6 5 . 80 ,p＜ . 0 0 1 ,効
果量 η p2 = . 75 8）は 有 意で あ り、下 位 検定 にお い て、比 較 対照 群は「 制御

不全 」尺 度 ス コ ア に 比べ「 変 更 不 全」（ t  ( 21 )= 1 0 .8 4 , p＜ . 05）・「 水準 低 下 」

（ t  (2 1 ) = 4 . 6 4 , p＜ . 05）・「 転 導 性」（ t  ( 2 1 ) = 5 .1 2 , p＜ . 0 5） の 尺 度ス コ ア は有

意に 高 か った 。「 変 更 不全 」尺 度ス コ ア は「 水準 低 下」（ t  (21 ) = 7 .7 1 , p＜ . 05）・
「転 導 性」（ t  ( 2 1 ) = 7 . 9 3 , p＜ . 0 5） に 比べ 有 意に 高 か った 。  
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Fi g .3 .2 _2 群 別 移 動 時注 意 不 全エ ラ ー の 平均 尺 度 スコ ア  

尺度
スコ

ア 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

＊  ＊  ＊

＊
＊  

[注 ]   * p  <  . 0 5 ,  * * * p  <  . 0 0 1  

＊
＊
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注 意 切 替 遂 行 の 程 度 ×  移 動 時 注 意 不 全 エ ラ ー （ F  ( 3 ,117 )= 3 . 1 8 ,p＜ . 0 5 ,  
効果 量 η p2 = . 07 6）の 2 要 因の 交 互作 用 は 有意 で あ った（ Fi g . 3 .2 _ 3）。移 動

時注 意 不 全エ ラ ー 別 注意 切 替 遂行 の 程 度 要因 の 単 純主 効 果 検 定で は 、「変

更不 全 」尺 度水 準 に おけ る 注 意切 替 遂 行 の程 度 要 因（ F  (1 , 3 9 ) = 4 .1 4 , p＜ . 0 5 ,  
効果 量 η p2 = . 09 6）の 主効 果 が みら れ た 。②注 意 切 替 課 題 の 遂 行が 低 い と

「変 更 不 全」 の 尺 度 スコ ア が 高い こ と が 分か っ た 。  
注 意 切 替 遂 行 の 程 度 別 移 動 時 注 意 不 全 エ ラ ー の 単 純 主 効 果 検 定 の 結

果 、「 注 意 切 替 遂 行 高 」 水 準 の 移 動 時 注 意 不 全 エ ラ ー 要 因 （ F  
(3 , 39 )= 1 7 . 1 7 , p＜ . 0 1 ,効果 量 η p2 = . 56 9）が 有意 で あ り 、下 位 検 定に お い て、

「注 意 切 替遂 行 高 」条件 の「 制 御不 全 」の尺 度 ス コア に 比 べ「 変 更 不 全 」

（ t  ( 13 )= 6 . 07 , p＜ . 0 5）・「 水 準 低 下 」（ t  ( 13 )= 3 . 78 ,p＜ . 0 5）・「 転 導 性 」（ t  
(1 3 )= 4 .7 4 , p＜ . 0 5）の 尺度 ス コ アは 有 意 に 高か っ た。「 変 更 不 全 」尺度 スコ

アは「 水 準 低下 」（ t  ( 13 )= 3 . 2 8 , p＜ . 0 5）・「 転導 性 」（ t  ( 13 ) = 4 .0 1 , p＜ . 0 5）に

比 べ 有 意 に 高 か っ た 。 ま た 「 注 意 切 替 遂 行 低 」 水 準 の 単 純 主 効 果 （ F  
(3 , 78 )= 1 2 . 7 9 , p＜ . 0 0 1 ,効 果量 η p2 = . 3 3 0）が 有意 で あ った 。下 位 検定 に お い

て、「 制 御 不全 」尺 度 スコ ア に 比べ「変 更 不全 」（ t  (2 6 ) = 5 . 8 2 , p＜ . 05）・「 水

準低 下 」（ t  (26 ) = 4 .5 3 , p＜ . 0 5）・「転 導 性」（ t  (2 6 ) = 7 . 3 6 , p＜ . 0 5）の 尺度 ス コ

アは 有 意 に高 か っ た 。「 変 更不 全 」の尺 度 スコ ア は「転 導 性 」（ t  ( 2 6 )= 2 . 6 5 , p
＜ . 05）に 比 べ 有意 に高 か っ た。  
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Fig .3 .2_3 注意切替遂行の程度別移動時注意不全エラーの  
平均尺度スコア  

尺度
スコ

ア 

＊

＊

＊

＊  

＊  ＊  

＊ ＊＊  

＊

[注 ]   * p  <  . 0 5  

注意切替遂行低（n=15） 注意切替遂行高（n=28） 
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 3 .2 . 3 _ 2 .  変 化 検 出遂 行 の 程度 と 移 動 時注 意 不 全エ ラ ー の 関連  
 

Tab .3 .2_2 に、群別変化検出遂行の程度別尺度スコアの基本統計量を示す。 

 

Ta b . 3 .2 _2 群別 変 化 検出 遂 行 の程 度 別 尺 度ス コ ア の基 本 統 計量  

移動時

注意不全エラー

n M SD n M SD n M SD n M SD
制御不全 6 2.57 0.69 14 1.94 0.72 11 1.13 0.19 12 1.41 0.65
変更不全 6 3.48 0.66 14 2.96 0.86 11 2.97 1.12 12 2.58 0.85
水準低下 6 3.89 1.05 14 2.76 1.39 11 1.41 0.33 12 1.81 0.78
転導性 6 3.02 0.90 14 2.68 0.72 11 1.43 0.43 12 1.77 0.69

ADHD傾向群 比較対照群

変化検出遂行　低 変化検出遂行　高 変化検出遂行　低 変化検出遂行　高



128 
 

群 （ A D H D 傾 向群 ・ 比較 対 照 群） ×変 化 検出 遂 行 の 程 度 （ 変 化 検 出 遂

行低・変 化 検出 遂 行 高 ）×移 動 時 注意 不 全エ ラ ー（ 制御 不 全・変更 不 全・

水 準 低 下 ・ 転 導 性 ） の 3  要 因 分 散 分 析 の 結 果 （ Fi g .3 .2 _ 4）、 3 要 因 （ F  
(3 , 117 )= 1 . 9 6 , n s ,  効 果 量 η p2 = . 04 8）、 変 化 検 出 遂 行 の 程 度 ×移 動 時 注 意 不

全エ ラ ー（ F  ( 3 ,11 7 ) = 0 .9 6 ,n s ,  効果 量 η p2 = . 02 4）の 2 要 因 の交 互作 用 は み

られ な か った 。  
 

 

Fi g .3 .2 _4 群 別 変 化 検出 遂 行 の程 度 別  
移動 時 注 意不 全 エ ラ ーの 平 均尺度 ス コ ア  

尺度
スコ

ア  

ADHD H変化検出遂行低（n=6） 

ADHD L変化検出遂行低（n=11） 

ADHD H変化検出遂行高（n=14） 

ADHD L変化検出遂行高（n=12） 
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群 ×変 化 検 出遂 行 の 程度（ F  ( 1 ,3 9 ) = 4 . 5 7 , p＜ . 0 5 ,  効 果量 η p2 = . 10 5）の 2
要 因 の交 互 作 用 （ Fi g .3 .2 _ 5） は有 意 で あ っ た 。変 化 検 出 遂 行 の 程 度別 群

の 要 因 の 単 純 主 効 果 検 定 の 結 果 、「 変 化 検 出 遂 行 低 」 水 準 （ F  
(1 , 15 )= 4 7 . 8 2 , p＜ . 0 0 1 ,  効果 量 η p 2 = . 76 1）の群 の 要 因 は 有 意 で あ っ た 。「 変

化検 出 遂 行低 」 条 件 で、 A D H D 傾向 群 は 比較 対 照 群に 比 べ 、 注 意 不 全 の

総ス コ ア が高 か っ た 。「 変化 検 出 遂行 高 」水 準（ F  (1 , 2 4 ) = 6 .9 2 , p＜ . 05 ,  効
果量 η p2 = . 22 4）の 群 の要 因 で も効 果 が あ り、「 変化 検 出 遂行 高 」条 件 で 、

A D H D  傾向 群 は 比 較 対照 群 に 比べ 、注意 不全 の 総 スコ ア が 有 意に 高 か っ

た。  
群 別 変 化 検出 遂 行 の 程度 要 因 の単 純 主 効 果検 定 の 結果 、 A D H D 傾 向群

（ F  (1 , 18 )= 4 . 7 7 , p＜ . 05 ,  効 果 量 η p2 = . 21 0）の み 変 化検 出 遂 行 の程 度 の 効

果が み ら れ、A D H D 傾向 群 は、「変 化 検 出遂 行 低」条 件が「 変 化 検 出 遂 行

高」 条 件 より 有 意 に 注意 不 全 の総 ス コ ア が高 か っ た。  

 

Fi g .3 .2 _5 群 別 変 化 検出遂 行 の程 度 別 注 意不 全 尺 度の 平 均 総 スコ ア  

総ス
コア

 

＊ ＊ ＊  

＊  

＊  

[注 ]   *p  <  . 0 5 ,  * * * p  <  . 0 0 1  

変化検出遂行低 

変化検出遂行高 
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群 ×移 動 時 注意 不 全 エラ ー （ F  (3 , 11 7 )= 6 . 69 ,p＜ . 00 1 ,  効 果量 η p2 = . 14 6）
の 2 要 因 の交 互 作 用 は有 意 で あっ た（ Fi g .3 . 2 _6）。移 動 時 注 意 不 全 エ ラ ー

別群 の 単 純主 効 果 検 定で は 、「 変 更 不全 」尺 度 の 水準 以 外、「制 御 不 全」

（ F  (1 ,3 9 ) = 2 6 . 19 , p＜ . 0 0 1 ,効 果量 η p2 = . 40 1）、「 水準 低 下 」（ F  (1 , 3 9 ) = 2 9 . 11 , p
＜ . 00 1 ,効果 量 η p 2 = . 4 2 7）、「転 導 性」尺 度（ F  ( 1 , 3 9 ) = 3 3 . 14 ,p＜ . 00 1 ,効 果量

η p2 = . 45 9） の 各 水 準 にお け る 群の 効 果 が みら れ た 。 A D H D 傾 向群 は 比 較

対照 群 に 比べ 、「制 御不 全 」「 水 準 低下 」「 転導 性 」の 尺度 ス コ ア が 高 か っ

た。  
ま た 、 群 別移 動 時 注 意不 全 エ ラー の 単 純 主効 果 検 定で は 、 A D H D 傾向

群の 移 動 時注 意 不 全 エラ ー 要 因（ F  ( 3 , 54 )= 6 . 00 ,p＜ . 01 ,効 果 量 η p2 = . 25 0）
が有 意 で あり 、下 位 検定 に お いて 、「 変 更不 全 」（ t  (18 ) = 3 .2 3 , p＜ . 0 5）・「水

準低 下 」（ t  (18 ) = 4 .3 6 , p＜ . 0 5）・「転 導 性」（ t  (1 8 ) = 5 . 7 6 , p＜ . 0 5）の 尺度 ス コ

アは 、 有 意に 「 制 御 不全 」 ス コア よ り 高 かっ た 。 比較 対 照 群 の移 動 時注

意不 全 エ ラー 要 因 の 単純 主 効 果（ F  ( 3 , 6 3 ) = 4 7 . 91 , p＜ . 0 0 1 ,効 果 量 η p 2 = . 6 9 5）
は有 意 で あり 、下 位 検定 に お いて 、「制 御不 全 」尺 度ス コ ア に 比 べ「 変 更

不全 」（ t  (2 1 )= 9 .11 , p＜ . 05）・「水 準 低 下」（ t  (2 1 ) = 5 .1 2 , p＜ . 0 5）・「転 導 性」

（ t  ( 21 )= 5 . 5 1 ,p＜ . 0 5）の 尺 度 スコ ア は 有 意に 高 か った 。「 変 更不 全 」尺度

スコ ア は、「 水準 低 下 」（ t  (2 1 ) = 6 . 3 2 , p＜ . 0 5）・「 転 導 性」（ t  ( 21 )= 6 . 56 , p＜ . 0 5）
に比 べ 有 意に 高 か っ た。  
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Fi g .3 .2 _6 群 別 移 動 時注 意 不 全エ ラ ー の 平均 尺 度 スコ ア  

尺度
スコ

ア 

＊ ＊ ＊  ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

＊ ＊  ＊  

＊  

＊  ＊  

＊＊  

[注 ]   * p  <  . 0 5 ,  * * * p  <  . 0 0 1  
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3 . 2 .4 . 考 察  
 

本 研 究 で は、 A D H D 傾向 者 の 空間 的 注 意 遂行 の 程 度 が 、 移 動 時 注 意不

全 エ ラ ー と ど の よ う に 関 係 す る の か を 明 ら か に す る こ と を 目 的 に 、

A D H D 傾 向 群と 比 較 対照 群 の 比較 よ り 無 答率 を 指 標と し た ② 注 意 切 替 課

題お よ び ③変 化 検 出 課題 の 遂 行程 度 別 、 注意 不 全 尺度 の 下 位 尺度 に つい

て、 3 要因 の 分散 分 析を 行 な った 。 分 析 の結 果 、 どち ら の 課 題 で も 3 要

因の 交 互 作用 は み ら れな か っ た。  
た だ し 、 ③変 化 検 出 課題 で は 、変 化 検 出 遂行 の 程 度と 群 の 要 因に 交 互

作用 が み られ た 。 単 純主 効 果 検定 の 結 果 、 A D H D 傾 向者 の 「 変化 検 出遂

行低 」 条 件は 「 変 化 検出 遂 行 高」 条 件 よ り有 意 に 注意 不 全 尺 度の 総 スコ

アが 高 か った 。 ま た 群の 要 因 にお け る 変 化検 出 遂 行の 程 度 の 条件 で は、

遂行 程 度 の高 ・ 低 条 件と も に 効果 を 確 認 した が 、 F 値と 効 果 量の 大 きさ

から 、 A D H D 傾 向 者 は比 較 対 照群 に 比 べ 「変 化 検 出遂 行 低 」 条件 に お い

て、 有 意 に注 意 不 全 尺度 の 総 スコ ア が 高 かっ た 。  
以 上 の 結 果か ら 、 ③ 変化 検 出 遂行 の 程 度 と移 動 時 注意 不 全 エ ラー の 関

係が 分 か り、 A D H D 傾向 者 の 移動 時 注 意 不全 エ ラ ー の タ イ プ と 群 の 要因

の関 り は 確認 で き な かっ た が、A D H D  傾 向者 の 移 動時 注 意 不 全エ ラ ー に

は、 ③ 変 化検 出 遂 行 の程 度 が 影響 を 及 ぼ すこ と が 明ら か と な った 。  
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3 . 3 . 【 研 究６ 】 A D H D 傾向 者の 危 険感  
3 . 3 .1 . 研 究 の背 景 と目 的  
 

小 菅 ・志 田 ・ 山 下 （ 20 11） は 静 止 画を 用 い て 道路 交 通 場 面 内 の 人 や車

に直 感 的 に抱 く 危 険 印象 と 選 択的 注 意 課 題な ど の 遂行 成 績 と の関 係 を分

析し 、 実 証的 に 道 路 交通 場 面 の危 険 印 象 と注 意 パ フォ ー マ ン スの 関 連性

を指 摘 し てい る 。  
研 究 ４ に おい て 、 A D H D 傾向 者の ② 注 意切 替 課 題と ③ 変 化 検出 課 題の

パフ ォ ー マン ス が 、 比較 対 照 群と 比 べ 非 対称 の 空 間的 注 意 の 働き が 示唆

され た 。 この 結 果 よ り、 A D H D 傾向 者 に は特 有 の 空間 的 注 意 の 働 き が 示

唆さ れ 、 この よ う な 空間 的 注 意の 働 き が 主観 的 リ スク 反 応 に 何か し ら影

響を 及 ぼ すこ と が 想 定さ れ る 。し か し 、 A D H D 傾向 者 の 交 通 リ ス ク に対

する 直 感 的反 応 （ 危 険感 ） は 明ら か に さ れて い な い。  
そ こ で 本 研究 で は 、 研究 ２ で 作成 し た 道 路交 通 場 面の 動 画 を 用い た 感

覚・ 感 性 レベ ル の 印 象反 応 の 抽出 を 試 み た危 険 印 象評 価 課 題 を用 い て、

健常 大 学 生を 対 象 と した ア ナ ログ 研 究 法 によ り 、 A D H D の 優 勢 状 態 別 の

A D H D 傾向に お ける 危険 感 の 特徴 を 検 討 する こ と を目 的 と す る。  
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3 . 3 .2 . 方 法  
 3 .3 . 2 _ 1 . 対象 者  

(1 ) 研 究 対 象者  
研 究 ４ と 同 様 。 関 東 近 郊 の 複 数 の 大 学 に 通 う 大 学 生  19 0  名 （ 平 均 年

齢： 19 . 62  ±1 .5 6  歳 、男 性  8 5  名 、 女 性  1 05  名） の う ち、 回答 不 備 等を

除い た 1 56  名 。  
 

(2 ) 分 析 対 象者  
 A D H D 傾 向者 の 評 価に 用 い たチ ェ ッ ク リス ト 、 教示 、 回 答 方法 は 研究

４と 同 様 であ っ た 。 得点 化 は 、そ れ ぞ れ 9 問 で 評 価さ れ る 優勢 状 態 （不

注意 /多 動 性 ・ 衝 動 性） 毎 に 行な っ た （ レン ジ ： 0～ 36 点 ）。  
A D H D の不 注 意 が優 勢な 状 態 像（ 以 下、A D H D 不注意 優 勢 ）は、9 問 の

スコ ア の 平均 値 15 . 2 0 を 基 準に 、 平 均値 ＋ 1S D の 者 を 「 不 注 意 ス コ ア 高

群」 の 23 名 （平 均 年齢 1 9 . 13 ±1 .4 2 歳、 男性 15 名 、 女性 8 名）、 平 均 値

－ 1S D の者 を「 不注 意ス コ ア 低群 」の 2 1 名（平 均 年 齢 19 . 57 ±1 . 16 歳、男

性 8 名 、 女性 1 3 名 ）と し た 。  
A D H D の多動 性 ・ 衝 動性 が 優 勢な 状 態 像 （以 下 、 A D H D 多 動 性 衝 動性

優勢 ） は 、 9 問の ス コア の 平 均値 10 . 84 を基 準 に 、平 均 値 ＋ 1S D の 者 を

「多 動 性 衝動 性 ス コ ア高 群 」 の 2 5 名 （ 平均 年 齢 1 9 . 12 ±1 . 0 1 歳、 男 性 1 6
名、 女 性 9 名）、 平 均値 － 1S D の 者を 「 多動 性 衝 動性 ス コ ア 低 群 」 の 19
名（ 平 均 年齢 1 9 . 26 ± 1 .0 5 歳 、男 性 7 名、 女性 12 名 ） と した 。  
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 3 .3 . 2 _ 2 . 危険 印 象評 価 課 題  
  ( 1 ) 課 題   

研 究 ２ で 作成 し た 危 険印 象 評 価課 題 。 動 画に よ る 8 つ の 異 な る道 路 交

通場 面 に つい て 、 ま ず場 面 状 況を 文 章 で 提示 し 、 その 状 況 を イメ ー ジさ

せな が ら 動画 を 観 察 させ た 。そ して 直 感 的に「 危 な い」「 危 なそ う 」と感

じる 対 象 ・箇 所 な ど につ い て 、自 由 に 、 直接 複 数 個所 の タ ッ プを 求 める

課題 。 合計 8 試 行 。  
 
  ( 2 ) 場 面 刺 激   

場 面 １ ： 片側 ４ 車 線 で駐 車 車 両の 多 い 隣 車線 を 直 進し て い る 場面 。  
場 面 ２ ： 片側 １ 車 線 のカ ー ブ の道 路 を 走 行し て い る場 面 。  
場 面 ３ ： 交通 量 の 少 ない 片 側 2 車 線 道 路 を直 進 し てい る 場 面 。  
場 面 ４：歩 行者・自 転車 の 多 い商 店 街 の 生活 道 路 を直 進 し て いる 場 面。 
場 面 ５ ： 車が 走 っ て いな い 住 宅街 の 道 路 を直 進 し てい る 場 面 。  
場 面 ６：対向車線が渋滞している片側１車線の道路を直進している場面。 
場 面 ７ ： 見通 し の 悪 い住 宅 街 の狭 路 を 走 行し て い る場 面 。  
場 面 ８ ： 片側 5 車 線 で交 通 量 の多 い 道 路 を走 行 し てい る 場 面 。  

 
 3 .3 . 2 _ 3 . 手続 き  
 
 研 究 ４ の調 査 手 続 きに よ り 収集 さ れ た 、危 険 印 象評 価 課 題 のデ ー タ を

分析 し た 。  
調 査 は、30  名 前 後 の集 団 に 対し 、フ ェ イス シ ー ト、研究 １ で作 成 し た

注意 不 全 尺度 、A D H D  チ ェッ ク リ スト を まと め た 冊子 を 配 布 し、集 団 全

員の 回 答 後に 回 収 し た。 危 険 印象 評 価 課 題の デ ー タは 、 課 題 を組 み 込ん



136 
 

だ  iP a d  4 t h  g e ne r a t i o n  （ ア ッ プル 社 製 ） を  1  人  1  台 配 布 し 一 斉 に 実施

し記 録 さ れた デ ー タ を用 い た 。  
 
 3 .3 . 2 _ 4 . 倫理 的 配慮  
 
 本 研 究 は、 筑 波 大 学人 間 系 倫理 審 査 委 員会 の 承 認を 得 て 実 施し た （ 承

認番 号  筑 2 7 - 66）。  
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3 . 3 .3 . 結 果  
 3 .3 . 3 _ 1 .  ADHD の優勢状態の高低別場面における危険印象評価数の分散 
 

場 面 ご と 、 A D H D の優勢 状 態 の高 低 が 、 どの 程 度 危険 印 象 評 価の ば ら

つき に 違 いを 示 す か を調 べ る ため 、 8 場 面の タ ッ プ数 （ 危 険 印象 評 価

数） に つ いて 、 A D H D の優 勢状 態 像 別に 各ス コ ア の高 ・ 低 群 の平 均 危 険

印象 評 価 数、 分 散 を 算出 し  F 検 定 を行 なっ た 。  
統 計 解 析 は、 統 計 ソ フト ウ ェア R（ 3 .3 .2）を 用 い た。  

 
(1 )   A D H D 不注 意 優勢   

Ta b . 3 . 3 _1 に 、 群 別 場面 ご と 危険 印 象 評 価数 の 基 本統 計 量 を 示す 。  

 
  

Ta b . 3 .3 _1 群別 場 面 ごと危 険 印象 評 価 数 の基 本 統 計量  

場面 n M Variance 場面 n M Variance
1 21 7.90 39.39 1 23 7.30 21.58
2 21 6.10 23.69 2 23 5.43 24.53
3 21 6.33 11.33 3 23 6.61 39.70
4 21 19.62 79.15 4 23 16.39 76.52
5 21 6.38 12.45 5 23 6.74 17.47
6 21 6.19 13.36 6 23 5.43 42.98
7 21 6.05 15.75 7 23 5.04 15.59
8 21 5.29 10.31 8 23 5.35 36.60

不注意スコア低群 不注意スコア高群
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2 群 の分 散 の散 ら ば りを 検 定 した 結 果、場面 ３（ F ( 22 ,2 0 ) = 3 . 5 0 , p< . 0 1）,
場面 ６（ F (2 2 ,2 0 ) = 3 . 2 2 , p< . 0 1）、場面 ８（ F (2 2 ,2 0 ) = 3 . 5 5 , p< . 01）は 、平 均危

険印 象 評 価数 の 分 散 に差 が み られ 、「 不 注意 ス コ ア高 群 」の 危険 印 象 評価

数の ば ら つき が 有 意 に大 き い 場面 で あ る こと が 分 かっ た 。  
 

(2 )   A D H D 多動 性 衝動 性優 勢  
Ta b . 3 . 3 _2 に 、 群 別 場面 ご と 危険 印 象 評 価数 の 基 本統 計 量 を 示す 。  

 

Ta b . 3 .3 _2 群別 場 面 ごと危 険 印象 評 価 数 の基 本 統 計量  

場面 n M Variance 場面 n M Variance
1 19 6.00 18.00 1 25 7.08 23.99
2 19 4.58 10.70 2 25 5.12 23.61
3 19 5.05 10.94 3 25 6.28 38.04
4 19 17.68 56.67 4 25 15.60 72.75
5 19 5.47 8.82 5 25 6.84 21.89
6 19 3.74 9.09 6 25 5.88 47.11
7 19 5.00 15.11 7 25 5.20 23.17
8 19 3.89 11.10 8 25 5.72 48.29

多動性衝動性スコア低群 多動性衝動性スコア高群
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2 群 の分 散 の散 ら ば りを 検 定 した 結 果、場面 ２（ F ( 24 ,1 8 ) = 2 . 2 1 , p< . 0 5）,
場 面 ３ （ F (2 4 , 1 8 ) = 3 . 4 8 , p< . 0 1）、 場 面 ５ （ F (2 4 ,1 8 ) = 2 . 4 8 , p< . 0 5）、 場 面 ６

（ F (2 4 ,1 8 ) = 5 .1 8 , p< . 0 1）、場 面８（ F (2 4 ,1 8 ) = 4 .3 5 , p< . 0 1）は、平 均危 険 印 象

評価 数 の 分散 に 差 が みら れ 、「多 動 性 衝 動性 ス コ ア高 群 」の 危険 印 象 評価

数の ば ら つき が 有 意 に大 き い 場面 で あ る こと が 分 かっ た 。  
 
 3 .3 . 3 _ 2 .  ADHD の優勢状態の高低別場面の危険印象評価の時系列変化 

 
3 . 3 .3 _ 1 .の 結 果、A D H D の優 勢状 態 の 高低 によ り 危 険印 象 評 価 のば ら つ

きが 場 面 で異 な る こ とが 分 か った 。  
そ こ で 、場 面 の 時 系 列変 化 に 伴う A D H D の優 勢 状 態の 高 低 別 危険 印 象

評価 数 の ばら つ き の 違い を 検 討す る た め 、場 面時 間 を「 前 半 」「 中 盤」「後

半」 に 3 分 割 し、 A D H D の優 勢 状 態像 別に 各 ス コア の 高 ・ 低 群 の 危 険 印

象評 価 数 の平 均 値、 SD、変 動 係数： C V 値（ 標 準偏 差 /平 均 × 1 00）を 算 出

した 。なお C V 値は 50 を 基 準値 と し 、数 値が 大 き くな る と ば ら つ き の 大

きさ を 示 し、 数 値 が 小さ く な ると ば ら つ きの 小 さ さを あ ら わ すも の であ

る。  
分 析 で は 、場面 ５ ～ ８は A D H D 不 注意 優 勢お よ び A D H D 多 動 性衝 動 性

優勢 の ど ちら の 群 で も、 場 面 「中 盤 」 時 間の 危 険 印象 評 価 数 が 0 で あっ

たた め 、「 中 盤 」の 時間 は 分 析対 象 か ら 除外 し た 。  
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(1 )   A D H D 不注 意 優勢  
Ta b . 3 . 3 _3 に 、群 別 場 面時 間 ご と危 険 印 象 評価 数 の 基本 統 計 量 を 示 す 。 

 

Ta b . 3 .3 _3 群別 場 面 別場 面 時 間ご と 危 険 印象 評 価 数の 基 本 統計量  

場面時間 M SD CV 場面時間 M SD CV

前半 1.86 1.93 103.97 前半 1.43 1.56 108.84
中盤 2.48 2.18 88.13 中盤 2.39 1.67 69.91
後半

3.57 2.66 74.38
後半

3.48 2.33 67.07
計 7.90 6.28 79.40 計 7.30 4.65 63.61

前半 1.33 1.43 106.95 前半 1.43 1.83 127.53
中盤 2.90 2.23 76.91 中盤 2.74 2.03 74.02
後半 1.86 1.77 95.24 後半 1.26 1.54 122.44
計 6.10 4.87 79.85 計 5.43 4.95 91.13

前半 2.81 1.91 68.11 前半 2.48 2.52 101.70
中盤 0.76 0.89 116.69 中盤 0.96 2.01 210.22
後半 2.76 1.30 47.08 後半 3.17 2.19 68.93
計 6.33 3.37 53.16 計 6.61 6.30 95.35

前半 7.48 3.41 45.68 前半 7.39 4.21 56.93
中盤 6.95 4.73 68.00 中盤 5.65 5.01 88.72
後半 5.19 3.23 62.32 後半 3.35 2.39 71.26
計 19.62 8.90 45.35 計 16.39 8.75 53.37

前半 1.38 0.80 58.27 前半 1.43 1.38 95.90
後半 5.00 3.35 66.93 後半 5.30 3.24 61.07
計

6.38 3.53 55.29
計

6.74 4.18 62.03

前半 1.76 1.79 101.38 前半 1.48 2.13 144.04
後半 4.43 2.36 53.23 後半 3.96 4.71 119.15
計 6.19 3.66 59.05 計 5.43 6.56 120.63

前半 2.19 1.91 87.36 前半 2.00 1.93 96.53
後半 3.86 2.61 67.75 後半 3.04 2.25 73.79
計 6.05 3.97 65.62 計 5.04 3.95 78.28

前半 2.33 1.43 61.11 前半 2.48 2.04 82.40
後半 2.95 2.56 86.67 後半 2.87 4.31 150.18
計 5.29 3.21 60.76 計 5.35 6.05 113.13

場面3

場面4

場面5

場面7

場面6

場面8

不注意スコア低群 不注意スコア高群

場面1

場面2
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Fi g .3 .3 _1 に 、場 面 ご との C V 値 を 示 す 。図の H 群 は「 不 注意 スコ ア 高

群」、 L 群 は 「 不注 意ス コ ア 低群 」 を 示 す。  
場 面 １ ・ ２・ ４ ・ ７ は群 間 の C V 値 の 差 はな か っ た。 場 面 ５ も群 間の

差は な い が、「 前半 」は「不 注 意 スコ ア 高群 」の ば ら つ き が 大き く あ らわ

れた 。  
場 面 ３・場 面 ６・場 面８ で は、「 不注 意 スコ ア 高 群」は「不 注 意 ス コ ア

低群 」 に 比べ 危 険 印 象評 価 の ばら つ き が 大き か っ た。 場 面 内 の時 系 列変

化を み る と、 場 面 ３ は「 中 盤 」の ば ら つ きが 大 き く、「 前 半 」「後 半 」の

ばら つ き は小 さ く な る傾 向 で あっ た。場 面６ は 、「 後 半 」の ば らつ き が 小

さく な る 傾向 が あ り 、場 面 ８ は「 前 半 」 に比 べ 「 後半 」 に ば らつ き が大

きく な り 、場 面 に 一 貫し た 危 険印 象 評 価 ばら つ き の共 通 性 は みら れ なか

った 。  
場 面 ３・場 面 ６・場 面８ に お いて 、「 不 注意 ス コ ア高 群 」は「不 注 意 ス

コア 低 群 」に 比 べ C V 値 が大 き く 、個 人 間の 危 険 印象 評 価 の ばら つ き が

大き い 場 面で あ る こ とが 分 か った 。 ま た 「不 注 意 スコ ア 高 群 」と 「 不注

意ス コ ア 低群 」 で 危 険印 象 評 価ば ら つ き の時 系 列 変化 は 同 様 の傾 向 を示

し、 場 面 ３は 「 前 半 」と 「 後 半」、 場面 ６と 場 面 ８は 、「 前 半」 の ば らつ

きの 差 が 小さ く 、 A D H D 不注 意優 勢 の 高低 で 危 険感 の ば ら つき に 大 きな

差が み ら れな い 場 面 時間 が あ るこ と も 分 かっ た 。  
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 Fi g .3 .3 _1 群 別 場 面 別場 面 時 間ご と の C V 値の 変化  
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(2 )   A D H D 多動 性 衝動 性優 勢  
Ta b . 3 . 3 _4 に 、 群別 場面 時 間 ごと 危 険 印 象評 価 数 の 基 本 統 計 量を 示 す。 

 

Ta b . 3 .3 _4 群別 場 面 別場 面 時 間ご と 危 険 印象 評 価 数の 基 本 統計量  

場面時間 M SD CV 場面時間 M SD CV

前半 1.21 1.32 108.69 前半 1.64 1.73 105.44
中盤 1.89 1.10 58.07 中盤 2.20 1.89 86.04
後半 2.89 2.18 75.42 後半 3.24 2.22 68.60
計 6.00 4.24 70.71 計 7.08 4.90 69.19

前半 1.00 1.33 133.33 前半 1.36 1.85 135.71
中盤 2.42 1.22 50.24 中盤 2.56 2.02 79.00
後半 1.16 1.12 96.61 後半 1.20 1.63 136.08
計 4.58 3.27 71.44 計 5.12 4.86 94.90

前半 2.21 1.87 84.74 前半 2.64 2.87 108.73
中盤 0.47 0.70 147.08 中盤 0.92 1.75 190.66
後半 2.37 1.38 58.39 後半 2.72 2.01 73.93
計 5.05 3.31 65.47 計 6.28 6.17 98.22

前半 6.89 3.25 47.10 前半 6.20 3.64 58.71
中盤 5.63 3.70 65.70 中盤 5.52 4.46 80.87
後半 5.16 2.19 42.51 後半 3.88 1.90 48.97
計 17.68 7.53 42.57 計 15.60 8.53 54.68

前半 1.11 0.88 79.19 前半 1.16 1.21 104.64
後半 4.37 2.45 56.18 後半 5.68 3.74 65.82
計 5.47 2.97 54.25 計 6.84 4.68 68.40

前半 0.84 1.34 159.63 前半 1.44 2.26 156.67
後半 2.89 2.26 78.01 後半 4.44 4.86 109.39
計 3.74 3.02 80.70 計 5.88 6.86 116.73

前半 1.79 1.96 109.54 前半 2.04 2.05 100.54
後半 3.21 2.37 73.84 後半 3.16 3.01 95.24
計 5.00 3.89 77.75 計 5.20 4.81 92.56

前半 1.89 1.33 70.14 前半 2.36 2.06 87.25
後半 2.00 2.45 122.47 後半 3.36 5.17 153.90
計 3.89 3.33 85.54 計 5.72 6.95 121.49

場面5

場面7

場面6

場面8

多動性衝動性スコア低群 多動性衝動性スコア高群

場面1

場面2

場面3

場面4
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Fi g .3 .3 _2 に 、場 面 ご との C V 値 を 示 す 。図の H 群 は「 多 動性 衝動 性 ス

コア 高 群」、 L 群 は 「多 動 性 衝動 性 ス コ ア低 群 」 を示 す 。  
場 面 １ ・ ４・ ７ は 群 間に ば ら つき の 違 い はみ ら れ なか っ た 。  
場 面 ２ ・ 場面 ３ ・ 場 面５ ・ 場 面６ ・ 場 面 ８で は 、 多動 性 衝 動 性ス コ ア

高群 は 低 群に 比 べ 危 険印 象 評 価の ば ら つ きが 大 き かっ た 。 場 面内 の 時系

列変 化 を みる と 、 場 面２ は 「 中盤 」 に 比 べ「 前 半 」と 「 後 半 」の ば らつ

きが 大 き くな る 傾 向 がみ ら れ 、反 対 に 場 面３ は 「 中盤 」 の ば らつ き が大

きく 、「前 半 」「 後 半 」の ば ら つき は 小 さ くな る 傾 向で あ っ た 。場 面 ５お

よび 場 面 ６は 、「 後 半」の ば らつ き が 小 さく な り 、場 面 ８ は「前 半 」に比

べ「 後 半 」に ば ら つ きが 大 き くな る な ど 、危 険 印 象評 価 ば ら つき の 場面

に一 貫 し た共 通 性 は みら れ な かっ た 。  
場 面 ２ ・ 場面 ３ ・ 場 面５ ・ 場 面６ ・ 場 面 ８で は 、 多動 性 衝 動 性ス コ ア

高群 は 低 群に 比 べ 場 面全 体 の 変動 係 数 値 は大 き く 、お お む ね 個人 間 の危

険印 象 評 価の ば ら つ きが 大 き いこ と が 分 かっ た 。 多動 性 衝 動 性ス コ ア高

群と 低 群 でば ら つ き の時 系 列 変化 は 同 様 の傾 向 を 示し 、場面 ２・場 面６・

場面 ８ は、「 前 半」 のば ら つ きの 差 が 小 さく 、 場 面３ ・ 場 面 ５は 「 後 半」

に高 群 低 群の ば ら つ きの 差 が 小さ く な り 、多 動 性 衝動 性 優 勢 の高 低 で危

険印 象 評 価の ば ら つ きに 大 き な差 が み ら れな い 時 間が あ る こ とも 分 かっ

た。   
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 Fi g .3 .3 _2 群 別 場 面 別場 面 時 間ご と の C V 値の 変化  
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 3 .3 . 3 _ 3 . 場面 印 象分 析  

 
 こ れ ま での 分 析 よ り、 A D H D 不 注 意 優 勢・ A D H D 多 動 性 衝 動 性 優 勢で

危険 印 象 評価 の 個 人 間差 が 大 きい 場 面 が 分か っ た 。  
 各 場 面 の特 徴 か ら A D H D 傾向 者の 危 険感 を 詳 細に 検 討 す るた め 、こ こ

では 場 面 がど の よ う な印 象 と 関わ る の か につ い て 、分 析 を 行 なっ た 。  
 場 面 印 象は R u s s e l l（ 1 98 0）の 円 環 モデ ルに 基 づ き 、快‐ 不 快 、覚 醒 ‐

眠り の 二 次元 か ら 、 ①高 覚 醒 ・快 、 ② 低 覚醒 ・ 快 、③ 高 覚 醒 ・不 快 、④

低覚 醒 ・ 不快 の 4 象 限を 設 定 した 。 8 場 面は 、 研 究 ２ の 危 険 印象 評 価 課

題の 場 面 選定 時 に 行 なっ た プ レテ ス ト の 結果 を 参 考に 、 二 次 元に マ ッピ

ング し て いっ た （ Fi g .3 .3 _ 3）。   

 
Fi g .3 .3 _3 快 ‐ 不 快 ・高 覚 醒 ‐低 覚 醒 次 元と 場 面 のマ ッ ピ ン グ  
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(1 )   低 覚 醒 ・快 象 限 の 場面 マ ッ ピン グ  
 研 究 ２ ・場 面 選 定 時の プ レ テス ト で は 、運 転 条 件で 「 ゆ っ たり 」 と し

た印 象 を 抱く 、 見 通 しが 良 く 道路 幅 員 が 広く 交 通 量が 少 な い 道路 場 面が

付置 さ れ てい た 。 広 い空 間 に よる 見 通 し の良 い 道 路構 造 は 、 快や 低 覚醒

の印 象 に 関わ る と 考 えら れ る 。  
場 面 ３ と 場面 ８ は 道 路幅 員 が 広く 見 通 し の良 い 道 路環 境 の た め、 こ の

象限 に 付 置し た 。  
 

(2 )   高 覚 醒 ・不 快 象 限 の場 面 マ ッピ ン グ  
研 究 ２ ・ 場面 選 定 時 のプ レ テ スト で は 、 運転 条 件 で人 通 り の 多い 商 店

街の 道 路 は「う ん ざ り」「 イ ライ ラ」「 い やい や 」な ど 不 快 な 印象 場 面 や、

交通 量 は 少な い が 見 通し の 悪 い生 活 道 路 の路 地 の 場面 は「 び くび く 」「ひ

やひ や 」「 ぴり ぴ り」など 高 覚 醒の 印 象 場 面が 付 置 さ れ て い た 。運 転 時の

衝突 を 回 避し な け れ ば事 故 に つな が る 顕 在ハ ザ ー ドの 多 い 場 面や 、 歩行

者、 自 転 車な ど 衝 撃 耐性 の 低 い道 路 利 用 者が 多 い と想 定 で き る見 通 しの

悪い 生 活 道路 が こ の 象限 に 付 置し て い る と考 え ら れる 。  
場 面 １ は 、交 通 量 が 多く 駐 車 車両 や 交 差 する 脇 道 が多 い 道 路 環境 、 場

面２ は 交 通量 は 少 な いが カ ー ブに よ り 道 路の 先 の 見通 し が 悪 い生 活 道 路、

場面 ４ は 人通 り の 多 い商 店 街 、場 面 ５ は 住宅 街 の 道路 を 設 定 し動 画 の後

半に 自 転 車の 顕 在 ハ ザー ド が 存在 す る 場 面、 場 面 ７は 生 活 道 路の 路 地の

ため 、 こ の象 限 に 付 置し た 。   
 

(3 )   低 覚 醒 ・不 快 象 限 の場 面 マ ッピ ン グ  
場 面 ６ は 、と き お り 自転 車 が 動画 に 出 現 し対 向 車 線が 渋 滞 し てい る と

いう 点 で ハザ ー ド が 存在 す る 場面 で あ っ た。 た だ し走 行 速 度 は低 速 で、
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赤信 号 に より 何 度 も 停車 す る 動画 で あ り 覚醒 度 は 高く な い と 考え ら れ、

この 象 限 に付 置 し た 。  
 

(4 )   場 面 印 象に も と づ く場 面 の 分類  
快 ‐ 不 快 、高 覚 醒 ‐ 低覚 醒 の 二次 元 ・ 4 象限 と 各 場面 の マ ッ ピン グ よ

り、 危 険 印象 評 価 課 題の 8 場 面は 、 2 つ のグ ル ー プに 大 別 さ れた 。  
 一 つ 目 のグ ル ー プ は、 場 面 １・ ２ ・ ４ ・５ ・ ７ から 構 成 さ れる 、 不 快

ある い は 高覚 醒 の 印 象場 面 で ある 。 人 や 自転 車 な ど、 衝 突 を 回避 し ない

と事 故 発 生に つ な が るハ ザ ー ドが 多 く 存 在し 、 又 は、 見 通 し が悪 い 生活

道路 の た め、 道 路 利 用者 の 出 現が 予 測 さ れる 脇 道 が多 く 緊 張 を強 い られ

る場 面 で 、い つ 歩 行 者や 自 転 車な ど が あ らわ れ て もお か し く ない 潜 在ハ

ザー ド が 多い 場 面 で あっ た 。  
 二 つ 目 のグ ル ー プ は、 場 面 ３・ ６ ・ ８ から 構 成 され る 、 低 覚醒 の 印 象

が共 通 す る場 面 で あ った 。  
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3 . 3 .4 . 考 察  
 

本 研 究 で は、 A D H D 傾向 者 に おけ る 危 険 感の 特 徴 を 検 討 す る こ と を目

的に 、 危 険印 象 評 価 課題 の 場 面ご と 、 A D H D の優 勢 状 態 の 高 低 が 、 どの

程度 危 険 印象 評 価 の ばら つ き に違 い を 示 すか 、 ま た場 面 の 時 系列 変 化に

伴う A D H D の優 勢 状 態の 高 低 別危 険 印 象 評価 の ば らつ き の 違 いを 検 討し

た。  
「 不 注 意 スコ ア 高 群 」「多 動 性 衝動 性 ス コア 高 群」に 共通 し て、危 険 印

象評 価 の 個人 間 差 が 大き い 場 面は 、場面 ３・６・８ で あ っ た 。3 . 3 . 3 _3 .の
場面 印 象 分析 の 結 果 、場 面 ３ ・６ ・ ８ は 低覚 醒 場 面と 考 え ら れる 。 これ

らの 場 面 の共 通 性 は 、道 路 幅 員は 広 く 、 道路 景 観 とし て 見 通 しが 良 いひ

らけ た 場 面と 言 え る 。低 覚 醒 な場 面 で は 、 A D H D の 優勢 状 態 の高 低 によ

って 危 険 印象 の ば ら つき に 差 がみ ら れ や すい こ と が明 ら か に なっ た 。  
「 多 動 性 衝動 性 ス コ ア高 群 」では「 多 動 性衝 動 性 スコ ア 低 群 」より も 、

場面 ２ ・ 場面 ５ に お いて 危 険 印象 評 価 数 のば ら つ きが 大 き か った 。 場面

２・ ５ は 、生 活 道 路 場面 の 設 定が 共 通 し てい る 。 生活 道 路 で 予測 さ れる

死角 か ら のハ ザ ー ド の出 現 は 、顕 在 ハ ザ ード （ 道 路上 で 目 に 見え て いる

衝突 を 回 避し な い と 事故 発 生 につ な が る ハザ ー ド ）と は 異 な り、 通 常発

見は 難 し くな る 。 ま た場 面 ２ ・５ は 、 と きお り 自 転車 の 顕 在 ハザ ー ドが

出 現 す る 動 画 で あ っ た 。 場 面 ２ ・ ５ へ の 危 険 印 象 評 価 の ば ら つ き が 、

A D H D 不 注意 優 勢 傾 向者 で は 観察 さ れ ず 、 A D H D 多動 性 衝 動 性優 勢 傾向

者の み 観 察さ れ た こ とか ら 、 A D H D 多 動 性衝 動 性 優勢 傾 向 の 危険 感 は、

死角 が 多 い道 路 な ど の構 造 で 危険 印 象 評 価が 変 動 しや す い 可 能性 が 示唆

され る 。  
一 方 、 3 . 3 . 3 _3 . の 場 面 印 象 分 析 の 結 果 、 危 険 印 象 評 価 の ば ら つ き が
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A D H D の 優 勢状 態 の 高低 群 で みら れ な か った 場 面 １・ ４ ・ ７ は 、 高 覚 醒

かつ 不 快 な印 象 場 面 と考 え ら れる 。 歩 行 者、 自 転 車な ど の 顕 在ハ ザ ード

や、 駐 車 車両 や 走 行 車両 の 脇 道か ら の ハ ザー ド の 出現 、 狭 路 など 、 いわ

ゆる 高 リ スク な 場 面 では 、 A D H D の 優 勢 状態 の 高 低に よ っ て 危険 印 象の

ばら つ き に差 は み ら れな か っ た。  
場 面 ご と 場面 時 間 の 危険 印 象 の時 系 列 変 化を み る と、 A D H D 不 注 意優

勢・ A D H D 多動 性 衝 動性 優 勢 とも に 、 ス コア 高 群 はス コ ア 低 群と 同 様の

変化 傾 向 を示 し 、 A D H D 傾向者 特 有 の 危険 印 象 評価 の 時 間 変化 は み られ

なか っ た 。また 、「 前 半 」にば ら つき が 大 きく な る 場 面 も あ れ ば 、「 後 半」

にば ら つ きが 大 き く なる 場 面 もあ り 、 危 険印 象 評 価の ば ら つ きの 大 小の

場面 時 間 は場 面 で 異 なり 、 場 面に 一 貫 し た危 険 印 象評 価 の ば らつ き 傾向

はみ ら れ なか っ た 。 危険 印 象 評価 は 、 そ の場 に 置 かれ た 個 人 特性 と その

場の 環 境 要因 が 相 互 に作 用 し あっ た 結 果 生じ る 心 理反 応 で あ り、 性 格や

態度 の よ うな 場 面 に 一貫 し た 傾向 性 と い うよ り は 、む し ろ 個 々の 場 面で

収集 さ れ る情 報 に 基 づき 処 理 され る リ ス ク対 処 の 反応 の た め 、場 面 の共

通性 が み られ に く い と考 え る 。  
本 研 究 の 結果 、 A D H D 不注 意 優勢 ・ A D H D 多動 性 衝 動 性 優 勢 に 共 通し

て、 危 険 印象 評 価 は 、顕 在 ハ ザー ド の 少 ない 低 覚 醒の 場 面 で ばら つ きが

大き く な るこ と 、そ して A D H D 多 動性 衝 動性 優 勢 につ い て は 、死 角 が 多

くな る 生 活道 路 場 面 で個 人 間 差が よ り 大 きく あ ら われ た 。 A D H D 不 注意

優勢 ・ A D H D 多 動 性 衝動 性 優 勢の 状 態 像 とも に 、 比較 対 照 の スコ ア 低 群

に比 べ 、 道路 交 通 場 面に 対 す る危 険 印 象 評価 の ば らつ き は 大 きく あ らわ

れ、 A D H D 傾向 者 は 場面 に 抱 く危 険 印 象 評価 の 個 人間 差 が 大 きい こ とが

明ら か と なっ た 。 し かし 、 危 険印 象 評 価 のば ら つ きの 大 き さ は場 面 や場

面内 の 時 間変 化 で 均 一で は な く、そ れは スコ ア 低 群で も 観 察 され て お り、
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危険 印 象 評価 は 、 個 人が 置 か れる 個 々 の 場面 、 そ の環 境 に よ って 大 きく

異な る こ とも 分 か っ た。  
危 険 感 は 、環 境 情 報 の受 動 的 補足 と そ の 後の 印 象 評価 に よ る 交通 リ ス

クの 直 感 的反 応 傾 向 であ り 、 A D H D 傾 向 者の 危 険 印象 評 価 の ばら つ きの

大き さ に は、 研 究 ４ およ び 研 究５ で 示 唆 され る 空 間的 注 意 の 制御 の 困難

さが 背 景 にあ る と 推 察さ れ る。本 研 究で 明ら か と なっ た A D H D 傾向 者の

低覚 醒 の 印象 場 面 に おけ る 危 険印 象 の ば らつ き の 大き さ は 、 主体 的 な移

動時 の 衝 突対 象 の 発 見の 遅 れ や見 落 と し など 道 路 交通 事 故 発 生の 危 険因

子と な る 可能 性 が 考 えら れ る 。    
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第 ４ 章  健 常 高 齢 者 の 移 動 時 注 意 不 全 に 関 す る 実 験 心 理 学 的 検 討  
 
 第 ２ 章 【研 究 ３ 】 移動 時 注 意不 全 の 差 異の 検 討 ： A D H D 傾 向 者 と 健常

高齢 者 ・ 一般 成 人 者 の比 較 に おい て 、 A D H D 傾向 者 と 健 常 高 齢 者 の 移動

時注 意 不 全の 差 異 が 明ら か と なっ た 。  
 そ こ で 第４ 章 で は 、健 常 高 齢者 の 移 動 時注 意 不 全の 心 理 的 背景 に つ い

て、 実 験 心理 学 的 手 法に よ り 検討 を 行 な う。  
 
4 . 1 . 【 研 究７ 】 健 常高 齢 者 の空 間 的 注 意機 能  
4 . 1 .1 .  研 究 の背 景 と目 的  
 

移 動 時 の “不 注 意 ” な現 象 に は、 人 間 の 最適 な 注 意制 御 の 失 敗が 背

景に あ る と考 え ら れ 、人 間 の 移動 行 動 に は空 間 的 注意 が 関 与 する と 考え

られ る 。  
研 究 ３ に おい て 、 健 常高 齢 者 の移 動 時 注 意不 全 エ ラー が A D H D 傾向

者と は 異 なる 傾 向 を 示し て い たこ と か ら 、こ こ で は健 常 高 齢 者を 対 象

に、 移 動 時の 認 知 的 活動 と 制 御処 理 に 関 わる 空 間 的注 意 の 働 きか ら 実験

心理 学 的 に検 討 す る こと を 目 的と し た 。  
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4 . 1 .2 . 方 法  
4 . 1 .2 _ 1 . 対 象者  
 ( 1 ) 調 査 対象 者  
東 京 都 内 シル バ ー 人 材セ ン タ ーの 登 録 者 およ び 東 京都 郊 外 居 住者 。  
都 内 シ ル バー 人 材 セ ンタ ー 登 録者 は 、公 益社 団 法人 B 区 シ ル バー 人 材

セン タ ー へ以 下 5 つ の募 集 要 件に 合 致 す る実 験 参 加者 の 募 集 を依 頼 し 、

参加 の 同 意の 得 ら れ た方 。募集 要 件 は① 65 歳 以 上の 者 、② 金 銭管 理 、買

い物 、 食 事、 家 事 、 事務 な ど 自立 し た 日 常生 活 を 遂行 で き て いる 者 、③

60 分 程 度の 机 上 の 作業 に お いて 健 康 上 問題 が 無 い者 、④ 眼 鏡な ど 補 助ツ

ール を 使 用す れ ば 日 常生 活 で 視覚 に 問 題 が無 い 者 、⑤ 週 3 回 以 上 自 分で

車を 運 転 し移 動 す る 、あ る い は徒 歩 や バ ス等 を 利 用し 移 動 を 行な う 者。

また 謝 礼 とし て 飲 み 物と 交 通 費な ど を 配 布し た 。  
郊 外 居 住 者は 、H 市 老人 ク ラブ M 会 の 会員 を 中 心に 、会 員 の縁 故 者 に

募集 を か け、 参 加 の 同意 の 得 られ た 方 。 募集 要 件 はシ ル バ ー 人材 セ ンタ

ーと 同 様 とし た 。 ま た謝 礼 と して 飲 食 物 を配 布 し た。  
 

(2 ) 分 析 対 象者  
研 究 ３ の 健常 高 齢 群 と同 様 。 都内 シ ル バ ー人 材 セ ンタ ー の 登 録者 お よ

び郊 外 居 住者 46 名 （平 均 年齢 70 . 74 ±5 . 7 3 歳 、 男性 23 名 ・ 女性 23 名 ）。 
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4 . 1 .2 _ 2 . 要 因計 画  
 ( 1 )  ① 空 間 的情 報選 択 課 題  
2×2 の 被 験 者内 計 画。 第 1 要 因は 、 先 行刺 激 の 感情 手 が か り で 、「ネ

ガテ ィ ブ 感情 手 が か り」「 ポ ジ ティ ブ 感 情手 が か り」の 2 水 準。第 2 要 因

は手 が か り刺 激 と 標 的刺 激 の 刺激 提 示 位 置の 一 致 で、「 一 致 」「不 一 致」

の 2 水 準 。   
 

(2 ) ② 注 意 切替 課 題  
① 2 水 準（ 全 体文 字 ・部 分 文 字） の 階 層 文字 を 要 因と し た 1 要因

被 験 者 内 計画 。  
② 3 水 準（ 全 体→ 部 分・部 分 → 全体・切 り替 え 無 し ）の 階 層 の切 替

方 向 を 要 因と し た 1 要因 被 験 者内 計 画 。  
 
(3 )  ③変 化 検 出課 題  

① 2 水 準 （注 意 集 中 場面 ・ 注 意分 散 場 面 ）の 場 面 特性 を 要 因 とし

た 1 要 因 被験 者 内 計 画。  
② 3 水 準（ 消 失・追 加・位 置 移 動 ）の 変 化の 種 類 を要 因 と し た 1 要

因 被 験 者 内計 画 。  
 
4 . 1 .2 _ 3 . 空 間的 注 意課 題  
 ( 1 )  ① 空 間 的情 報選 択 課 題  
研 究 ４ と 同様 。画面 上、ラ ンダ ム な 位置 に提 示 さ れ る 標 的 刺 激（ t a rg e t）

につ い て 先行 す る 感 情手 が か り（ c ue）刺 激を 無 視 して 出 来 る だけ 早 く 正

確に タ ッ チを 求 め る 課題 。 合計 24 試行 。  
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(2 )  ②注 意 切 替課 題  
研 究 ４ と 同様 。同 時 に提 示 さ れる  2  枚 の階 層 文 字の 形 の 一 致・不一 致

を、 ラ ン ダム な タ イ ミン グ で 切り 替 わ る ルー ル に 従っ て 、 出 来る だ け速

く正 確 に 一致 性 を 判 断す る 課 題。 合 計  4 0  試 行 。  
 
(3 )  ③変 化 検 出課 題  

研 究 ４と 同 様 。 交 互 に 提 示さ れ る 一 組 の 写 真 内の 構 成 要 素 の 変 化 に気

づいたら、その対象や箇所を出来るだけ速く選択する課題。合計  1 8  試行。 
 
4 . 1 .2 _ 4 . 手 続き  
 
全 体 の 手 続き は 研 究 ４と 同 様 であ っ た 。 最 大 1 0  名ま で の 小 集団 に対

し、フ ェイ ス シ ー ト 、研 究 １で 作 成し た 注意 不 全 尺度 、A D H D  チ ェッ ク

リス ト を まと め た 冊 子を 配 布 した 。 配 布 後、 そ れ ぞれ の 質 問 紙実 施 の前

に、 実 験 者が 質 問 紙 の目 的 と 回答 の 仕 方 を説 明 し 、集 団 全 員 の回 答 が終

了 後 、 空 間 的 注 意 課 題 と 危 険 印 象 評 価 課 題 を 組 み 込 ん だ  i P a d  4 t h  
ge n e r a t i on  （ア ッ プ ル社 製 ） を  1  人  1  台配 布 し た 。  

i P a d  に よ る 課 題 は 一斉 に 実 施し た 。「 筑波 大 学 アプ リ（ 本 試験 用 ）」と

名付 け た アプ リ ケ ー ショ ン を 開か せ 、ID を入 力 し ても ら い、各課 題 実 施

へ移 行 し た。  
 
 4 .1 . 2 _ 5 . 倫理 的 配慮  
 
 本 研 究 は、 筑 波 大 学人 間 系 倫理 審 査 委 員会 の 承 認を 得 て 実 施し た （ 承

認番 号  筑 2 7 - 66）。  
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4 . 1 .3 . 結 果  
 

加 齢 と 共 に低 下 を 示 す注 意 の 中で 、 健 常 高齢 者 の 空間 的 注 意 のパ フ

ォー マ ン スの 特 徴 を 検討 す る ため 、 ① 空 間的 情 報 選択 課 題 、 ②注 意 切替

課題 、 ③ 変化 検 出 課 題ご と 、 正答 率 、 無 答率 、 正 答試 行 の RT およ び 回

数に つ い て分 析 を 行 なっ た 。  
統 計 解 析 は、 統 計 ソ フト ウ ェア R（ 3 .3 .2）を 用 い た。  

 
 

4 . 1 .3 _ 1 . ① 空間 的 情報 選 択 課題  
 
Ta b . 4 . 1 _1 に、指 標 ご と感 情 手 がか り 別 手 がか り と 標 的 刺 激 の 提示 位置

別の 基 本 統計 量 を 示 す。  

 

Ta b . 4 .1 _1 ①空 間 的 情報 選 択 課題 の 指 標 ごと  
感情 手 が かり 別 刺 激 提示 位 置 別基 本 統 計 量  

指標 n M SD M SD M SD M SD
正答率 46 .57 .37 .57 .40 .48 .38 .46 .38

無答率 46 .39 .34 .38 .37 .48 .36 .51 .38

正答試行のRT 28 814 118.75 855 101.53 801 137.09 778 194.68

一致 不一致

ポジティブ感情手がかり ネガティブ感情手がかり

一致 不一致
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① 空 間 情 報選 択 課 題 の標 的 刺 激の 正 答 率 、無 答 率 、正 答 試 行 の RT に

つい て 、 感情 手 が か り（ ネ ガ ティ ブ 感 情 手が か り ・ポ ジ テ ィ ブ感 情 手が

かり ） ×刺 激提 示 位 置（ 一 致 ・不 一 致 ） の 2 要 因 分散 分 析 を 行な っ た 。  
正 答 率 で は 、 感 情 手 が か り の 主 効 果 （ F  ( 1 , 45 )= 9 . 74 ,p  <  . 0 1 ,  効 果 量

η p2 = . 12 8） が 有 意 で あっ た 。  
無 答 率 で は 、 感 情 手 が か り の 主 効 果 （ F  (1 , 45 )= 11 . 1 2 , p  <  . 01 ,  効 果 量

η p2 = . 19 8） が 有 意 で あっ た 。   
正 答 試 行 の平 均 RT では 、感 情 手が か り ×刺激 提 示 位置 の 2 要因 の 交 互

作 用 （ F  (1 ,2 7 ) = 3 .8 6 ,p  <  . 1 0 ,  効 果 量 η p2 = . 12 5 ） が 有 意 傾 向 で あ っ た

（ Fi g .4 .1 _ 1）。単純 主効 果 検 定の 結 果 、刺激 提 示 位置 の「 一 致」水 準 にお

ける 感 情 手が か り 要 因（ F  (1 ,2 7 ) = 11 . 2 7 , p  <  . 01 ,  効 果量 η p2 = . 2 9 5）、「 ネ ガ

テ ィ ブ 感 情 手 が か り 」 水 準 に お け る 刺 激 提 示 位 置 要 因 （ F  ( 1 , 27 )= 6 . 5 0 ,p  
<  .0 5 ,  効 果量 η p2 = . 1 9 4）が有 意 で あっ た 。「ネ ガ ティ ブ 感 情 手が か り 」は

「不 一 致」条 件 では RT が速 まり 、「 一 致 」条 件 では 遅 延 す る こと が 分 か

った 。  
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 ① 空 間 的情 報 選 択 課題 に お いて 、 健 常 高齢 者 で は「 ネ ガ テ ィブ 感 情 手

がか り 」 は「 ポ ジ テ ィブ 感 情 手が か り 」 に比 べ 、 標的 刺 激 の 遂行 成 績が

低い こ と が分 か っ た 。「 ネ ガ ティ ブ 感 情 手が か り 」と 標的 刺 激の 提 示 位 置

が「 一 致 」す る 場 合 、「 不 一 致 」に 比 べ 標的 刺 激の RT が 遅 延す る こ とも

分か っ た 。  
  

500
600
700
800
900

1000

一致 不一致

RT

刺激提示位置

ポジティブ感情手がかり
ネガティブ感情手がかり

Fi g .4 .1 _1 ① 空 間 的 情報選 択 課題 の 感 情 手が か り 別  
刺激 提 示 位置 別正 答 試行 の 平均 RT  

（ms） 

＊ ＊

ネ ガ テ ィ ブ ＊

[注 ]   * p  <  . 0 5 ,  * * p  <  . 0 1  
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 4 .1 . 3 _ 2 . ②注 意 切替 課 題  
 
 ② 注 意 切替 課 題 の 正答 率 、 無答 率 、 正 答試 行 の RT に つ い て 、 階 層 文

字要 因 、 階層 の 切 替 方向 要 因 それ ぞ れ で 分散 分 析 を行 な っ た 。  
 

(1 ) 階 層 文 字要 因  
Tab .4 .1_2 に、②注意切替課題の指標ごと階層文字別の基本統計量を示す。 

 

Ta b . 4 .1 _2 ②注 意 切 替課 題 の 指標 ご と 階 層文 字 別 基本 統 計 量  

指標 n M SD M SD
正答率 46 .64 .29 .69 .31

無答率 46 .24 .22 .21 .25

正答試行のRT 46 2226 250.52 2128 327.44

全体文字 部分文字
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1 要 因の 分 散分 析 の 結果 、② 注 意切 替 課 題の 階 層 文 字 の 効 果 に つ い て、

正答 率（ F  (1 ,4 5 ) = 3 .5 3 , p  <  . 1 0 ,  効 果量 η p 2 = . 07 3）と 無 答率（ F  (1 ,4 5 ) = 3 .2 8 , p  
<  . 1 0 ,  効 果量 η p 2 = . 0 6 8） は 有 意傾 向 で あ った 。  

正 答 試 行の RT（ F  ( 1 , 45 )= 9 . 4 9 , p  <  . 0 1 ,  効 果量 η p2 = . 17 4）（ Fi g .4 . 1 _2）
は有 意 で あり 、「部 分文 字 」 に比 べ 「 全 体文 字 」 の反 応 時 間 が遅 延 し た。 

健 常 高 齢 者は ② 注 意 切替 課 題 にお い て、「 全体 文 字 」は「 部 分文 字 」に

比べ 正 答 率が 低 く 、 無答 率 が 高い 傾 向 が あり 、 正 答試 行 の RT は「 全 体

文字 」 が 「部 分 文 字 」に 比 べ 遅い こ と が 分か っ た 。  
 

 
  

1700
1800
1900
2000
2100
2200
2300
2400
2500

全体文字 部分文字

RT

階層文字
Fi g .4 .1 _2 ② 注 意 切 替課 題 の 階層 文 字 別 正答 試 行 の平 均 RT  

（ms） 
＊ ＊  

[注 ]   * *p  <  . 0 1  
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(2 ) 階 層 の 切替 方 向 要因  
Ta b . 4 . 1 _3 に、② 注 意 切替 課 題 の指 標 ご と 階層 の 切 替 方 向 別 の 基本 統計

量を 示 す 。  
② 注 意 切 替課 題 の 正 答率 、 無 答率 、 正 答 試行 の RT につ い て 、 3 水準

（全 体 →部 分 ・部 分 →全 体・ 切 り 替え 無 し） の 1 要 因分 散 分 析を 行 な っ

た。  
結 果 、 全 て の 指 標 に お い て 階 層 の 切 替 方 向 の 効 果 は み ら れ な か っ た 。 

 
   

Tab .4 .1_3 ②注意切替課題の指標ごと階層の切替方向別基本統計量  

指標 n M SD M SD M SD
正答率 46 .65 .29 .69 .31 .66 .30

無答率 46 .22 .21 .22 .25 .23 .25

正答試行のRT 43 2182 254.55 2133 295.85 2132 278.74

全体→部分 部分→全体 切り替え無し
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 4 .1 . 3 _ 3 . ③変 化 検出 課 題  
 

③ 変 化 検 出課 題 の 正 答率 、 無 答率 、 正 答 試行 の 回 数に つ い て 、場 面 特

性要 因 、 変化 の 種 類 要因 そ れ ぞれ で 分 散 分析 を 行 なっ た 。  
 
(1 ) 場 面 特 性要 因  
Tab .4 .1_4 に、③変化検出課題の指標ごと場面特性別の基本統計量を示す。 

 

Ta b . 4 .1 _4 ③変 化 検 出課 題 の 指標 ご と 場 面特 性 別 基本 統 計 量  

指標 n M SD M SD
正答率 46 .58 .21 .62 .21

無答率 46 .35 .19 .32 .20

正答試行の回数 43 7.09 2.06 6.28 2.08

注意集中場面 注意分散場面
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1 要 因の 分 散分 析 の 結果 、③ 変 化検 出 課 題の 場 面 特 性 の 効 果 に つ い て、

正答 試 行 の回 数 （ F  (1 ,4 5 ) = 4 .9 4 , p  <  . 0 5 ,  効果 量 η p2 = . 09 9） の み、 有 意 で

あっ た （ Fi g .4 .1 _3）。  
健 常 高 齢 者は ③ 変 化 検出 課 題 にお い て、「注 意集 中 場 面 」は「注 意 分 散

場面 」に比 べ 試 行回 数が 多 く、変 化 検出 に時 間 が かか る こ と が 分 か っ た 。  
 

 
  

0
2
4
6
8

10

注意集中場面 注意分散場面

正答
試行

の回
数

場面特性Fi g .4 .1 _3 ③ 変 化 検 出課 題 の 場面 特 性 別 平均 正 答 試行 の 回 数  

＊  

[注 ]   *p  <  . 0 5  

（回 数 ） 
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(2 ) 変 化 の 種類 要 因  
Ta b . 4 . 1 _5 に、③ 変 化 検出 課 題 の指 標 ご と 、変 化 の 種類 別 の 基 本統 計量

を示 す 。  

 
  

Ta b . 4 .1 _5 ③変 化 検 出課 題 の 指標 ご と 変 化の 種 類 別基 本 統 計量  

指標 n M SD M SD M SD
正答率 46 .60 .19 .49 .25 .70 .25

無答率 46 .35 .18 .42 .21 .23 .22

正答試行の回数 42 5.40 2.69 8.08 2.76 6.58 2.36

消失 追加 位置移動
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1 要 因 の 分 散 分 析 の 結果 、 ③ 変化 検 出 課 題の 変 化 の 種 類 の 主 効 果 は、

全て の 指 標で 有 意 で あっ た 。  
正 答 率 （ F  ( 2 , 9 0 )= 1 7 .4 9 5 ,p  <  . 01 ,  効果 量 η p2 = . 28 0）（ Fi g .4 .1 _ 4） で は、

H o l m -B on fe r ro n i 法 の 多 重 比 較 の 結 果 、「 追 加 」 変 化 は 「 位 置 移 動 」

（ t ( 45 )= 5 . 95 ,  p  <  . 05）と 「 消 失」（ t ( 45 )= 2 . 8 2 ,  p  <  . 05） の変 化 に比 べ 正 答

率が 低 く、「 消 失」 変化 は 「 位置 移 動」（ t ( 45 )= 3 . 12 ,  p  <  . 0 5）に 比 べ 、 正

答率 が 低 いこ と が 分 かっ た 。   

 

0
0.2
0.4
0.6
0.8

1

消失 追加 位置移動

正答
率

＊
＊ ＊

（％） 

[注 ]   *p  <  . 0 5  

Fi g .4 .1 _4 ③ 変 化 検 出課 題 の 変化 の 種 類 別平 均 正 答率  
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無 答 率 （ F  ( 2 , 9 0 )= 1 6 .0 0 8 ,p  <  . 01 ,  効果 量 η p2 = . 26 2）（ Fi g .4 .1 _ 5） で は、

「追 加 」変 化 は「位 置移 動 」（ t ( 45 )= 5 . 39 ,  p  <  . 05）と「 消 失 」（ t (4 5 )= 2 . 09 ,  
p  <  . 0 5）変化 に 比 べ 無答 率 が 高く 、「 消失 」変 化は「 位 置移 動 」（ t (4 5 )= 3 .7 4 ,  
p  <  . 0 5） に 比べ 、 無 答率 が 高 いこ と が 分 かっ た 。   

 

 

0
0.2
0.4
0.6
0.8

1

消失 追加 位置移動

無答
率

Fi g .4 .1 _5 ③ 変 化 検 出課 題 の 変化 の 種 類 別平均 無 答率  
[注 ]   *p  <  . 0 5  

＊  

＊ ＊  

（％）  
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正 答 試 行 の回 数（ F  ( 2 , 8 2 ) = 1 2 . 15 6 , p  <  . 01 ,  効 果量 η p2 = . 2 2 9）（ Fi g .4 .1 _6）
では 、「 追 加 」変 化 は「 位置 移 動」（ t (4 1 )= 2 . 6 2 ,  p  <  . 0 5）と「 消 失」（ t (4 1 )= 5 .0 7 ,  
p  <  . 0 5）変 化 に 比べ 試行 回 数 が多 く 、「 位置 移 動 」は「消 失 」変 化 に 比 べ

（ t ( 41 )= 2 . 22 ,  p  <  . 0 5）、 試 行回 数 が 多い こと が 分 かっ た 。   
③ 変 化 検 出課 題 に お いて 、健 常 高 齢者 は 、「追 加」変 化 の 遂 行 成 績 が 最

も低 い こ とが 分 か っ た。  
 

 

 
  

0
2
4
6
8

10
12

消失 追加 位置移動

正答
試行

の回
数

Fi g .4 .1 _6 ③ 変 化 検 出課 題 の 変化 の 種 類 別平均 正 答試 行 の 回 数  
[注 ]   *p  <  . 0 5  

＊  

＊  ＊

（回 数 ）  
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4 . 1 .4 . 考 察  
 
 本 研 究 では 、 加 齢 によ り 注 意機 能 の 低 下が 報 告 され る 健 常 高齢 者 を 対

象に 、 空 間的 注 意 機 能に 関 連 する 課 題 と して 、 ① 空間 的 情 報 選択 課 題、

②注 意 切 替課 題 、 ③ 変化 検 出 課題 の 3 タ イプ を 設 定し 、 健 常 高齢 者 の 各

課題 の 遂 行成 績 を 探 索的 に 検 討し た 。  
① 空 間 的 情報 選 択 課 題の 分 析 結果 で は 、 健常 高 齢 者は 、「ネ ガテ ィ ブ

感情 手 が かり 」 の 刺 激が 先 行 する と 、 空 間上 の 標 的を 探 索 す る成 績 が低

下し 、 さ らに 、「ネ ガテ ィ ブ 感情 手 が か り」 刺 激 と標 的 刺 激 の提 示 位 置

が「 一 致 」す る 場 合 は、 正 答 試行 の 反 応 時間 が 遅 延し た 。 こ のよ う に、

先行 手 が かり 刺 激 と 標的 刺 激 の提 示 位 置 が「 一 致 」し た 場 合 に、「 不一

致」 に 比 べ反 応 時 間 がか か る 現象 は 、 手 がか り に よっ て 一 度 その 位 置へ

捕捉 さ れ た注 意 が 、 再度 同 じ 空間 位 置 に 戻ら な い よう 抑 制 的 に働 く 復帰

抑制 （ Kl e i n ,  2 0 00） から 考 え られ る 。 健 常高 齢 者 は、 ポ ジ テ ィブ 感 情 よ

りも ネ ガ ティ ブ 感 情 の刺 激 に 注意 が 補 足 され や す く、 ネ ガ テ ィブ 感 情の

刺激 が 提 示さ れ た 位 置へ の 再 注意 が 抑 制 され 、 ネ ガテ ィ ブ 感 情が 先 行す

ると 同 じ 位置 へ の 情 報探 索 の 時間 が 遅 延 する の で はな い か と 推測 さ れ

る。 高 齢 者を 対 象 と した 研 究 では 、 若 齢 者に 比 べ 抑制 機 能 の 低下 （ e . g . ,  
H a sh e r,  Z a ck s ,  &  Ryp ma ,  1 9 9 1） が 報 告さ れて い る が、 ネ ガ テ ィブ 感 情 が

手が か り とな る 位 置 への 注 意 の再 定 位 を 抑制 す る 働き は 保 持 され て いる

可能 性 が 考え ら れ る 。  ま た、 高 齢 者は 道路 交 通 場面 に 直 感 的に 抱 く 危

険印 象 評 価数 が 多 い 方が 探 索 的課 題 の パ フォ ー マ ンス が 良 い こと （ 小

菅 ,  2 0 1 5） が報 告 さ れて い る 。空 間 的 注 意が ネ ガ ティ ブ 感 情 に補 足 さ れ

る働 き が 関係 す る の かも し れ ない 。   
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② 注 意 切 替課 題 の 分 析結 果 で は、 健 常 高 齢者 は 「 部分 文 字 」 より も

「全 体 文 字」 が 提 示 され た 課 題の 遂 行 成 績が 悪 か った 。 こ れ は、 ② 注意

切替 課 題 で提 示 さ れ る刺 激 の 大き さ と 、 加齢 に よ る有 効 視 野 のサ イ ズの

縮小 が 関 係す る の か もし れ な い。 本 研 究 では 、 実 験参 加 者 は 椅子 に 座

り、 机 の 上に 設 置 し た、 参 加 者か ら 約 5 0c m 程 度離 し た 場所 に設 置 し た

iP a d の デ ィ スプ レ ー （縦 約 2 0c m、 横 約 1 5c m） 上 に 刺 激 を 提 示 し た 。 プ

レテ ス ト にお い て 、 50 c m の 距 離で は 、「 全体 文 字 」 と 「 部 分 文字 」 の 視

認性 は 同 程度 で あ る こと が 口 頭報 告 さ れ てい る 。 しか し 有 効 視野 は 加齢

と共 に 縮 小を し て い くた め 、 健常 高 齢 者 にお い て は、「 全 体 文字 」 よ り

も「 部 分 文字 」 が 目 につ き や すい 可 能 性 が考 え ら れる 。  ま た 階 層 の 切

替方 向 に つい て は 、 大橋 ・ 行 場・ 守 川 （ 20 00） は 、 N a v on 図 形 を 用 い た

課題 で 年 代に 関 わ ら ず、「 部分 → 全 体」 への 切 替 の検 出 の 困 難さ が 頑 健

な現 象 で あり 、 加 齢 効果 も 報 告し て い る 。本 研 究 と大 橋 ら （ 20 00） の研

究で は 刺 激の 大 き さ ・提 示 方 法・ 課 題 そ のも の が 異な る 点 も ある が 、  
本研 究 で は「 部 分 → 全体 」 へ の切 り 替 え 時の 効 果 はみ ら れ な かっ た 。  

③ 変 化 検 出課 題 の 分 析結 果 で は、「 注意 集中 場 面 」の 変 化 検 出時 間 の

遅延 と 、「 追 加 」変 化の 検 出 の困 難 さ が 明ら か と なっ た 。 加 齢に よ る 急

な飛 び 出 し等 の 見 落 とし に は、「 追 加」 の変 化 を 検出 す る 処 理の 困 難 さ

が関 与 す るこ と が 考 えら れ る 。   
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4 . 2 . 【研究８】認知的加齢における空間的注意機能と移動時注意不全の関係  
4 . 2 .1 . 研 究 の背 景 と目 的  
 
 健 常 高 齢者 の 移 動 時注 意 不 全エ ラ ー に つい て は 、注 意 不 全 尺度 （ 小

菅・ 熊 谷 ,  2 01 7 a）を 用い た 研 究３ に お い て、 健 常 高齢 者 の エ ラー 特 性

が A D H D 傾向 者 と は 異な る こ と、 ま た 一 般成 人 と 同様 の 傾 向 を 示 し 、

エラ ー の タイ プ の 中 では 「 変 更不 全 」 エ ラー を 最 も認 識 し や すい こ とが

明ら か と なっ た 。   
 健 常 高 齢者 の 空 間 的注 意 の パフ ォ ー マ ンス に つ いて は 、 研 究７ に お い

て、 ① 空 間的 情 報 選 択課 題 で は、「 ネガ ティ ブ 感 情手 が か り 」と 標 的 刺

激の 提 示 位置 が 「 一 致」 す る 場合 、 標 的 刺激 の RT が 遅 延し 、「ネ ガ テ

ィブ 感 情 手が か り 」 によ る 注 意の 復 帰 抑 制が 示 唆 され た 。 ② 注意 切 替課

題で は 、「 全 体 文字 」は 「 部 分文 字 」 に 比べ 遂 行 成績 が 悪 く 、正 答 試 行

の RT も遅 延 す るこ とが 分 か った 。 ③ 変 化検 出 課 題で は 、「 注意 集 中 場

面」 は 「 注意 分 散 場 面」 に 比 べ正 答 試 行 の変 化 検 出に 時 間 が かか り 、

「追 加 」 変化 の 検 出 の遂 行 成 績が 「 消 失 」「 位 置移 動 」 の変 化に 比 べ 低

いこ と が 分か っ た 。  
本 研 究 で は、 認 知 的 加齢 に お ける 移 動 時 注意 不 全 の発 現 に 至 る情 報

処理 過 程 、お よ び そ の制 御 処 理過 程 と の 関係 を 明 らか に す る こと を 目的

に、 ② 注 意切 替 課 題 、③ 変 化 検出 課 題 の 無答 率 の 遂行 成 績 の 程度 と 、研

究１ で 作 成し た 下 位 尺度 の ス コア と の 関 係か ら 、 空間 的 注 意 機能 の どの

よう な 加 齢変 化 が ど のよ う に 移動 時 注 意 不全 エ ラ ーに 影 響 を 及ぼ す のか

を探 索 的 に分 析 す る 。  
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4 . 2 .2 . 方 法  
 4 .2 . 2 _ 1 . 対象 者  

(1 ) 調 査 対 象者  
 研 究 ７と 同 様 。 東 京都 内 シ ルバ ー 人 材 セン タ ー の登 録 者 お よび 東 京 都

郊外 居 住 者。  
 

(2 ) 分 析 対 象者  
研 究 ７ と 同様 。 都 内 シル バ ー 人材 セ ン タ ーの 登 録 者お よ び 郊 外居 住 者

46 名 （ 平均 年 齢 70 . 74 ± 5 . 7 3 歳 、 男性 23 名・ 女 性 23 名 ）。  
 

4 . 2 .2 _ 2 . 要 因計 画  
 
2× 4 の 混 合計 画 。第 1 要 因は 空 間的 注 意 遂行 の 程 度で 、 各 課 題の 遂 行

成績 の 高 ・低 の 2 水 準。 第 2 要因 は 移 動 時注 意 不 全エ ラ ー で 、 注 意 不 全

尺度 の 4 つの 下 位 尺 度を 用 い 、制 御 不 全 ・変 更 不 全・ 水 準 低 下・ 転 導性

の 4 水 準 。第 1 要 因 は被 験 者 間、 第 2 要 因は 被 験 者内 計 画 。  
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4 . 2 .2 _ 3 . 空 間的 注 意課 題  
 ( 1 ) ② 注 意切 替 課 題  
 研 究 ４ と同 様 。 同 時に 提 示 され る  2  枚の 階 層 文字 の 形 の 一致 ・ 不 一

致を 、 ラ ンダ ム な タ イミ ン グ で切 り 替 わ るル ー ル に従 っ て 、 出来 る だけ

速く 正 確 に一 致 性 を 判断 す る 課題 。 合 計  4 0  試 行 。  
 
 ( 2 ) ③ 変 化検 出 課 題  
 研 究 ４ と同 様 。 交 互に 提 示 され る 一 組 の写 真 内 の構 成 要 素 の変 化 に 気

づい た ら 、そ の 対 象 や箇 所 を 出来 る だ け 速く 選 択 する 課 題 。 合計  1 8  試
行。  
 

4 . 2 .2 _ 4  移 動時 注 意不 全  
 
研 究 １ で 作成 し た 注 意不 全 尺 度で 、全 3 0 項 目・ 4 つ の下 位 尺 度（ 制御

不全 ・ 変 更不 全 ・ 水 準低 下 ・ 転導 性 ） か ら構 成 。 場面 想 定 法 によ り 、普

段の 移 動 手段 に よ る 車両 の 運 転や 歩 行 を イメ ー ジ しな が ら 、過去 1  年間

に生 じ た 移動 時 の 不 注意 の 頻 度を 6 段 階 評定（ 全 く 無 かっ た：1～ 非 常に

よく あ っ た： 6） で 求め る 。  
 

4 . 2 .2 _ 5 手 続 き  
  

研 究 ７ の 調査 手 続 き によ り 収 集さ れ た 、 移動 時 注 意不 全 と 空 間的 注

意課 題 の デー タ を 分 析し た 。  
移 動 時 注 意不 全 デ ー タは 、 最大 10  名 ま での 小 集 団に 対 し 、 フェ イ ス

シー ト 、 研究 １ で 作 成し た 注 意不 全 尺 度 、 A D H D  チ ェ ック リ スト を ま
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とめ た 冊 子を 配 布 し 、集 団 全 員の 回 答 後 に回 収 し た。 空 間 的 注意 課 題の

デー タ は 、課 題 を 組 み込 ん だ  iP a d  4 th  g e ne r a t io n  （ ア ッ プ ル 社 製 ） を  
1  人  1  台 配 布 し一 斉に 実 施 し記 録 さ れ たデ ー タ を 用 い た 。 手続 き に よ

り、 空 間 的注 意 課 題 と移 動 時 注意 不 全 の デー タ を 収集 し た 。  
 
 4 .2 . 2 _ 6 . 倫理 的 配慮  
 
 本 研 究 は、 筑 波 大 学人 間 系 倫理 審 査 委 員会 の 承 認を 得 て 実 施し た （ 承

認番 号  筑 2 7 - 66）。  
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4 . 2 .3 . 結 果  
 
 健 常 高 齢者 の 空 間 的注 意 遂 行の 程 度 が 、移 動 時 注意 不 全 エ ラー に 及 ぼ

す影 響 を 検討 す る た め、 各 課 題の 無 答 率 の基 本 統 計量 を 算 出 し、 健 常高

齢者 の 中 で無 答 率 の 平均 値 以 上を 各 課 題 の「 注 意 機能 低 群」、す な わ ち

当該 注 意 機能 の 認 知 的加 齢 の みら れ る 群 とし た 。 無答 率 の 平 均値 以 下を

各課 題 の 「注 意 機 能 高群 」、す な わ ち認 知的 加 齢 のみ ら れ な い群 と し

た。  
分 析 で は 、注 意 不 全 尺度 の 尺 度ス コ ア に つい て 、 各課 題 の 「 注意 機

能低 群 」 と「 注 意 機 能高 群 」 の比 較 を 行 なっ た 。 分散 分 析 の 下位 検 定で

は H o l m の多 重 比 較 を行 な っ た。  
統 計 解 析 は、 統 計 ソ フト ウ ェア R（ 3 .3 .2）を 用 い た。  

 
4 . 2 .3 _ 1  注意 切 替 遂行 の 程 度と 移 動 時 注意 不 全 エラ ー の 関 連  

 
Ta b . 4 . 2 _1 に、注 意 切 替遂 行 の 程度 別 移 動 時注 意 不 全 エ ラ ー ご と尺 度ス

コア の 基 本統 計 量 を 示す 。  

 

Ta b . 4 .2 _1 注意 切 替 遂行 の 程 度別 移 動 時 注意 不 全 エラ ー ご と  
尺度 ス コ アの 基 本 統 計量  

移動時

注意不全エラー

n M SD n M SD
制御不全 17 1.50 0.42 29 1.46 0.46
変更不全 17 3.03 1.35 29 2.33 0.63
水準低下 17 1.67 0.50 29 1.66 0.52
転導性 17 1.71 0.53 29 1.81 0.76

注意切替遂行低群 注意切替遂行高群
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注 意 切 替 遂行 の 程 度（注 意 切替 遂 行 低・注意 切 替 遂 行 高 ）×移 動 時 注意

不全 エ ラ ー（ 制御 不 全・変更 不 全・水準 低下・転 導 性 ） の 2  要 因 分散 分

析 の 結 果 、 2 要 因 の 交 互 作 用 は 有 意 （ F  (3 , 1 32 )= 4 . 4 8 , p ＜ . 01 ,  効 果 量

η p2 = . 09 2） で あ っ た （ Fi g .4 .2 _ 1）。   
 

 
  

0
1
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3
4
5

制御不全 変更不全 水準低下 転導性

尺度
スコ

ア

注意切替遂行低注意切替遂行高

Fig .4 .2_ 1 注意切替 遂行の程度別 移動時注意不全エラ ーごとの  
平均尺度スコ ア  

＊  

＊ ＊ 

＊ 

[注 ]   *p  <  . 0 5  

＊  ＊  ＊ ＊＊
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移 動 時 注 意 不 全 エ ラ ー 別 注 意 切 替 遂 行 の 程 度 要 因 の 単 純 主 効 果 検 定

で は 、「 変 更 不 全 」 尺 度 水 準 に お け る 注 意 切 替 遂 行 の 程 度 要 因 （ F  
(1 , 44 )= 5 . 6 4 , p＜ . 0 5 ,  効果 量 η p2 = . 11 4） の 主効 果 が み ら れ た 。 ②注 意 切 替

課題 の 遂 行成 績 が 低 いと「 変更 不 全」尺 度 スコ ア が 高い こ と が 分か っ た 。  
注 意 切 替 遂 行 の 程 度 別 移 動 時 注 意 不 全 エ ラ ー の 単 純 主 効 果 検 定 の 結

果 、「 注 意 切 替 遂 行 高 」 水 準 の 移 動 時 注 意 不 全 エ ラ ー 要 因 （ F  
(3 , 48 )= 1 5 . 5 0 , p＜ . 0 0 1 ,効 果量 η p2 = . 4 9 2）が 有意 で あ り 、H o l m-B on f e r r o n i の

多重 比 較 の結 果 、「 注意 切 替 遂行 高 」条 件の「 変 更不 全 」は 、「 制 御 不 全 」

（ t  ( 16 )= 4 . 63 , p＜ . 0 5）・「 転 導 性 」（ t  ( 16 )= 3 . 87 ,p＜ . 0 5）・「 水 準 低 下 」（ t  
(1 6 )= 3 .7 3 , p＜ . 0 5）に 比べ 、尺度 ス コ アは 有意 に 高 かっ た 。ま た「 注 意 切

替遂 行 低 」水 準 の 単 純主 効 果 （ F  (3 , 84 )= 22 . 7 9 , p＜ . 0 0 1 ,効 果 量 η p2 = . 44 9）
が有 意 で あっ た 。 H o l m-B on fe r ro n i の 多 重比 較 の 結果 、「 制 御 不 全 」 尺度

スコ ア に 比べ「 変更 不全 」（ t  (2 8 ) = 7 .11 , p＜ . 05）・「 転 導性 」（ t  ( 2 8 )= 4 . 9 4 , p
＜ . 05）・「 水準 低 下 」（ t  (2 8 ) = 4 .0 8 , p＜ . 0 5）の尺 度 ス コア は 有 意 に 高 か っ た。

「 変 更不 全 」 尺 度 ス コ ア は「 水 準 低 下」（ t  (2 8 )= 4 .9 4 , p＜ . 0 5）・「 転 導性 」

（ t  (2 8 )= 3 .1 8 , p＜ . 05） に 比べ 有 意 に 高 か っ た。「 注 意 切 替 遂 行 高 」「 注 意

切替 遂 行 低」 条 件 に 共通 し て、「 変 更不 全」 尺 度 スコ ア は 最 も高 く 、「 注

意切 替 遂 行低 」 条 件 では 、 さ らに 「 制 御 不全 」 尺 度ス コ ア が 他の エ ラー

に比 べ 最 もス コ ア が 低か っ た 。  
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  4 . 2 . 3 _2 . 変 化 検出 遂 行 の程 度 と 移 動時 注 意 不全 エ ラ ー の関 連  
 

Ta b . 4 . 2 _2 に 、変 化 検 出遂 行 の 程度 別 移 動 時注 意 不 全エ ラ ー ご と 尺 度

スコ ア の 基本 統 計 量 を示 す 。  

 

Ta b . 4 .2 _2 変化 検 出 遂行 の 程 度別 移 動 時 注意 不 全 エラ ー ご と  
尺度 ス コ アの 基 本 統 計量  

移動時

注意不全エラー

n M SD n M SD
制御不全 23 1.55 0.53 23 1.39 0.33
変更不全 23 2.64 1.24 23 2.53 0.72
水準低下 23 1.69 0.61 23 1.63 0.39
転導性 23 1.78 0.86 23 1.77 0.46

変化検出遂行低群 変化検出遂行高群
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変 化 検 出 遂 行 の 程 度 （ 変 化 検 出 遂 行 低 ・ 変 化 検 出 遂 行 高 ） ×移 動 時 注

意不 全 エ ラー （ 制 御 不全 ・ 変 更不 全 ・ 水 準低 下 ・ 転導 性 ） の 2 要 因 分散

分析 の 結 果、 2 要 因 の交 互 作 用は み ら れ なか っ た （ F  (3 , 13 2) = 0 .1 36 , ns ,効
果量 η p2 = . 00 3）（ Fi g .4 . 2 _2）。  
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制御不全 変更不全 水準低下 転導性

尺度
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ア

変化検出遂行低
変化検出遂行高

Fi g .4 .2 _2 変 化 検 出 遂行 の 程 度別 注 意 不 全エラ ー ごと の  
平均 尺 度 スコ ア  

[注 ]   *p  <  . 0 5  

＊  
＊

＊＊  ＊  



179 
 

移 動 時 注 意 不 全 エ ラ ー の 主 効 果 （ F  (3 ,1 3 2 )= 32 .4 8 ,p< . 00 1 , 効 果 量

η p2 = . 42 5）は 有 意 で あっ た 。H o l m -B on f e r ro n i の 多重 比 較 の 結 果、「 制 御不

全 」 尺 度 ス コ ア に 比 べ 「 変 更 不 全 」（ t  ( 44 )= 7 . 37 ,p＜ . 0 5）・「 転 導 性 」（ t  
(4 4 )= 5 .1 0 , p＜ . 0 5）・「 水準 低 下」（ t  (44 ) = 4 . 4 0 , p＜ . 0 5）の 尺度 ス コ ア は 有 意

に高 か っ た。「 変 更 不全 」尺 度 ス コア は「水 準低 下 」（ t  (44 ) = 5 .5 7 , p＜ . 0 5）・
「 転 導性 」（ t  (4 4 )= 4 .7 3 ,p＜ . 0 5） に 比 べ 有 意 に高 か っ た。「 変 更 不全 」 尺

度ス コ ア は最 も 高 く ,「制 御 不全 」尺 度 ス コア が 他 の エ ラ ー に 比べ 最 もス

コア が 低 かっ た 。  
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4 . 2 .4 . 考 察  
 

本 研 究 で は、 ② 注 意 切替 課 題 、③ 変 化 検 出課 題 の 無答 率 の 遂 行成 績

の程 度 と 、研 究 １ で 作成 し た 下位 尺 度 の スコ ア と の関 係 か ら 、空 間 的注

意機 能 の どの よ う な 加齢 変 化 がど の よ う に移 動 時 注意 不 全 エ ラー に 影響

を及 ぼ す のか を 探 索 的に 分 析 した 。  
 分 析 の 結果 、「 注 意切 替 遂 行低 」 条 件 は、 健 常 高齢 者 が 自 覚し や す い

「変 更 不 全」 エ ラ ー にネ ガ テ ィブ な 影 響 を及 ぼ す こと が 分 か った 。 一方

で「 変 化 検出 遂 行 低 」条 件 は 、健 常 高 齢 者の 移 動 時注 意 不 全 エラ ー と関

係が み ら れな か っ た 。   
② 注 意 切 替課 題 は 、 時々 刻 々 と変 化 す る 状況 の 中 でそ の 場 の 目標 に

応じ て 、 注意 の 焦 点 を刺 激 の 複数 階 層 に 次々 に 切 り替 え る 課 題で あ る。

また 「 変 更不 全 尺 度 」は 、 ハ ザー ド の 素 早い 気 づ きや 察 知 、 リス ク の高

い状 況 に おけ る 能 動 的な 注 意 ・意 識 の 切 り替 え 、 移動 中 の 同 時並 行 作業

の注 意 配 分な ど に 関 する 質 問 項目 か ら 構 成さ れ る 。  
健 常 高 齢 者の 移 動 時 注意 不 全 エラ ー に は 、加 齢 の 影響 に よ る 個別 の

注意 の 機 能低 下 で は なく 、 ト ップ ダ ウ ン 制御 に 密 接な 注 意 切 替の 遂 行能

力が 関 わ る可 能 性 が 示さ れ た 。ト ッ プ ダ ウン 制 御 は、 B ad d e le y（ 19 9 6）
のワ ー キ ング メ モ リ の中 央 実 行系 が 関 わ り、 加 齢 に伴 う 認 知 活動 の 管理

監督 系 の 困難 が 示 唆 され る 。 また ② 注 意 切替 課 題 の遂 行 程 度 の違 い と変

更不 全 尺 度の ス コ ア に差 が み られ た こ と から 、 健 常高 齢 者 個 々人 で 異な

る注 意 切 替遂 行 の 程 度が 、 特 に移 動 時 の 「変 更 不 全」 エ ラ ー に負 の 影響

を及 ぼ す こと が 示 さ れる 。  
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4 . 3 . 【 研 究９ 】 健 常高 齢 者 の危 険 感 ： 注意 機 能 から の 考 察  
4 . 3 .1 . 研 究 の背 景 と目 的  
 

高 齢 者 の 危険 印 象 は 、静 止 画 によ る 危 険 印象 評 価 の多 い 群 は 少な い

群に 比 べ 、注 意 選 択 課題 の パ フォ ー マ ン スが 向 上 する （ 小 菅 ,  2 01 5） こ

とが 報 告 され て い る 。し か し 動画 を 用 い た危 険 感 につ い て 、 加齢 に より

注意 機 能 が低 下 す る 健常 高 齢 者が 、 ど の よう な 危 険感 の 特 徴 を示 す のか

は明 ら か にな っ て い ない 。  
健 常 高 齢 者の 空 間 的 注意 に 関 して は 、 研 究７ に お いて 、 健 常 高齢 者

は「 ネ ガ ティ ブ 感 情 手が か り 」に よ る 注 意の 復 帰 抑制 効 果 が 示唆 さ れ

た。 ネ ガ ティ ブ 感 情 の復 帰 抑 制の 効 果 は 、健 常 高 齢者 に お い て、 ネ ガテ

ィブ 感 情 に対 す る 反 応が 保 た れて い る 事 、ま た 感 情が 手 が か りと な り同

じ位 置 に 対し て 再 度 注意 が 向 くこ と を 抑 制す る 機 能は 保 た れ てい る 可能

性を 示 し てい る 。 こ のよ う な 健常 高 齢 者 のネ ガ テ ィブ 感 情 と 抑制 の 働き

は、 環 境 から 「 危 な い」「 危な そ う 」と 感じ る 情 報を 受 容 す る危 険 感 と

の関 係 性 が仮 定 さ れ る。  
本 研 究 で は、 研 究 ２ で作 成 し た道 路 交 通 場面 の 動 画を 用 い た 感覚 ・

感性 レ ベ ルの 印 象 反 応の 抽 出 を試 み た 危 険印 象 評 価課 題 を 用 いて 、 健常

高齢 者 の 危険 感 を 評 価す る 。 A D H D 傾向 群、 比 較 対照 群 の デ ー タ と 照 ら

し合 わ せ なが ら 、 危 険印 象 評 価の 場 面 間 の関 係 、 およ び 場 面 ごと の 危険

印象 評 価 数に つ い て 検討 し 、 研究 ７ で 明 らか と な った 健 常 高 齢者 の 空間

的注 意 の 特徴 か ら 考 察す る こ とを 目 的 と する 。  
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4 . 3 .2 . 方 法  
 4 .3 . 2 _ 1 . 対象 者  

 ( 1 ) 調 査 対象 者  
健 常 高 齢 者： 研 究 ７ と同 様 。 東京 都 内 シ ルバ ー 人 材セ ン タ ー の登 録

者お よ び 東京 都 郊 外 居住 者 。  
A D H D 傾向 者 、 比較 対照 者 ： 研究 ４ と 同 様。 関 東 近郊 の 複 数 の大 学 に

通う 大 学 生  1 9 0  名 （平 均 年 齢： 19 . 62  ± 1 .5 6  歳、 男 性  85  名、 女 性  10 5  
名） の う ち、 回 答 不 備等 を 除 いた 1 56  名。  

 
 ( 2 ) 分 析 対象 者  
健 常 高 齢 者： 研 究 ７ と同 様 。 都内 シ ル バ ー人 材 セ ンタ ー の 登 録者 お よ

び郊 外 居 住者 46 名 （平 均 年齢 70 . 74 ±5 . 7 3 歳 、 男性 23 名 ・ 女性 23 名 ）。 
A D H D 傾向者 と 比 較 対照 者 ： 研究 ４ と 同 様の 方 法 で、 大 学 生 の D SM -

5・ A D H D チ ェ ッ ク リス ト 日 本語 版 全 1 8 項目 の 自 記式 ス コ アの 平 均 値 ＋

1S D の 該 当者 を A D H D  傾向 者 20 名（ 平均 年 齢 1 9 . 05 ±1 . 5 0 歳 、 男性 11
名 、 女 性 9 名 ）、 平 均 値 -1 SD の 該 当 者 を 比 較 対 照 者 23 名 （ 平 均 年 齢

19 . 48 ±0 . 99 歳、 男性 8 名 、女 性 15 名 ） とし た 。  
 
 4 .3 . 2 _ 2 . 危険 印 象評 価 課 題  
 ( 1 ) 課 題  

研 究 ２ で 作成 し た 危 険印 象 評 価課 題 。 動 画に よ る 8 つ の 異 な る道 路 交

通場 面 に つい て 、 ま ず場 面 状 況を 文 章 で 提示 し 、 その 状 況 を イメ ー ジさ

せな が ら 動画 を 観 察 させ た 。そ して 直 感 的に「 危 な い」「 危 なそ う 」と感

じる 対 象 ・箇 所 な ど につ い て 、自 由 に 、 直接 複 数 個所 の タ ッ プを 求 める

課題 。 合計 8 試 行 。  
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  ( 2 ) 場 面 刺 激   
場 面 １ ： 片側 ４ 車 線 で駐 車 車 両の 多 い 隣 車線 を 直 進し て い る 場面 。  
場 面 ２ ： 片側 １ 車 線 のカ ー ブ の道 路 を 走 行し て い る場 面 。  
場 面 ３ ： 交通 量 の 少 ない 片 側 2 車 線 道 路 を直 進 し てい る 場 面 。  
場 面 ４：歩 行者・自 転車 の 多 い商 店 街 の 生活 道 路 を直 進 し て いる 場 面。 
場 面 ５ ： 車が 走 っ て いな い 住 宅街 の 道 路 を直 進 し てい る 場 面 。  
場 面 ６：対向車線が渋滞している片側１車線の道路を直進している場面。 
場 面 ７ ： 見通 し の 悪 い住 宅 街 の狭 路 を 走 行し て い る場 面 。  
場 面 ８ ： 片側 5 車 線 で交 通 量 の多 い 道 路 を走 行 し てい る 場 面 。  

 
 4 .3 . 2 _ 3 . 手続 き  
 

健 常 高 齢 者は 研 究 ７ 、 A D H D 傾向 者 と 比 較対 照 者 は研 究 ４ の 手 続 き に

より 、 危 険印 象 評 価 課題 の デ ータ を 収 集 した 。  
健 常 高 齢 者の 調 査 で は最 大 10  名 ま での 集団 、 A D H D 傾 向 者 と比 較 対

照者 の 調 査で は 30 名前 後 の 集団 に 対 し 、フ ェイ ス シ ー ト 、研究 １ で 作成

した 注 意 不全 尺 度、A D H D  チェ ッ クリ ス トを ま と めた 冊 子 を 配 布 し 、集

団全 員 の 回答 後 に 回 収し た 。 危険 印 象 評 価課 題 の デー タ は 、 課題 を 組み

込ん だ  i P a d  4 th  g en e r a t i o n  （ アッ プ ル 社 製） を  1  人  1  台 配 布 し 一 斉 に

実施 し 記 録さ れ た デ ータ を 用 いた 。  
 
 4 .3 . 2 _ 4 . 倫理 的 配慮  
 
 本 研 究 は、 筑 波 大 学人 間 系 倫理 審 査 委 員会 の 承 認を 得 て 実 施し た （ 承

認番 号  筑 2 7 - 66）。  
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4 . 3 .3 . 結 果  
4 . 3 .3 _ 1 . 場 面間 の 関連 性  
 
Ta b . 4 . 3 _1 に、 対 象 者別 場 面 別危 険 印 象 評価 数 の 基本 統 計 量 を 示 す 。  

 

Ta b . 4 .3 _1 対象 者 別 場面別 危 険印 象 評 価 数の 基 本 統計 量  

健常高齢者

場面1 場面2 場面3 場面4 場面5 場面6 場面7 場面8
M 6 4 5 17 6 3 3 3

Mdn 5 4 4 16 5 2 3 2
SD 4.20 2.41 3.68 7.47 2.66 3.00 2.24 2.58
SE 0.63 0.36 0.55 1.11 0.40 0.45 0.33 0.38

Max 20 11 19 36 13 12 10 12
Min 1 0 0 4 1 0 0 0

N 45 45 45 45 45 45 45 45

ADHD傾向者

場面1 場面2 場面3 場面4 場面5 場面6 場面7 場面8
M 7 5 6 16 7 6 5 5

Mdn 7 3 5 15 6 3 4 3
SD 5.13 5.38 6.75 8.75 4.52 6.95 4.41 6.52
SE 1.15 1.20 1.51 1.96 1.01 1.55 0.99 1.46

Max 18 21 31 29 20 28 17 27
Min 1 0 0 1 2 0 0 0

N 20 20 20 20 20 20 20 20

比較対照者

場面1 場面2 場面3 場面4 場面5 場面6 場面7 場面8
M 8 6 6 19 6 5 6 5

Mdn 7 5 5 19 6 5 5 4
SD 6.09 4.73 3.60 8.21 3.07 4.08 3.57 3.23
SE 1.27 0.99 0.75 1.71 0.64 0.85 0.74 0.67

Max 25 22 17 35 13 14 15 11
Min 2 0 0 4 1 0 1 0

N 23 23 23 23 23 23 23 23
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Fig.4.3_1～3 に、対象者別場面間の危険印象評価数をプロットした図を示す。 

 

Fi g .4 .3 _1 健 常 高 齢 者の場 面 間危 険 印 象 評価 数 の プロ ッ ト 図  
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Fi g .4 .3 _2 A D H D 傾向者 の 場 面間 危 険 印 象評 価 数 のプ ロ ッ ト 図  
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健 常 高 齢 者 の 危 険 印 象 評 価 数 に つ い て 場 面 間 の 関 係 性 を 図 か ら み る

と、 ど の よう な 場 面 間で も 一 貫し た 正 の 関係 性 が 目視 で 読 み 取れ る 。一

方、 比 較 対照 者 の 危 険印 象 評 価数 の 場 面 間の 関 係 性を み る と 、「 場 面５」

と「場 面 ８ 」の 場 面 間 、さ ら に「場 面 ７ 」と「場 面 ６ 」お よ び「場 面 ８ 」

の場 面 間 には 正 の 関 係は 弱 か った 。 あ る 場面 で 危 険感 を 感 じ ても 、 別の

場面 で は 同様 に 感 じ ない と い った 、 一 部 の場 面 で 異な る 危 険 感が 確 認さ

れた 。 A D H D 傾 向 者 は他 の 値 から 大 き く 外れ た 危 険印 象 評 価 が存 在 し て

おり 、 場 面間 の 危 険 印象 評 価 数の ば ら つ きの 大 き さが 特 徴 的 であ っ た 。   
 
 
 
 

Fi g .4 .3 _3 比 較 対 照 者の場 面 間危 険 印 象 評価 数 の プロ ッ ト 図  
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4 . 3 .3 _ 2 . 場 面間 の 比較  
 

F i g .4 .3 _4 に 、 対 象者 別場 面 別 危険 印 象 評 価数 の 箱 ひげ 図 を 示 す 。  

 Fi g .4 .3 _4 場 面 ご と 危険 印 象 評価 数 の 箱 ひげ 図  

健常 高 齢 者  

AD HD 傾向 者  

比較 対 照 者  
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健 常 高 齢 者の 危 険 印 象評 価 数 を場 面 間 で 比較 す る と、 場 面 に よっ て 危

険印 象 評 価数 と ば ら つき が 異 なる 傾 向 が 示さ れ た 。ま た A D H D 傾向 者 、

比較 対 照 者の 場 面 間 の危 険 印 象評 価 数 と 比較 す る と、 健 常 高 齢者 は 全体

的に ど の 場面 で も 危 険印 象 評 価数 が 少 な い傾 向 が 読み 取 れ た 。  
 
次 に 場 面 と 対 象 者 間 の 危 険 印 象 評 価 数 の 関 係 を 調 べ た 。 統 計 解 析 は 、

統計 ソ フ トウ ェ ア R（ 3 .3 . 2）を 用 いた 。  
危 険 印 象 評価 数 に つ いて 、 群 （健 常 高 齢 群・ A D H D 傾 向 群 ・ 比較 対 照

群 ） ×場 面 （ 場 面 １ ・ 場 面 ２ ・ 場 面 ３ ・ 場 面 ４ ・ 場 面 ５ ・ 場 面 ６ ・ 場 面

７・ 場 面 ８） の 2 要 因分 散 分 析を 行 な っ た結 果 、 2 要 因の 交 互作 用 は 有

意傾 向（ F  ( 14 , 59 5) = 1 .5 4 , p＜ . 10 ,  効果 量 η p2 = . 03 5）で あ った（ Fig .4 .3 _ 5）。   

 
  

Fi g .4 .3 _5 群 別 場 面 ごと 平 均 危険 印 象評 価数  
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場 面 別 群 要因 の 単 純 主効 果 検 定で は 、「 場面 ６ 」に おけ る 群 の主 効 果 に

有 意 傾 向 （ F  (2 ,8 5 )= 2 .5 2 , p ＜ . 10 ,  効 果 量 η p2 = . 05 6 ）、「 場 面 ７ 」（ F  
(2 , 85 )= 3 . 9 5 , p＜ . 0 5 ,  効果 量 η p 2 = . 0 8 5）、「場 面 ８」（ F  (2 , 8 5 ) = 3 , 5 7 ,p＜ . 0 5 ,  
効果 量 η p2 = . 07 7）に おけ る 群 の主 効 果 は 有意 で あ っ た 。H o l m -B on f e r r o n i
の 多 重比 較 の 結 果、「 場 面７ 」 で は 「 健 常 高 齢群 」（ t  (8 5 )= 2 .8 0 ,p＜ . 0 5）
に比 べ 、「 比 較 対照 群」 の 危 険印 象 評 価 数は 有 意 に高 か っ た 。   

群 別 場 面 要 因 の 単 純 主 効 果 検 定 の 結 果 、「 健 常 高 齢 群 」（ F  
(7 , 30 8) = 1 3 4 .0 8 , p ＜ . 00 1 , 効 果 量 η p2 = . 7 5 3 ）、「 A D H D 傾 向 群 」（ F  
(7 , 13 3) = 1 9 . 04 ,p＜ . 00 1 ,効果 量 η p 2 = . 50 1）、「健 常 高齢 群」（ F  (7 ,1 54 )= 47 .8 1 , p
＜ . 00 1 ,効果 量 η p 2 = . 6 8 5） す べ ての 群 の 場 面要 因 が 有意 で あ っ た。  

H o l m -B on fe r ro n i の 多重 比 較 の結 果 、 健 常高 齢 群 の「 場 面 ４ 」は 、「場

面８ 」（ t  (4 4 ) = 1 5 . 37 , p＜ . 0 5）・「 場 面７ 」（ t  (4 4 ) = 1 4 . 91 ,p＜ . 05）・「 場 面 ６ 」

（ t  ( 44 )= 14 . 8 0 , p＜ . 0 5）・「 場 面 ２ 」（ t  ( 4 4 )= 1 3 . 8 8 , p＜ . 0 5）・「 場 面 ３ 」（ t  
(4 4 )= 1 3 . 7 8 , p ＜ . 0 5 ）・「 場 面 ４ 」（ t  ( 4 4 )= 11 .1 6 , p ＜ . 0 5 ）・「 場 面 １ 」（ t  
(4 4 )= 1 2 . 8 5 , p＜ . 05）に比 べ 、危険 印 象 評 価数 は 有 意に 多 か っ た。「 場面 ５」

は、「 場面 ８ 」（ t  (44 ) = 8 .5 6 , p＜ . 05）・「場 面７ 」（ t  (4 4 ) = 7 . 3 5 , p＜ . 05）・「 場

面６ 」（ t  (44 ) = 6 .2 5 , p＜ . 05）・「場 面 ２」（ t  (44 ) = 5 .3 0 , p＜ . 0 5）に 比 べ 、危 険

印 象 評 価 数 は 有 意 に 多 か っ た 。「 場 面 １ 」 は 、「 場 面 ８ 」（ t  ( 44 )= 5 , 9 6 , p
＜ . 05）・「 場 面 ７」（ t  ( 4 4 )= 5 . 3 1 , p＜ . 0 5）・「場 面 ６」（ t  ( 44 ) = 5 .0 3 , p＜ . 05）・
「場 面 ２」（ t  (4 4 )= 3 . 94 , p＜ . 0 5）に 比べ 、危険 印 象 評価 数 は 有 意に 多 か っ

た。「 場面 ３ 」は 、「 場面 ８ 」（ t  ( 4 4 ) = 5 .8 2 , p＜ . 0 5）・「 場 面 ６」（ t  (4 4 ) = 4 .5 6 , p
＜ . 05）・「 場 面 ７ 」（ t  (44 ) = 3 .7 0 , p＜ . 0 5）に 比べ 、危 険印 象 評価 数は 有 意 に

多か っ た。「 場 面 ２ 」は、「 場 面 ８」（ t  ( 4 4 ) = 4 . 1 2 , p＜ . 0 5）に 比べ 、危 険 印

象評 価 数 は有 意 に 多 かっ た 。  
A D H D 傾向 群 の H o l m-B on fe r ro n i の 多重 比較 の 結 果 、「 場 面 ４ 」は 、「 場
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面７ 」（ t  ( 19 ) = 7 .1 5 , p＜ . 05）・「 場 面 ２」（ t  (19 ) = 6 .8 0 , p＜ . 0 5）・「 場面 ４ 」（ t  
(1 9 )= 6 .3 2 , p＜ . 0 5）・「 場面 ８ 」（ t  (1 9 ) = 6 . 2 5 , p＜ . 0 5）・「場 面 ６」（ t  (19 ) = 5 .6 0 , p
＜ . 05）・「 場 面 １」（ t  ( 1 9 )= 5 . 56 ,p＜ . 0 5）・「場 面 ３」（ t  (1 9 )= 5 . 42 , p＜ . 0 5）
に比 べ 、 危険 印 象 評 価数 は 有 意に 多 か っ た。  
 比 較 対 照群 の H o l m-B on fe r ro n i の 多重 比較 の 結 果、「 場 面 ４ 」は、「 場 面

７」（ t  (2 2 ) = 1 0 .1 3 , p＜ . 05）・「 場 面 ２」（ t  ( 2 2 ) = 9 . 5 8 ,p＜ . 05）・「場 面 ６」（ t  
(2 2 )= 9 .4 5 , p＜ . 0 5）・「 場面 ８ 」（ t  (2 2 ) = 9 . 3 8 , p＜ . 0 5）・「場 面 ５」（ t  (22 ) = 9 .2 9 , p
＜ . 05）・「 場 面 ３」（ t  ( 2 2 )= 9 . 00 ,p＜ . 0 5）・「場 面 １」（ t  (2 2 )= 7 . 69 , p＜ . 0 5）
に 比 べ 、 危 険 印 象 評 価 数 は 有 意 に 多 か っ た 。「 場 面 １ 」 は 「 場 面 ２ 」（ t  
(2 2 )= 3 .5 7 , p＜ . 0 5） に 比べ 危 険 印象 評 価 数 は有 意 に 多か っ た 。  

健 常 高 齢 群は 比 較 対 照群 比 べ 、場 面 ７ の 危険 印 象 評価 数 が 少 なか っ

た。 A D H D 傾 向 群と 比較 対 照 群で は 危 険 印象 評 価 数 は 「 場 面 ４」 が 他 の

場面 と 比 べる と 多 い 点が 特 徴 とし て み ら れた が 、 健常 高 齢 群 は、 場 面４

以外 の 場 面間 で も 、 危険 印 象 評価 数 が 有 意に 異 な るこ と が 分 かっ た 。  
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4 . 3 .4 . 考 察  
 

健 常 高 齢 者の 危 険 感 の特 徴 を 調べ る た め 、場 面 間 の危 険 印 象 評価 の

関係 を 分 析し 、 A D H D 傾向 者と 比 較 対照 者の 場 面 に対 す る 危 険印 象 評 価

数と の 比 較を 行 な っ た。  
場 面 間 の 危険 感 に つ いて 、 場 面間 の 危 険 印象 評 価 数を プ ロ ッ トし た

相関 図 を 目視 で 確 認 した と こ ろ、 健 常 高 齢者 ・ A D H D 傾 向者 ・比 較 対 照

者の ど の 対象 者 に お いて も 、 危険 印 象 評 価数 の 少 ない 人 と 多 い人 が 存在

して お り 、動 画 を 用 いた 危 険 感は 静 止 画 と同 様 に 個人 差 が あ るこ と を確

認し た 。  
場 面 間 の 危険 印 象 評 価に つ い て、 比 較 対 照者 で は、「 場 面５ 」と 「 場

面８ 」、「 場面 ７ 」 と 「場 面 ６ 」お よ び 「 場面 ８ 」 の場 面 間 で 正の 関 係 性

は弱 か っ た。 研 究 ６ の場 面 印 象分 析 よ り 「場 面 ８ 」は 低 覚 醒 な場 面 、

「場 面 ５ 」や 「 場 面 ７」 は 高 覚醒 な 場 面 と位 置 付 けら れ る が 、こ の よう

に注 意 要 求が 異 な る 場面 間 の 危険 印 象 評 価の 関 係 性の 弱 さ は 、受 動 的な

注意 の 補 足と 能 動 的 な情 報 収 集の 注 意 の 制御 が 、 状況 に 応 じ て上 手 く制

御さ れ て いる 過 程 が 考え ら れ る。  
一 方 、 健 常高 齢 者 で は比 較 対 照者 に 比 べ ると 、 ど の場 面 間 で も一 貫

した 危 険 印象 評 価 の 関係 が 読 み取 れ た 。 研究 ７ で は、 健 常 高 齢者 は 「ネ

ガテ ィ ブ 感情 手 が か り」 の 復 帰抑 制 効 果 が示 さ れ たが 、 健 常 高齢 者 は環

境内 の ネ ガテ ィ ブ 情 報に 自 動 的に 引 き 付 けら れ て しま い 、 状 況に 応 じて

受動 的 注 意と 能 動 的 注意 を 制 御す る 働 き が困 難 と なる た め 、 場面 の 注意

要求 特 性 に関 わ ら ず 、一 貫 し た危 険 感 を 示す の か もし れ な い 。  
群 と 場 面 との か か わ りに つ い ては 、 健 常 高齢 群 は 「場 面 ７ 」 の危 険

印象 評 価 が比 較 対 照 群に 比 べ 少な か っ た 。「 場 面７ 」 は 研究 ６の 場 面 分
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析で 、 高 覚醒 場 面 に 位置 づ け られ 、 生 活 道路 の た め、 歩 行 者 や自 転 車の

路地 か ら の飛 び 出 し など 、 潜 在ハ ザ ー ド が多 く 想 定さ れ る 場 面で あ る。

高齢 者 を 対象 と し た 道路 交 通 場面 の ハ ザ ード 知 覚 の研 究 で は 、高 齢 者は

目に 見 え ない 衝 突 対 象が 潜 在 する 死 角 ハ ザー ド の 発見 が 、 目 に見 え やす

い顕 在 ハ ザー ド の 発 見に 比 べ 弱い （ 蓮 花 ・向 井 ・ 小川 ・ 太 田 ， 20 0 7 ;  多
田・ 飯 田 ・中 西 ・ 安 時・ 山 田 ・蓮 花 ， 2 0 1 5） こ と が明 ら か に なっ て い

る。「 危な い 」「 危 な そう 」 と いっ た 危 険 感に お い ても 、 健 常 高齢 者 はハ

ザー ド が 潜在 す る 場 面は 危 険 を感 じ に く いこ と が 示さ れ た 。  
危 険 感 は 、環 境 情 報 の受 動 的 補足 と そ の 後の 印 象 評価 に よ る 交通 リ

スク の 直 感的 反 応 傾 向で あ る 。健 常 高 齢 者は 場 面 の注 意 要 求 特性 に 応じ

た注 意 制 御が 難 し く 、環 境 内 の顕 在 す る ネガ テ ィ ブ情 報 に 対 し注 意 が自

動的 に 引 き付 け ら れ ると 考 え られ る 。 健 常高 齢 者 は、 移 動 時 に何 か しら

「危 な い」「 危 なそ う」 と 感 じれ ば 、 そ の位 置 へ 注意 が 向 き やす く 、 本

来注 意 を 向け な け れ ばな ら な い別 の 情 報 への 注 意 が払 わ れ な い可 能 性が

推測 さ れ る。  
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第 ３ 部 で は 、 本 研 究 の 目 的 と 各 研 究 で 得 ら れ た 知 見 を 整 理 し 、 ま た 、

本研 究 の 意義 と 課 題 につ い て 述べ る 。 ま ず、 人 間 の移 動 時 注 意不 全 の情

報 処 理 過 程 と 注 意 制 御 の モ デ ル 化 を 行 な い 、 本 研 究 で 得 ら れ た 知 見 と

A D H D お よび 加 齢 を 説明 す る モデ ル に 基 づき 、 A D H D 傾 向 者 と 健 常 高 齢

者の 注 意 不全 に 至 る 情報 処 理 過程 の 差 異 を論 じ る 。  
 
第 １ 章  本 研 究 の 目 的 と 各 研 究 の 成 果  
 
【研 究 全 体の 目 的 】  
 本 研 究 は、 高 リ ス クで 時 々 刻々 と 変 化 し、 注 意 が要 求 さ れ る道 路 交 通

場面 に お ける 移 動 時 の注 意 不 全の 発 現 に つい て 、「 空間 的 注 意 」お よ び「危

険感 」 の 要因 か ら 、 A D H D 傾向 者や 健 常 高齢 者 に おけ る 移 動 時注 意 不全

エラ ー の 特性 を 検 討 し、 A D H D 傾向 や 加 齢の 影 響 によ る 移 動 時 注 意 不 全

につ い て 認知 的 活 動 とそ の 制 御処 理 過 程 を解 明 す るこ と を 目 的と し た。  
 
 
【研 究 １ 】  

道 路 交 通 事 故 の 多 く は ヒ ュ ー マ ン エ ラ ー に 起 因 す る （ Tre a t  e t  a l . ,  
19 7 9）。 そ の 中 で も 、 注 意 散 漫 （ d r i v e r  d i s t r a c t i on） や 不 注 意 （ d r i v e r  
i n a t t e n t i o n） と い っ た 人 間 の “ 不 注 意 ” は 、 道 路 交 通 事 故 発 生 の 直 接

的な 因 子 とし て 指 摘 され て き た（ e .g . ,   K l a u e r  e t  a l . ,  2 0 0 6）。道 路 を利

用 す る す べ て の 者 の 交 通 事 故 発 生 の 心 理 的 背 景 に は 注 意 の 問 題 が あ

り 、主 体 的 な移 動 時 にあ ら わ れや す い“ 不注 意 ”傾 向 、すな わち 移 動

時 注 意 不 全 エ ラ ー の 特 徴 か ら 道 路 交 通 事 故 防 止 を 考 え る こ と は 意 義

が大 き い。A D H D 者 は運 転 時 の操 縦 の 変 動（ e .g . ,  B a r k l e y  &  C ox ,  2 00 7）
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な ど 、 定 型 発 達 者 と 比 べ 危 険 性 の 高 い 交 通 行 動 が 報 告 さ れ て い る が 、

その 背 景 には 注 意 不 全の 障 害 特性 が 想 定 され る 。ま た高 齢 者 の道 路交

通 死 亡 事 故 の 高 さ （ 内 閣 府 ,  2 01 8） が 社 会 問 題 と な っ て い る が 、 背 景

要因 に 加 齢に 伴 う 注 意機 能 の 低下 （ e .g . ,  Kr a me r  e t  a l . , 1 9 99） に よ る不

注 意 が 考 え ら れ て い る 。 A D H D 者 と 高 齢 者 は 道 路 交 通 場 面 に お い て 、

同じ“ 不 注 意 ”な現 象が 数 多 く観 察 さ れ る 。しか し 、注 意が 要求 さ れ

る道 路 交 通場 面 に お いて 、定 型発 達 成人 と比 べ 、どの よ うな“不 注 意 ”

があ ら わ れや す い の かは 明 ら かに な っ て いな い 。そ の理 由 の 一つ に は、

移 動 と い う 人 間 の 目 的 志 向 的 な 行 動 に 関 わ る 不 注 意 を 主 と し た エ ラ

ーを 評 価 する た め の 適切 な 尺 度そ の も の が無 い こ とに あ る 。  
そこ で 【 研 究 １】 で は、 A D H D 者や 高 齢 者の 移 動 時注 意 不 全 にか か

わる 特 性 解明 に 用 い るた め の 定型 発 達 成 人の 特 徴 と比 較・照 合可 能な

ツー ル と して 、高 リ スク で か つ時 々 刻 々 と変 化 す る道 路 交 通 場面 で求

めら れ る 注意 要 求 に 対す る“不 注 意”を 主と し た エラ ー 特 性 を評 価可

能な 、 一 般成 人 の 「 移動 時 注 意不 全 尺 度 」の 作 成 を目 的 と し た。  
一般 成 人（ N= 2 0 8）を対 象 と した 試 作 尺 度の 因 子 分析 の 結 果 、「 制 御

不全 」「変 更 不 全」「 水準 低 下」「 転 導性 」の 4 つの 下 位 尺 度を 確 認し

た 。「 制 御 不 全 」「 水 準 低 下 」「 転 導 性 」 の 下 位 尺 度 ス コ ア と 、 D SM -5
の A D H D チェ ック リ スト の ス コア に 関 係 がみ ら れ 、日 常 生 活 全 般 で不

注意 の 頻 度が 多 い 者 は道 路 道 路交 通 場 面 でも 不 注 意の 頻 度 が 多く 、構

成概 念 妥 当性 を 確 認 した 。ま た車 両 の 運 転時 や 歩 行時 の 事 故 、お よ び、

あ と 少 し で 道 路 交 通 事 故 に な り そ う な 危 険 体 験 あ り 群 は な し 群 に 比

べ 「 水 準 低 下 」「 転 導 性 」 の 尺 度 ス コ ア が 高 い こ と か ら 、 基 準 関 連 妥

当性 を 確 認し た 。   
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【研 究 ２ 】  
 人 間 の リス ク に 対 する 個 人 の反 応 の 質 的な 差 は 、刺激 に 関 連す る急

速 で 自 動 的 に 生 じ る 主 観的 感 情 が主 で あ る と言 わ れ てい る （ Sl o v ic  e t  
a l . ,  2 00 4）。 人 間 の 主 観 的 リ ス ク 反 応に は 、「 直 感 的 反 応 傾 向 」 で あ る

「危 険 感 」が 考 えら れる が 、従来 は 運転 課題 の 遂 行 に 伴 う「 認 知 技 能 」

であ る「危 険 予 測」から の み アプ ロ ー チ され て お り、交 通リ スク に 対

す る 主 観 評 価 の 形 成 過 程 は 実 証 的 に 明 ら か に さ れ て い な い 。 ま た 、

Mi c h o n（ 19 7 9）は道 路交 通 事 故に 関 わ る 人間 行 動 につ い て、行 動 と リ

スク の 両 面を 考 慮 す る必 要 性 を述 べ 、認 知活 動 の 制御 過 程 す なわ ち空

間 的 注 意 な ど の 「 基 礎 的 能 力 」 で あ る ＜ 行 動 制 御 ＞ の 側 面 と 、「 脅 威

への 対 処 」であ る ＜ 主観 的 リ スク 反 応 ＞ の両 側 面 から ア プ ロ ーチ する

重要 性 を 論じ て い る 。し た がっ て、道 路 交通 場 面 にお け る 移 動時 の注

意不 全 の 発現 を 検 討 して い く には 、道 路 交通 場 面 の主 観 的 リ スク 反応

につ い て も検 討 し て いく こ と が重 要 で あ る。  
そ こ で 【 研 究 ２ 】 で は 、「 脅 威 へ の 対 処 」 反 応 を 測 定 す る ツ ー ル 作

成 を 試 み るた め 、 ま ず、 道 路 交通 場 面 の リス ク に 対す る 主 観 評価 の 形

成 過 程 を 実証 的 に 明 らか に す るこ と を 目 的と し た 。社会 人（ N= 9 7）を

対 象 に 、 危険 が 潜 在 する 道 路 交通 場 面 の 静止 画 に 対す る 危 険 印象 評 価

の ク ラ ス ター 分 析 を 行な い 、 クラ ス タ ー の階 層 構 造か ら 交 通 リス ク の

主 観 評 価 が「 直 感 的 処理 」 と 「分 析 的 処 理」 と い う異 な る 処 理過 程 か

ら 形 成 さ れる こ と を 示し た 。  
分 析 の 結 果を 受 け 、 交通 リ ス クの 主 観 評 価に 「 直 感的 処 理 」 の関 り

が 示 さ れ たた め 、 次 に道 路 交 通場 面 に 直 感的 に 抱 く「 危 険 感 」の 測 定

手 法 を 吟 味検 討 し 、 感覚 ・ 感 性レ ベ ル の 印象 反 応 の抽 出 に 有 効と 考 え

ら れ る 動 画を 用 い た 「危 険 印 象評 価 課 題 」の 作 成 を行 な っ た 。  
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【研 究 ３ 】  
より 効 果 的な 道 路 交 通事 故 防 止対 策 を 検 討す る 上 で、 A D H D 者と 高

齢者 の 道 路交 通 事 故 発生 の 背 景と し て 指 摘さ れ る“ 不 注 意”な現 象に

違い は み られ る の か 、そ の不 注 意の 背 景 にあ る プ ロセ ス は 同 じな の か、

ある い は 異な る の か 、異 なる と すれ ば ど のよ う に 異な る の か など を明

らか に し てい く 必 要 があ る 。  
そこ で 【 研 究 ３】で は、移 動時 の“ 不 注 意”現 象 が 異 な る か 否か を

検証 す る ため 、 大 学 生の D S M -5  ・ A D H D チェ ッ ク リ ス ト の 自己 評 価

によ る 高 スコ ア 者 を A D H D のア ナロ グ とみ な し 、A D H D 傾 向群（ N= 2 0）
と健 常 高 齢群（ N= 4 6）お よ び一 般 成人 群（ N= 4 0）に つ い て 、研究 １ で

作成 し た 注意 不 全 尺 度の ス コ アを 比 較 し た。  
群（ A D H D 傾 向 群 ・ 健常 高 齢 群・ 一 般成 人群 ） と移 動 時 注意 不 全 エ

ラー （ 制御 不 全 ・変 更不 全・水 準 低 下・転導 性 ）の 要 因 間の 関係 を 分

析 し た 結 果 、「 水 準 低 下 」 と 「 転 導 性 」 尺 度 の ス コ ア は 、 A D H D 傾 向

群 と 一 般 成 人 群 お よ び 健 常 高 齢 者 群 を 区 別 す る こ と が 明 ら か と な っ

た。 観 察さ れ る“ 不 注意 ” な現 象 は 同じ であ っ て も、 A D H D 傾向 者 と

健常 高 齢 者で は 、移 動時 の “不 注 意” の 性質 は 異 なり 、 A D H D 傾向 者

は移 動 時 に「水 準 低 下 」エラ ー と「 転導 性 」エラ ー を生 じ や すい こ と

が示 さ れ た 。ま た 健 常高 齢 者 は一 般 成 人 者と 比 べ て全 て の 尺 度ス コア

が低 く 、移 動 時 注意 不全 エ ラ ーの 自 覚 が 乏し い こ と 、そ の中 で は「 変

更不 全 」 エラ ー は 自 覚さ れ や すい こ と が 分か っ た 。  
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【研 究 ４ 】  
 道 路 利 用 者 の  “ 不 注 意 ” は 、 人 間 の 情 報 処 理 全 体 の 最 適 な 注 意 制

御の 失 敗 と考 え ら れ る 。注意 は 多く の 刺 激の 中 か ら特 定 の 刺 激や 情報

にの み 受 動的 、能動 的に 働 く こと が で き 、視 線 とは 独 立 的に 特定 の 空

間位 置 に 向け る こ と もで き る 。人間 が あ る地 点 か らあ る 地 点 へ主 体的

に空 間 を 移動 す る 際 の行 動 で は 、注 意 を ある 地 点 から 別 の 地 点へ 移動

させ 、その 地 点 に注 意を と ど め、あ る地 点に 留 ま る注 意 を 解 放し 、ま

た別 の 地 点へ 注 意 を 移す と い う「 空 間 的 注意 の 移 動」（ P o s n e r  &  C o he n, 
19 84）を 繰 り 返 す。こう し た 人間 の 主 体 的な 移 動 行動 に 関 わ る空 間 上

の あ る 特 定 の 場 所 に 注 意 を 移 す 働 き を 、 本 研 究 で は 「 空 間 的 注 意 」

（ s p a t i a l  a t t en t i o n） と定 義 す る。  
移 動 時 の 認 知 的 活 動 に は そ れ を 制 御 す る 空 間 的 注 意 の 働 き が 関 わ

る。移 動時 の 注 意不 全に 至 る メカ ニ ズ ム を検 討 し てい く に は 、研 究３

の 結 果 明 ら か と な っ た A D H D 傾 向 者 と 健 常 高 齢 者 の そ れ ぞ れ の 空 間

的注 意 の 特徴 を 検 証 して い く こと が 重 要 であ る 。  
そこ で【 研 究 ４ 】で は 、実 験 心 理学 的 に A D H D 傾向者 の 空 間 的注 意

の特 徴 を 検討 す る こ とを 目 的 とし た 。研 究３ と 同 様の 方 法 で 、大 学生

を対 象 に  自 己 評価 によ る A D H D チ ェ ック リ ス トの 合 算 ス コア を 高低

で 群 分 け し 、 高 ス コ ア 者 を A D H D の ア ナ ロ グ で あ る A D H D 傾 向 群

（ n= 2 0）、 低 ス コ ア 者 を 比 較 対 照 群 （ n= 2 3） と し た 。 空 間 的 注 意 課 題

は、① 空間 的 情 報選 択課 題 、② 注 意 切替 課題 、③変 化 検 出 課 題 の 3 種

のタ イ プ を設 定 し 、 各課 題 の 遂行 成 績 を 群間 比 較 した 。  
①  空間 情 報 選択 課 題 で は、A D H D 傾 向者 は 、比較 対 照 群 で み ら れ た「ポ

ジテ ィ ブ 感情 手 が か り」に よる 情 報 選択 の遂 行 成 績の 低 下 は みら れ

ず 、感情 情 報 への ア クセ ス の 弱さ や 、感 情手 が か りを 使 っ た 情報 探
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索を 方 略 とし て 用 い ない こ と が推 測 さ れ た。  
②  注意 切 替 課題 で は 、課題 の 一 般的 特 徴 と して「 部 分 文 字 」条 件、「 全

体 →部分 」 の 切り 替 え条 件 で 、 2 枚 の 階 層文 字 の 一 致 判 断 の 遂行 成

績は 良 い が、A D H D 傾向 群 で は反 対 に「 全体 文 字」条 件 の 遂 行 成 績

が 良 く 、「 全 体 →部 分 」 へ の 切 り 替 え 条 件 で 遂 行 成 績 が 低 下 し た 。

A D H D 傾向 者 は 、注 意の 切 り 替え 時 に 全 体情 報 の 強い 干 渉 を 受け る

こと が 示 唆さ れ た 。  
③  変化 検 出 課題 で は 、比較 対 照 群で は「 追 加 」変 化 よ り「 消 失 」変化

の検 出 成 績は 高 い が 、A D H D 傾向 群で は「消 失 」変 化の 遂 行 成績 が

悪か っ た 。 A D H D 傾 向者 は 、 刺激 変 化 の 検出 に 関 わ る 視 覚 的 記 憶、

ワー キ ン グメ モ リ、課題 遂 行 に視 覚 的 注 意を 払 い 続け る 注 意 の持 続

性の 困 難 が推 測 さ れ た。  
 

 
【研 究 ５ 】  

道 路 交 通 事 故 発 生 に 関 わ る 道 路 利 用 者 の 移 動 時 注 意 不 全 エ ラ ー に

つい て 、人 間 の 情報 処理 過 程 とそ の 注 意 の制 御 過 程に 着 目 し 、ど のよ

う な 空 間 的 注 意 が 関 与 し 移 動 時 注 意 不 全 が 発 現 す る の か を 明 ら か に

する こ と は極 め て 重 要で あ る 。  
そこ で【研 究 ５】で は、研 究４ で 用 いた ②注 意 切 替課 題 お よ び③ 変

化検 出 課 題の 遂 行 程 度別 、研 究 １で 作 成 した 注 意 不全 尺 度 の 下位 尺度

につ い て 、群 （ A D H D 傾向 群： n= 2 0／ 比 較対 照 群 ： n= 2 3） ×空間的注

意遂行の程度×移 動 時注 意 不 全エ ラ ー の 3 要 因 分散 分 析 を 行な っ た 。  
結果 、③ 変 化 検出 課 題に お い て、変化 検 出遂 行 の 程度 と 群 の 交互 作

用 効 果 が み ら れ 、 A D H D 傾 向 者 は 、「 変 化 検 出 遂 行 低 」 条 件 が 「 変 化
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検 出 遂 行 高 」 条 件 に 比 べ 注 意 不 全 尺 度 の 総 ス コ ア が 高 い こ と 、 ま た

A D H D 傾向者 は 「 変 化検 出 遂 行低 」 条件 で、 比 較対 照 者 に比 べ、 注 意

不全 尺 度 の総 ス コ ア が高 い こ とが 分 か っ た 。②注 意 切替 課 題 の注 意切

替 遂 行 の 程 度 と 移 動 時 注 意 不 全 エ ラ ー の 間 に は 関 係 が み ら れ な か っ

た 。 A D H D 傾向 者 の 移動 時 注 意不 全 エ ラ ーに は 、変 化検 出 の 注 意 機構

の関 与 が 示唆 さ れ た 。  
 
 
【研 究 ６ 】  

研 究 ３ の 結 果 か ら A D H D 傾 向 者 の 移 動 時 注 意 不 全 エ ラ ー が 健 常 高

齢者 と 相 違す る こ と が明 ら か とな り、 ま た、 研究 ４ の 結果 、 A D H D 傾

向者 に 特 有の 空 間 的 注意 の 働 きが 示 さ れ た。  
先 行 研 究 （ 小 菅 ら ,  2 011） で は 静 止 画 を 用 い た 道 路 交 通 場 面 の 直 感

的 危 険 印 象 評 価 と 注 意 課 題 の パ フ ォ ー マ ン ス の 関 連 性 を 指 摘 し て お

り 、 A D H D 者は 何 ら かの 危 険 感の 特 徴 を 持っ て い ると 推 測 で きる 。し

かし 、 A D H D 者 を 対 象に 、動 画 を用 い た 危険 感 の 特徴 は 明 ら かに され

てい な い 。  
そこ で 【 研究 ６ 】 で は、 D S M -5・ A D H D チェ ッ ク リス ト の 優 勢状 態

ごと に 、こ れ ま でと 同様 の ア ナロ グ 研 究 法に よ り、不 注 意ス コア 高 群

（ n= 2 3） と ス コ ア 低 群 （ n= 2 1）、 多 動 性 衝 動 性 ス コ ア 高 群 （ n= 2 5） と

スコ ア 低 群（ n= 1 9）に群 分 け し、研 究 ２ で作 成 し た危 険 印 象 評価 課題

の場 面 ご と、 危 険 印 象評 価 数 のば ら つ き の比 較 を 行な っ た 。  
A D H D の不注 意 優勢 ・多動 性 衝 動性 優 勢 傾向 者 に 共通 し て 、低 覚 醒

な道 路 交 通場 面 で は 危険 感 の 個人 間 差 が 大き く 、そ の背 景 に 空間 的注

意 の 制 御 の 困 難 さ が あ る と 推 察 さ れ た 。 多 動 性 衝 動 性 優 勢 傾 向 者 は 、
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死角 が 多 い場 面 で も 個人 間 差 が大 き く あ らわ れ 、死 角な ど の 構造 で危

険感 が 変 動す る 可 能 性が 示 唆 され た 。ま た 、 A D H D 傾向 者 と 比較 対照

者で は 、顕 在ハ ザ ー ドが 多 く 含ま れ る リ スク の 高 い場 面 の 危 険感 は差

がみ ら れ ない こ と が 分か っ た 。  
 

 
【研 究 ７ 】  

移動 時 の“ 不 注 意”な現 象 の 心理 的 背 景 には 、人 間 の 最 適 な 注意 制

御の 失 敗 が考 え ら れ 、人 間の 移 動行 動 に は空 間 的 注意 が 関 与 する と考

えら れ る。研 究 ３の 結果 、健常 高 齢 者の 移動 時 注 意不 全 エ ラ ー が A D H D
傾向 者 と は異 な る 傾 向が 明 ら かと な っ た こと か ら 、健常 高 齢 者の 空間

的注 意 の 特徴 を 検 討 する こ と は重 要 で あ る。  
そこ で【研 究 ７】で は、健 常高 齢 者 の移 動時 の 認 知的 活 動 と 制御 処

理の 空 間 的注 意 の 働 きに つ い て 、実 験 心 理学 的 に 検討 す る こ とを 目的

とし た 。  
日常 の 移 動や 生 活 に 支障 の な い健 常 高 齢 者（ N= 4 6）を 対 象 に 、研 究

４で 作 成 した ① 空 間 的情 報 選 択課 題 、② 注意 切 替 課題 、③変 化検 出 課

題の 遂 行 成績 を 分 析 した 。  
①  空 間 的 情 報 選 択 課 題 で は 、 健 常 高 齢 者 は 「 ネ ガ テ ィ ブ 感 情 手 が か

り 」 が 先 行 す る と 空 間 情 報 選 択 の 遂 行 成 績 が 低 下 し 、 感 情 手 が か

り に よ る 復 帰 抑 制 の 効 果 が み ら れ た 。 こ れ は 、 ネ ガ テ ィ ブ 感 情 が

提 示 さ れ た 位 置 へ の 再 注 意 が 抑 制 さ れ 、 先 行 す る ネ ガ テ ィ ブ 感 情

と同 じ 位 置へ の 情 報 探索 の 時 間が 遅 延 し た結 果 と 推測 さ れ た 。  
②  注意 切 替 課題 で は 、健常 高 齢 者は 2 枚 の 階層 文 字 の 一 致 判 断 が「部

分 文 字 」 よ り も 「 全 体 文 字 」 で 遂 行 成 績 の 低 下 が み ら れ た が 、 こ
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れ は 課 題 の 刺 激 の 大 き さ と 有 効 視 野 の サ イ ズ が 関 係 す る 可 能 性 が

考 え ら れ た 。 ま た 健 常 高 齢 者 は 階 層 の 切 替 方 向 の 効 果 は み ら れ な

かっ た 。  
③  変化 検 出 課題 で は 、健常 高 齢 者は 、「 注 意集 中 」場面 の 変 化 検出 時

間の 遅 延 と、「 追加 」変 化 の 遂行 成 績 の 低さ が 明 らか と な っ た。  
 
 

【研 究 ８ 】  
道 路 交 通 事 故 発 生 に 関 わ る 高 齢 者 の 移 動 時 注 意 不 全 エ ラ ー の 発 現

解明 に 向 けて 、ど の よう な 空 間的 注 意 が 関与 す る のか を 明 ら かに する

こと は 極 めて 重 要 で ある 。  
そこ で【研 究 ８】で は、健 常高 齢 者 の空 間的 注 意 のパ フ ォ ー マン ス

が移 動 時 注意 不 全 に 及ぼ す 影 響を 検 討 す るこ と を 目的 に 、健 常高 齢者

（ N= 4 6）  を 対 象 と し て 、 研 究 ４ で 用 い た ② 注 意 切 替 課 題 、 ③ 変 化 検

出課 題 の 遂行 成 績 の 程度 と 、研 究１ で 作 成し た 注 意不 全 尺 度 のス コア

との 関 係 を分 析 し た 。  
結果 、健常 高 齢 者は 、② 注 意切 替 課 題の 遂行 成 績 が低 い と「 変更 不

全」の 尺度 ス コ アが 高い こ と が分 か っ た 。一 方、③ 変 化検 出 課題 の 遂

行の 程 度 と移 動 時 注 意不 全 エ ラー の 間 に は関 係 が みら れ な か った 。健

常高 齢 者 の移 動 時 の「変 更 不全 」エラ ー には 、注意 切 替 の注 意機 構 の

関与 が 示 唆さ れ た。健常 高 齢 者の 移 動 時 の注 意 不 全に は 、加 齢の 影 響

によ る 個 々の 注 意 の 機能 低 下 では な く 、加齢 に 伴 う認 知 活 動 全般 を司

る管 理 監 督系 の 困 難 が示 唆 さ れた 。  
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【研 究 ９ 】  
先 行 研 究 （ 小 菅 ,  2 0 1 5） で は 、 高 齢 者 の 静 止 画 に 対 す る 危 険 印 象 に

つ い て 、 危険 評 価 の 多い 群 は 少な い 群 に 比べ 、 注 意選 択 課 題 のパ フ ォ

ー マ ン ス が向 上 す る こと が 報 告さ れ て い る。 危 険 感と 注 意 は 密接 な 関

り が 想 定 され る た め 、加 齢 に より 注 意 機 能が 低 下 する 高 齢 者 では 、 ど

の よ う な 危 険 感 の 特 徴 を 示 す の か を 明 ら か に す る こ と は 重 要 で あ る 。 
そ こ で【研 究 ９】で は、健 常高 齢 者（ N= 4 6）を 対象 に、研 究 ２で 作

成 し た 危 険印 象 評 価 課題 を 用 いて 、 A D H D 傾向 者（ N= 2 0）と 比 較 対照

者（ N= 2 3）の 危 険印 象評 価 と 照ら し 合 わ せな が ら 、健 常 高 齢 者の 場 面

ご と の 危 険感 を 検 討 し、 研 究 ７で 明 ら か とな っ た 健常 高 齢 者 の空 間 的

注 意 の 特 徴か ら 考 察 する こ と を目 的 と し た。  
分析 の 結 果、 健常 高 齢者 、 A D H D 傾向 者 、比 較 対 照 者 の ど の 群に お

いて も 、動 画を 用 い た危 険 感 は静 止 画 と 同様 に 個 人差 が あ る こと を確

認し た 。比 較 対 照群 では 、低覚 醒 場 面と 高覚 醒 場 面で 危 険 印 象評 価 の

関連 が 弱 いこ と か ら 、状 況に 応 じて 受 動 的な 注 意 の補 足 と 能 動的 な情

報収 集 の 注意 の 制 御 がコ ン ト ロー ル さ れ てい る こ とが 推 測 さ れた 。し

かし 健 常 高齢 群 で は 、覚 醒 の程 度 が 異な る場 面 に も関 わ ら ず 、ど の場

面で も 一 貫し た 危 険 印象 評 価 が観 察 さ れ たこ と か ら 、健 常 高 齢者 は状

況に 応 じ た受 動 的 注 意と 能 動 的注 意 の 制 御の 困 難 さが 推 測 さ れた 。  
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第 ２ 章  得 ら れ た 成 果 に 基 づ く 移 動 時 注 意 不 全 の 情 報 処 理 過 程 と  
注 意 制 御 の 関 係  

2 . 1 .  人間 の 移 動時 注 意 不 全の 情 報 処理 過 程 と 注意 制 御  
 
 従 来 の 道路 交 通 場 面の ヒ ュ ーマ ン フ ァ クタ ー の 研究 で は 、 運転 者 の 注

意散 漫（ d r i ve r  d i s t r a c t i o n）の よ うに 、人 間の 注 意 から ア プ ロ ーチ さ れ る

こと は あ って も 、 研 究の 関 心 は注 意 を 散 漫に さ せ る脇 見 と い う行 為 や、

速度 を あ げた 運 転 操 作や 歩 行 者の 斜 め 横 断な ど 、 道路 利 用 者 の振 る 舞い

や行 為 そ のも の が 研 究さ れ て きた 。 し か し、 こ れ ら道 路 利 用 者の 振 る舞

いや 行 為 は、 外 界 か ら入 力 さ れ処 理 さ れ 効果 器 を 通し て 出 力 され た 一連

の情 報 処 理過 程 を 経 た反 応 で あり 、 観 察 され る 振 る舞 い や 行 為の 背 景に

は、 情 報 の入 力 ‐ 処 理‐ 出 力 の認 知 活 動 すべ て に 関わ る 注 意 の最 適 な制

御不 全 に よる “ 不 注 意” の 影 響が 考 え ら れる 。  
人 間 の 認 知活 動 に つ いて は 、 知覚 、 記 憶 など 各 機 能を ボ ッ ク ス的 に 説

明す る 情 報処 理 モ デ ルが 数 多 く存 在 し 、 注意 の 性 能に つ い て も多 く の仮

説が 存 在 する 。 し か し、 注 意 が要 求 さ れ る主 体 的 な道 路 交 通 場面 の 移動

時注 意 不 全エ ラ ー に つい て 、 情報 処 理 過 程に お け る注 意 の 制 御の 側 面、

注意 の 資 源や 容 量 の 性能 、 移 動時 の エ ラ ーに 関 わ る各 情 報 処 理の 機 能か

ら、 統 合 的に 説 明 す るモ デ ル は見 当 た ら ない 。  
本 章 で は、本 研 究 の 目的 で ある A D H D 特 性や 加 齢 の影 響 に よ る移 動 時

注意 不 全 の解 明 に 向 けて 、 ま ず従 来 の 情 報処 理 モ デル や 注 意 の知 見 をも

と に 、本 研 究 の 課 題 遂 行 に関 わ る 情 報 処 理 過 程を 整 理 、 統 合 し 、 Fi g .3 .1
に人 間 に おけ る 移 動 時注 意 不 全の 情 報 処 理過 程 と 注意 制 御 の モデ ル 化を

試み た 。  
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移 動 時 の 注意 不 全 の 発現 に 至 る情 報 処 理 には 、 ① 下位 の 情 報 処理 系 を

管理 す る、最 も上 位 に位 置 す る「 管理 監 督シ ス テ ム 」、② 注 意の 2 つ の性

能で あ り Fi g . 3 . 1 に 紫色 で 示 した 「 注 意 資源 」 と 「注 意 フ ィ ルタ ー 」、 ③

情報 の 入 力か ら 出 力 に至 る ま での 下 位 の 情報 処 理 過程 が 考 え られ る 。  
以 下 に 、 想定 し た ボ ック ス の 各機 能 と 、 それ ぞ れ の関 り を 述 べる 。  

 「 管 理 監督 シ ス テ ム」 で は 、 N o r ma n  a nd  S h a l l i c e（ 19 8 6） の 「 注 意監

督シ ス テ ム」（ Su pe r v i so r y  A t t e n t i o n a l  S y s t e m:  S A S） で 想 定 さ れ て い る管

理監 督 機 能、 ま た は B ad de l e y（ e .g . , 1 9 9 6） の ワ ーキ ン グ モ デル の 中 央実

行系（ c e n t r a l  e x e cu t i ve）と 同 じ 役割 が 想 定さ れ る 。入 力 前 の 情 報 を ス ク

Fi g .3 .1 人間 の 移 動 時注 意 不 全の 情 報 処 理と 注 意 制御  
の関 係 モ デル  

管理監督システム

注意資源
注意フィルター

分析・判断

比較照合
特徴分析

特徴検出
反応の

体制化
情報・刺激

符号化

⾧期記憶

移動時注意不全エラー



206 
 

リー ニ ン グす る 「 注 意フ ィ ル ター 」 や 、 各認 知 活 動の 遂 行 に 関わ る 「注

意資 源 」、 そ し て下 位の 各 認 知活 動 の 全 ての 機 能 制御 に 関 わ る。  
 「 注 意 資源 」 は 、 通常 、 認 知心 理 学 で は心 的 エ ネル ギ ー と 定義 さ れ る

も の であ り 、 Wic k e n s  （ 2 00 2）の 多 重 資 源 理 論か ら 考 え ら れ る 。 多重 資

源理 論 は 、入 力 モ ダ リテ ィ 、 処理 、 出 力 にお い て それ ぞ れ 貯 蔵さ れ た注

意資 源 を 想定 す る 。 視覚 と 視 覚の よ う に 同じ モ ダ リテ ィ で の 処理 の よう

に同 じ プ ール さ れ た 資源 を 使 わな け れ ば 、注 意 資 源が 干 渉 す るこ と は無

い。 こ の 注意 資 源 は 、上 位 の 「管 理 監 督 シス テ ム 」の 命 令 を 受け 、 下位

の各 活 動 に割 り 当 て られ る 。「注 意 フ ィ ルタ ー 」は 焦 点的 注 意と 同 義 で あ

り 、情 報 の 選 択 に 関 わる 。外 界 の情 報 は 、この 注 意 フィ ル タ ーを 通 し て 、

次の 処 理 過程 へ 移 行 する 。  
 下 位 の 情報 処 理 系 では 、「注 意 フ ィル ター 」に よ って“ ふ るい ”に か け

られ た 情 報だ け が 入 力さ れ る 。ど の 情 報 が入 力 さ れる の か は トッ プ ダウ

ン制 御 の 処理 を 受 け るた め 、「 管 理 監督 シス テ ム 」の 命 令 、 およ び 、「 注

意資 源 」 の配 分 や 容 量に よ っ ても 影 響 を 受け る 。 入力 さ れ た 感覚 刺 激は

意味 処 理 に変 換 さ れ 、こ の 「 符号 化 」 の 過程 を 通 して 、 道 路 交通 場 面内

の個 々 の 構成 要 素 が 認識 さ れ る。 そ の た め、 感 覚 刺激 か ら 特 徴を 検 出し

たり 、 特 徴を 分 析 す るに は 「 注意 フ ィ ル ター 」 が 関わ る 。 道 路交 通 場面

内の 個 々 の構 成 要 素 の「 特 徴 検出 」 や 「 特徴 分 析 」が な さ れ た後 、 その

情報 は 「 長期 記 憶 」 に保 管 さ れて い る 過 去の 記 憶 や体 験 と 「 比較 照 合」

され 、 い まこ の 場 で の行 為 に 関す る 「 分 析・ 判 断 」が な さ れ 、反 応 の構

えで あ る 「反 応 の 体 制化 」 の 後、 効 果 器 を通 し て 反応 が 出 力 され る 。外

界か ら 入 力さ れ た 情 報は 、 認 知活 動 に 必 要な 「 注 意資 源 」 が 十分 に 確保

され 、 か つ「 管 理 監 督シ ス テ ム」 に よ っ て注 意 資 源が 配 分 可 能な 問 題解

決状 況 で は、 こ の よ うな 情 報 処理 過 程 を 経る と 考 えら れ る 。 また 、 情報
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の処 理 は 、各 処 理 系 で分 散 型 の処 理 が 考 えら れ 、 入力 さ れ た 情報 の 処理

は直 列 的 には 進 行 し ない 。  
「 注 意 資 源」 と エ ラ ーの 関 係 にお い て は 、混 雑 時 など 認 知 的 負荷 が 高

い状 況 、 ある い は 個 人の 特 性 や加 齢 な ど によ り 「 注意 資 源 」 の総 量 が少

ない 場 合 は、「注 意 フィ ル タ ー」を 通 し た情 報・刺 激 の 入 力 、符 号 化 、特

徴検 出 と 特徴 分 析 、 比較 照 合 と分 析 ・ 判 断、 反 応 の体 制 化 な どの 全 ての

処理 系 で 齟齬 が 生 じ エラ ー が 生じ る 。  
 
  



208 
 

2 . 2 . A D H D 傾 向 の 影響 に よ る情 報 処 理 過程 と 移 動 時 注 意 不 全エ ラ ー  
 

A D H D 傾向の 影 響 に よる 情 報 処理 と 注 意 制御 の 処 理過 程 で 発 現 す る移

動時 注 意 不全 エ ラ ー は 、Fi g .3 .1 の モ デ ル と 、A D H D の状 態 像 を説 明 する

C EM モ デル （ S e rg e a n t ,  2 0 0 0 ,  2 00 5）、 そ して 本 研 究の A D H D 傾向 者 の 研

究結 果 か ら、 Fi g . 3 .2 の関 係 が 考え ら れ る 。  
 

 
  

F i g .3 .2 A D H D 傾向 の影 響 に よる 情 報 処 理過 程 と  
移動 時 注 意不 全 エ ラ ー  

処理資源容量
注意フィルター

分析・判断

比較照合
特徴分析

特徴検出
反応の

体制化
情報・刺激

符号化

移動活動への視空間的注意の維持

⾧期記憶

課題目標や課題関連情報の維持
水準低下エラー
転導性エラー
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本 研 究 で 明ら か と な った A D H D 傾 向者 の 特徴 の 一 つは 、③ 変 化検 出 課

題の 遂 行 成績 の 低 い A D H D 傾向 者は 、遂行 成 績 の高 い A D H D 傾向 者 と 比

べ て も 有 意 に 移 動 時 注 意 不 全 の 総 ス コ ア が 高 く 、 変 化 検 出 遂 行 の 低 い

A D H D 傾 向 者は 移 動 時に 不 注 意を 生 じ や すい 傾 向 を示 し た こ と で あ っ た 。 
A D H D 傾向 者 は 障害 特性 か ら、「 管理 監 督シ ス テ ム」の 重 要 な役 割 で あ

る 、 課 題 目 標 や 課 題 関 連 情 報 を 維 持 す る 管 理 面 に 弱 さ が あ る と 言 え る 。

「管 理 監 督シ ス テ ム 」は 、 各 認知 活 動 の 遂行 に 必 要な 「 注 意 資源 」 の配

分も 司 る 。 A D H D 傾 向者 は 、 移動 と い う 活動 の 維 持そ の も の の優 先 順 位

が低 い た め、 移 動 活 動に 配 分 され る 「 注 意資 源 」 が少 な く な ると 考 えら

れる 。そ の 結果 Fi g . 3 .2 に赤 色 の 線で 示 すよ う に、上 位の「 管理 監 督 シ ス

テム 」 は 障害 特 性 ゆ えに 課 題 目標 や 課 題 関連 情 報 の維 持 が 難 しく 、 その

ため 、移 動 活 動 に 対 し「注 意 資 源 」を 視 覚 的に 維 持 し 続 け る 努 力（ e ff o r t）、
すな わ ち 移動 活 動 へ の視 覚 的 注意 の 維 持 が困 難 と なる と 考 え られ る 。  

R en s i n k（ 2 00 0）に よ れば 、道 路交 通 場 面 内の 個 々 の構 成 要 素 の変 化 に

素早 く 気 づく に は 、 変化 が 生 じる 前 後 の 情景 や 個 々の オ ブ ジ ェク ト の配

置を 記 憶 して お く こ とが 必 要 であ る 。 A D H D 傾向 者 は 、 移 動 活 動 に 必要

な注 意 資 源が 行 き 渡 らず 、入力 さ れ たシ ーン の 個 々の 構 成 要 素の 配 置 や、

シー ン 全 体の 雰 囲 気 （文 脈 ） の「 符 号 化 」す な わ ち意 味 変 換 が困 難 とな

り、 そ の 後の 「 特 徴 検出 や 特 徴分 析 」 の 処理 に 負 の影 響 が あ らわ れ 、シ

ーン 内 の 構成 要 素 の 変化 の 検 出が 困 難 に なる と 推 測す る 。 A D H D 傾 向者

の移 動 時 注意 不 全 の 情報 処 理 の特 徴 と し て、 移 動 活動 へ の 視 覚的 注 意の

維持 の 困 難さ が 、 符 号化 や そ の後 の 特 徴 検出 、 特 徴分 析 の 処 理に 負 の影

響を 及 ぼ して い る こ とが 考 え られ る 。  
エ ラ ー の 観点 で は 、A D H D 傾向者 の 特徴 とし て 、一般 成 人 な どと 比 べ、

「水 準 低 下 」エ ラ ー 、「 転 導性 」エ ラ ー が確 認 さ れた 。移 動 時注 意 不 全エ
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ラー に 関 わる 注 意 制 御は 、 最 も上 位 の 「 管理 監 督 シス テ ム 」 が担 い 、本

研究 で 作 成し た 空 間 的注 意 課 題で は 、 ② 注意 切 替 課題 が こ の シス テ ムに

関わ る 。 A D H D 傾 向 群は 比 較 対照 群 に 比 べ、 ② 注 意切 替 課 題 の遂 行 成 績

が悪 か っ た。 A D H D 傾向 者 は 、情 報 処 理 過程 と そ の エ ネ ル ギ ー の 側 面を

管理 す る 基盤 と な る「管 理 監督 シ ス テム 」の働 き が 弱い こ と が 示さ れ る 。

移動 行 動 は目 標 試 行 的な 認 知 的活 動 で あ り、「 注 意資 源 」が 使 われ る 努力

（ e ff o r t）を 要 す る 。A D H D 傾向者 は 移動 活動 に 視 覚的 な 注 意 を維 持 し 続

ける こ と が困 難 で あ ると 考 え られ 、 高 リ スク で 注 意要 求 が 高 い道 路 交通

場面 で あ って も 、 安 全な 移 動 に必 要 な 覚 醒水 準 を 維持 し 続 け るこ と が困

難で あ る と考 え ら れ る。 よ っ て「 水 準 低 下」 エ ラ ーを 経 験 し やす い こと

が考 え ら れる 。また A D H D 傾向者 の 危険 感が 比 較 対照 群 に 比 べ個 人 間 の

ばら つ き が大 き い こ と、 ① 空 間的 情 報 選 択課 題 で は感 情 情 報 への ア クセ

スの 悪 さ が考 察 さ れ 、こ れ ら の背 景 に は 、 A D H D 傾 向者 の 視 覚的 注 意の

維持 の 困 難さ が あ る と推 測 さ れ、 移 動 時 の注 意 不 全と し て は 「転 導 性」

エラ ー と して あ ら わ れる の で はな い か と 考え ら れ る 。A D H D 傾 向 者 の「 水

準低 下 」「 転 導 性」 エラ ー は、「 管 理監 督シ ス テ ム」 に お け るそ の 場 に適

した 注 意 制御 の 不 全 が背 景 に ある と 考 え られ る 。  
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2 . 3 .  加齢 の 影 響 に よる 情 報 処理 過 程 と 移動 時 注 意不 全 エ ラ ー  
 

加 齢 の 影 響 に よ る 情 報 処 理 と 注 意 制 御 の 処 理 過 程 で 発 現 す る 移 動 時

注意 不 全 エラ ー は、Fi g .3 .1 のモ デ ル と、認知 的 加 齢 を 説 明 す る 注 意 資 源

容量 の 低 下（ C r a ik  &  B yrd ,  1 9 8 2）と 抑制 機能 の 低 下（ H a sh e r  e t  a l . ,  1 99 9）
仮説 、そ し て 本 研 究 の健 常 高 齢者 の 研 究 結果 か ら、Fi g . 3 .3 の 関係 が 考 え

られ る 。  
 
 

 

F i g .3 .3 加齢 の 影 響 によ る 情 報処 理 過 程 と  
移動 時 注 意不 全 エ ラ ー  

注意フィルター

分析・判断

比較照合
特徴分析

特徴検出
反応の

体制化
情報・刺激

符号化

⾧期記憶

処理資源容量減少している注意資源の容量による処理
変更不全エラー

同時並行作業の遂行調節



212 
 

 
本 研 究 で 明ら か と な った 健 常 高齢 者 の 特 徴の 一 つ は、 ② 注 意 切替 課 題

の遂 行 成 績の 低 い 健 常高 齢 者 は遂 行 成 績 の高 い 者 と比 べ て、「変 更 不 全」

エラ ー を 生じ や す い 傾向 を 示 した こ と で あっ た 。  
② 注 意 切 替課 題 は 、 時々 刻 々 と変 化 す る 状況 の 中 でそ の 場 の 目標 に 応

じて 、 注 意の 焦 点 を 刺激 の 複 数階 層 に 次 々に 切 り 替え る 課 題 であ る 。ま

た「 変 更 不全 」 エ ラ ーを 測 る 下位 尺 度 の 質問 項 目 は、 道 路 交 通場 面 内の

ハザ ー ド の素 早 い 気 づき や 察 知、 リ ス ク の高 い 状 況に お け る 能動 的 な注

意・ 意 識 の切 り 替 え 、移 動 中 の同 時 並 行 作業 の 注 意配 分 な ど に関 す る質

問項 目 か ら構 成 さ れ る。  
移 動 時 、 人間 は 限 界 のあ る 「 注意 資 源 」 を上 手 く 使い な が ら 、必 要 な

情報 に は 注意 を 向 け 、不 要 な 情報 は 差 し 当た っ て 無視 を し 、 目標 に 関係

した 情 報 の取 捨 選 択 を行 な う 作業 を し な がら 、「 歩 く」「車 両 を 操作 す る」

とい っ た 作業 も 行 っ てお り 、 同時 並 行 で 様々 な 作 業の 遂 行 を 行な っ てい

る。 こ の よう な 同 時 並行 作 業 の遂 行 調 整 など ト ッ プダ ウ ン の 制御 は 「管

理監 督 シ ステ ム 」 で 担わ れ る 。ま た 「 注 意資 源 」 は加 齢 に よ り資 源 その

もの が 減 少し 、 注 意 資源 の 容 量を 多 く 使 う認 知 的 負荷 の 高 い 課題 の 処理

では 、 多 くの 注 意 資 源が 必 要 とな る た め 、同 時 並 行作 業 が 求 めら れ るよ

うな 認 知 的負 荷 の 高 い状 況 で 、注 意 資 源 低下 の 加 齢効 果 が 大 きく あ らわ

れる 。 健 常高 齢 者 の 移動 時 注 意不 全 の 認 識は 、 一 般成 人 群 な どと 比 べ相

対的 に 低 いが 、「変 更不 全 」エ ラー は 自 覚し や す かっ た 。そ れは 、変 更 不

全エ ラ ー の質 問 項 目 に移 動 中 の同 時 並 行 作業 の 注 意配 分 に 関 わる 項 目が

あり 、 減 少し て い る 注意 資 源 の容 量 に よ る同 時 並 行作 業 の 処 理に 関 わる

移動 時 注 意不 全 エ ラ ーは 、 自 覚し や す い と考 え ら れる 。  
ま た 健 常 高齢 者 の 特 徴と し て 、移 動 時 注 意不 全 エ ラー 、 空 間 的注 意 課
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題の 遂 行 成績 、危 険 感は 、一 般 成人 と 類 似の 傾 向 を示 し て い た 。た だ し、

空間 的 注 意課 題 の 遂 行成 績 は 低く 、場面 に一 貫 し た危 険 感 を 示し て お り、

潜在 ハ ザ ード 場 面 で 危険 感 が 弱い 特 徴 が みら れ た 。こ う し た 健常 高 齢者

の 危 険 感 の 背 景 に は 、 B ad de le y の 中 央 実 行 系 で 仮 定 さ れ て い る よ う な 、

トッ プ ダ ウン 制 御 を 担う 状 況 に応 じ た 注 意切 替 の 弱さ と 、 一 度活 性 化し

た課 題 関 連情 報 の 不 要な 情 報 の抑 制 が 難 しく な る こと が 考 え られ る 。健

常高 齢 者 の移 動 時 注 意不 全 エ ラー は 、 加 齢に よ り 低下 す る 「 注意 資 源」

容量 の 減 衰に よ る 各 認知 活 動 の処 理 と 、 上位 の 「 管理 監 督 シ ステ ム 」の

機能 低 下 が背 景 に あ ると 考 え られ 、 加 齢 によ る 移 動時 注 意 不 全エ ラ ーは

下位 の 情 報処 理 系 の すべ て で 生じ る こ と が考 え れ らる 。  
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2 . 4 .  移動 時 注意 不 全の A D H D 傾 向と 加 齢に よ る 処理 の 違 い  
 
 A D H D 傾 向 者 の移 動時 注 意 不全 は 、 い ま進 行 し てい る 移 動 活動 へ の 視

覚的 注 意 の維 持 の 困 難さ が あ り、 環 境 か ら情 報 を 収集 し 感 覚 刺激 を 意味

処理 へ 変 換す る 符 号 化と 、 そ の後 の 特 徴 検出 、 特 徴分 析 で 負 の影 響 を受

けや す い こと が 推 測 され た 。 また 危 険 感 の個 人 間 差が 大 き い こと が 分か

った 。 移 動 時 注 意 不 全 へ の A D H D 傾 向 の 影 響 は 、「 水 準 低 下 」「 転 導 性 」

エラ ー と して 発 現 し やす い こ とが 分 か っ た。  
 
健 常 高 齢 者の 移 動 時 注意 不 全 は、 加 齢 に よる ト ッ プダ ウ ン 制 御を 司 る

管理 監 督 系の 機 能 低 下と 、 加 齢に よ り 減 少す る 注 意資 源 の 容 量の 影 響が

推測 さ れ た。 ま た 場 面に 一 貫 した 危 険 感 を示 し 、 状況 に 応 じ た最 適 な注

意制 御 の 困難 が 推 測 され た 。 高齢 者 は 移 動時 注 意 不全 エ ラ ー を自 覚 しに

くい が 、「 変更 不 全」エラ ー は 自覚 さ れ や すく 、移動 時 注意 不 全エ ラ ー へ

の加 齢 に よる 影 響 は 、個 別 の 認知 機 能 の 処理 系 に 影響 を す る より は むし

ろ、 同 時 並行 作 業 の 遂行 調 節 の困 難 さ と 注意 資 源 容量 の 低 下 から 、 あら

ゆる 処 理 系で エ ラ ー が生 じ る 可能 性 が 考 察さ れ た 。  
 
本 研 究 よ り、 A D H D 傾向 者 と 健常 高 齢 者 の移 動 時 注 意 不 全 の 発 現 に 、

それ ぞ れ 異な る 情 報 処理 過 程 の特 徴 が 背 景に あ る こと が 示 唆 され た 。  
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第 ３ 章  今 後 の 課 題 と 展 望  
 
 本 研 究 では 、 A D H D 者と 加 齢 によ り 注 意機 能 が 低 下 す る 高 齢 者 の 移動

時注 意 不 全の 解 明 を 目的 に 、移 動 に関 わ る「 空 間的 注 意」、注 意に 密 接 な

「危 険 感」、「 移 動 時 注意 不 全 エラ ー 」 に 着目 し 、 A D H D 傾 向 並 び に 加 齢

の影 響 に よる 情 報 処 理過 程 と 移動 時 注 意 不全 エ ラ ーを 検 討 し た。  
 本 章 で は、 本 研 究 の問 題 点 、限 界 と 今 後の 課 題 を述 べ る 。  
 
 

(1 ) A D H D 傾向 者の 研究 結 果 の一 般 化  
 
 本 研 究 では A D H D 者の 特 徴 を研 究 す る ため 、アナ ロ グ 研究 法を 用 い た。

すな わ ち、A D H D の 診断 が あ る人 々 と A D H D の診 断が 無 い 非 臨床 群 は「 等

価」「 連 続 」で あ る と みな し 、A D H D 傾 向 が強 い と 考え ら れ る 一般 成 人を

A D H D の診断 が ある 人の 「 ア ナロ グ 」 と みな し て 研究 の 対 象 とし た 。  
 ア ナ ロ グ研 究 法 は 、臨 床 群 と異 な り 治 療を 受 け てお ら ず 服 薬の 影 響 が

無い デ ー タを 扱 え る こと 、 臨 床群 を 対 象 とし た 研 究は デ ー タ の収 集 が難

しい が 一 度に 多 く の 変数 に つ いて 多 数 の 研究 対 象 者を 集 め ら れる こ と、

通 常 臨 床 群 は 特 定 の 基 準 で 集 め ら れ て い る た め 個 人 差 が 小 さ く な る が 、

“不 注 意 ”に よ る エ ラー は 極 めて 個 人 差 が大 き く 、非 臨 床 の デー タ を使

うこ と で 幅広 い 個 人 差を 確 認 する こ と が でき る な ど、多 く の 利点 が あ る。 
 一 方 で 、 A D H D の 診断 が 無 い集 団 を 対 象と し て いる た め 、 A D H D の診

断が あ る 集団 と は 、 移動 時 注 意不 全 に 至 る過 程 が 異な る 可 能 性を 否 定で

きな い 。今後 は A D H D の臨 床群 も 対 象と して 、移 動時 注 意不 全 を 研 究 す

るこ と も 必要 だ ろ う 。  
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(2 )  移動 時 注 意不 全エ ラ ー と実 際 の 道 路交 通 場 面 の 行 動 と の関 係  
 
 本 研 究 では 、 道 路 交通 事 故 に関 わ る ヒ ュー マ ン ファ ク タ ー の中 で 、注

意不 全 の 観点 か ら 研 究を 行 な い、 A D H D 傾向 お よ び加 齢 の 影 響に よ る 情

報 処 理 と そ の 制 御 の 過 程 で 発 現 す る 移 動 時 注 意 不 全 エ ラ ー を 検 討 し た 。 
 認 知 心 理学 の 情 報 処理 モ デ ルに 基 づ け ば、道 路 交通 事 故発 生の 引 き 金

とな る 道 路利 用 者 の 行動 の 背 景に は 情 報 処理 の 活 動 が あ り、道路 利 用 者

の特 徴 に 応じ た 交 通 事故 防 止 対策 の 検 討 に向 け て 、本 研 究で 明ら か に な

った エ ラ ー背 後 の 情 報処 理 過 程に 関 わ る 基礎 的 知 見 は 重 要 で あ る 。  
 交 通 事 故発 生 は「 人間 要 因 」だ け で な く、道 路 を構 成 す る「 環境 要 因」

や「 車 両 要 因」 を 含 めた 道 路 交通 シ ス テ ムの 齟 齬 から 生 じ、 多様 な そ れ

ぞ れ の 要 因 が 、 相 互 に 、 そ し て 複 雑 に 関 係 し あ い 発 生 す る 現 象 で あ る 。

した が っ て 、ヒ ュ ー マン フ ァ クタ ー の 中 で 、本研 究 で 扱っ た 移動 時 注 意

不 全 の エ ラ ー 特 性 と 道 路 交 通 事 故 発 生 の 関 係 を 検 証 す る こ と は 難 し い 。 
しか し 、本 研究 で 明 らか と な った A D H D 傾向 者 や 健常 高 齢 者 の移 動 時

注意 不 全 エラ ー が、実際 の 道 路交 通 場 面 でど の よ うな 振 る 舞 いと し て あ

らわ れ る のか 、 ま た どの よ う な振 る 舞 い とエ ラ ー 特性 の 関 連 が強 い の か

は検 証 す る必 要 が あ ると 考 え る。  
 
 

(3 )  A D H D 者の 自 動車 交 通 事故 の 実 態 把握  
 
 本 研 究 では 、 研 究 ４か ら 研 究６ の 結 果 から 、 A D H D 傾 向 の 影 響 に よ る

情報 処 理 とそ の 制 御 の過 程 で 発現 す る 移 動時 注 意 不全 エ ラ ー を検 討 し、

A D H D 傾向者 の 事故 発生 に 影 響を 及 ぼ す エラ ー 特 性を 示 し た 。   
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 こ の よ うな A D H D 傾向 者 の エラ ー 特 性 から 、道 路 交 通事 故 や事 故 に 至

るヒ ヤ リ ハッ ト な ど 負の 影 響 が考 え ら れ るが 、我 が 国 にお い て 、診断 の

ある A D H D 者 の自 動 車交 通 事 故の 実 態 は 調査 さ れ てい な い 。  
今後 、A D H D 者 が ど の程 度 実 際に 自 動 車 交通 事 故 を 体 験 し て いる の か、

それ は ど のよ う な 事 故実 態 な のか 、 調 査 する 必 要 が あ る と 考 え る 。  
 
 

(4 )  A D H D 傾 向 お よ び 加 齢 の エ ラ ー 特 性 に 応 じ た 交 通 事 故 防 止 対 策

の検 討  
 
 道 路 交 通事 故 防 止 は公 衆 衛 生上 の 重 要 な解 決 す べき 課 題 の 一つ で あ り 、

対象 者 の 特徴 に 応 じ た予 防 対 策の 推 進 が 望ま れ る 。  
本 研 究 で は 、A D H D 傾向 と 加 齢で は 、「 空間 的 注 意」「 危 険 感」「 移 動時

注意 不 全 エラ ー 」 の 特徴 に 違 いが あ る こ とを 実 証 し、 第 ３ 部 では 、 移動

時注 意 不 全エ ラ ー に 至る 情 報 処理 過 程 の 特徴 の 違 いを 考 察 し た。 こ れら

から 、 A D H D 特 性 、 加齢 に 応 じた 効 果 的 な交 通 事 故防 止 対 策 が検 討 で き

るだ ろ う 。  
移 動 は 日 常 生 活 の 要 と な る 重 要 な ラ イ フ ス キ ル の 一 つ と 言 え る 。

A D H D 傾 向 者で は 危 険感 の 個 人間 差 が 大 きい こ と から 、 た と え ば 個 別 に

どの よ う な場 面 や 衝 突対 象 に 危険 を 感 じ にく い の かを 把 握 し 、本 人 に情

報を フ ィ ード バ ッ ク して 、 移 動の 時 間 帯 や目 的 地 まで の 道 順 など 、 戦略

的に 安 全 な移 動 の 計 画を 立 て るこ と が 考 えら れ る 。運 転 時 は 「転 導 性」

エラ ー 防 止と し て 、 たと え ば 注意 が 逸 れ やす い 携 帯電 話 は 運 転者 の 手の

届く 範 囲 や直 接 見 え る場 所 に 置か な い 、 同乗 者 に 気が 散 っ て しま う 場合

は後 部 座 席に 移 っ て もら う な ど、 車 内 環 境の 整 備 が考 え ら れ る。  
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高 齢 者 で は、 加 齢 に よっ て 減 少す る 注 意 資源 の 容 量の 影 響 を 受け 、 情

報選 択 、 意思 決 定 な ど、 個 々 の認 知 機 能 への 負 の 影響 が 想 定 され る 。よ

って 、 高 齢者 に は 過 去と 比 べ 現在 の 認 知 機能 の 状 態が ど れ だ け低 下 して

いる か を チェ ッ ク す る機 会 を 持た せ る こ とが 重 要 とな る だ ろ う。 高 齢者

は自 身 の 機能 低 下 に 気づ き に くい こ と が あげ ら れ るが 、 本 研 究で は 移動

時の 「 変 更不 全 」 エ ラー は 自 覚さ れ や す いこ と が 示さ れ た 。 そこ で 高齢

者が 苦 手 とな る「運 転し な が ら音 楽 を 聴 く」「歩 き なが ら 会 話 する 」な ど 、

普段 行 な う同 時 並 行 作業 を 例 に出 し 、 そ こを 手 が かり と し て 普段 の 移動

行動 に あ らわ れ る 老 化に よ る 不注 意 エ ラ ーの 気 づ きを 促 し て いく こ とが

考え ら れ る。  
本 研 究 で 得ら れ た 知 見は 、 A D H D 傾 向 者 と健 常 高 齢者 に と っ て、 どの

よう な 道 路交 通 事 故 防止 の 方 向性 が 考 え られ る の か、 事 故 予 防対 策 検討

の基 礎 資 料を 提 供 す るも の で ある 。 今 後 は知 見 を 活用 し 、 実 践で 展 開可

能な 対 策 の検 討 に つ なげ て い く必 要 が あ る。  
 
  



219 
 

第 ４ 章  本 研 究 の 意 義  
 
 
 A D H D 者 は海 外 の 研究 で 交 通事 故 発 生 リス ク の 一つ と み な され て お り、

A D H D 者 が 実際 の 道 路交 通 場 面で ど の よ うな 危 険 な振 る 舞 い を 生 じ て い

るの か 、 また ど の よ うな 振 る 舞い が 定 型 発達 と 異 なる の か に つい て 研究

され て き た。  
 し か し 、人 間 の 情 報処 理 過 程と ヒ ュ ー マン エ ラ ーの 視 点 か ら、 な ぜ 移

動時 に 注 意不 全 が 生 じる の か 、そ の メ カ ニズ ム を 検討 し た 研 究は 見 当た

らな い 。  
本 研 究 で は 、A D H D につ い て アナ ロ グ 研 究法 を 用 い、「 空 間 的注 意 」と

「危 険 感 」に 着 目 し 、情 報 処 理過 程 か ら 移動 時 注 意不 全 の メ カニ ズ ムの

解明 を 試 みた 。 本 研 究の 心 理 学的 ア プ ロ ーチ は 、 脳機 能 と 心 理の 側 面が

どの よ う に関 係 す る のか を 明 らか に す る ため に は 欠か せ な い アプ ロ ーチ

であ る と 考え る 。  
ま た 、発 達障 害 は定 型発 達 と「連 続 」し て いる と 考 えら れ て い る。A D H D

傾向 者 の 移動 の リ ス クと 認 知 制御 に 関 わ るヒ ュ ー マン エ ラ ー 現象 の 解明

は、 A D H D 者に 向 け た道 路 交 通事 故 防 止 対策 の 検 討に 寄 与 す るだ け では

なく 、 一 般的 な 人 間 の移 動 時 注意 不 全 エ ラー 現 象 につ い て も 示唆 を 与え

るも の と 考え ら れ る ため 、 研 究の 意 義 は 大き い 。  
 さ ら に 本研 究 で は 、 A D H D 傾 向者 と 健 常高 齢 者 の移 動 時 注 意 不 全 エ ラ

ーの 違 い を実 証 し 、 それ ぞ れ のエ ラ ー に 至る 情 報 処理 過 程 の 特徴 を 検討

した こ と で、 道 路 交 通事 故 防 止対 策 の 検 討に 向 け た基 礎 資 料 を提 供 でき

たも の と 考え 、 今 後 の防 止 対 策へ の 展 開 が期 待 で きる 。  
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整え て い くこ と が で きま し た 。厚 く お 礼 申し 上 げ ま す 。  
また 多 く の先 生 方 か ら 、快く デ ー タ収 集 の場 を 提 供い た だ き 、大 変お

世話 に な りま し た。山村 豊 先 生（ 帝 京大 学教 授 ）、松 田美 登 子 先 生（ 東 京

富士 大 学 教授 ）、 岩 崎智 史 先 生（ 東 京未 来大 学 講 師）、 田 邊 資章 先 生（ 関

東学 院 大 学非 常 勤 講 師 ）のお 力 を お借 り し 、大学 生 の 貴重 な デー タ を 収

集 す る こ と が で き ま し た 。 実 験 に 参 加 し て く だ さ っ た 大 学 生 の 皆 さ ま 、

そし て 日 野市 老 人 ク ラブ 会 員 の皆 さ ま な ど、多 く の方 々 のご 協力 に よ っ

て 、研 究 活 動 の 源 と なる 貴 重 なデ ー タ を 収集 で き まし た こ と 、こ の場 を

お借 り し 深く 感 謝 申 し上 げ ま す。  
 最 後 に 、夫 を は じ め 、父と 妹 、そ して 本年 7 月 に 他 界 し た 母 の 温 か い

励ま し と 実質 的 な 家 族の 支 え がな け れ ば 、本 研 究 を最 後 ま で 完成 さ せる



234 
 

こと は 不 可能 で し た 。研 究 開始 時 か ら終 わり ま で 支援 し て く れた 家 族 に、

ここ に 記 して 感 謝 の 意を 表 し ます 。  
 

2018 年 12 月  
小菅  英 恵  



 
 

A p pe n d ix 1 . 質 問 紙 ・フ ェ イ スシ ー ト  

 

・それぞれ記入もれのないよう回答をお願いいたします。

・以下の各問いに従い，記入あるいは該当する数字に ○ をつけてください。

【問１】 年齢は？　　 歳

【問２】 性別は？　 ① 男性 ② 女性

【問３】

① 徒歩 ② 自転車

③ バス・電車など交通公共機関

④ 自分の運転

【問４】 【問３】で回答した普段の外出頻度はどのくらいですか？

① ほぼ毎日 ② 週3～4回 ③ 週1～2回

④ 月1～2回 ⑤ ほとんど外出しない

【問５】

① なし

② あり 1回 2回 3回 4回 5回以上

【問６】

記入が終わりましたら，記入漏れがないか見直して下さい。

合図があるまで，ペンを置いてお待ちください。

アンケートA

学校への通学，バイト先までの通勤，買い物など，あなたが普段移動するときの主な移動手段を選んで

下さい（日常，よく使う移動手段）

【問３】で回答した普段の外出時に，事故や，あと少しで事故になりそうな危険な状況を経験した事はあ

りますか？

また，ある場合は，あてはまる回数に ○ をつけてください

【問５】で　あり　と回答した方は，それはどのような状況でしたか？

右下の記入例のように，直近に経験したその状況を簡単に図で示して下さい

記入例

自分の運転の方は，次のページ【問４’】へ進んで下さい

コンビニ駐車場

車

私

交差点そばの横断歩道（青）を横断中，右折してきた車に，あ

と少しでひかれそうになった

状況図



 
 

 
 
 
 

【問４’】 普段あなたが運転する車両の免許は何ですか？

① 普通自動車（セダン，ワンボックス等） ② バイク（50cc以上）

③ 大型自動車（トラック等） ④ 原付　　 ⑤ その他特殊車両

【問５’】 運転での外出頻度はどのくらいですか？

① ほぼ毎日 ② 週3～4回 ③ 週1～2回

④ 月1～2回 ⑤ ほとんど外出しない

【問６’】

① なし

② あり 1回 2回 3回 4回 5回以上

【問７’】

記入が終わりましたら，記入漏れがないか見直して下さい。

合図があるまで，ペンを置いてお待ちください。

【問６’】で　あり　と回答した方は，それはどのような状況でしたか？

右下の記入例のように，直近に経験したその状況を簡単に図で示して下さい

自分の運転での外出時に，事故やあと少しで事故になりそうな危険な状況を経験した事はありますか？

また，ある場合は，あてはまる回数に○をつけてください

自分の運転に○をした方のみ

記入例

空き地

空き地

自

車

自転車

対向車がこないので，安全確認後に脇道（登り坂）に右折したら，

猛スピードで自転車が降りてきて，あと少しでぶつかりそうに

なった。

状況図



 
 

A p pe n d ix 2 . 質 問 紙 ・ A D H D チェ ッ クリ スト  

 

　

全

く

無

か

っ

た

　

め

っ

た

に

無

か

っ

た

　

と

き

ど

き

あ

っ

た

　

頻

繁

に

あ

っ

た

　

非

常

に

頻

繁

に

あ

っ

た

1 0 1 2 3 4

2 0 1 2 3 4

3 0 1 2 3 4

4 0 1 2 3 4

5 0 1 2 3 4

6 0 1 2 3 4

7 0 1 2 3 4

8 0 1 2 3 4

9 0 1 2 3 4

10 0 1 2 3 4

11 0 1 2 3 4

12 0 1 2 3 4

13 0 1 2 3 4

14 0 1 2 3 4

15 0 1 2 3 4

16 0 1 2 3 4

17 0 1 2 3 4

18 0 1 2 3 4

記入が終わりましたら，記入漏れがないか見直して下さい。

記入漏れの確認が終わりましたら，ページをめくって下さい。

つまらなかったり，難しかったりする課題や仕事をする際に，不注

意な間違いやケアレスミスをする事がある

つまらなかったり，難しかったりする課題や仕事をする際に，集中

できず，集中し続ける事が困難な事がある

直接自分が話しかけられているにもかかわらず，会話に集中し続け

る事が困難な事がある

アンケートB
・大学生活やアルバイトなど，あなたの日常生活において，

　過去6カ月のあいだに，次のような出来ごとが

　どのくらいの頻度でありましたか。

・普段の行動や感じ方に最もあてはまるものを

　１つだけ選び ○ で囲んで下さい。

打ち合わせなどで長時間座っていなければならない時に，手足をそ

わそわと動かしたり，もぞもぞする事がある

家や職場に物を置き忘れたり，物をどこに置いたかわからなくなっ

て探すのに苦労する事がある

外からの刺激や雑音で気が散ってしまう事がある

忙しくしている人の邪魔をしてしまう事がある

打ち合わせなどの着席していなければならない状況で，席を離れて

しまう事がある

落ち着かない感じ，あるいはソワソワする感じを感じる事がある

時間に余裕があっても，一息ついたり，ゆったりとくつろぐことが

困難な事がある

社交的な場面でしゃべりすぎてしまう事がある

会話を交わしている相手が話し終える前に，会話をさえぎってし

まった事がある

順番待ちしなければならない場合に，順番を待つことが困難な事が

ある

課題や仕事をするにあたって，難所は乗り越えたのに，詰めが甘く

て最後までやり通す事が困難だった事がある

計画性が必要な課題や仕事を行なう際に，作業を順序立てるのが困

難だった事がある

約束や，しなければならない用事を忘れた事がある

じっくりと考える必要のある課題や仕事に取り掛かるのを避けた

り，遅らせたりする事がある

まるで何かに駆り立てられるかのように，過度に活動的になった

り，何かせずにいられなくなる事がある



 
 

A p pe n d ix 3 . 質 問 紙 ・移 動 時 注意 不 全 尺 度の 項 目  

 

　

全

く

無

か

っ

た

　

め

っ

た

に

無

か

っ

た

　

あ

ま

り

無

か

っ

た

　

と

き

ど

き

あ

っ

た

　

よ

く

あ

っ

た

　

非

常

に

よ

く

あ

っ

た

1 1 2 3 4 5 6

2 1 2 3 4 5 6

3 1 2 3 4 5 6

4 1 2 3 4 5 6

5 1 2 3 4 5 6

6 1 2 3 4 5 6

7 1 2 3 4 5 6

8 1 2 3 4 5 6

9 1 2 3 4 5 6

10 1 2 3 4 5 6

11 1 2 3 4 5 6

12 1 2 3 4 5 6

13 1 2 3 4 5 6

14 1 2 3 4 5 6

15 1 2 3 4 5 6

16 1 2 3 4 5 6

17 1 2 3 4 5 6

18 1 2 3 4 5 6

19 1 2 3 4 5 6

20 1 2 3 4 5 6

ページをめくってください。

・通学，通勤，買い物など，普段の移動しているところを

　イメージして下さい

・普段の移動中，過去１年のあいだに，次のような出来ごとが

　どのくらいの頻度でありましたか。

　最もあてはまるものを １つだけ選び ○ で囲んで下さい。

道が混雑してるわけでもないのに，到着の時間を読み違えて遅刻

する事がある

移動中にもかかわらず，寝不足なような状態でぼんやりする事が

ある

移動しながら，これから自分がやるべき事を色々考えたり，作業

の段取りをつける事ができる

交差点や横断歩道で信号の変化に気づかず見落としたり，気づく

のが遅れる事がある

普段慣れている道なのに，途中で道に迷う事がある

移動中に意識が別の世界へ飛んでしまう事がある

周囲に気を配らなければならないのに，どうしても気になる方に

注意が向いてしまう

前方の車や人の移動に気づかず，突然，右から左(左から右)へ移

動したように感じる事がある

混雑している道など周囲に気を配らなければならない状況では，

自分の思う通りに注意を切り替えられる

アンケートC

道順は直ぐに覚えられる

移動中に気になる事があっても，すぐに意識を切り替えられる

音楽や人の会話が聞こえると，注意が向いてしまい無視をする事

ができない

後方の車のベルやクラクションなど，わずかな音でもすぐに察知

できる

周りの出来ごとに気をとられ，信号や標識・表示などを見落とす

事がある

気づいた時には後方から近づく車やバイクなどに，追突された事

がある

狭い道や障害物などがある道路でも，人や車などを上手く避けて

通れる

ボーっとしていたせいで，たった今通った道をはっきり覚えてい

ない事がある

気になる事があると，周囲の交通状況に注意を向け直せなくなっ

てしまう

意識がぼんやりしてしまい，信号を無視しそうになったり，無視

する事がある

余計なものが見えると，どうしてもそこに注意が逸れてしまい目

が離せなくなる事がある



 
 

 
 

　

全

く

無

か

っ

た

　

め

っ

た

に

無

か

っ

た

　

あ

ま

り

無

か

っ

た

　

と

き

ど

き

あ

っ

た

　

よ

く

あ

っ

た

　

非

常

に

よ

く

あ

っ

た

21 1 2 3 4 5 6

22 1 2 3 4 5 6

23 1 2 3 4 5 6

24 1 2 3 4 5 6

25 1 2 3 4 5 6

26 1 2 3 4 5 6

27 1 2 3 4 5 6

28 1 2 3 4 5 6

29 1 2 3 4 5 6

30 1 2 3 4 5 6

31 1 2 3 4 5 6

32 1 2 3 4 5 6

33 1 2 3 4 5 6

34 1 2 3 4 5 6

35 1 2 3 4 5 6

36 1 2 3 4 5 6

37 1 2 3 4 5 6

38 1 2 3 4 5 6

39 1 2 3 4 5 6

40 1 2 3 4 5 6

ページをめくってください。

気がついた時には，道路から逸脱していた事がある

移動しながら左右を見ると，前方を見忘れる事がある

対向してくる人や車などをうまく避けられず，ぶつかったり，ぶ

つかりそうになる事がある

移動中でも気になる事があると，そのこと以外に注意が向かなく

なる

どうしても周囲の出来ごとに目がとまってしまい，人や車とぶつ

かりそうになる事がある

前の車や歩く人の速度が減速したことに気づかず，ぶつかった

り，ぶつかりそうになる事がある

どこに向かおうとしているのか目的地がわからなくなり，道に

迷ったり，知らない場所に到着する事がある

ふと気づくと，ボーっとしたまま移動している事がある

いったん注意がそれると，交通状況に注意を向け直す事が困難な

時がある

周囲の変化に気が付かなかったり，気づくのが遅い事がある

移動中に人や物にぶつかる事がある

路地や障害物の陰から出てくる人や車などに，素早く気づくこと

ができる

周囲の出来ごとに目がとまってしまい，人や車とぶつかりそうに

なる事がある

周囲に気を配らなければならない状況でも，気になる事があると

どうしてもそちらに注意が向いてしまう

救急車などのサイレン音に気がつかない事がある

ルート案内などの｢右(左)に曲がる｣指示とは逆に，「左(右)」に

曲ってしまう事がある

上の空で移動している事がある

ぼんやりしてしまい，前方の人や車などにぶつかったり，ぶつか

りそうになる事がある

移動中に何か邪魔が入ると，安全確認や前方を見忘れてしまう

・通学，通勤，買い物など，普段の移動しているところを

　イメージして下さい

・普段の移動中，過去１年のあいだに，次のような出来ごとが

　どのくらいの頻度でありましたか。

　最もあてはまるものを １つだけ選び ○ で囲んで下さい。

余計なものが見えると，どうしてもそれに目が向き，前方の道路

から注意が逸れてしまう



 
 

 
 

　

全

く

無

か

っ

た

　

め

っ

た

に

無
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っ

た

　

あ

ま

り

無

か

っ

た

　

と

き

ど

き

あ

っ

た

　

よ

く

あ

っ

た

　

非

常

に

よ

く

あ

っ

た

41 1 2 3 4 5 6

42 1 2 3 4 5 6

43 1 2 3 4 5 6

44 1 2 3 4 5 6

45 1 2 3 4 5 6

記入が終わりましたら，記入漏れがないか見直して下さい。

アンケートはこれで終わりです。

ふと我に返ると，曲がるべき道や路地などを見逃している事があ

る

移動中に気になる事があると集中してしまい，ぶつかるなど危険

な目にあうことがある

・通学，通勤，買い物など，普段の移動しているところを

　イメージして下さい

・普段の移動中，過去１年のあいだに，次のような出来ごとが

　どのくらいの頻度でありましたか。

　最もあてはまるものを １つだけ選び ○ で囲んで下さい。

気がつくと，人や車が自分の真後ろに異常に接近している事があ

る

予定通りに目的地に着くことが難しい

車のナンバーやワイパーの動きなどに目がとまってしまい，周囲

に気を配れなくなってしまう



 
 

A p pe n d ix 4 . 数 量 化 理論 第 Ⅲ 類か ら 質 的 変数 間 の 距離 の 算 出 式  
 

・ Ｘ k、 Y k＝ k 軸 の 項目 X と 項 目 Y の カテ ゴ リ ース コ ア  
・ a k＝ k 軸 の 寄与 率  
・ n＝ 軸数  
と す る と 、項 目 X と 項目 Y と の 距 離ｌ x y は (１ )の式 で 表 せ る。  

(１ )  
 
 
 
  

n
ｌxy ＝ ∑

a k Ｘ k －Ｙ k
k =1

｛ （ ）｝

2



 
 

Append ix5 . ① 空 間 的情 報 選 択課 題 ・ 刺 激  

 
 
  

＜ポ ジ テ ィブ 感 情 ＞  

（２ ） 標 的刺 激  

＜ネ ガ テ ィブ 感 情 ＞  

（１ ）手 が か り感 情 刺激  



 
 

Append ix6 . ① 空 間 的情 報 選 択課 題 ・ 刺 激提 示 の エリ ア  
 

 
  

中心 エ リ ア： 1～ 4  周 辺 エ リア ： 5～ 8  
上エ リ ア ： 1・ 5  下エ リ ア ： 3・ 7  
左エ リ ア ： 4・ 8  右エ リ ア ： 2・ 6  



 
 

Append ix7 . ② 注 意 切替 課 題 ・刺 激  

 
  

（２ ） ア ルフ ァベ ッ ト  

（１ ） 数 字  



 
 

Append ix8 . ③ 変 化 検出 課 題 ・刺 激 ‐ 注 意集 中 場 面  

 

会議 室  寝室  パー テ ィ  

写真 A  
基 準  

写真 A ’ 
消 失  

 

 

追 加  

 

 

 

 

位 置 移 動  

  



 
 

Append ix9 . ③ 変 化 検出 課 題 ・刺 激 ‐ 注 意分 散 場 面  

 
 
 

歩道  牧場  ヨッ ト  

写 真 A  
基 準  

写真 A ’ 
消 失  

 

 

追 加  

 

 

 

 

位 置 移 動  

  


